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i 

 

凡
例 

一 

本
論
文
に
現
れ
た
書
物
の
略
称
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
統
一
す
る
。 

 

（
一
） 
『
全
体
新
論
訳
解
』
を
『
訳
解
』
と
略
す
。 

（
二
） 

石
黒
厚
訳
『
全
体
新
論
訳
解
』
を
石
黒
『
訳
解
』
と
略
す
。 

（
三
） 

高
木
熊
三
郎
訳
『
全
体
新
論
訳
解
』
を
高
木
『
訳
解
』
と
略
す
。 

（
四
） 

国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
高
木
『
訳
解
』
を
国
会
本
高
木
『
訳

解
』、
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
石
黒
『
訳
解
』
を
国
会
本
石
黒

『
訳
解
』、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
石
黒
『
訳
解
』
を

北
大
本
石
黒
『
訳
解
』
の
よ
う
に
略
す
。 

（
五
） 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
を
『
日
国
』
と
略
す
。 

（
六
） 

八
耳
俊
文
（
一
九
九
九
）「
19
世
紀
漢
訳
洋
書
及
び
和
刻
本
所
在
目
録
」

を
八
耳
「
目
録
」
と
略
す
こ
と
が
あ
る
。 

 

二 

本
論
文
で
『
全
体
新
論
』
と
『
訳
解
』
の
本
文
内
容
を
引
用
す
る
際
に
、
表
記

は
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
一
） 

和
刻
本
の
訓
点
は
原
文
に
よ
る
。 

（
二
） 

漢
字
の
旧
字
体
は
原
文
に
即
す
る
こ
と
と
し
て
、
入
力
で
き
な
い
場
合

は
近
い
字
体
に
直
す
。 

（
三
） 

仮
名
の
異
体
字
・
合
字
は
現
行
の
字
体
に
直
す
。 

（
四
） 

適
宜
、
句
読
点
を
補
う
。 

（
五
） 

本
文
中
の
傍
点
は
基
本
的
に
省
略
す
る
。 

 

三 

本
論
文
で
は
『
全
体
新
論
』、『
訳
解
』
お
よ
び
ほ
か
の
書
物
に
つ
い
て
、
書

名
を
引
用
す
る
際
に
、
新
字
体
に
す
る
が
、
論
述
の
内
容
を
引
用
す
る
際
の

み
、
可
能
な
限
り
原
文
ど
お
り
の
字
体
に
す
る
。 

 

四 

紀
年
法
に
つ
い
て
、
日
本
で
著
さ
れ
た
資
料
に
は
、「
年
号
（
西
暦
）」
の
よ

う
に
す
る
。
中
国
側
の
紀
年
を
表
す
際
は
、
西
暦
表
記
を
基
本
と
す
る
が
、

い
く
つ
か
の
場
合
に
中
国
年
号
（
西
暦
）
を
表
記
す
る
。 
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第
一
章 

序
論 

第
一
節 

 

研
究
背
景
と
意
義 

明
治
維
新
の
前
に
、
日
本
は
開
国
を
迫
ら
れ
、
世
界
を
知
り
西
洋
文
化
を
学
ぼ
う

と
す
る
意
欲
が
高
ま
っ
た
。
そ
の
重
要
な
情
報
源
の
一
つ
は
漢
訳
洋
書
で
あ
っ
た
。

漢
訳
洋
書
は
中
国
に
お
い
て
、
宣
教
師
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
西
洋
文
明
を
紹
介
す
る

書
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
物
は
当
時
の
漢
文
の
教
養
を
持
っ
て
い
た
日
本
の
知
識

人
に
と
っ
て
西
洋
知
識
を
学
ぶ
近
道
と
な
っ
た
。 

明
治
以
後
、
欧
米
の
文
物
が
大
量
に
押
し
寄
せ
て
き
た
が
、
日
本
語
に
は
な
い
語

彙
に
つ
い
て
は
新
し
い
日
本
語
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
際
に
知
識

人
は
最
初
に
中
国
の
英
華
辞
典
と
漢
訳
洋
書
か
ら
借
用
語
（
注
一
）

を
取
り
入
れ
、
訳
語

を
創
案
し
た
。
つ
ま
り
、
漢
訳
洋
書
は
西
洋
科
学
や
文
化
を
吸
収
す
る
た
め
の
情
報

源
と
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
い
日
本
語
を
産
出
す
る
一
つ
の
ル
ー
ト
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。 

近
年
、
日
中
近
代
語
交
渉
に
関
す
る
研
究
は
日
中
両
国
の
近
代
語
研
究
に
欠
か
せ

な
い
重
要
な
一
分
野
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
学
術
用
語
の
交
渉
史
に
関
す
る

研
究
は
、
両
国
の
研
究
者
に
よ
っ
て
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
自
然
科
学
か
ら
人

文
科
学
ま
で
各
分
野
に
わ
た
る
学
術
用
語
に
関
す
る
研
究
成
果
が
著
し
い
。
た
と
え

ば
、
沈
国
威
（
一
九
九
六
、
一
九
九
七
）
に
お
け
る
医
学
用
語
と
沈
国
威
（
二
〇
〇

〇
a
）
に
お
け
る
植
物
用
語
、
荒
川
清
秀
（
一
九
九
七
）
に
お
け
る
地
理
用
語
、
朱

京
偉
（
二
〇
〇
三
）
に
お
け
る
植
物
用
語
と
哲
学
用
語
な
ど
の
一
連
の
論
述
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
漢
訳
洋
書
を
研
究
資
料
と
す
る
も
の
が
多
い
。
つ
ま
り
、
日
中

語
彙
交
流
の
研
究
か
ら
見
る
と
、
漢
訳
洋
書
は
近
代
語
彙
の
成
立
に
役
割
が
大
き
い

と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
、
漢
訳
洋
書
に
つ
い
て
は
語
彙
交
流
の
視
点
で
優
れ
た
研
究
が
な
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
漢
訳
洋
書
の
日
本
受
容
と
い
う
視
点
か
ら
の
研
究
は
陳
力
衛
氏
の

一
連
の
研
究
（
注
二
）

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
ま
だ
数
多
く
の
課
題
が
残
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
漢
訳
洋
書
に
関
す
る
研
究
は
原
本
の
み
に
注
目
し
て
い
る
が
、
そ
の
和
訳
書
な

ど
の
研
究
は
ま
だ
少
な
い
。
漢
訳
洋
書
は
関
係
す
る
分
野
が
幅
広
い
た
め
、
筆
者
は

医
学
分
野
の
代
表
で
あ
る
『
全
体
新
論
』
お
よ
び
そ
の
和
訳
書
を
対
象
に
そ
の
日
本

で
の
受
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

『
全
体
新
論
』
は
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
会
所
属
の
宣
教
医
ホ
ブ
ソ
ン

（B
en

ja
m

in
 H

ob
son

 

、
漢
名
合
信
ま
た
は
霍
浦
孫
）
に
よ
り
漢
文
で
著
さ
れ
（
注

三
）

、
咸
豊
元
年
（
一
八
五
一
）
、
中
国
広
州
の
恵
愛
医
館
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ

は
近
代
中
国
に
お
い
て
は
じ
め
て
の
西
洋
医
学
を
紹
介
す
る
生
理
学
入
門
書
で
あ
っ

た
。
出
版
さ
れ
た
後
、
中
国
知
識
人
や
中
国
在
住
の
欧
米
人
に
、
さ
ら
に
中
国
の
医

学
界
、
官
界
に
も
高
く
評
価
さ
れ
た
（
注
四
）

。 
中
国
で
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
こ
の
書
籍
は
、
嘉
永
末
年
（
一
八
五
四
）
頃
に
伝
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わ
り
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
伏
見
の
医
者
で
あ
る
越
智
氏
に
よ
っ
て
翻
刻
が

行
わ
れ
、
多
く
の
知
識
人
に
読
ま
れ
た
。
明
治
期
に
入
る
と
、
漢
訳
洋
書
は
和
訳
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、『
全
体
新
論
』
を｢

訳
解｣

し
た
同
名
二
種
の
『
全
体
新
論
訳
解
』

が
出
版
さ
れ
た
（
注
五
）

。
そ
れ
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
か
ら
明
治
七
年
（
一
八

七
四
）
に
か
け
て
大
阪
で
出
版
さ
れ
た
高
木
熊
三
郎
に
よ
る
も
の
と
明
治
七
年
（
一

八
七
四
）
に
名
古
屋
で
出
版
さ
れ
た
石
黒
厚
に
よ
る
も
の
の
二
種
で
あ
る
。 

従
来
、
『
全
体
新
論
』
に
関
す
る
研
究
は
医
学
史
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
言
語
資

料
と
し
て
医
学
用
語
研
究
も
行
わ
れ
て
き
た
。『
訳
解
』
に
関
し
て
、
管
見
の
限
り
、

飛
田
（
一
九
七
三
）
で
高
木
『
訳
解
』
を
言
及
す
る
以
外
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
な
い
。
二
種
の
『
訳
解
』
は
ほ
ぼ
同
時
に
出
版
さ
れ
、
訳
述
方
法
に
共
通
点

と
相
違
点
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
両
書
に
は
振
り
仮
名
が
豊
富
に
付
さ
れ
て
い

る
た
め
、
明
治
初
期
の
日
本
語
を
考
察
す
る
際
に
有
益
な
資
料
で
あ
る
と
言
え
る
。

二
種
の
『
訳
解
』
を
通
し
て
明
治
初
期
の
日
本
語
の
実
態
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、

『
全
体
新
論
』を
め
ぐ
る
受
容
の
一
端
を
考
察
す
る
こ
と
が
本
論
文
の
目
的
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
本
論
文
は
、
和
訳
書
を
め
ぐ
る
研
究
を
通
し
て
、
漢
訳
洋
書
の
日
本
受
容

を
検
討
し
、
和
訳
書
と
近
代
語
と
の
関
連
性
そ
し
て
和
訳
書
の
研
究
価
値
を
見
出
そ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

第
二
節 

論
文
構
成 

本
論
文
は
「
序
論
」
と
「
結
論
」
を
入
れ
て
七
章
か
ら
な
る
。
第
二
章
と
第
三
章

は
『
全
体
新
論
』
と
『
訳
解
』
二
種
と
の
関
係
を
書
誌
学
的
・
文
献
学
的
な
視
点
か

ら
論
じ
る
。
第
四
章
と
第
五
章
は
二
種
の
『
訳
解
』
に
お
け
る
近
代
日
本
語
の
表
記

と
漢
字
音
を
中
心
に
国
語
学
的
研
究
を
展
開
す
る
。
第
六
章
は
漢
訳
洋
書
の
日
本
に

お
け
る
受
容
に
重
点
を
置
く
。
各
章
の
内
容
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

第
一
章
は
序
論
と
し
て
研
究
の
背
景
と
意
義
お
よ
び
各
章
の
内
容
構
成
に
つ
い
て

述
べ
る
。 

第
二
章
は
『
全
体
新
論
』
と
二
種
の
『
訳
解
』
に
関
す
る
書
誌
学
的
情
報
を
述
べ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
、
構
成
お
よ
び
『
全
体
新
論
』
と
二
種
の
『
訳
解
』
の
関
係
、

さ
ら
に
、
二
種
の
『
訳
解
』
の
資
料
的
価
値
を
検
討
す
る
。 

第
三
章
は
現
存
す
る
『
全
体
新
論
』
と
二
種
の
『
訳
解
』
の
諸
本
を
実
地
調
査
し
、

そ
こ
に
見
ら
れ
る
使
用
形
跡
を
ま
と
め
、
漢
字
、
漢
語
、
医
学
用
語
を
分
類
し
、
使

用
字
典
類
と
使
用
者
を
分
析
す
る
。
ま
た
、
現
存
本
の
漢
字
に
関
す
る
書
き
入
れ
を

二
種
の
『
訳
解
』
と
比
べ
、
二
種
の
『
訳
解
』
の
訳
述
方
法
を
考
察
す
る
。 

第
四
章
は
二
種
の
『
訳
解
』
に
お
け
る
訳
述
方
法
の
差
異
に
よ
る
振
り
仮
名
の
特

徴
差
を
中
心
に
分
析
す
る
。
先
に
、
二
種
の
『
訳
解
』
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
手

順
と
振
り
仮
名
の
取
得
方
法
と
統
計
方
法
を
説
明
す
る
。 

第
五
章
は
二
種
の『
訳
解
』に
振
り
仮
名
が
反
映
す
る
漢
語
の
漢
字
音
に
着
目
し
、

同
一
漢
語
に
異
な
る
漢
字
音
が
併
存
す
る
も
の
を
抽
出
し
、
漢
字
音
の
揺
れ
と
両
書
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に
存
在
す
る
相
違
を
分
析
す
る
。 

第
六
章
は
漢
訳
洋
書
と
は
何
か
に
つ
い
て
述
べ
た
上
で
、
二
種
の
『
訳
解
』
に
お

け
る『
全
体
新
論
』の
受
容
を
中
心
に
漢
訳
洋
書
の
受
容
問
題
の
一
端
を
探
求
す
る
。

方
法
と
し
て
は
、
医
学
用
語
「
～
骨
」
を
例
と
し
て
そ
の
受
容
に
つ
い
て
分
析
を
試

み
る
。
さ
ら
に
、
諸
本
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
日
本
に
お
け
る
『
全
体
新
論
』
の

受
容
過
程
を
検
討
す
る
。 

第
七
章
は
本
論
文
を
ま
と
め
、
本
論
文
の
意
義
と
今
後
の
課
題
を
述
べ
る
。 

【
注
】 

（
注
一
） 

借
用
語
に
つ
い
て
の
詳
細
は
飛
田
（
二
〇
〇
二
）
を
参
照
。 

（
注
二
） 

陳
（
一
九
九
五
）
、
陳
（
二
〇
〇
〇
）
、
陳
（
二
〇
〇
五
）
、
陳
（
二

〇
一
三
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

（
注
三
） 

『
全
体
新
論
』
の
本
文
冒
頭
に
は
、「
西
国
医
師
合
信
氏
著 

南
海
陳
修

堂
同
撰
」
と
記
し
、
ホ
ブ
ソ
ン
が
こ
の
書
を
訳
述
す
る
際
に
、
中
国
人

陳
修
堂
の
協
力
を
得
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

（
注
四
） 

『
全
体
新
論
』
へ
の
評
価
に
つ
い
て
の
詳
細
は
吉
田
（
一
九
九
六
）
を

参
照
。 

（
注
五
） 

『
全
体
新
論
』
と
『
訳
解
』
二
種
に
関
す
る
出
版
情
報
は
吉
田
（
一
九

九
六
）
と
八
耳
「
目
録
」
に
よ
る
。 
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第
二
章 

『
全
体
新
論
』
と
『
全
体
新
論
訳
解
』
二
種 

第
一
節 
『
全
体
新
論
』
と
『
全
体
新
論
訳
解
』
に
関
す
る
先
行
研
究 

 

こ
れ
ま
で
に
『
全
体
新
論
』
に
関
す
る
研
究
は
、
医
学
史
に
お
い
て
も
、
語
彙
史

お
よ
び
語
彙
交
流
に
お
い
て
も
研
究
成
果
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
日
本
に
伝
わ
っ
た
後

の
和
刻
本
『
全
体
新
論
』
と
和
訳
本
の
二
種
の
『
訳
解
』
に
つ
い
て
の
研
究
は
ま
だ

少
な
い
。
以
下
で
は
『
全
体
新
論
』
と
二
種
の
『
訳
解
』
に
関
す
る
研
究
成
果
を
挙

げ
る
。 

一 

著
者
ホ
ブ
ソ
ン
お
よ
び
『
全
体
新
論
』
に
関
す
る
先
行
研
究 

日
本
に
お
け
る
『
全
体
新
論
』
の
書
誌
や
医
学
史
上
の
価
値
、
著
者
ホ
ブ
ソ
ン
に

つ
い
て
の
研
究
は
、
吉
田
（
一
九
八
九
） 

、
吉
田
（
一
九
九
六
）、
八
耳
（
一
九
九

九
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。  

吉
田
（
一
九
八
九
）
に
よ
る
と
、
幕
末
期
、
キ
リ
ス
ト
教
の
流
入
と
発
展
に
危
機

感
を
抱
い
た
仏
僧
が
著
し
た
『
閑
邪
存
誠
』
が
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
西
洋
の

科
学
知
識
の
紹
介
と
キ
リ
ス
ト
教
入
信
の
勧
め
を
兼
ね
た
『
全
体
新
論
』
を
は
じ
め

と
す
る
中
国
語
医
学
書
を
批
判
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、『
全
体
新
論
』
を
中
心
に

論
駁
す
る
の
は
当
時
日
本
の
医
学
界
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
に
貢
献
し
た
『
全

体
新
論
』
の
歴
史
的
位
置
を
象
徴
し
て
い
る
と
も
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
、
吉
田
（
一
九
九
六
）
は
中
国
キ
リ
ス
ト
教
初
期
医
療
伝
道
史
に
お
け
る
ホ

ブ
ソ
ン
の
著
作
と
そ
の
影
響
を
め
ぐ
っ
て
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
生
涯
や
ホ
ブ
ソ
ン
五
書
の

構
成
と
内
容
お
よ
び
特
色
、
さ
ら
に
中
国
と
日
本
に
お
け
る
反
響
に
つ
い
て
詳
し
く

述
べ
て
い
る
。 

一
九
世
紀
に
お
い
て
数
多
く
の
漢
訳
洋
書
が
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、

『
全
体
新
論
』
は
西
洋
医
学
書
の
代
表
と
し
て
伝
わ
っ
て
き
た
。
そ
の
後
、
和
刻
本

と
和
訳
本
が
刊
行
さ
れ
、
広
く
流
布
し
た
。
八
耳
（
一
九
九
九
）
の
「
19
世
紀
漢
訳

洋
書
及
び
和
刻
本
所
在
目
録
」
は
漢
訳
洋
書
の
調
査
に
関
し
て
詳
し
い
。
こ
の
「
目

録
」
に
は
一
九
世
紀
に
お
け
る
漢
訳
洋
書
お
よ
び
和
刻
本
の
書
名
、
巻
数
、
著
訳
者

名
、
出
版
年
な
ど
の
出
版
情
報
と
所
在
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

『
全
体
新
論
』
の
諸
版
元
や
和
刻
本
と
和
訳
本
に
関
わ
る
情
報
を
詳
細
に
知
る
こ
と

が
で
き
る
。 

従
来
、『
全
体
新
論
』
に
関
し
て
は
、
医
学
史
研
究
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
言
語
資

料
と
し
て
扱
う
医
学
用
語
研
究
も
行
わ
れ
て
き
た
。 

沈
（
二
〇
〇
〇
b
）
は
中
国
に
お
け
る
西
洋
医
学
用
語
の
発
生
と
中
日
借
用
語
の

視
点
か
ら
、
西
洋
医
学
の
出
発
点
で
あ
る
『
泰
西
人
身
説
概
』（
一
六
二
三
）
と
『
全

体
新
論
』
の
用
語
を
考
察
し
て
い
る
。
同
書
で
は
宣
教
師
ら
が
中
国
語
の
医
学
用
語

を
訳
す
際
に
直
面
し
た
難
し
さ
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
造
語
「
脳
炎
、

肺
炎
、
肝
炎
」
な
ど
、
語
構
成
要
素
「
炎
」
を
含
む
一
部
の
も
の
は
日
本
の
医
学
用

語
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。 
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舒
（
二
〇
〇
一
）
は
『
全
体
新
論
』
の
語
彙
を
『
解
体
新
書
』
と
比
較
し
、
語
彙

伝
承
の
面
か
ら
考
察
し
て
い
る
。
両
書
の
語
彙
に
見
ら
れ
る
一
致
は
、
多
く
は
在
来

の
漢
語
、
同
じ
漢
字
表
記
に
由
来
す
る
も
の
の
、
中
国
早
期
の
洋
学
書
か
ら
の
影
響

に
よ
る
も
の
も
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。「
眼
球
」「
採
聴
」
の
よ
う
な
両
書
に
伝
承

不
明
の
も
の
は
、
日
本
側
の
医
学
書
か
ら
の
影
響
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
と
言
及
し

て
い
る
。 

松
本
（
二
〇
〇
六
、
二
〇
〇
七
）
は
ホ
ブ
ソ
ン
の
医
学
用
語
の
由
来
や
特
色
を
考

察
す
る
。
松
本
（
二
〇
〇
六
）
は
『
全
体
新
論
』
を
『
医
学
英
華
字
釈
』
と
比
較
し
、

両
書
で
示
さ
れ
た
中
国
語
に
よ
る
解
剖
学
的
語
彙
は
、
あ
ま
り
に
も
一
貫
性
、
統
一

性
を
欠
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
て
、
中
国
に
西
洋
学
問
を
浸
透
さ
せ
る
だ
け
の
説
得

力
に
欠
け
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、『
全
体
新
論
』
を
め
ぐ
っ
て
は
、
主
に
近
代
日
中
両
国
の
医
学
史

お
よ
び
中
国
語
学
の
観
点
か
ら
の
研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
日
中
借
用
語
の
研

究
に
も
及
ん
で
い
る
。
八
耳
「
目
録
」
の
収
録
に
よ
る
各
図
書
館
の
所
蔵
状
況
か
ら

み
る
と
、『
全
体
新
論
』
が
日
本
で
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
こ

れ
ま
で
の
研
究
は
『
全
体
新
論
』
に
お
い
て
、
医
学
用
語
の
特
徴
や
日
本
語
と
の
関

連
性
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、『
全
体
新
論
』
の
医
学
用
語
が
日
本
の
医
学

に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
日
本
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て

の
考
察
は
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。 

二 

『
全
体
新
論
訳
解
』
二
種
に
関
す
る
先
行
研
究 

『
全
体
新
論
訳
解
』
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
飛
田
（
一
九
七
三
）
が
挙
げ
ら

れ
る
。
飛
田
（
一
九
七
三
）
は
近
代
語
研
究
の
資
料
を
取
り
扱
い
、
翻
訳
資
料
の
一

つ
と
し
て
『
全
体
新
論
訳
解
』
を
挙
げ
て
い
る
。
詳
し
く
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。 

 

中
国
に
渡
っ
た
欧
米
の
宣
教
師
が
漢
訳
し
た
医
学
書
「
全
體
新
論
」
の 

翻
訳
に
「
全
體
新
論
譯
解
」（
明
治
七
年
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は 

 
 
 
 

男 ナ
ン

骨 コ
ツ

ハ
堅
ク
シ
テ
稍
ク
長
シ
（
巻
一
4
ウ
） 

 
 
 
 

男
女

ナ
ン
ニ
ヨ

渾
身

コ
ン
シ
ン

ノ
骨
其
ノ
数ス

ウ

タ
ル
相ア

ヒ

埒
ヒ
ト
シ

ク
似ニ

タ
リ
（
同
前
） 

 

の
よ
う
に
、難
解
か
と
思
わ
れ
る
漢
語
に
ふ
り
が
な
が
あ
り
、右
側
は
読
み
方
、

左
側
は
意
味
（
訳
語
）
を
示
し
て
い
る
。 

 

飛
田
（
一
九
七
三
）
で
は
い
ず
れ
の
『
訳
解
』
を
見
た
も
の
か
に
つ
い
て
の
言
及 

が
な
い
が
、
二
種
の
『
訳
解
』
と
対
照
す
る
と
、
左
側
の
振
り
仮
名
「
カ
ラ
ダ
ウ
チ
」

と
高
木
『
訳
解
』
に
あ
る
「
カ
ラ
ダ
チ
ウ
」
の
違
い
と
「
堅
」「
稍
」「
長
」
の
右
側

に
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
る
か
い
な
か
の
違
い
を
除
き
、
文
の
み
と
引
用
箇
所
の
頁
数

が
高
木
『
訳
解
』
と
一
致
し
て
い
る
。
飛
田
（
一
九
七
三
）
が
記
述
し
た
の
は
高
木

『
訳
解
』
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
飛
田
（
一
九
七
三
）
は
高
木
『
訳
解
』
を
翻
訳

資
料
と
し
て
扱
い
、
現
れ
た
振
り
仮
名
の
特
徴
を
指
摘
し
て
い
る
。 

ヲ
ト
コ
ノ
ホ
ネ 

 

カ
ラ
ダ
ウ
チ 
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こ
れ
ま
で
、
二
種
の
『
訳
解
』
に
関
す
る
先
行
研
究
は
飛
田
（
一
九
七
三
）
が
高

木
『
訳
解
』
を
扱
う
以
外
、
ほ
と
ん
ど
管
見
に
入
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
二
種
の

『
訳
解
』
を
言
語
学
的
な
資
料
と
す
る
研
究
は
ま
だ
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
現
状
で
あ
る
。
飛
田
（
一
九
七
三
）
で
は
高
木
『
訳
解
』
を
翻
訳
資
料
と
し
て
認

め
て
い
る
が
、
漢
訳
洋
書
の
和
訳
書
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
翻
訳
資
料
の
特
徴
を
持

っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
も
う
一
つ
の
和
訳
書
で
あ
る
石
黒
『
訳
解
』
と
、
訳
述
方

法
に
ど
ん
な
違
い
が
あ
る
の
か
、
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

第
二
節 

『
全
体
新
論
』
と
『
全
体
新
論
訳
解
』 

一 

『
全
体
新
論
』
の
著
者
ホ
ブ
ソ
ン 

ホ
ブ
ソ
ン
は
一
八
一
六
年
一
月
二
日
、
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ェ
ル
フ
ォ
ー
ド
（W

elfo
rd

）

に
生
ま
れ
た
（
注
一
）
。
一
八
三
〇
年
代
前
半
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
総
合
病
院
附
設
の
医
学

校
で
医
学
教
育
を
受
け
、
一
八
三
五
年
に
ロ
ン
ド
ン
大
学
医
科
大
学
に
進
学
し
、
医

学
を
勉
強
し
た
。
卒
業
後
、
ロ
ン
ド
ン
伝
道
会
に
入
り
宣
教
医
と
な
っ
た
。
一
八
三

九
年
七
月
イ
ギ
リ
ス
を
出
航
し
、
一
二
月
一
八
日
に
マ
カ
オ
に
到
着
し
、
一
八
四
三

年
一
月
ま
で
病
院
の
管
理
を
引
き
受
け
て
い
た
。
ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
一
八
四
三
年
香

港
に
移
り
、
中
国
医
療
伝
道
会
病
院
の
経
営
に
あ
た
っ
た
。
一
八
四
五
年
、
夫
人
が

病
気
の
た
め
、
一
時
的
に
帰
国
し
た
が
、
一
二
月
二
日
夫
人
を
失
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス

に
滞
在
中
、
モ
リ
ソ
ン
の
娘
と
結
婚
し
、
一
八
四
七
年
七
月
に
香
港
に
戻
っ
た
。
翌

年
二
月
に
広
州
に
移
住
し
、
恵
愛
医
館
を
開
設
し
、
医
療
活
動
を
展
開
し
た
。
一
八

五
六
年
一
〇
月
に
は
広
東
に
排
外
暴
動
が
起
き
た
た
め
、
香
港
に
移
っ
た
。
一
八
五

七
年
二
月
に
上
海
に
移
住
し
、
年
末
か
ら
上
海
で
仁
済
医
館
の
管
理
を
任
さ
れ
た
。

一
八
五
九
年
に
健
康
上
の
理
由
か
ら
帰
国
、
一
八
七
三
年
ロ
ン
ド
ン
郊
外
で
死
去
し

た
。 

 

以
上
の
ホ
ブ
ソ
ン
の
経
歴
の
う
ち
、
中
国
で
の
約
二
〇
年
は
、
大
ま
か
に
三
つ
の

段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
一
八
三
九
年
一
二
月
か
ら
一
八
四
八
年
初
に
か
け
て
は
、
マ

カ
オ
・
香
港
時
代
と
言
え
、
主
に
医
学
活
動
を
展
開
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
一
八
四

八
年
二
月
か
ら
一
八
五
六
年
一
〇
月
ま
で
は
広
州
時
代
と
言
え
、
こ
の
時
期
に
は
恵

愛
医
館
を
開
設
、
中
国
人
医
師
の
養
成
に
力
を
尽
く
し
た
。
一
八
五
七
年
二
月
か
ら

一
八
五
九
年
初
上
海
を
出
る
ま
で
の
短
い
時
期
は
上
海
時
代
と
言
え
、
時
間
的
余
裕

を
得
て
執
筆
活
動
に
励
ん
だ
。 

ホ
ブ
ソ
ン
は
マ
カ
オ
・
香
港
時
代
を
経
て
、
中
国
医
学
に
お
い
て
解
剖
学
の
知
識

が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
広
州
時
代
に
医
療
活
動
を
展
開
す
る
と
も
に
、

中
国
人
医
師
の
養
成
を
行
っ
た
。
一
八
四
九
年
に
石
版
印
刷
機
械
を
購
入
し
、
中
国

語
の
テ
キ
ス
ト
の
作
成
が
始
ま
っ
た
（
注
二
）
。
最
初
に
『
天
文
略
論
』
（
一
八
四
九
）

を
作
成
し
、
西
洋
人
が
運
営
す
る
学
校
で
教
科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
た
（
注
三
）
。
そ
の

他
に
も
こ
の
広
州
時
代
に
は
多
く
の
著
書
を
刊
行
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
関
係
著
作
以

外
に
、『
全
体
新
論
』
（
一
八
五
一
）
と
『
博
物
新
編
』
（
一
八
五
四
）
の
よ
う
な
医

学
・
自
然
科
学
関
係
著
作
も
あ
る
。
一
八
五
七
年
に
上
海
に
移
住
後
、
中
国
で
蓄
積
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し
た
豊
富
な
治
療
経
験
や
治
療
例
に
基
づ
き
、
『
西
医
略
論
』
（
一
八
五
七
）
、
『
婦

嬰
新
説
』
（
一
八
五
八
）
、
『
内
科
新
説
』
（
一
八
五
八
）
を
ま
と
め
、
上
海
仁
済

医
館
で
出
版
し
た
。
ホ
ブ
ソ
ン
の
著
書
の
『
全
体
新
論
』
『
博
物
新
編
』
『
婦
嬰
新

説
』
『
西
医
略
論
』
『
内
科
新
説
』
の
五
書
は
「
ホ
ブ
ソ
ン
五
書
」
あ
る
い
は
「
西

医
五
種
」
と
総
称
さ
れ
て
い
る
（
注
四
）

。
『
博
物
新
編
』
は
医
学
書
で
は
な
い
が
、
医

学
基
礎
を
な
す
自
然
科
学
の
博
物
書
で
あ
り
、
医
学
に
か
か
わ
っ
て
い
る
た
め
広
義

の
医
学
書
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
一
八
五
八
年
に
ホ
ブ
ソ
ン
は
自
著
で
用

い
て
い
た
術
語
を
整
理
し
て
、
『
医
学
英
華
字
釈
』
と
い
う
医
学
用
語
集
も
出
版
し

た
。  二 

『
全
体
新
論
』
に
対
す
る
中
日
両
国
で
の
反
響 

ホ
ブ
ソ
ン
は
西
洋
の
解
剖
学
・
解
剖
生
理
学
に
関
す
る
著
作
か
ら
多
数
の
解
剖
図

を
引
用
し
、
中
国
語
の
教
師
で
あ
る
陳
修
堂
の
協
力
を
得
て
『
全
体
新
論
』
を
完
成

し
た
。
初
版
は
一
八
五
一
年
に
恵
愛
医
館
よ
り
刊
行
さ
れ
、
同
年
別
の
版
が
上
海
の

墨
海
書
館
よ
り
再
版
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
数
回
刊
行
さ
れ
た
。
両
広
総
督
葉
名
琛
の

父
で
あ
る
葉
志
詵
が
『
全
体
新
論
』
の
翻
刻
も
行
っ
た
。
初
版
後
、
ホ
ブ
ソ
ン
は
図

を
石
版
か
ら
木
版
に
変
え
、
た
び
た
び
増
刷
さ
れ
た
（
注
五
）
。『
全
体
新
論
』
は
近
代

中
国
に
お
い
て
は
じ
め
て
本
格
的
に
西
洋
解
剖
学
を
紹
介
す
る
役
割
が
あ
り
、
中
国

に
お
い
て
広
く
使
わ
れ
た
。 

一
方
、
日
本
に
伝
わ
っ
た
後
、
和
刻
本
『
全
体
新
論
』
は
明
治
期
に
開
設
さ
れ
た

医
学
校
に
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
北
海
道
の
使
用
状
況
を
例
と

す
る
と
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
二
月
の
「
札
幌
病
院
蔵
書
目
録
」
に
開
拓
使
医

学
校（
明
治
五
年
に
開
設
）で
使
用
さ
れ
た
ホ
ブ
ソ
ン
の
医
学
五
書
が
挙
げ
ら
れ
る
。

現
在
、『
婦
嬰
新
説
』
を
除
き
、
そ
の
他
の
四
書
は
現
存
し
て
い
る
（
注
六
）
。
ま
た
、

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
函
館
病
院
の
外
科
医
長
を
命
ぜ
ら
れ
た
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
は

講
義
の
余
課
と
し
て
ホ
ブ
ソ
ン
五
書
を
教
え
、「
月
曜
辰
夜
合
信
氏
五
部
書
論
議
乃
六

時
至
十
二
時
」
と
い
う
記
録
が
あ
る
（
注
七
）
。 

前
述
の
よ
う
に
、『
全
体
新
論
』
は
一
八
五
一
年
に
出
版
後
、
嘉
永
末
年
（
一
八
五

四
）
ご
ろ
に
日
本
に
伝
わ
っ
て
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
翻
刻
さ
れ
た
。『
全
体

新
論
』
を
除
き
、
ホ
ブ
ソ
ン
五
書
の
う
ち
の
四
書
は
次
の
よ
う
に
出
版
さ
れ
た
。 

 

 
 

『
博
物
新
編
』（
一
八
五
四
）
→
（
日
本
に
伝
わ
っ
た
の
は
一
八
五
五
年
以
後
か

未
詳
） 

開
成
所
出
版
、
老
皀
館
万
屋
兵
四
郎
販
売
一
八
六
〇
年
頃 

 
 

『
西
医
略
論
』（
一
八
五
七
）
→
桃
樹
園
三
宅
艮
斎
氏
蔵
版
・
一
八
五
八
年
出
版 

 
 

『
婦
嬰
新
説
』（
一
八
五
八
）
→
天
香
堂
蔵
版
・
一
八
五
九
年
出
版 

 

『
内
科
新
説
』（
一
八
五
八
）
→
桃
樹
園
三
宅
艮
斎
氏
蔵
版
・
一
八
五
八
年
出
版 

 

『
全
体
新
論
』は
中
国
で
の
出
版
か
ら
日
本
で
の
出
版
ま
で
六
年
間
か
か
っ
た
が
、

他
の
三
種
の
医
学
書
は
『
全
体
新
論
』
の
翻
刻
出
版
後
の
二
年
間
で
、
中
国
の
原
著

出
版
の
同
年
、
あ
る
い
は
翌
年
に
す
ば
や
く
翻
刻
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
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は
『
全
体
新
論
』
の
原
著
が
愛
読
さ
れ
、
西
学
医
学
を
求
め
る
渇
望
に
応
じ
た
た
め

で
あ
り
、『
全
体
新
論
』
以
外
の
医
学
書
も
歓
迎
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、『
全
体
新
論
』

の
影
響
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
西
洋
科
学
知
識
を
概
説
す
る
『
博
物

新
編
』
は
『
全
体
新
論
』
と
ほ
ぼ
同
時
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
が
、
そ
の
翻
刻
出
版
は

医
学
書
の
三
書
よ
り
遅
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
当
時
の
日
本
人
が
医
学
書
へ
の
期
待
が

大
き
く
、
普
及
を
積
極
的
に
進
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

『
全
体
新
論
』が
愛
読
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
は
、幕
末
の
日
本
は
開
国
を
迫
ら
れ
、

日
本
人
が
世
界
を
知
り
西
洋
文
化
を
学
ぶ
こ
と
を
熱
望
す
る
環
境
で
、
オ
ラ
ン
ダ
医

学
か
ら
徐
々
に
英
米
医
学
に
目
を
向
け
る
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
う
一
つ

は
、『
全
体
新
論
』
は
漢
文
で
あ
り
、
当
時
の
漢
文
の
教
養
を
有
す
る
日
本
知
識
人
に

と
っ
て
は
読
み
や
す
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

ホ
ブ
ソ
ン
五
書
は
最
初
に
知
識
人
の
間
に
読
ま
れ
た
が
、
広
く
普
及
す
る
に
つ
れ

て
、
和
訳
本
も
必
要
と
な
り
、
和
訳
本
の
刊
行
も
行
わ
れ
た
。 

三 

『
全
体
新
論
』
の
和
刻
本
と
和
訳
本 

『
全
体
新
論
』
の
和
刻
本
と
和
訳
本
に
つ
い
て
、
吉
田
（
一
九
九
六
）
は
次
の
よ

う
な
も
の
を
挙
げ
て
い
る
。 

 

 

『
全
体
新
論
』
和
二
冊 

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
二
書
堂
発
兌
（
越
智
蔵
版
）

和
三
冊
（
異
版
） 

 
 
 

 

 

『
全
体
新
論
訳
解
』
和
三
冊 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
同
九
年
（
一
八
七
六
） 

石
黒
厚
訳 

東
京
静
観
堂 

 

『
全
体
新
論
訳
解
』
和
四
冊 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
高
木
熊
三
郎
訳 

大
阪 

文
栄
堂 

 

『
通
俗
全
体
新
論
』
和
一
冊 

明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
松
井
惟
利
訳 

  

右
の
『
全
体
新
論
』
は
「
和
三
冊
（
異
版
）」
と
挙
げ
ら
れ
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、

乾
坤
二
巻
、
図
一
巻
三
冊
が
存
在
す
る
の
で
、
こ
れ
が
吉
田
（
一
九
九
六
）
の
言
う

「
和
三
冊
（
異
版
）」
で
あ
ろ
う
か
。
八
耳
「
目
録
」
に
『
全
体
新
論
』
の
翻
刻
版
の

版
元
が
「
越
智
蔵
版
」
と
「
二
書
堂
発
兌
」
と
の
二
種
類
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
二

種
の
区
別
は
見
返
し
の
左
行
の
文
字
に
よ
る
と
説
明
し
、
ま
た
ど
ち
ら
か
に
属
す
る

か
詳
細
不
明
な
も
の
も
存
在
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
ど
の
版
元
で
も
、
本
文
の

版
は
同
じ
で
あ
る
。 

石
黒
『
訳
解
』
に
つ
い
て
、
吉
田
（
一
九
九
六
）
で
は
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）

同
九
年
（
一
八
七
六
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
八
耳
「
目
録
」
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
も
の
で
あ
る
。
明
治
九
年
の
も
の
は
ま
だ
見
つ
か
ら
ず
、
さ
ら
に
調
査
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
八
耳
「
目
録
」
に
記
載
さ
れ
る
『
全
体
新
論
』
を
数
え
る
と
、、
中

国
（
恵
愛
医
館
・
墨
海
書
館
ほ
か
）
刊
『
全
体
新
論
』
は
一
〇
点
あ
り
、
和
刻
本
は

約
八
〇
点
に
達
し
て
い
る
（
注
八
）
。
高
木
『
訳
解
』
は
全
部
で
一
〇
点
あ
り
、
石
黒
『
訳

解
』
は
一
四
点
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
、
北
海
道
大
学
に
所
蔵
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さ
れ
る
『
全
体
新
論
』
と
『
全
体
新
論
訳
解
』
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
改
め

て
各
図
書
館
と
研
究
機
関
の
所
蔵
情
報
を
網
羅
的
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。 

和
訳
本
に
関
し
て
、
二
種
の
『
訳
解
』
以
外
に
、
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
に

東
京
で
刊
行
さ
れ
た
松
井
惟
利
抄
訳
『
通
俗
全
体
新
論
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
書

は
『
全
体
新
論
』
の
本
文
の
前
半
を
抄
訳
し
、
養
生
の
進
め
を
書
き
加
え
た
も
の
で

あ
る
。『
訳
解
』
と
性
格
が
異
な
り
、
完
全
に
和
訳
本
と
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
、
本

論
文
で
は
『
通
俗
全
体
新
論
』
を
考
察
の
対
象
外
と
す
る
。 

第
三
節 

研
究
対
象
資
料 

北
大
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
越
智
蔵
版
『
全
体
新
論
』
は
三
点
六
冊
あ
り
、

札
幌
農
学
校
文
庫
貴
重
資
料
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
北
大
附
属
図
書
館
に
石
黒
『
訳
解
』

が
一
点
あ
り
、
医
学
部
図
書
室
に
越
智
蔵
版
『
全
体
新
論
』
一
点
と
二
書
堂
発
兌
『
全

体
新
論
』
二
点
と
高
木
『
訳
解
』
一
点
（
二
冊
の
み
）
が
あ
る
。
札
幌
農
学
校
文
庫

の
越
智
蔵
版
お
よ
び
医
学
部
図
書
館
に
あ
る
越
智
蔵
版
と
二
書
堂
発
兌
の
も
の
は
す

べ
て
黄
色
表
紙
で
あ
り
、
本
文
の
版
は
同
じ
で
あ
る
。
見
返
し
に
「
越
智
蔵
版
」
と

「
二
書
堂
発
兌
」
の
違
い
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
二
二
丁
の
挿
絵
が
あ
り
、
一
一
箇
所

に
分
布
し
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
中
か
ら
北
大
札
幌
農
学
校
文
庫
本
『
全
体
新
論
』
を
本
論
文
の
研
究
対

象
資
料
と
し
て
用
い
る
。
ま
た
、
二
種
の
『
訳
解
』
に
関
し
て
、
石
黒
『
訳
解
』
は

北
大
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
も
の
を
用
い
る
。
高
木
『
訳
解
』
は
北
大
に
あ
る

も
の
が
巻
之
二
と
巻
之
四
の
二
冊
し
か
な
い
た
め
、
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ

る
高
木
『
訳
解
』
を
用
い
る
。
以
下
に
、
各
書
の
書
誌
情
報
と
構
成
を
述
べ
る
。 

一 

和
刻
本
『
全
体
新
論
』 

越
智
蔵
版
、
乾
坤
二
冊
、
挿
図
、
黄
色
表
紙
、
出
版:

安
政
四
年
、
出
版
先:

京
都

勝
村
治
右
衞
門
他
、2

4
.9
×

1
7
.6

cm
 

 

序
／
全
体
新
論
例
言
／
全
体
新
論
目
録
（
注
九
） 

正
文 

 

乾 

第
一
身
体
略
論
／
第
二
全
身
骨
体
論
／
第
三
面
骨
論
／
第
四
脊
骨
脇
骨
等
論

／
第
五
手
骨
論
／
第
六
尻
骨
盤
及
足
骨
論
／
第
七
肌
肉
功
用
論
／
第
八
脳
為

全
体
之
主
論
／
第
九
眼
官
部
位
論
／
第
十
眼
官
妙
用
論
／
第
十
一
耳
官
妙
用

論 

坤 

第
十
二
手
鼻
口
官
論
／
第
十
三
臓
腑
功
用
論
／
第
十
四
胃
経
／
第
十
五
小
腸

経
／
第
十
六
大
腸
経
／
第
十
七
肝
経
／
第
十
八
胆
論
／
第
十
九
甜
肉
経
／
第

二
十
脾
経
／
第
二
十
一
心
経
／
第
二
十
二
血
脈
管
廻
血
管
論
／
第
二
十
三
血

脈
運
行
論
／
第
二
十
四
血
論
／
第
二
十
五
肺
経
／
第
二
十
六
肺
経
呼
吸
論
／

第
二
十
七
人
身
真
火
論
／
第
二
十
八
内
腎
経
／
第
二
十
九
膀
胱
論
／
第
三
十
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溺
論
／
第
三
十
一
全
体
脂
液
論
／
第
三
十
二
外
腎
経
／
第
三
十
三
陽
精
論
／

第
三
十
四
陰
経
／
第
三
十
五
胎
論
／
第
三
十
六
胎
盤
論
／
第
三
十
七
乳
論
／

第
三
十
八
月
水
論
／
第
三
十
九
霊
魂
妙
用
論 

 

こ
の
札
幌
農
学
校
文
庫
本
『
全
体
新
論
』
は
、
正
文
の
一
ペ
ー
ジ
目
に
「
開
拓
使

図
書
記
」
と
「
札
幌
農
学
校
図
書
之
印
」
の
蔵
書
印
が
あ
る
。
二
つ
の
蔵
書
印
か
ら

見
る
と
、
こ
の
『
全
体
新
論
』
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
年
か
ら
明
治
一
五
年
（
一

八
八
二
）
年
ま
で
の
開
拓
使
期
に
購
入
さ
れ
、
開
拓
使
廃
止
後
、
札
幌
農
学
校
へ
移

管
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
、医
学
部
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
二
書
堂
発
兌
二
点
の
う
ち
、

一
点
の
『
全
体
新
論
』
に
は
蔵
書
印
は
押
さ
れ
ず
、
見
返
し
の
右
下
に
墨
で
「
濱
田

要
春
」
と
書
い
て
あ
る
。
こ
れ
は
人
名
で
あ
れ
ば
、
個
人
の
所
蔵
で
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。
質
的
に
言
え
ば
、
本
の
刷
り
が
悪
い
。
ま
た
、
北
大
医
学
部
に
あ
る
も
う

一
点
の
二
書
堂
発
兌
と
一
点
の
越
智
蔵
版
は
蔵
書
印
と
書
き
入
れ
が
一
切
な
い
。
こ

れ
ら
の
蔵
本
を
本
論
文
の
参
考
資
料
と
し
て
使
う
。 

 
 

二 

『
全
体
新
論
訳
解
』
二
種
の
内
容
構
成 

前
述
の
よ
う
に
、
石
黒
『
訳
解
』
は
北
海
道
大
学
図
書
館
蔵
本
、
高
木
『
訳
解
』

は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
を
対
象
資
料
と
し
て
使
用
す
る
。
二
種
の
『
訳
解
』
と
も
、

内
容
構
成
は
『
全
体
新
論
』
と
一
致
し
て
い
る
が
、
巻
数
が
異
な
る
た
め
、
各
巻
に

収
録
さ
れ
る
節
に
相
違
が
あ
る
。 

北
大
本
石
黒
『
訳
解
』 

縦2
2
.0

cm
×

横1
5
.4

cm
 

巻
之
一
「
第
一
身
体
略
論
～
第
八
脳
為
全
体
之
主
論
」
全
八
節 

巻
之
二
「
第
九
眼
官
部
位
論
～
第
二
十
脾
経
」
全
一
二
節 

巻
之
三
「
第
二
十
一
心
経
～
第
三
十
九
霊
魂
妙
用
論
」
全
一
九
節 

国
会
本
高
木
『
訳
解
』 

縦1
7
.9

cm
×

横1
2
.2

cm
 

 

巻
一
「
身
体
略
論
第
一
～
肌
肉
功
用
論
第
七
」
全
七
節 

巻
二
「
脳
為
全
体
之
主
論
第
八
～
耳
官
妙
用
論
第
十
一
」
全
四
節 

巻
三
「
手
鼻
口
官
論
第
十
二
～
肺
経
第
二
十
五
」
全
一
四
節 

巻
四
「
肺
経
呼
吸
論
第
二
十
六
～
霊
魂
妙
用
論
第
三
十
九
」
全
一
四
節 

  

北
大
本
石
黒
『
訳
解
』
に
は
蔵
書
印
も
書
き
入
れ
も
存
在
し
て
い
な
い
。 

国
会
本
高
木
『
訳
解
』
は
表
紙
に
「
大
日
本
教
育
会
書
籍
館
」
の
シ
ー
ル
と
「
東

京
府
書
籍
館
」
の
蔵
書
印
が
あ
る
。 

第
四
節 

『
全
体
新
論
訳
解
』
二
種
の
著
者 

一 
石
黒
厚 

石
黒
厚
に
つ
い
て
各
種
の
著
者
名
典
拠
録
を
調
べ
た
が
、
有
益
な
情
報
が
見
つ
か



11 

 

ら
ず
、
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
石

黒
『
訳
解
』
以
外
に
石
黒
厚
の
『
輿
地
新
編
』
が
表
示
さ
れ
た
。
『
輿
地
新
編
』
の

正
文
に
「
尾
張 

石
黒
厚
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
石
黒
『
訳
解
』
の
も
の

と
一
致
し
て
い
る
。
『
輿
地
新
編
』
は
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
出
版
さ
れ
、
国
々

の
地
理
を
紹
介
す
る
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
り
、
「
文
、

明
、
開
、
化
」
の
四
巻
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
漢
字
地
名
に
振
り
仮
名
が

付
さ
れ
て
い
る
抄
訳
で
あ
る
。 

二 

高
木
熊
三
郎 

高
木
熊
三
郎
に
関
し
て
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
検
索

す
る
と
、
書
籍
が
一
一
点
現
れ
る
。
『
修
身
要
言
』
（
一
八
七
九
）
を
含
む
四
点
の

著
書
と
『
古
文
孝
経
』
な
ど
漢
籍
の
標
記
注
解
の
六
点
が
あ
る
。
各
書
籍
に
記
載
さ

れ
て
い
る
書
籍
名
、
出
版
年
、
著
者
情
報
、
出
版
先
な
ど
の
情
報
を
ま
と
め
て
み
る

と
、
高
木
に
関
わ
る
情
報
が
知
ら
れ
る
（
表
一
）
。 

ま
た
、
『
日
本
教
育
史
資
料
』
（
巻
二
三
）
に
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
調

査
に
よ
り
、
高
木
熊
三
郎
が
私
塾
を
経
営
し
た
と
い
う
次
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。 

   

     

以
上
の
情
報
は
、
高
木
熊
三
郎
の
生
没
年
を
示
し
て
い
な
い
。
高
木
は
大
阪
府
平

民
で
あ
り
、
別
称
高
木
敹
叔
敿
で
あ
る
。
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
か
ら
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
に
か
け
て
、
大
坂
で
歳
寒
書
院
を
開
い
た
。
そ
の
後
、
明
治
七
年
（
一

八
七
四
）
か
ら
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
に
か
け
て
、
著
書
と
漢
籍
の
標
記
注
解

を
行
っ
た
。 

 

石
黒
厚
と
高
木
熊
三
郎
に
関
す
る
調
査
を
通
し
て
、
二
人
は
『
訳
解
』
を
作
成
す

る
立
場
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
高
木
は
漢
学
に
関
す
る
典
籍
に
訓
点
や
標
柱

な
ど
を
施
し
た
こ
と
と
漢
学
を
教
え
る
私
塾
を
経
営
し
た
こ
と
、
二
つ
の
事
実
か
ら

見
る
と
、
漢
学
に
非
常
に
関
心
を
持
っ
た
学
者
で
あ
る
。
一
方
、
石
黒
は
世
界
地
理

や
西
洋
医
学
の
西
洋
知
識
に
関
心
を
持
っ
て
、
当
時
の
科
学
知
識
を
取
り
入
れ
る
こ

と
を
目
指
し
た
の
だ
ろ
う
。
二
人
は
関
心
の
重
点
や
読
者
層
の
想
定
が
異
な
る
と
思

わ
れ
る
。 

  

歳
寒
書
院 

名
称 

漢
学 

学
科 

幕
府
領 

旧
管
轄 

江
戸
堀
北
通

一
丁
目 

所
在
地 

嘉
永
元
年 

開
業 

 

明
治
元
年 

廃
業 

 

平
民 

身
分 
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表
一 

高
木
熊
三
郎
の
著
作 

                 

 

 

 

                  

 

標
註
国
語
定
本 

昭
解[

他] 

増
補
元
明
史
略  

標
記
註
解 

古
文
孝
経
標
註 

孔
安
国
伝[

他]  

三
字
経 

王
伯
厚
著[

他]  

随
園
文
粋 

袁
枚 

著[

他] 

修
身
要
言 

新
撰
詩
語
粋
金 

新
撰
幼
学
詩
韻 

重
鐫
文
家
必
用
附
録 

勧
善
新
編 

全
体
新
論
訳
解 

全
体
新
論
訳
解 

書
籍 

明
治
一
七
年 

明
治
一
七
年 

明
治
一
六
年 

明
治
一
六
年 

明
治
一
四
年 

明
治
一
二
年 

明
治
一
一
年 

明
治
一
〇
年 

明
治
九
年 

明
治
八
年 

明
治
七
年 

明
治
七
年 

年
代 

浪
華 

高
木
熊
三
郎
標
註 

浪
華 

高
木
敹
叔
敿
（
例
言
） 

 

浪
華 

高
木
熊
三
郎
註
解 

日
本 

高
木
熊
三
郎
標
註 

日
本 

高
木
熊
三
郎
点 

高
木
熊
三
郎
訓
点 

浪
華 

高
木
熊
三
郎
著 

高
木
熊
三
郎
編
輯 

浪
華
高
木
熊
三
郎
編
輯 

浪
華 

高
木
熊
三
良 

高
木
熊
三
郎
（
扉
） 

浪
華
高
木
熊
三
郎
著
（
正
文
） 

浪
花
高
木
熊
三
郎
（
扉
） 

浪
華
高
木
敹
叔
敿 

大
坂
高
木
熊
三
郎 

著
者
名
情
報 

浪
華
温
故
書
屋 

五
車
楼
梓 

浪
華
書
林
温
故
書
屋 

大
阪
書
林
岡
田
群
玉
堂 

浪
華
書
房:

群
玉
堂
梓 

岡
田
茂
兵
衛 

小
川
宝
玉
堂 

小
川
宝
玉
堂 

岡
田
茂
兵
衛 

群
玉
堂 

浪
華
書
肆
、
文
栄
堂
・
寶
文
軒
梓 

文
栄
堂
（
大
坂
） 

出
版
先 

  

大
阪
府
平
民 

大
阪
府
平
民 

大
阪
府
平
民 

大
坂
府
平
民 

大
阪
府
平
民 

大
阪
府
平
民 

大
阪
府
平
民 

大
阪
府
平
民 

  

身
分 

大
坂
府
西
区
北
江
戸
堀
貮
丁
目
三
十
二
番
地 

 

西
区
江
戸
堀
北
通
二
丁
目
三
二
番
地 

大
阪
西
区
江
戸
堀
北
通
二
丁
目
二
十
二
番
地 

西
区
江
戸
堀
上
通
二
丁
目
廿
二
番
地 

北
区
宗
是
町
二
番
地 

第
四
大
区
五
小
区
宗
是
町
二
番
地 

第
四
大
区
五
小
区
宗
是
町
二
番
地 

第
四
大
区
五
小
区
宗
是
町
二
番
地 

第
三
大
区
一
小
区
江
戸
堀
北
通
一
丁
目
八
番
地 

  

住
所 
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第
五
節 

『
全
体
新
論
訳
解
』
二
種
と
和
刻
本
『
全
体
新
論
』
の
関
係 

和
刻
本
『
全
体
新
論
』
の
訓
点
を
見
る
と
、
句
読
点
と
返
点
を
全
体
に
わ
た
っ
て

付
し
て
い
る
。
片
仮
名
の
附
訓
は
序
に
多
く
、
本
文
に
は
少
な
い
。
二
種
の
『
訳
解
』

は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
序
か
ら
正
文
に
か
け
て
振
り

仮
名
が
付
さ
れ
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。『
訳
解
』
二
種
と
和
刻
本
『
全
体
新
論
』

の
関
係
に
つ
い
て
、
和
刻
本
『
全
体
新
論
』
と
二
種
の
『
訳
解
』
の
序
と
本
文
の
一

部
を
比
較
し
て
み
る
。
次
の
例
一
～
例
三
を
見
よ
う
。 

例
一 

凡
ソ

天-

下
之
物
。
莫

レ シ

不
レ ル

有
レ ラ

理
。
惟
理
有

レ リ

未
レ タ

窮
。
即
知
有
レ リ

不
レ ル

盡
サ

。
若
シ

能
ク

窮
レ

理
有
レ

據
ト
コ
ロ

。
則
不
レ

論
二 セ

何
人
言
一 ヲ

之
ヲ

。
皆
ナ

當
レ シ

信
レ ス

之
ヲ

。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
和
刻
本
『
全
体
新
論
』
序
） 

凡
ソ
天
下

テ

ン

カ

ノ
物モ

ノ

理リ

ア
ラ
ザ
ル
ナ
シ
。
惟タ

ヾ

理リ

イ
マ
ダ
窮キ

ハ

メ
ザ
ル
ア
リ
。
即

ス
ナ
ハ

チ
知チ

盡ツ
ク

サ

ザ
ル
ア
リ
。
若モ

シ
能ヨ

ク
理リ

ヲ
窮キ

ハ

メ
據ヨ

リ

ド
コ
ロ
ア
レ
バ
。

則
ス
ナ
ハ
チ

何
人

ナ
ン
ヒ
ト

コ
レ
ヲ
言イ

フ
ヲ

論ロ
ン

ゼ
ズ
。
當マ

サ

ニ
之
ヲ
信シ

ン

ズ
ベ
シ
。 

 
 
 
 
 

 

（
北
大
本
石
黒
『
訳
解
』
序
） 

凡オ
ヨ

ソ
天
下

テ

ン

カ

ノ
物モ

ノ

ハ
理リ

ア
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
シ
惟
理

タ

ヾ

リ

ニ
於オ

ヒ

テ
未イ

マ

タ
窮キ

ワ

メ
サ
ル
ア
レ
バ

即
ス
ナ
ハ

チ
知シ

ル
コ
ト
未イ

マ

タ
盡ツ

ク

サ
ヾ
ル
ア
リ
若モ

シ
能ヨ

ク
理リ

ヲ
窮キ

ハ

ム
ル
據ヨ

リ

リ
ド
コ
ロ
有ア

レ

バ
則

ス
ナ
ハ

チ
何
人

ナ
ン
ビ
ト

ノ
之コ

レ

ヲ
言イ

フ
ヲ
論ロ

ン

セ
ス
シ
テ
皆ミ

ナ
當マ

サ

ニ
之コ

レ

ヲ
信シ

ン

ズ
ベ
シ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
国
会
本
高
木
『
訳
解
』
序
） 

例
二 

若
久-

病
ハ

則
肥-

網
消-

減
、
筋-

骨
現-

露
、
乃
僅
存
二

皮-

肉
一

。 
 
 

 

（
和
刻
本『
全
体
新
論
』乾 

一
オ
） 

 
 
 
 
 
 
 

 

若
シ
病

ヤ
マ
ヒ

久
ヒ
サ
シ

ケ
レ
バ
則
肥
網
消
減
シ
。
筋
骨
現
露

ケ

ン

ロ

シ
テ
乃
僅

ワ
ヅ
カ

ニ
皮
肉
ヲ
存
ス 

ル
ノ
ミ
。 

 
 

（
北
大
本
石
黒
『
訳
解
』
巻
之
一 

一
ウ
） 

若モ

シ
病
氣

ビ
ヨ
ウ
キ

ニ
テ
、
久ヒ

サ

シ
ク
療

リ
ヨ
ウ

治ヂ

相
合

ア
ヒ
カ
ナ

ヒ
難カ

タ

ケ
レ
ハ
肥ヒ

網モ
ウ

漸
ヨ
ウ
ヤ

ク
消
減

セ
ウ
ゲ
ン

シ
テ
、
筋
骨

キ
ン
コ
ツ

皆ミ

ナ
現ゲ

ン

露ロ

シ
、
皮ヒ

肉ニ
ク

僅
ワ
ズ
カ

ニ
存ソ

ン

ス
ル
ノ
ミ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
国
会
本
高
木
『
訳
解
』
巻
一 

一
ウ
） 

例
三 

婦
人
臨
レ

蓐
時
、
必
反-

展
於
後
一

以
寛
二

産-

門
一

。 

（
和
刻
本
『
全
体
新
論
』
乾 

十
オ
） 

婦
人

蓐
ジ
ヨ
ク

ニ
臨
ム
ノ
時
。
必
ス

後
シ
リ
へ

ニ
反
展

ハ
ン 

テ
ン

シ
テ
。
以
テ
産
門

サ
ン
モ
ン

ヲ
寛ヒ

ロ

ク
ス
。 

 
 
 

（
北
大
本
石
黒
『
訳
解
』
巻
之
一 

一
五
ウ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
婦
人

フ

ジ

ン

ノ
産
致

サ
ン
イ
タ

シ
蓐

シ
ト
ネ

ニ
臨ノ

ゾ

ム
ト
キ
、
必

カ
ナ
ラ

ス
後

ウ
シ
ロ

ニ
反
展

ソ
リ
ノ
ヒ

テ
以
テ
産
門

サ
ン
モ
ン

ヲ
寛ヒ

ロ

ク
ス
。 

一 
レ 

キ
エ
ヘ
ル 

 

レ 

 

ア
ラ
ハ
レ 

 

キ
ヘ
ヘ
ル 

 

ス
ヂ
ホ
ネ 

 

ア
ラ
ハ
レ 

 

コ
ヲ
ウ
ム
ノ
ト
キ 

 

ソ
リ 
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（
国
会
本
高
木
『
訳
解
』
巻
一 

二
三
オ
） 

 
例
一
～
例
三
を
見
る
と
、
石
黒
『
訳
解
』
は
、
和
刻
本
『
全
体
新
論
』
の
訓
点
に

基
づ
い
た
訓
読
文
そ
の
も
の
で
あ
る
。 

一
方
、
高
木
『
訳
解
』
は
原
文
の
書
き
下
し
に
と
ど
ま
ら
ず
、『
全
体
新
論
』
の
原

文
の
内
容
を
展
開
し
た
漢
文
訓
読
調
の
文
体
に
な
っ
て
い
る
。
例
二
で
は
原
文
に
該

当
の
漢
文
が
な
い
も
の
の
、「
療
治
相
合
ヒ
難
ケ
レ
ハ
」
と
「
漸
ク
」
を
書
き
加
え
て

お
り
、
例
三
で
は
「
産
致
シ
」
を
書
き
加
え
、「
病
」
を
「
病
気
」
に
す
る
な
ど
の
変

更
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
変
更
を
通
し
て
訓
読
文
を
和
ら
げ
て
理
解
し
や
す
く

し
て
い
る
。 

第
六
節 

『
全
体
新
論
訳
解
』
二
種
の
言
語
学
的
資
料
価
値 

一 

表
記
に
関
す
る
研
究
価
値 

（
一
） 

振
り
仮
名
に
つ
い
て 

前
述
の
例
の
よ
う
に
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
る
の
は
二
種
の
『
訳
解
』
の
共
通
点
で

あ
る
。
そ
の
振
り
仮
名
の
付
け
方
は
多
様
で
あ
る
が
、
両
者
に
共
通
す
る
特
徴
と
し

て
左
右
両
側
振
り
仮
名
（
注
一
〇
）

が
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
例
二
「
現
露
シ
」
の

左
右
両
側
振
り
仮
名
に
つ
い
て
、
石
黒
『
訳
解
』
は
右
に
「
ケ
ン
ロ
」、
左
に
「
ア
ラ

ハ
レ
」
で
あ
り
、
高
木
『
訳
解
』
は
右
に
「
ゲ
ン
ロ
」、
左
に
「
ア
ラ
ハ
レ
」
を
付
す
。

こ
の
左
右
両
側
振
り
仮
名
は
右
側
が
音
読
み
、
左
側
が
訓
読
み
を
原
則
と
す
る
が
、

例
外
も
あ
る
。
ま
た
、
高
木
『
訳
解
』
の
巻
一
の
六
丁
以
降
は
左
右
両
側
振
り
仮
名

が
ほ
と
ん
ど
消
え
、
右
側
振
り
仮
名
の
み
と
な
り
、
音
読
み
も
訓
読
み
も
あ
る
。 

ほ
か
に
、
同
一
漢
語
に
異
な
る
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
る
例
が
多
い
。
例
え
ば
、「
血

脈
管
」
に
対
し
て
、
石
黒
『
訳
解
』
は
「
ケ
ツ
ミ
ヤ
ク
ク
ワ
ン
」
の
音
読
み
で
あ
る

が
、
高
木
『
訳
解
』
は
「
チ
ミ
ヤ
ク
ノ
ク
タ
」
と
湯
桶
読
み
（
チ
ミ
ヤ
ク
）
に
訓
読

み
（
ク
タ
）
の
形
と
な
り
、
音
読
み
と
訓
読
み
が
混
じ
っ
て
い
る
。 

前
節
に
示
す
よ
う
に
、
石
黒
『
訳
解
』
は
漢
文
訓
読
文
で
あ
る
が
、
高
木
『
訳
解
』

は
漢
文
訓
読
調
の
文
章
で
あ
る
。
二
種
の
『
訳
解
』
は
訳
述
法
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
振
り
仮
名
の
異
同
と
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
か
、
本
論
文
の
第
四
章
で
詳
し
く

論
じ
る
。 

 

（
二
） 

歴
史
的
仮
名
遣
い 

二
種
の
『
訳
解
』
は
全
体
的
に
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

仮
名
遣
い
の
使
用
に
混
乱
が
あ
る
。
次
に
「
歴
史
的
仮
名
遣
い
→
歴
史
的
仮
名
遣
い

と
一
致
し
な
い
も
の
」
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
例
を
見
よ
う
。
仮
名
遣
い
の
多
様
性

を
示
す
た
め
、
※
で
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
準
ず
る
例
を
表
し
、
△
で
現
代
的
仮
名
遣

い
を
表
す
。
な
お
、「
類 

ル
ヰ
」、「
水
泡 

ス
ヰ
ハ
フ
」、「
垂
下 

ス
ヰ
カ
」
の
よ

う
に
ウ
段
の
下
に
「
イ
」
が
続
く
場
合
、
明
治
以
降
は
「
ヰ
」
を
用
い
る
の
が
一
般
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で
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
用
例
を
除
く
。（
括
弧
は
振
り
仮
名
を
表
す
。） 

 
 和

語 

（
１
）
石
黒
『
訳
解
』 

ホ
→
フ 
濇
滞
（
ト
ド
カ
フ
リ
）
一
例 

（
２
）
高
木
『
訳
解
』 

① 

オ
→
ヲ 

陥
入
リ
（
ヲ
チ
イ
）
二
例
／
重
（
ヲ
モ
ク
）
二
例 

② 

ヒ
→
イ 

互
ニ
（
タ
ガ
イ
）
一
例 

 

※
遞
ヒ
ニ
（
タ
ガ
）
一
例 

／
互
ニ
（
タ
ガ
ヒ
） 

一
例 

③ 

ホ
→
ウ 

濇
滞
（
ト
ド
コ
ウ
リ
）
一
例
／
停
滞
リ
（
ト
ド
コ
ウ
）
一
例 

透
リ
（
ト
ウ
）
五
例
／
透
ル
（
ト
ウ
）
三
例
／
透
レ
（
ト
ウ
）

一
例 

④ 

ホ
→
ヲ 

潤
沢
ス
（
ウ
ル
ヲ
）
二
例
／
恩
沢
（
ウ
ル
ヲ
ヒ
）
一
例
／
濕
ヒ

（
ウ
ル
ヲ
）
三
例 

 
 
 
 
 
 
 

※
濡
ヒ
（
ウ
ル
ホ
）
二
例
／
潤
ホ
ス
（
ウ
ル
）
五
例
／
潤
ス

（
ウ
ル
ホ
）
二
例
／
膩
潤
ホ
ス
（
ウ
ル
） 

△
湿
潤
（
ウ
ル
オ
ヒ
）
一
例
／
濡
潤
（
ウ
ル
オ
ヒ
）
一
例
／

濡
潤
フ
（
ウ
ル
オ
）
一
例
／
湿
ヒ
（
ウ
ル
オ
）
一
例
／
沾

ス
（
ウ
ル
オ
）
一
例
／
潤
フ
（
ウ
ル
オ
）
一
例 

透
リ
（
ト
ヲ
）
一
例 

 

※
透
リ
（
ト
ホ
）
八
例 

⑤ 

ヲ
→
オ 

居
ル
（
オ
）
五
例
／
居
（
オ
ル
）
一
例 

※ 

居
リ
（
ヲ
）
一
例
／
居
ル
（
ヲ
）
六
例 

字
音
語 

（
１
）
石
黒
『
訳
解
』 

 

① 

ウ
→
フ 

収
放
（
シ
フ
ハ
ウ
）
／
収
聚
（
シ
フ
シ
ユ
ウ
）
／
収
束
（
シ

フ
ソ
ク
）
／
収
教
（
シ
フ
キ
ヤ
ウ
） 

 

※
収
小
（
シ
ウ
セ
ウ
） 

② 

フ
→
ウ 

呼
吸
（
コ
キ
ウ
）
／
吸
噏
（
キ
ウ
キ
ウ
）
／
吸
液
管
（
キ
ウ

エ
キ
ク
ワ
ン
）
／
湊
畳
（
ソ
ウ
テ
ウ
）
／
畳
合
（
テ
ウ
カ

フ
）
／
夾
畳
（
ケ
フ
テ
ウ
）
畳
積
（
テ
ウ
セ
キ
）
／
摺
畳

（
シ
フ
テ
ウ
）
／
畳
裹
（
テ
ウ
ク
ワ
）
／
凹
処
（
ア
ウ
シ

ヨ
）
／
浅
凹
（
セ
ン
ア
ウ
） 

 

※
吸
水
（
キ
フ
ス
イ
）
／
摂
吸
（
セ
ツ
キ
フ
）
／
畳
紋
（
テ

フ
モ
ン
） 

③ 

ボ
→
バ 

暴
笑
（
バ
ウ
セ
ウ
） 

④ 

ド
→
ダ 

動
肉
（
ダ
ウ
ニ
ク
）
／
動
肌
（
ダ
ウ
キ
）
／
牽
動
（
ケ
ン
ダ

ウ
）
／
転
動
（
テ
ン
ダ
ウ
）
／
縮
動
（
シ
ユ
ク
ダ
ウ
）
／

動
作
（
タ
ウ
サ
） 

⑤ 

チ
ユ
ウ
→
チ
ウ 

人
中
（
ニ
ン
チ
ウ
）
／
中
和
（
チ
ウ
ク
ワ
） 
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罐
中
（
ク
ワ
ン
チ
ウ
）
／
中
心
（
チ
ウ
シ
ン
）
／
中
庸
（
チ

ウ
ヨ
ウ
） 

⑥ 

キ
ユ
ウ
→
キ
ウ 

弓
月
形
（
キ
ウ
ゲ
ツ
ケ
イ
）
／
角
弓
（
カ
ク
キ
ウ
） 

⑦ 
チ
ヤ
ウ
→
テ
ウ 

顱
頂
骨
（
ロ
テ
ウ
）
／
嶺
頂
（
レ
イ
テ
ウ
） 

⑧ 

チ
ユ
ウ
→
チ
ウ 

髄
柱
（
ズ
イ
チ
ウ
） 

※
髄
柱
（
ズ
イ
チ
ユ
ウ
） 

⑨ 

ニ
ユ
ウ
→
ニ
ウ 
馬
乳
（
バ
ニ
ウ
） 

（
２
）
高
木
『
訳
解
』 

① 

イ
→
ヰ 

枚
（
マ
ヰ
） 

② 

イ
→
ヒ 

開
闔
（
カ
ヒ
カ
ツ
） 

③ 

オ
→
ヲ 

応
理
（
ヲ
ウ
リ
） 

 

④ 

エ
フ
→
ヨ
ウ 

前
葉
（
セ
ン
ヨ
ウ
）
／
後
葉
（
コ
ウ
ヨ
ウ
） 

⑤ 

ヱ
ン
→
エ
ン 

連
貫
円
（
レ
ン
ク
ワ
ン
エ
ン
）
／
方
円
（
ハ
ウ
エ
ン
） 

 

⑥ 

グ
ワ
イ
→
グ
ハ
イ 

外
体
（
グ
ハ
イ
タ
イ
）
／
乖
離
（
ク
ハ
イ
リ
） 

⑦ 

フ
→
ウ 

呼
吸
（
コ
キ
ウ
）
／
水
泡
骨
（
ス
ヰ
ハ
ウ
） 

※
水
泡
骨
（
ス
ヰ
ハ
フ
） 

 

⑧ 

シ
ヨ
ウ
→
セ
ウ 

病
症
（
ヒ
ヨ
ウ
セ
ウ
） 

⑨ 

チ
ヤ
ウ
→
テ
ウ 

顱
頂
骨
（
ロ
テ
ウ
） 

△
顱
頂
骨
（
ロ
チ
ヨ
ウ
） 

⑩ 

チ
ユ
ウ
→
チ
ウ 

中
土
（
チ
ウ
ド
） 

⑪ 

テ
フ
→
チ
ヤ
ウ 

蝴
蝶
（
コ
チ
ヤ
ウ
） 

△
蝴
蝶
（
コ
テ
ウ
） 

⑫ 

ニ
ユ
ウ
→
ニ
ウ 

馬
乳
（
バ
ニ
ウ
） 

 以
上
の
例
を
見
る
と
、
二
種
の
『
訳
解
』
に
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
一
致
し
な
い

も
の
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。
和
語
の
仮
名
遣
に
つ
い
て
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
一

致
し
な
い
種
類
は
石
黒
『
訳
解
』
に
は
少
な
く
、
高
木
『
訳
解
』
に
は
多
く
見
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
高
木
『
訳
解
』
に
は
「
透
り
」
の
よ
う
に
、
同
じ
和
語
に
異
な
る
仮

名
遣
い
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。
字
音
語
に
つ
い
て
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
一
致
し

な
い
種
類
が
和
語
よ
り
多
い
。
ま
た
、
特
徴
と
し
て
長
音
の
場
合
は
歴
史
仮
名
遣
い

と
ず
れ
る
も
の
が
多
い
。
そ
こ
で
、
二
種
の
『
訳
解
』
は
明
治
初
期
に
お
け
る
仮
名

遣
い
の
特
徴
を
分
析
で
き
る
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

二 

字
音
に
関
す
る
研
究
価
値 

二
種
の
『
訳
解
』
に
は
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
る
た
め
、
振
り
仮
名
を
通
し
て
明
治

初
期
の
漢
字
音
の
揺
れ
の
状
態
が
窺
え
る
。
二
種
の
『
訳
解
』
に
は
同
じ
漢
語
で
あ

っ
て
も
、
字
音
が
異
な
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
部
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。 

 ①
成 

 
セ
イ 

漢
音 

 
 
 

ケ
ツ
セ
イ 

「
結
成
」 

（
北
大
本
石
黒
『
訳
解
』） 
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ジ
ヤ
ウ
呉
音 

 
 
 

ケ
ツ
ジ
ヤ
ウ
「
結
成
」 

（
国
会
本
高
木
『
訳
解
』） 

②
数
対 

タ
イ 

漢
音 

 
 
 

ス
ウ
タ
イ 

「
数
対
」 

（
北
大
本
石
黒
『
訳
解
』） 

 
 
 
 

ツ
イ 

呉
音 

 
 
 

ス
ツ
イ 

 

「
数
対
」 

（
国
会
本
高
木
『
訳
解
』） 

③
立 

 

リ
ウ 
漢
音
／
呉
音 

チ
ヨ
ク
リ
ウ
「
直
立
」 

（
北
大
本
石
黒
『
訳
解
』） 

 
 
 
 

リ
ツ 
呉
音 

 
 

チ
ヨ
ク
リ
ツ
「
直
立
」 

（
国
会
本
高
木
『
訳
解
』） 

④
麗 

 

リ 
 

漢
音
／
呉
音 

フ
リ 

 
 

「
附
麗
」 

（
北
大
本
石
黒
『
訳
解
』） 

 
 
 
 

レ
イ 

漢
音 

 
 
 

フ
レ
イ 

 

「
附
麗
」 

（
国
会
本
高
木
『
訳
解
』） 

  

以
上
の
例
で
は
一
つ
の
漢
語
が
二
種
の
『
訳
解
』
に
異
な
る
漢
字
音
が
対
応
し
て

い
る
。
そ
れ
以
外
に
現
在
の
漢
字
音
と
異
な
る
も
の
は
石
黒
『
訳
解
』
に
「
末
処 

ハ

ツ
シ
ヨ 

漢
音
」、「
頭
骨 

ヅ
コ
ツ 

呉
音
」、「
図
書 
ツ
シ
ヨ 

呉
音
」
が
あ
り
、

高
木
『
訳
解
』
に
「
頭
骨 

ト
ウ
コ
ツ 

漢
音
」、「
男
女 
ナ
ン
ニ
ヨ 

呉
音
」
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
中
の
「
生
」「
頭
」「
図
」「
男
」「
女
」
の
漢
字
音
は
呉
音
か
ら

漢
音
へ
、「
末
」
は
漢
語
か
ら
呉
音
へ
音
の
交
替
で
あ
る
。 

以
上
の
例
の
よ
う
に
、
二
種
の
『
訳
解
』
に
は
現
在
と
一
致
し
な
い
読
み
方
が
多

数
存
在
し
て
い
る
。
本
論
文
の
第
五
章
で
は
、
同
一
漢
語
に
異
な
る
漢
字
音
を
抽
出

し
、
明
治
初
期
に
お
け
る
漢
字
音
の
揺
れ
の
状
態
を
考
察
す
る
。 

三 

近
代
語
彙
に
関
す
る
研
究
価
値 

 

二
種
の
『
訳
解
』
を
比
べ
る
と
、
翻
訳
さ
れ
た
語
彙
の
違
い
が
存
在
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
本
章
第
五
節
の
例
に
存
在
す
る
異
な
る
語
彙
を
み
よ

う
。 

  
 
 
 

全
体
新
論 

 
 
 

石
黒
『
訳
解
』 

 
 
 

高
木
『
訳
解
』 

 
 

① 
 

病 
 
 
 
 
 

病
ヤ
マ
ヒ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

病
気

ビ
ヨ
ウ
キ 

 
 

② 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

療
治

リ
ヨ
ウ
ヂ 

 
 

③ 
 

血-

脈-

管 
 
 

血

脈

管

ケ
ツ
ミ
ヤ
ク
ク
ワ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 

血
脈
管

チ
ミ
ヤ
ク
ノ
ク
タ 

 

④ 
 

脳-

包-

衣 
 
 

脳
ノ
包ハ

ウ

衣イ 
 
 
 
 
 
 
 
 

脳
ノ
包カ-

衣ハ 

 

右
の
例
①
に
つ
い
て
石
黒
『
訳
解
』
は
『
全
体
新
論
』
と
同
じ
「
病
」
で
あ
る
が
、

高
木
『
訳
解
』
は
「
病
気
」
と
翻
訳
し
た
。
こ
こ
で
は
「
病
」
と
「
病
気
」
は
当
時

ど
う
い
う
意
味
で
あ
っ
た
か
が
問
題
で
あ
る
。
現
在
の
日
本
に
お
い
て
、「
病
」
は
堅

い
文
章
表
現
で
あ
り
、
使
用
頻
度
が
低
い
。
一
方
、「
病
気
」
は
日
常
生
活
で
使
わ
れ

る
一
般
語
彙
で
あ
る
。
②
に
つ
い
て
は
『
全
体
新
論
』
と
石
黒
『
訳
解
』
に
は
見
ら

れ
な
い
が
、
高
木
『
訳
解
』
で
書
き
添
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
語
は
現
在
あ

ま
り
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
字
順
と
異
な
る
「
治
療
」
は
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
③
に
つ
い
て
、
二
種
の
『
訳
解
』
で
は
全
部
漢
字
「
血
脈
管
」
で
表
さ
れ
て

お
り
、
石
黒
『
訳
解
』
は
音
読
み
一
語
で
あ
る
が
、
高
木
『
訳
解
』
は
「
チ
ミ
ヤ
ク

ノ
ク
タ
」
と
湯
桶
読
み
（
チ
ミ
ヤ
ク
）
に
訓
読
み
（
ク
タ
）
と
い
う
連
語
の
形
で
あ

る
。
④
は
和
刻
本
の
『
全
体
新
論
』
に
は
「
脳-

包-

衣
」
を
合
符
で
繋
げ
、
一
語
と
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認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
二
種
の
『
訳
解
』
に
は
全
部
「
脳
ノ
包
衣
」
と
い
う
連
語

の
形
で
表
さ
れ
、
語
の
単
位
認
定
に
差
が
あ
る
。
さ
ら
に
、「
包
衣
」
に
つ
い
て
石
黒

『
訳
解
』
は
音
読
み
で
あ
る
が
、
高
木
『
訳
解
』
は
「
包
衣
」
に
原
文
漢
語
の
意
味

に
近
い
訓
読
み
が
付
さ
れ
る
。 

こ
れ
ら
の
語
彙
を
全
部
抽
出
し
対
照
す
る
と
、
①
と
②
の
よ
う
な
当
時
の
語
彙
の

使
用
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
③
と
④
の
よ
う
に
、
語
彙
の
翻
訳
意
識

に
つ
い
て
異
同
も
見
ら
れ
る
。
特
に
医
学
用
語
の
翻
訳
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
一
語
と

認
め
る
の
か
、
連
語
で
表
さ
れ
る
の
か
、
す
な
わ
ち
、
学
術
用
語
と
認
め
る
か
ど
う

か
問
題
が
生
じ
る
。 

第
七
節 

ま
と
め 

『
全
体
新
論
』
は
医
学
史
に
お
い
て
漢
字
文
化
圏
に
広
く
知
ら
れ
る
漢
訳
洋
書
の

一
つ
で
あ
る
。
医
学
校
の
テ
キ
ス
ト
や
生
理
入
門
書
と
し
て
使
わ
れ
、
日
本
に
影
響

を
与
え
た
。
い
ま
ま
で
医
学
資
料
と
し
て
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
受
容
の
さ
ま

を
示
す
二
種
の
『
訳
解
』
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。 

二
種
の
『
訳
解
』
は
『
全
体
新
論
』
の
和
訳
本
と
し
て
ほ
ぼ
同
時
に
出
版
さ
れ
た
。

両
書
は
近
代
日
本
語
の
表
記
、字
音
、語
彙
を
考
察
す
る
際
に
有
益
な
資
料
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
両
書
に
は
振
り
仮
名
が
豊
富
に
付
さ
れ
、
振
り
仮
名
を
通
し
て
、
明

治
初
期
に
お
け
る
日
本
語
の
実
態
を
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

【
注
】 

（
注
一
） 

ホ
ブ
ソ
ン
の
経
歴
に
つ
い
て
吉
田
（
一
九
九
六
）
を
参
照
。 

（
注
二
） 

八
耳
（
二
〇
〇
九
）
を
参
照
。 

（
注
三
） 

（
注
二
）
に
同
じ
。 

（
注
四
） 

ホ
ブ
ソ
ン
の
中
国
語
著
作
に
つ
い
て
吉
田
（
一
九
九
六
）
を
参
照
。 

（
注
五
） 

『
全
体
新
論
』
の
出
版
と
翻
刻
に
つ
い
て
八
耳
（
二
〇
〇
九
）
を
参
照
。 

（
注
六
） 

開
拓
使
医
学
校
に
お
け
る
ホ
ブ
ソ
ン
五
書
の
使
用
事
情
に
つ
い
て
小
竹

（
二
〇
〇
三
）
を
参
照
。 

（
注
七
） 

エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
の
余
課
に
使
わ
れ
る
ホ
ブ
ソ
ン
五
書
に
関
す
る
記
録
は 

阿
部
（
一
九
五
一
）
と
小
竹 

（
二
〇
〇
三
）
を
参
照
。 

（
注
八
） 

八
耳
「
目
録
」
に
は
詳
細
不
明
の
和
刻
本
に
つ
い
て
「
研
医
会
本
は2

5
.5

 

×
1
7
.3

cm

で
越
智
蔵
板
，
二
書
堂
と
す
る
。
２
点
所
蔵
か
。」
の
よ
う
に

記
載
さ
れ
て
い
る
。 

（
注
九
） 

数
字
の
書
き
方
は
原
則
と
し
て
、
八
、
九
、
一
〇
、
一
一
…
の
よ
う
に

す
る
が
、『
全
体
新
論
』
と
『
訳
解
』
二
種
の
節
は
原
文
ど
お
り
に
す
る
。 

（
注
一
〇
）
本
論
文
で
は
一
語
に
左
右
両
側
と
も
に
振
り
仮
名
が
あ
る
場
合
、
そ
の

振
り
仮
名
を
「
左
右
両
側
振
り
仮
名
」
と
す
る
。
ま
た
、
語
の
左
側
に
あ

る
振
り
仮
名
を
「
左
側
振
り
仮
名
」、
右
側
に
あ
る
振
り
仮
名
を
「
右
側
振

り
仮
名
」
と
定
義
す
る
。 
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第
三
章 

『
全
体
新
論
』
と
『
全
体
新
論
訳
解
』
二
種
の
現
存
本
調
査 

第
一
節 
調
査
目
的 

第
二
章
で
は
中
国
書
『
全
体
新
論
』
と
和
刻
本
『
全
体
新
論
』
と
二
種
の
『
訳
解
』

に
つ
い
て
各
資
料
の
構
成
、
相
互
関
係
、
著
者
な
ど
を
述
べ
た
。
そ
の
調
査
の
際
、

次
の
問
題
点
に
気
づ
い
た
。 

（
一
） 

第
二
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、
北
大
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
越
智
蔵

版
『
全
体
新
論
』
三
点
六
冊
と
石
黒
『
訳
解
』
一
点
が
あ
り
、
医
学
部
図
書
室
に
越

智
蔵
版
『
全
体
新
論
』
一
点
と
二
書
堂
発
兌
『
全
体
新
論
』
二
点
と
高
木
『
訳
解
』

一
点
が
あ
る
。一
九
世
紀
の
漢
訳
洋
書
お
よ
び
和
刻
本
の
所
在
を
示
す
八
耳「
目
録
」

の
調
査
に
は
『
全
体
新
論
』
と
和
訳
本
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
北
大
に
あ
る

上
記
の
資
料
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。 

（
二
） 

北
大
本
石
黒
『
訳
解
』
と
国
立
国
会
図
書
館
本
に
あ
る
石
黒
『
訳
解
』

を
見
比
べ
、
両
書
に
左
右
両
側
振
り
仮
名
の
数
が
異
な
る
こ
と
に
気
付
い
た
。 

（
三
） 

国
会
本
高
木
『
訳
解
』
に
は
い
く
つ
か
直
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
北
大
以
外
の
現
存
本
が
ど
の
よ
う
な
状

況
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
改
め
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。そ
の
た
め
、

二
〇
一
三
年
三
月
と
二
〇
一
三
年
六
月
と
二
〇
一
三
年
一
〇
月
に
三
回
の
現
存
本
調

査
を
行
っ
た
。
こ
の
調
査
に
よ
り
、
八
耳
「
目
録
」
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
現
存
本

が
多
数
見
つ
か
り
、
ま
た
、
当
時
の
使
用
者
に
よ
る
使
用
形
跡
が
複
数
あ
る
こ
と
に

気
付
い
た
。
こ
れ
ら
の
使
用
形
跡
を
分
析
す
る
と
、
使
用
者
が
ど
う
い
っ
た
目
的
で

ど
の
よ
う
に
『
全
体
新
論
』
と
『
訳
解
』
を
使
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
、
使
用
者
の
言

語
実
態
が
ど
う
で
あ
る
の
か
を
探
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

本
章
で
は
、
調
査
し
た
現
存
本
と
使
用
形
跡
を
中
心
に
、
各
書
の
使
用
形
跡
を
ま
と

め
、
反
映
し
た
使
用
者
の
言
語
実
態
お
よ
び
使
用
字
典
を
注
目
し
、
当
時
の
使
用
者

の
漢
訳
洋
書
に
対
す
る
読
解
状
況
を
考
察
し
た
い
。 

第
二
節 

現
存
本
の
所
在 

八
耳
「
目
録
」
の
調
査
に
よ
る
と
、
各
図
書
館
と
研
究
機
関
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

現
存
本
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
／
は
装
丁
の
相
違
、（ 

）
は
書
誌
情
報
を
示
す
。
ま

た
、
八
耳
「
目
録
」
は
図
書
館
と
研
究
機
関
に
関
す
る
名
称
を
略
称
で
示
し
て
い
る

が
、
本
節
で
は
改
称
し
た
も
の
を
含
め
現
在
の
全
称
を
加
え
て [ 

]

で
示
す
。
現
段

階
で
所
蔵
先
が
不
明
の
場
合
は[

未
詳]

を
記
す
。 
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中
国
書
『
全
体
新
論
』 

東
北
大
狩
野[

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫]

、

京
大[

京
都
大
学
附
属
図
書
館]

／
宮
書
古
賀[

官
内
庁
書
陵
部
古
賀
文

庫]

／
国
会[

国
立
国
会
図
書
館]

、
日
比
谷
実
藤[

東
京
都
立
中
央
図
書
館

実
藤
文
庫]

／
葵[

静
岡
県
立
中
央
図
書
館
葵
文
庫]

、
杏
雨[

杏
雨
書
屋]

／
国
教
研[
国
立
教
育
政
策
研
究
所]

、
静
嘉[

静
嘉
堂
文
庫]

／
静
嘉
（
合

冊
）[

静
嘉
堂
文
庫] 

越
智
蔵
版
『
全
体
新
論
』 

東
北
大
狩
野[

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文

庫]

、
東
洋
藤
井[

東
洋
文
庫
藤
井
文
庫]

、
慶
大
富
士
川[

慶
応
義
塾
大
学

信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
富
士
川
文
庫]

、
慶
大
医
二
点[

慶
応
義
塾
大

学
医
学
部
の
こ
と
か]

、
北
野[

北
野
天
満
宮]

、
大
阪
府[

大
阪
府
立
中
之

島
図
書
館]

、
大
阪
府
（
一
冊
）[

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館]

、
岡
山
大

古
医
書
一
一
点[

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
古
医
書]
／
内
閣[

国
立
公
文
書

館
内
閣
文
庫]

、
東
京
電
機
大[

東
京
電
機
大
学
総
合
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

図
書
館]

、
早
大[

早
稲
田
大
学
図
書
館]

、
香
川
大
神
原[
香
川
大
学
附
属

図
書
館
神
原
文
庫]

／
黒
羽
町
作
新
館
二
点[

黒
羽
藩
校
作
新
館]
、
埼
玉

小
室[

埼
玉
県
立
文
書
館
小
室
家
文
書]

、
国
教
研[

国
立
教
育
政
策
研
究

所]

、
静
嘉
大
槻[

静
嘉
堂
大
槻
本]

、
東
大
洪
庵[

東
京
大
学
総
合
図
書
館

緒
方
洪
庵
記
念
文
庫]

、
早
大
（
三
冊
）[

早
稲
田
大
学
図
書
館]

、
金
沢

泉
丘
高[

金
沢
泉
丘
高
等
学
校]

、
小
浜[

小
浜
市
立
図
書
館]

、
豊
橋[

豊

橋
市
中
央
図
書
館]

、
刈
谷
村
上[

刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫]

、
神

宮[

神
宮
文
庫]

、
京
大
法
医[

京
都
大
学
法
医
学
教
室
の
こ
と
か]

、
杏
雨

二
点[

杏
雨
書
屋]

、
岡
山
大
古
医
書
（
三
冊
）[

岡
山
大
学
附
属
図
書
館

古
医
書]

、
九
大
眼
科[

九
州
大
学
医
学
図
書
館
眼
科
教
室
の
こ
と
か]

、

佐
賀
鍋
島[

佐
賀
県
立
図
書
館
鍋
島
家
文
庫]

／
内
閣
（
二
冊
、
緑
色
表
紙
）

[

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫] 

二
書
堂
発
兌
『
全
体
新
論
』 

内
閣[

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫]

、
東
北
大

狩
野[

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫]

、
日
比
谷
加
賀[

東
京
都
立
中

央
図
書
館
加
賀]

、
東
大
総
二
点[

東
京
大
学
総
合
図
書
館]

、
同
志
社
小

室
沢
辺[

同
志
社
大
学
図
書
館
小
室
・
沢
辺
記
念
文
庫]

、
愛
日[

愛
日
文

庫]

、
北
野[

北
野
天
満
宮]

、
杏
雨[

杏
雨
書
屋]

、
鳳
鳴
青
山[

篠
山
鳳
鳴

高
等
学
校
図
書
館
青
山
文
庫]

、
金
刀
比
羅[

金
刀
比
羅
宮
図
書
館]

、
東

書[

東
書
文
庫]

／
東
大
総
二
点
（
明
治
印
）[

東
京
大
学
総
合
図
書
館]

、

浅
野[

広
島
市
立
中
央
図
書
館
浅
野
文
庫] 

分
類
不
明 

神
宮
／
酒
田
光
丘[

酒
田
市
図
書
館
光
丘
文
庫]

、
高
鍋
町
立
図

書
館[

高
鍋
町
立
図
書
館]

／
慶
大
富
士
川[

慶
応
義
塾
大
学
信
濃
町
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
富
士
川
文
庫]

／
慶
大
富
士
川
（
一
冊
）[

慶
応
義
塾
大
学

信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
富
士
川
文
庫]

／
岐
阜
市[

岐
阜
市
立
図
書

館]

／
神
宮
（
一
冊
）[

神
宮
文
庫]

／
上
野
市
立
図
書
館
三
点[

上
野
市
立
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図
書
館]

、
津
有
造
館[

津
市
有
造
館
文
庫]

、
大
阪
府
石
崎[

大
阪
府
立
中

之
島
図
書
館
石
崎
文
庫]

／
滋
賀
医
大
河
村[

滋
賀
医
科
大
学
附
属
図
書

館
河
村
文
庫]

／
滋
賀
医
大
守
一
堂[

滋
賀
医
科
大
学
附
属
図
書
館
守
一

堂
文
庫]

／
京
大
二
点[

京
都
大
学
附
属
図
書
館]

／
京
大
富
士
川[

京
都

大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文
庫]

／
大
阪
女
子
大[

大
阪
女
子
大
学
附
属

図
書
館
：
廃
止]
／
神
大
医[

神
戸
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館]

／
岩
国

徴
古
館[

岩
国
徴
古
館]

／
徳
島[

徳
島
県
立
図
書
館]

／
祐
徳[

祐
徳
文

庫] 

詳
細
不
明 

研
医
会
（
注
一
）[

研
医
会] 

高
木
『
訳
解
』 

慶
大
医
二
点[

慶
応
義
塾
大
学
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
富
士
川
文
庫]

、
慶
大
医
二
点[

慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
の
こ
と
か]

、

滋
賀
医
大[

滋
賀
医
科
大
学
附
属
図
書
館]

、
杏
雨[
杏
雨
書
屋]

、
愛
日[

愛

日
文
庫]

、
金
刀
比
羅[

金
刀
比
羅
宮
図
書
館]

、
弘
前[
弘
前
市
立
図
書
館]

、

鹿
沼
大
欅[

鹿
沼
市
立
図
書
館
大
欅
文
庫]

、
東
洋
藤
井[
東
洋
文
庫
藤
井

文
庫]

、
香
川
大
神
原[

香
川
大
学
附
属
図
書
館
神
原
文
庫] 

石
黒
『
訳
解
』 

東
北
大
狩
野[

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫]

、
研
医

会[

研
医
会]

、
静
嘉[

静
嘉
堂
文
庫]

、
東
大
洪
庵[

東
京
大
学
総
合
図
書

館
緒
方
洪
庵
記
念
文
庫]

、
金
大
医[

金
沢
大
学
附
属
図
書
館
医
学
図
書

館]

、
金
沢
泉
丘
高[

金
沢
泉
丘
高
等
学
校
、
神
宮[

神
宮
文
庫]

、
京
大[

京

都
大
学
附
属
図
書
館]

、
京
大
富
士
川[

京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文

庫]

、
杏
雨[

杏
雨
書
屋]

、
愛
日[

愛
日
文
庫]

、
金
刀
比
羅[

金
刀
比
羅
宮

図
書
館]

、
長
崎
医[

未
詳]

、
滋
賀
医
大
守
一
堂[

滋
賀
医
科
大
学
附
属
図

書
館
守
一
堂
文
庫] 

 

八
耳
「
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
中
国
（
恵
愛
医
館
・
墨
海
書
館
ほ
か
）
刊
の
『
全
体

新
論
』
は
一
〇
点
あ
る
。
和
刻
本
『
全
体
新
論
』
は
約
八
〇
点
に
達
し
て
い
る
（
注
二
）
。

そ
の
内
訳
は
、
越
智
蔵
版
四
二
点
、
二
書
堂
発
兌
一
五
点
、
越
智
蔵
版
と
二
書
堂
発

兌
と
の
ど
ち
ら
か
に
属
す
る
分
類
不
明
の
現
存
本
二
二
点
、
詳
細
不
明
二
点
あ
る
。

高
木
『
訳
解
』
は
一
〇
点
、
石
黒
『
訳
解
』
は
一
四
点
あ
る
。 

各
図
書
館
や
研
究
機
関
に
お
け
る
書
籍
の
整
理
に
伴
う
目
録
類
の
追
加
や
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
作
成
作
業
の
進
捗
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
探
し
に
く
か
っ
た
資
料
を
検
索
す

る
こ
と
が
さ
ら
に
便
利
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、『
全
体
新
論
』
と
二
種
の
『
訳
解
』
に

関
す
る
現
存
本
を
新
た
に
調
べ
た
。
八
耳
「
目
録
」
を
含
め
、
日
本
全
国
の
大
学
図

書
館
と
研
究
機
関
の
所
蔵
す
る
図
書
・
雑
誌
が
検
索
で
き
る
国
立
情
報
学
研
究
所

「C
iN

ii B
oo

k
s

」
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
大
学
図
書
館
の
蔵
書
検
索
と
蔵
書
目
録

類
を
使
い
、
さ
ら
に
『
全
国
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
を
代
表
と
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

類
を
加
え
、
現
存
本
の
所
蔵
調
査
を
再
度
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
現
段
階
で
現
存
本

は
中
国
書
『
全
体
新
論
』
は
一
二
点
、
和
刻
本
『
全
体
新
論
』
一
〇
二
点
以
上
（
注
三
）
、

石
黒
『
訳
解
』
一
八
点
と
高
木
『
訳
解
』
一
三
点
の
所
在
が
判
明
で
き
た
。
現
存
本
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の
所
蔵
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

中
国
書
『
全
体
新
論
』（
一
二
点
） 

国
立
国
会
図
書
館
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館

写
字
台
文
庫
、
同
志
社
大
学
図
書
館
愛
山
文
庫
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
図
書
館
宗
田
文
庫
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
図
書
館
（
合
冊
）、
東

北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
、
杏
雨
書
屋
、
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
葵
文
庫
、

東
京
都
立
中
央
図
書
館
実
藤
文
庫
、
静
嘉
堂
文
庫
、
静
嘉
堂
文
庫
（
合
冊
）、

官
内
庁
書
陵
部
古
賀
文
庫 

越
智
蔵
版
『
全
体
新
論
』（
四
九
点
） 

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
三
点
、
北
海
道

大
学
医
学
研
究
科
・
医
学
部
図
書
館
、
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
図
書
館
、
多
和

文
庫
（
注
四
）
、
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
、
京

都
大
学
吉
田
南
総
合
図
書
館
（
三
冊
）、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文
庫
、

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
図
書
館
、
東
京
外
国
語
大
学
附
属
図
書
館
、
早

稲
田
大
学
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
（
三
冊
）、
研
医
会
図
書
館
、
慶
応

義
塾
大
学
図
書
館
二
点
、
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
（
三
冊
）、
慶
応
義
塾
大
学

信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
富
士
川
文
庫
二
点
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
緒
方

洪
庵
記
念
文
庫
（
三
冊
の
合
冊
）、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
南
葵
文
庫
、
東
京

大
学
文
学
部
図
書
室
松
村
文
庫
、
築
波
大
学
附
属
図
書
館
、
広
島
大
学
医
学
部

医
学
資
料
館
、
愛
媛
大
学
図
書
館
（
乾
・
図
の
二
冊
）、
滋
賀
医
科
大
学
附
属

図
書
館
河
村
文
庫
、
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
古
医
書
一
一
点
、
岡
山
大
学
附
属

図
書
館
赤
沢
文
庫
（
三
冊
）、
香
川
大
学
附
属
図
書
館
神
原
文
庫
、
九
州
大
学

医
学
図
書
館
二
点
、
北
野
天
満
宮
、
杏
雨
書
屋
二
点
、
東
洋
文
庫
藤
井
文
庫
、

鳥
取
大
学
附
属
図
書
館
（
三
冊
）、
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
（
三
冊
）、
長
崎
大

学
附
属
図
書
館
医
学
分
館 

二
書
堂
発
兌
『
全
体
新
論
』（
二
六
点
） 

北
海
道
大
学
医
学
研
究
科
・
医
学
部
図

書
館
二
点
、
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
図
書
館
、
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分

館
、
同
志
社
大
学
図
書
館
小
室
・
沢
辺
記
念
文
庫
、
同
志
社
大
学
図
書
館
荒
木

文
庫
、
同
志
社
大
学
図
書
館
中
瀬
古
文
庫
、
同
志
社
大
学
神
学
部
研
究
室
図
書
、

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
、
研
医
会

図
書
館
三
点
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
二
点
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
緒
方
洪

庵
記
念
文
庫
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
鶚
軒
文
庫
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
南

葵
文
庫
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
、
九
州
大
学
文
系
合
同
図
書
室
、
新
潟
大
学

附
属
図
書
館
、
広
島
大
学
医
学
部
医
学
資
料
館
、
成
城
大
学
図
書
館
、
東
京
大

学
駒
場
図
書
館
一
高
文
庫
、
杏
雨
書
屋
、
鳥
取
大
学
附
属
図
書
館 

分
類
不
明
（
注
五
）
（
二
七
点
以
上
）（
注
六
） 

国
文
学
研
究
資
料
館
図
書
館
、
神
戸
大

学
附
属
図
書
館
医
学
分
館
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
（
二
点
あ
る
か
）、

北
野
天
満
宮
、
東
書
文
庫
（
乾
存
）、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
大
阪
府
立

中
之
島
図
書
館
（
一
冊
）、
静
岡
県
立
図
書
館
葵
文
庫
（
乾
・
坤
各
存
一
、
一

点
か
二
点
か
）、
神
宮
文
庫
三
点
、
慶
応
義
塾
大
学
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
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ー
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
二
点
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
藤
文
庫
、
刈

谷
中
央
図
書
館
（
二
点
あ
る
か
）、
高
鍋
町
立
図
書
館
、
岐
阜
市
立
図
書
館
（
六

冊
）、
酒
田
市
図
書
館
光
丘
文
庫
、
金
刀
比
羅
宮
図
書
館
、
静
嘉
堂
文
庫
、
岩

国
徴
古
館
、
九
州
大
学
医
学
図
書
館
、
東
京
成
徳
学
園
十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
図

書
館
、
弘
前
大
学
附
属
図
書
館
、
徳
島
県
立
図
書
館
、
京
都
大
学
大
学
院
経
済

学
研
究
科
・
経
済
学
部
図
書
室
（
図
一
冊
の
み
） 

石
黒
『
訳
解
』（
一
八
点
） 
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
、
国
文
学
研
究
資
料
館
図

書
館
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
緒
方
洪
庵
記
念
文
庫
、
関
西
大
学
図
書
館
、
国

立
国
会
図
書
館
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文

庫
、
同
志
社
大
学
図
書
館
荒
木
文
庫
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
、

研
医
会
図
書
館
二
点
、
築
波
大
学
附
属
図
書
館
、
東
京
学
芸
大
学
附
属
図
書
館
、

長
崎
大
学
附
属
図
書
館
、
東
京
大
学
文
学
部
図
書
室
松
村
文
庫
、
杏
雨
書
屋
、

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部
図

書
室 

高
木
『
訳
解
』（
一
三
点
） 

北
海
道
大
学
医
学
研
究
科
・
医
学
部
図
書
館
、
新
城

ふ
る
さ
と
情
報
館
牧
野
文
庫
、
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
図
書
館
、
国
立
国
会
図

書
館
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
図
書
館
、
東
京
外
国
語
大
学
附
属
図
書

館
、
滋
賀
医
科
大
学
附
属
図
書
館
河
村
文
庫
、
香
川
大
学
附
属
図
書
館
神
原
文

庫
、
東
洋
文
庫
藤
井
文
庫
、
杏
雨
書
屋
、
金
刀
比
羅
宮
図
書
館
、
岩
国
徴
古
館
、

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫 

第
三
節  

現
存
本
の
現
地
調
査 

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
の
越
智
蔵
版
『
全
体
新
論
』
三
点
、
石
黒
『
訳
解
』
一

点
お
よ
び
北
海
道
大
学
医
学
部
本
の
二
書
堂
発
兌
『
全
体
新
論
』
二
点
と
越
智
蔵
版

『
全
体
新
論
』
一
点
と
高
木
『
訳
解
』
一
点
の
調
査
を
現
地
に
お
い
て
行
っ
た
。
そ

の
ほ
か
、
大
学
図
書
館
と
研
究
機
関
を
中
心
に
三
回
の
現
存
本
調
査
を
施
し
た
。
現

段
階
に
お
い
て
、
中
国
書
『
全
体
新
論
』
五
点
、
越
智
蔵
版
『
全
体
新
論
』
二
二
点
、

二
書
堂
発
兌
『
全
体
新
論
』
一
八
点
、
分
類
不
明
『
全
体
新
論
』
二
点
、
石
黒
『
訳

解
』
一
一
点
と
高
木
『
訳
解
』
六
点
、
計
六
四
点
を
実
際
に
調
べ
た
。
結
果
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
存
本
に
関
す
る
所
蔵
図
書
館
、
書
誌
、
書
き
入
れ
の

有
無
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。 

一 

中
国
書
『
全
体
新
論
』 

（
1
）
国
立
国
会
図
書
館
（
東
京
館
） 

一
巻
、
一
冊
、
黄
色
表
紙
、
上
海
墨
海

書
館
、2

3
.7
×

1
5
.6

cm

、
印
記
、
書
き
入
れ 

（
2
）
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
写
字
台
文
庫 

一
巻
、
一
冊
、
黄
色
表
紙
、
上
海

墨
海
書
館
、2

5
.6
×

1
6
.1

cm

、
印
記
、
公
開
画
像 
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（
3
）
同
志
社
大
学
図
書
館
愛
山
文
庫 

一
巻
挿
図
、
一
冊
、
表
紙
な
し
、
上
海 

墨
海
書
館
、2

4
.8
×

1
5
.6

cm

、
印
記
、
所
蔵
者
情
報
、
書
き
入
れ 

（
4
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
図
書
館
宗
田
文
庫 

一
巻
挿
図
、
一
冊
、

黄
褐
色
表
紙
、
上
海
墨
海
書
館
、2

5
.6
×

1
6
.0

cm

、
印
記 

（
5
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
図
書
館 

挿
図
、
内
科
新
説
ほ
か
と
合
綴
、

合
綴
表
紙
、
上
海
墨
海
書
館
、2

7
.0
×

1
7
.0

cm
  

二 

越
智
蔵
版
『
全
体
新
論
』 

（
1
）
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館 
乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
、
黄
色
表
紙
、
江
戸 

須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

4
.9
×

1
7
.6

cm
、
印
記 

（
2
）
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
、
黄
色
表
紙
、
江
戸 

須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

4
.9
×

1
7
.6

cm

、
印
記 

（
3
）
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
、
黄
色
表
紙
、
江
戸 

須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

4
.9
×

1
7
.6

cm

、
印
記 

（
4
）
北
海
道
大
学
医
学
研
究
科
・
医
学
部
図
書
館 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
の 

合
冊
、
黄
色
表
紙
、
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

3
.3
×

1
7
.2

cm

、
印
記 

（
5
）
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
図
書
館 

二
巻
存
乾
一
巻
、
挿
図
、
一
冊
、
黄
色 

表
紙
、 2

7
.0
×

1
7
.6

cm
 

（
6
）
多
和
文
庫
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
注
七
）
、
乾
坤
二
巻
、
二
冊
、
江
戸
須
原 

屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、
印
記
、
書
き
入
れ 

（
7
）
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館
和
辻
文
庫
、
乾
坤
二
巻
図
一
巻
、
二
冊 

（
乾
坤
二
巻
の
題
簽:

乾
、
図
の
題
簽:

坤
）、
黄
色
表
紙
、
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛 

等
六
肆
（
出
版
先
は
図
の
最
後
に
）、2

5
.2
×

1
7
.3

cm
 

（
8
）
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
、
黄
色
表
紙
、
江
戸 

 
 
 

須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

5
.2
×

1
8
.1

cm

、
印
記
、
所
蔵
者
情
報 

（
9
）
京
都
大
学
吉
田
南
総
合
図
書
館 

乾
坤
二
巻
図
一
巻
、
二
冊
（
乾
坤
の
題

簽:

乾
、
図
の
題
簽:

坤
）、
青
表
紙
、
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
（
図
の
巻

に
刊
記
あ
り
）、2

6
.3
×

1
8
.4

cm

、
印
記 

（
10
）
京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文
庫 

乾
坤
二
巻
、
一
冊
、
黄
色
表
紙
、 

2
4
.8
×

1
7
.3

cm

、
印
記
、
所
蔵
者
情
報
、
書
き
入
れ 

（
11
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
図
書
館
宗
田
文
庫 

乾
坤
二
巻
挿
図
、 

二

冊
、
黄
色
表
紙
、
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

5
.2
×

1
7
.2

cm

、
印
記
、

所
蔵
者
情
報 

（
12
）
東
京
外
国
語
大
学
附
属
図
書
館 

乾
坤
二
巻
図
一
巻
、 

三
冊
、
緑
色
表

紙
、
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

6
.4
×

1
8
.1

cm

、
印
記 

（
13
）
早
稲
田
大
学
図
書
館 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
、
黄
色
表
紙
、
江
戸
須
原

屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

4
.9
×

1
7
.2

cm

、
印
記
、
所
蔵
者
情
報
、
公
開
画
像 

（
14
）
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
乾
坤
二
巻
図
一
巻
、
三
冊
、
緑
色
表
紙
、
江
戸
須



25 

 

原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

6
.3
×

1
8
.1

cm

、
印
記
、
所
蔵
者
情
報
、
書
き
入
れ 

（
15
）
研
医
会
図
書
館 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
、
黄
色
表
紙
、
江
戸
須
原
屋
茂

兵
衛
等
六
肆
、2

5
.2
×

1
7
.6

cm

、
書
き
入
れ
（
朱
点
、
青
点
） 

（
16
）
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
、
黄
色
表
紙
、
江
戸
須

原
屋
茂
兵
衛
等
一
一
肆
、2

6
.1
×

1
8
.1

cm

、
印
記
、
書
き
入
れ
（
朱
点
） 

（
17
）
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
、
黄
色
表
紙
、
江
戸
須

原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

5
.2
×

1
7
.8

cm

、
印
記
、
書
き
入
れ
、
公
開
画
像 

（
18
）
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館 
乾
坤
二
巻
図
一
巻
、
三
冊
、
緑
色
表
紙
、
江

戸
須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

6
.0
×

1
7
.8

cm

、
印
記
、
書
き
入
れ
、
公
開

画
像 

（
19
）
慶
応
義
塾
大
学
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
富
士
川
文
庫 

乾
坤
二
巻
挿 

図
、
二
冊
、
黄
色
表
紙
、
東
京
須
原
屋
茂
兵
衛
等
七
肆
、2

5
.2
×

1
7
.5

cm

、 

印
記
、
書
き
入
れ
、
公
開
画
像 

（
20
）
慶
応
義
塾
大
学
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
富
士
川
文
庫 
乾
坤
二
巻
挿 

図
、
二
冊
、
黄
色
表
紙
、
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、
乾2

5
.2
×

1
7
.7

cm

、

坤2
5
.2
×

1
7
.5

cm

、
印
記
、
書
き
入
れ 

（
21
）
東
京
大
学
総
合
図
書
館
緒
方
洪
庵
記
念
文
庫 

乾
坤
二
巻
図
一
巻
、
三
冊 

の
合
冊
、
緑
色
表
紙
、
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

5
.9
×

1
7
.5

cm

、
印 

記
、
書
き
入
れ
（
朱
点
） 

（
22
）
東
京
大
学
総
合
図
書
館
南
葵
文
庫 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
、
黄
表
紙
、 

江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、25

.4
×

1
7
.2

cm

、
印
記
、
書
き
入
れ
（
朱
点
） 

三 

二
書
堂
発
兌
『
全
体
新
論
』 

（
1
）
北
海
道
大
学
医
学
研
究
科
・
医
学
部
図
書
館 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
、

黄
色
表
紙
、
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

4
.9
×

1
6
.6

cm

、
所
蔵
者
情
報 

（
2
）
北
海
道
大
学
医
学
研
究
科
・
医
学
部
図
書
館 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
、

黄
色
表
紙
、
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

5
.2
×

1
7
.3

cm
 

（
3
）
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
図
書
館 

乾
坤
二
巻
、
二
冊
、
黄
色
表
紙
、
江
戸

須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

5
.2
×

1
7
.2

cm

、
印
記
、
所
蔵
者
情
報
、
書
き
入

れ 

（
4
）
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館
荘
田
文
庫 

乾
存
一
巻
挿
図
、
一
冊
、

黄
色
表
紙
、2

5
.3
×

1
7
.3

cm

、
印
記
、
所
蔵
者
情
報
、
書
き
入
れ 

（
5
）
同
志
社
大
学
図
書
館
小
室
・
沢
辺
記
念
文
庫 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
、

黄
色
表
紙
、
東
京
須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

4
.9
×

1
7
.6

cm

、
印
記
、
所
蔵

者
情
報
、
書
き
入
れ
（
印
刷
の
不
鮮
明
箇
所
を
朱
筆
で
直
す
も
の
） 

（
6
）
同
志
社
大
学
図
書
館
荒
木
文
庫 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
、
黄
色
表
紙
、

江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

5
.2
×

1
7
.3

cm

、
印
記
、
所
蔵
者
情
報
、
書

き
入
れ
（
紙
片
類
） 
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（
7
）
同
志
社
大
学
図
書
館
中
瀬
古
文
庫 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
、
黄
色
表
紙
、

江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

5
.1
×

1
7
.5

cm

、
印
記
、
所
蔵
者
情
報
、
書

き
入
れ 

（
8
）
同
志
社
大
学
神
学
部
研
究
室
図
書 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
、
黄
色
表
紙
、

江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

5
.2
×

1
7
.7

cm

、
所
蔵
者
情
報
、
書
き
入
れ 

（
9
）
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
、
黄
色
表
紙
、
江
戸

須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

4
.8
×

1
7
.3

cm

、
印
記
、
所
蔵
者
情
報
、
書
き
入

れ 

（
10
）
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
、
黄
色

表
紙
、
東
京
須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

5
.0
×

1
7
.7

cm

、
印
記 

（
11
）
研
医
会
図
書
館 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
、
黄
色
表
紙
、
江
戸
須
原
屋
茂

兵
衛
等
六
肆
、2

5
.5
×

1
7
.3

cm

、
印
記 

（
12
）
研
医
会
図
書
館 

乾
坤
二
巻
挿
図
；
二
冊
、
黄
色
表
紙
、25

.2
×

1
7
.6

cm

、

図
一
巻
、
一
冊
、
緑
色
表
紙
、2

5
.2
×

1
7
.3

cm

、
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
等
六

肆
、
印
記 

（
13
）
研
医
会
図
書
館 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
、
黄
色
表
紙
、
江
戸
須
原
屋
茂

兵
衛
等
六
肆
、
乾2

5
.4
×

1
7
.2

cm

、
坤2

5
.5
×

1
7
.3

cm

、
印
記 

（
14
）
東
京
大
学
総
合
図
書
館 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
の
合
冊
、
黄
色
表
紙
、

江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

4
.9
×

1
7
.3

cm

、
印
記
、
所
蔵
者
情
報 

（
15
）
東
京
大
学
総
合
図
書
館 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
、
黄
色
表
紙
、
東
京
須

原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

5
.5
×

1
7
.3

cm

、
印
記 

（
16
）
東
京
大
学
図
書
館
緒
方
洪
庵
記
念
文
庫 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
の
合
冊
、

黄
色
表
紙
、
東
京
須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

4
.9
×

1
7
.5

cm

、
印
記 

（
17
）
東
京
大
学
総
合
図
書
館
鶚
軒
文
庫 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
、
黄
色
表
紙
、

江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

5
.4
×

1
7
.2

cm

、
印
記
、
所
蔵
者
情
報
、
書

き
入
れ
（
朱
点
） 

（
18
）
東
京
大
学
総
合
図
書
館
南
葵
文
庫 

乾
坤
二
巻
挿
図
、
二
冊
の
合
冊
、
黄

色
表
紙
、
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

5
.5
×

1
7
.3

cm

、
印
記
、
所
蔵
者

情
報 

四 

分
類
不
明
『
全
体
新
論
』 

（
1
）
国
文
学
研
究
資
料
館
図
書
館 

二
巻
存
坤
一
巻
、
一
冊
、
黄
色
表
紙
、
江

戸
須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

5
.6
×

1
7
.3

cm

、
所
蔵
者
情
報
、
書
き
入
れ
、

公
開
画
像 

（
2
）
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館 

坤
存
一
巻
挿
図
、
一
冊
、
黄
色
表
紙
、

江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
等
六
肆
、2

5
.2
×

1
7
.5

cm

、
印
記 

五 
石
黒
『
全
体
新
論
訳
解
』 
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（
1
）
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館 

天
地
人
三
巻
、
一
冊
、
黄
色
表
紙
、
東
京
北

畠
茂
兵
衞
等
一
四
肆
、2

2
.0
×

1
5
.4

cm
 

（
2
）
国
文
学
研
究
資
料
館
図
書
館 

天
地
人
三
巻
、
三
冊
、
青
表
紙
、
東
京
北

畠
茂
兵
衞
等
一
四
肆
、2

2
.4
×

1
5
.5

cm

、
印
記
、
所
蔵
者
情
報 

（
3
）
東
京
大
学
総
合
図
書
館
緒
方
洪
庵
記
念
文
庫 

天
地
人
三
巻
、
三
冊
の
合

冊
、
黄
色
表
紙
、
東
京
北
畠
茂
兵
衞
等
一
四
肆
、2

2
.4
×

1
5
.5

cm

、
印
記
、

書
き
入
れ 

（
4
）
関
西
大
学
図
書
館 

天
地
人
三
巻
、
三
冊
、
黄
色
表
紙
、
東
京
北
畠
茂
兵

衞
等
一
四
肆
、2

1
.7
×

1
4
.8

cm
 

（
5
）
国
立
国
会
図
書
館
（
関
西
館
）
天
地
人
三
巻
、
三
冊
、
黄
色
表
紙
、
東
京

北
畠
茂
兵
衞
等
一
四
肆
、1

9
.9
×

1
4
.1

cm

、
印
記 

（
6
）
京
都
大
学
附
属
図
書
館 

天
地
人
三
巻
、
三
冊
、
黄
色
表
紙
、
東
京
北
畠

茂
兵
衞
等
一
四
肆
；2

1
.7
×

1
5
.0

cm

、
印
記 

（
7
）
京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文
庫 

天
地
人
三
巻
、
三
冊
、
黄
色
表
紙
、

東
京
北
畠
茂
兵
衞
等
一
四
肆
、2

1
.9
×

1
5
.4

cm

、
印
記
、
所
蔵
者
情
報 

（
8
）
同
志
社
大
学
図
書
館
荒
木
文
庫 

天
地
人
三
巻
、
三
冊
、
青
表
紙
、
東
京

北
畠
茂
兵
衞
等
一
四
肆
、2

2
.4
×

1
5
.5

cm

、
印
記
、
所
蔵
者
情
報 

（
9
）
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館 

天
地
人
三
巻
、
三
冊
、
青
表
紙
、

東
京
北
畠
茂
兵
衞
等
一
四
肆
、2

2
.3
×

1
5
.4

cm

、
印
記
、
所
蔵
者
情
報
、
書

き
入
れ 

（
10
）
研
医
会
図
書
館 

天
地
人
三
巻
、
三
冊
、
黄
色
表
紙
、
東
京
北
畠
茂
兵
衞

等
一
四
肆
、2

2
.1
×

1
5
.1

cm

、
印
記 

（
11
）
研
医
会
図
書
館 

天
地
人
三
巻
、
三
冊
、
黄
色
表
紙
、
東
京
北
畠
茂
兵
衞

等
一
四
肆
、2

2
.5
×

1
5
.4

cm

、
印
記 

六 

高
木
『
全
体
新
論
訳
解
』 

（
1
）
北
海
道
大
学
医
学
研
究
科
・
医
学
部
図
書
館 

四
巻
存
二
巻
（
巻
之
二
と

巻
之
四
）、
二
冊
、
大
坂
文
栄
堂
等
五
肆
、1

7
.4
×

11
.9

cm
 

（
2
）
新
城
ふ
る
さ
と
情
報
館
牧
野
文
庫 

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
注
八
）
、
四
巻
存

一
巻
、
一
冊
、
大
坂
文
栄
堂
等
四
肆
、
印
記
、
所
蔵
者
情
報 

（
3
）
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
図
書
館 

四
巻
、
四
冊
、
黄
色
表
紙
、
大
坂
文
栄

堂
等
四
肆
、1

7
.9
×

1
2
.2

cm

、
印
記 

（
4
）
国
立
国
会
図
書
館
（
関
西
館
） 

四
巻
、
四
冊
、
黄
色
表
紙
、
大
坂
文
栄

堂
、1

7
.9
×

1
2
.2

cm

、
印
記
、
書
き
入
れ 

（
5
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
図
書
館 

乾
：
巻
一
‐
二
、
坤
巻
三
‐
四
、

二
冊
、
改
装
の
表
紙
、
大
坂
文
栄
堂
等
四
肆
、1

7
.5
×

11
.8

cm

、
印
記 

（
6
）
東
京
外
国
語
大
学
附
属
図
書
館 

四
巻
、
四
冊
、
黄
色
表
紙
、
大
坂
文
栄

堂
宝
文
軒
、1

8
.0
×

1
2
.1

cm

、
印
記 
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表一 現存本に見られる書き入れ 

 漢字 

注釈 

漢語 

注釈 

医学

関係 

その

他 

合計 

慶応本 42＠22＠1-3 256 7 0 3 266 

慶応本 76＠20＠1-2 147 2 1 0 150 

慶応富士川文庫本 238 97 162 95 592 

早稲田大学本 101 7 17 19 144 

同志社大学神学部本 106 38 228 2 374 

 

第
四
節 

現
存
本
の
使
用
形
跡 

現
存
本
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
中
国
書
『
全
体
新
論
』
二
点
、
越
智
蔵
版
『
全
体

新
論
』
一
一
点
、
二
書
堂
発
兌
『
全
体
新
論
』
八
点
、
分
類
不
明
一
点
、
石
黒
『
訳

解
』
二
点
と
高
木
『
訳
解
』
一
点
に
書
き
入
れ
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

書
き
入
れ
は
直
接
に
原
本
に
書
か
れ
る
ケ
ー
ス
が
一
番
多
い
。
紙
類
に
書
か
れ
る

も
の
も
存
在
す
る
。
書
き
入
れ
は
ほ
と
ん
ど
黒
字
で
あ
る
が
、
赤
色
の
も
の
も
少
数

あ
る
。
ま
た
、
原
文
に
付
さ
れ
る
訓
点
を
朱
筆
で
直
す
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
漢

文
の
ほ
か
に
、
和
訓
や
図
も
あ
り
、
書
き
入
れ
の
内
容
は
多
種
多
様
で
あ
る
。 

本
章
の
第
一
節
で
は
、
気
付
い
た
問
題
点
の
（
三
）
に
つ
い
て
国
会
本
高
木
『
訳

解
』
に
い
く
つ
か
の
直
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
と
述
べ
た
が
、
こ
の
現
存
本
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
書
き
入
れ
が
わ
ず
か
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
本
節
で
は
国
会
本
高
木

『
訳
解
』
の
よ
う
な
書
き
入
れ
の
少
な
い
現
存
本
と
朱
点
の
み
の
現
存
本
を
考
察
対

象
か
ら
除
外
す
る
。
こ
れ
は
、
書
き
入
れ
が
少
な
い
場
合
、
現
存
本
の
使
用
状
況
を

十
分
に
分
析
で
き
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。 

ま
ず
、
慶
応
義
塾
大
学
（
請
求
記
号
：4

2

＠2
2

＠1

‐3

）（
以
下
の
表
に
慶
応
本

4
2

＠2
2

＠1
-3

と
略
す
）、
慶
応
義
塾
大
学
本
（
請
求
記
号
：7

6

＠2
0

＠1

‐2

）（
以

下
の
表
に
慶
応
本

7
6

＠2
0

＠1
-2

と
略
す
）、
慶
応
義
塾
大
学
富
士
川
文
庫
本
（
以

下
の
表
に
慶
応
富
士
川
文
庫
本
と
略
す
）、
早
稲
田
大
学
本
、
同
志
社
大
学
神
学
部
本

に
見
ら
れ
る
漢
字
、
漢
語
、

医
学
関
係
の
書
き
入
れ
を
ま

と
め
る
（
表
一
）。
ま
た
、
日

本
大
学
松
戸
歯
学
部
本
と
同

志
社
大
学
中
瀬
古
文
庫
本
の

和
訓
を
主
と
す
る
漢
字
注
釈

を
考
察
す
る
。
さ
ら
に
、
同

志
社
大
学
荒
木
文
庫
本
と
同

志
社
大
学
神
学
部
本
と
前
述

の
早
稲
田
大
学
本
と
慶
応
義

塾
大
学
富
士
川
文
庫
本
に
お

け
る
医
学
用
語
の
書
き
入
れ

を
考
察
す
る
。
最
後
に
、
多 

 

和
文
庫
本
と
早
稲
田
大
学
本
と
慶
応
義
塾
大
学
富
士
川
文
庫
本
の
書
き
入
れ
を
高

木
『
訳
解
』
と
比
べ
、
高
木
『
訳
解
』
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。 

一 

漢
字
に
関
す
る
書
き
入
れ 

ま
ず
、
漢
字
に
対
す
る
解
釈
に
つ
い
て
漢
文
を
主
と
す
る
漢
字
注
釈
と
和
訓
を

主
と
す
る
漢
字
注
釈
の
二
部
分
に
分
け
、
代
表
的
な
現
存
本
に
あ
る
書
き
入
れ
の
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様
相
を
ま
と
め
る
。 

（
一
） 

漢
文
を
主
と
す
る
漢
字
注
釈 

 

表
二
に
示
す
よ
う
に
、
各
現
存
本
の
漢
字
解
釈
は
、
漢
文
義
注
や
日
本
語
文
の
義

注
や
字
音
、
字
訓
、
音
訓
両
方
な
ど
多
様
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
多
数
で
あ
る
漢
文

注
釈
を
対
象
に
考
察
す
る
。
こ
の
類
に
慶
応
義
塾
大
学
二
点
と
慶
応
義
塾
大
学
富
士

川
文
庫
一
点
と
早
稲
田
大
学
一
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
次
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
と
使
用

字
典
類
を
考
察
す
る
。
表
二
に
示
す
よ
う
に
、
同
志
社
大
学
神
学
部
本
は
漢
字
に
対

す
る
漢
文
解
釈
が
九
箇
所
し
か
な
い
た
め
、
こ
の
現
存
本
の
漢
字
注
釈
に
関
す
る
説

明
を
省
略
す
る
。 

（
１
）
慶
応
義
塾
大
学
本 

越
智
蔵
版
『
全
体
新
論
』
請
求
記
号
：7

6

＠2
0

＠1

‐2
 

（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
調
査
） 

書
き
入
れ
は
一
五
〇
箇
所
あ
る
。
漢
字
に
対
す
る
解
釈
が
一
番
多
く
、
一
四
七
箇

所
あ
る
。漢
語
に
対
す
る
解
釈
は
二
箇
所
あ
る
が
、医
学
用
語
が
一
箇
所
し
か
な
い
。 

漢
字
に
対
す
る
注
釈
は
漢
字
、
反
切
、
類
音
、
意
味
注
、
類
字
な
ど
か
ら
な
り
、 

漢
文
注
釈
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
の
例
①
の
よ
う
に
示
す
。
使
用
字
典
は
『
康 

煕
字
典
』
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
根
拠
は
次
頁
の
例
②
に
現
れ
た
「
字
典
」
の
記
載

か
ら
知
ら
れ
る
。 

 

                   
表二 漢字に対する書き入れ 

 

 漢文注釈

（字典） 

漢文注釈

（非字典） 

日 本 語

注釈 

音 訓 音訓 

両方 

その他 合計 

慶応 42＠22＠1-3 232 3  0 6 5 10  0 256 

慶応 76＠20＠1-2 141 6  0 0 0 0 0 147 

慶応富士川文庫本 177 3 39  0 19 0 0 238 

早稲田大学本 71 17 1 3 9 0 0 101 

同志社大学神学部本 8 1 15 15 51 12 4 106 
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① 

髻
古
詣
切
音
計
（
說
文
）
總
髮
也
从
髟
吉
声
古
通
用
結
（
玉
篇
）
同
䯰 

② 

案
奶
嬭
訛
字
典
嬭
古
文
 
（
廣
韻
）
奴
蟹
切
音
疓
乳
也
或
作
㚷 

 

「
髻
」
と
「
嬭
」
に
つ
い
て
、『
標
註
訂
正
康
煕
字
典
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。 

 

髻
『
唐
韻
』
古
詣
切
『
集
韻
』『
韻
會
』『
正
韻
』
吉
詣
切
。
 
音
計
。『
説

文
』
總
髪
也
。
从
髟
。
吉
聲
。
古
通
用
結
。
此
字
後
人
所
加
。『
史
記
陸
賈
傳
』

尉
佗
魋
結
箕
踞
。『
漢
書
註
』
結
讀
曰
髻
。『
玉
篇
』
同
䯰
。『
集
韻
』
亦
作
紒
。

（
後
略
） 

嬭
〔
古
文
〕
�
『
廣
韻
』
奴
蟹
切
『
集
韻
』
女
蟹
切
，
 
音
疓
。
乳
也
。
或

作
㚷
。
又
『
風
土
歲
時
記
』
唐
人
呼
晝
睡
爲
黃
嬭
。（
後
略
） 

 例
①
は
『
康
煕
字
典
』
か
ら
必
要
と
考
え
ら
れ
る
内
容
を
引
用
す
る
。
例
②
で
は
、

原
文
に
「
奶
」
の
字
が
『
康
煕
字
典
』
に
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
使
用
者
は
「
案

奶
嬭
訛
字
」
と
判
断
を
下
し
、『
康
煕
字
典
』
か
ら
「
嬭
」
の
字
に
関
す
る
解
釈
を
引

用
す
る
。
こ
の
類
に
「
塑
同
塐
」、「
 
同
罩
」、「
㘭
疑
拗
訛
」、「
案
僱
雇
字
訛
」
も

あ
る
。
ま
た
、
次
の
例
③
に
つ
い
て
は
、『
康
煕
字
典
』
に
「
欵
俗
款
字
」
と
の
み
あ

る
が
、
使
用
者
は
「
款
」
字
の
釈
文
か
ら
引
用
し
、「
欵
」
の
解
釈
と
し
て
挙
げ
る
。

す
な
わ
ち
、『
全
体
新
論
』
の
間
違
っ
た
字
を
判
定
す
る
上
で
、
正
確
な
漢
字
を
『
康

煕
字
典
』
か
ら
引
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

③ 

欵
俗
款
字
（
集
韻
）
苦
緩
切
音
窾
○
科
也
今
章
疏
言
列
款
謂
科
條
列
之 

 

書
き
入
れ
の
漢
字
を
『
標
註
訂
正
康
煕
字
典
』
と
見
比
べ
、
こ
の
現
存
本
の
使
用

者
は
一
四
一
字
の
漢
字
に
つ
い
て
『
康
煕
字
典
』
を
調
べ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま

た
、「
獲
恐
護
誤
乎
」「
字
書
無
抝
字
疑
拗
誤
」「
 
字
書
無
所
考
疑
鞋
訛
」
の
よ
う
な

六
字
に
関
す
る
書
き
入
れ
は
字
典
か
ら
の
内
容
で
は
な
く
、
使
用
者
自
ら
の
解
釈
で

あ
る
。 

（
２
）
早
稲
田
大
学
本 

越
智
蔵
版
『
全
体
新
論
』
請
求
記
号
：
ヤ0

9
0
0
7
2
8
 

1

‐3

（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
調
査
） 

書
き
入
れ
は
一
四
四
箇
所
あ
る
。
漢
字
に
対
す
る
解
釈
が
一
番
多
く
、
一
〇
一
箇

所
あ
る
。
漢
語
に
対
す
る
解
釈
は
わ
ず
か
七
箇
所
で
あ
る
。
ほ
か
は
、
漢
字
の
傍
訓

と
医
学
用
語
を
解
釈
す
る
も
の
で
あ
る
。
漢
字
解
釈
は
例
①
と
例
②
の
よ
う
に
、
明

確
に
「
字
典
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
一
六
箇
所
で
あ
る
。
漢
字
解
釈
の
う
ち
、
全

部
で
七
一
箇
所
の
書
き
入
れ
が
『
康
煕
字
典
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

 
① 
七
大
経 

案
此
叚
五
官
、
惟
指
耳
目
口
鼻
而
言
也
、
當
攷
脳
為
全
體
之
主
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論
、
字
典
、
身
有
五
官
、
孟
子
耳
目
之
官
、
不
思
而
蔽
於
物
、
又
心
之
官
則

思
、
與
此
所
言
五
官
別
矣
、
又
素
霊
蘭
秘
典
、
有
十
二
官
、 

② 
字
典
、
塑
、
埏
土
象
物
也
、
今
俗
揑
土
肖
鬼
神
象
貌
、
曰
㨞
、 

 

例
①
、
例
②
の
傍
線
部
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
『
標
註
訂
正
康
煕
字
典
』

の
記
載
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

【
官
】（
前
略
）
又
身
有
五
官
。『
孟
子
』
耳
目
之
官
，
不
思
而
蔽
於
物
。『
又
』

心
之
官
則
思
，
思
則
得
之
。（
後
略
） 

【
塑
】 

同
塐
。『
宋
謝
顯
道
曰
』
明
道
如
泥
，
塑
人
及
接
人
，
渾
是
一
團
和

氣
。 

 
 

例
①
の
書
き
込
み
は
『
標
註
訂
正
康
煕
字
典
』
の
記
載
と
一
致
す
る
。
一
方
、
例

②
「
塑
」
の
釈
文
は
『
康
煕
字
典
』
に
あ
る
「
塑
」
の
釈
文
と
異
な
る
。
類
字
の
「
塐
」

の
記
載
を
調
べ
る
と
、
傍
線
部
が
例
②
の
釈
文
と
一
致
し
た
。
次
は
「
塐
」
の
記
載

で
あ
る
。
ま
た
、
例
②
の
「
㨞
」
は
「
塐
」
の
誤
写
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

【
塐
】『
廣
韻
』
桑
故
切
『
集
韻
』『
韻
會
』『
正
韻
』
蘇
故
切
，
 
音
素
。
埏
土

象
物
也
。
今
俗
捏
土
肖
鬼
神
象
貌
曰
塐
。
通
作
素
。
亦
作
塑
。 

（
３
）
慶
応
義
塾
大
学
富
士
川
文
庫
本 

越
智
蔵
版
『
全
体
新
論
』（
二
〇
一
三
年

一
〇
月
調
査
） 

こ
の
現
存
本
に
は
書
き
入
れ
が
数
多
く
五
九
二
箇
所
あ
る
。
ま
た
、
書
き
入
れ
の

形
式
も
多
種
多
様
で
あ
る
。
字
注
や
語
の
注
釈
以
外
に
、
文
の
解
釈
と
図
も
あ
る
。

内
容
は
字
書
や
医
学
参
考
書
に
よ
る
漢
文
の
解
釈
が
あ
り
、
使
用
者
自
身
の
考
え
に

よ
る
日
本
語
文
の
解
釈
も
あ
る
。 

漢
字
の
解
釈
は
二
三
八
箇
所
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
書
き
入
れ
を
『
標
註
訂
正
康
煕

字
典
』
と
『
和
刻
本
辞
書
字
典
集
成
』
に
収
録
さ
れ
る
『
字
彙
』
と
見
比
べ
、
一
七

七
箇
所
の
書
き
入
れ
は
『
字
彙
』
や
『
康
煕
字
典
』
な
ど
の
字
書
を
参
照
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
類
の
書
き
入
れ
は
次
の
六
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
る
。 

 

ア 

『
字
彙
』
と
明
確
に
示
す
も
の
（
五
七
箇
所
） 

 
 
 
 

① 

軋
字
彙
勢
相
傾
也 

イ 

『
康
煕
字
典
』
と
明
確
に
示
す
も
の
（
一
箇
所
） 

 
 
 
 

② 

撥
字
典
発
揚
皃
増
韻
転
也 

ウ 

『
康
煕
字
典
』
と
比
べ
、『
字
彙
』
か
ら
の
引
用
と
判
断
で
き
る
も
の
（
六

〇
箇
所
） 

 
 
 
 

③ 

榫
音
損
剡
レ

木
入
レ

竅
也
（「
損
」
は
『
康
煕
字
典
』
に
「
筍
」
で
あ

る
） 
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④ 

尻
音
考
説
文
脽
也
脊
梁
尽
処
是
也
（「
梁
」
は
『
康
煕
字
典
』
に
「
骨
」

で
あ
る
） 

エ 
『
字
彙
』
と
比
べ
、『
康
煕
字
典
』
か
ら
の
引
用
と
判
断
で
き
る
も
の
（
二

三
箇
所
） 

 
 
 

⑤ 

鉸
玉
篇
釘
鉸
類
篇
以
金
飾
○物
器
也
顏
延
之
赭
白
馬
賦
寶
鉸
星
纏
註
鉸

裝
飾
也 

オ 

『
字
彙
』
と
『
康
煕
字
典
』
の
両
方
に
同
じ
記
載
が
あ
り
、
ど
ち
ら
か
ら

引
用
さ
れ
た
の
か
判
断
で
き
な
い
も
の
（
二
七
箇
所
） 

 
 
 

⑥ 

湾
音
弯
水
曲
也 

 

カ 

『
字
彙
』
と
『
康
煕
字
典
』
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
（
六
箇
所
） 

 
 
 
 

⑦ 

 
字
彙
補
力
換
切
音
乱
諸
物
臨
死
之
時
迷
離
没
乱
之
意 

（『
字
彙
補
』

か
ら
の
引
用
は
二
箇
所
） 

 
 
 
 

⑧ 

蓰
孟
子
或
相
倍
蓰
朱
子
註
曰
蓰
五
倍
也
（
引
用
不
明
） 

 

上
記
の
ア
と
ウ
を
合
わ
せ
て
見
る
と
、『
字
彙
』
か
ら
の
引
用
は
『
康
煕
字
典
』
よ

り
多
い
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
推
測
す
れ
ば
、
オ
は
『
字
彙
』
か
ら
多
く
引
用
さ
れ
た

可
能
性
が
高
い
。 

 
 

（
４
）
慶
応
義
塾
大
学
本 

越
智
蔵
版
『
全
体
新
論
』
請
求
記
号
：4

2

＠2
2

＠1
‐3

（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
調
査
） 

こ
の
現
存
本
に
書
き
入
れ
が
二
六
六
箇
所
あ
る
。
漢
字
に
対
す
る
解
釈
は
二
五
六 

箇
所
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
二
三
二
字
の
解
釈
は
字
典
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
ど
ち

ら
の
字
典
か
ら
引
用
す
る
の
か
明
確
に
示
し
て
い
な
い
。 

  

① 

全
音
泉
備
也
具
也
保
也
完
全
也 

 

② 

渾
水
流
声
又
濁
也
荘
子
渾
然
無
圭
角
淮
南
子
渾
然
而
往
註
渾
音
大
泱
泱
揮
揮

之
揮
行
皃 

 

③ 

芒
木
初
生
而
有
芒
角 

  

『
字
彙
』
と
比
べ
て
、
例
①
の
よ
う
に
、『
字
彙
』
と
一
致
す
る
漢
字
は
一
六
六
字

あ
り
、
例
②
の
傍
線
部
の
よ
う
に
、
解
釈
の
一
部
の
み
が
『
字
彙
』
と
一
致
す
る
漢

字
は
五
三
字
あ
り
、
例
③
の
よ
う
に
、
完
全
に
一
致
し
な
い
解
釈
は
一
三
字
あ
る
。

こ
れ
は
『
字
彙
』
を
引
い
た
際
に
、
別
の
字
典
を
参
照
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、『
字

彙
』
と
近
い
系
統
の
字
典
を
引
い
た
の
か
、
ま
だ
判
明
し
て
い
な
い
。 

 

以
上
の
（
１
）
～
（
３
）
の
三
種
の
現
存
本
の
書
き
入
れ
を
見
る
と
、
共
通
し
て

『
康
煕
字
典
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。（
３
）
で
は
『
字
彙
』
も
多
用

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、（
４
）
は
『
字
彙
』
を
用
い
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
全
体
的
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に
、
当
時
漢
文
を
読
む
際
に
は
単
字
字
典
を
主
と
し
て
使
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。 （

二
） 
和
訓
を
主
と
す
る
漢
字
注
釈 

（
１
）
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
本 

二
書
堂
発
兌
『
全
体
新
論
』（
二
〇
一
三
年
三

月
調
査
） 

 

現
存
本
に
は
漢
字
に
字
音
と
字
訓
が
付
さ
れ
た
小
紙
が
二
八
枚
挟
ま
れ
て
い
る
。

全
部
で
五
二
個
の
漢
字
項
目
が
あ
る
。
ほ
か
に
、
国
名
に
関
す
る
音
訳
語
一
語
が
あ

る
。
紙
一
枚
に
一
つ
の
漢
字
項
目
を
記
載
す
る
も
の
は
二
〇
枚
あ
る
。
一
番
数
多
い

場
合
は
紙
一
枚
で
一
三
字
に
達
し
て
い
る
。 

ま
た
、
漢
字
の
左
右
に
音
、
下
に
訓
や
意
味
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
五
三
字
の
内
、

字
音
が
あ
る
の
は
四
六
字
、
字
訓
が
あ
る
の
は
四
四
字
で
あ
る
。
漢
字
に
字
音
と
字

訓
の
両
方
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
四
四
字
で
あ
る
。
例
①
の
よ
う
に
、
左
右
と

も
に
字
音
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
八
字
で
あ
り
、
意
味
注
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
一

三
字
で
あ
る
。「
扳
」「
㱸
」「
噞
」
の
三
字
に
つ
い
て
字
音
は
あ
る
が
、
字
訓
は
存
在

し
な
い
。
ま
た
、「
滙
」「
 
」「
踭
」「
孬
」「
 
」「
拗
」
の
六
字
は
漢
字
の
み
で
、

字
音
、
字
訓
、
意
味
注
が
一
切
付
さ
れ
て
い
な
い
。 

五
一
字
の
解
釈
は
、
例
①
の
よ
う
な
字
音
と
字
訓
と
意
味
注
の
三
種
が
あ
る
の
は

九
字
で
あ
り
、
字
音
と
意
味
注
の
両
方
が
あ
る
の
は
三
字
で
あ
り
、
字
音
と
字
訓
の

組
み
合
わ
せ
が
一
番
多
く
、
三
四
字
で
あ
る
。 

例
① 

齝 

チ
・
シ  

ニ
レ
カ
ム  

牛
曰
―
食
已
テ

久
後
復
出
シ
テ

嚼
レ ム

之 

上
記
の
注
が
一
切
付
さ
れ
て
い
な
い
六
字
と
音
訳
語
一
語
を
除
き
、
四
六
字
の
左

右
字
音
、
そ
れ
ぞ
れ
の
字
訓
、
意
味
注
を
『
増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全
』（
以
下
『
増

続
玉
篇
』
と
略
す
）
と
比
べ
て
み
る
と
、『
増
続
玉
篇
』
と
完
全
に
一
致
す
る
漢
字
が

多
い
。
一
致
し
な
い
部
分
は
濁
音
の
有
無
か
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
違
い
か
例
①
の
意

味
注
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
後
」
一
字
の
多
い
か
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
多
少
相

違
が
あ
る
が
、『
増
続
玉
篇
』
の
記
載
に
近
い
。 

（
２
）
同
志
社
大
学
中
瀬
古
文
庫
本 

二
書
堂
発
兌
『
全
体
新
論
』（
二
○
一
三
年

六
月
調
査
） 

 

 

欄
外
に
骨
名
を
挙
げ
る
書
き
込
み
は
二
箇
所
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
漢
字
に

対
し
て
、
類
字
、
音
注
、
意
味
注
、
訓
注
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
書
き
込
み
で
あ
る
。

音
注
は
片
仮
名
の
漢
字
音
や
反
切
や
類
音
に
分
け
ら
れ
る
。
全
部
で
一
三
二
字
の
漢

字
項
目
が
あ
る
。
そ
の
音
注
に
つ
い
て
、
片
仮
名
で
漢
字
音
が
付
さ
れ
る
の
は
一
一

一
字
、
反
切
が
あ
る
の
は
一
二
四
字
、「
遡
」
と
「
轂
」
と
「
匀
」
の
三
字
は
「
音
朔
」、

「
音
穀
」、「
音
旬
」
の
類
音
注
で
あ
る
。
意
味
注
が
あ
る
の
は
九
〇
字
、
訓
が
付
さ

れ
て
い
る
の
は
九
六
字
で
あ
る
。
片
仮
名
の
漢
字
音
、
反
切
、
意
味
注
、
訓
注
の
四
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表三 漢語に対する書き入れ 

 漢 文

注釈 

日 本 語

注釈 

音 訓 音・訓 その他 合計 

慶応 42＠22＠1-3 2 2 1  0 2  0 7 

慶応 76＠20＠1-2 2 0 0 0 0 0 2 

慶応富士川文庫本 7 49 1 40 0 0 97 

早稲田大学本 5  0 1 1 0 0 7 

同志社大学神学部本 4 15 3 12 3 1 38 

 

 

つ
を
揃
え
る
の
は
「
欵
」「
榫
」
な
ど
四
六
字
で
あ
る
。
次
い
で
、
漢
字
音
、
反
切
、

訓
注
の
三
種
あ
る
の
は
二
七
字
と
漢
字
音
、
反
切
、
意
味
注
の
三
種
あ
る
の
は
一
六

字
で
あ
る
。 

 

一
三
二
字
の
漢
字
項
目
を
『
増
続
玉
篇
』
と
見
比
べ
る
と
、
一
致
す
る
も
の
が
多

く
、『
増
続
玉
篇
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
一
致
し
な
い
箇
所
は
誤
写
や

歴
史
仮
名
遣
い
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
六
箇
所
の
反
切
が
『
増
続
玉
篇
』

と
異
な
り
、
ほ
か
の
字
書
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

 

日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
本
と
同
志
社
大
学
中
瀬
古
文
庫
本
と
の
両
方
が
『
増
続
玉

篇
』
を
引
い
て
い
る
。『
増
続
玉
篇
』
は
毛
利
貞
斎
に
よ
っ
て
編
輯
さ
れ
、
元
禄
五
年

（
一
六
九
二
）
の
初
刊
か
ら
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
に
か
け
て
次
々
と
版
を
重

ね
て
い
た
（
注
九
）
。
そ
こ
に
は
和
訓
が
豊
富
に
付
さ
れ
て
い
る
た
め
に
二
種
の
現
存
本

に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

二 

漢
語
に
関
す
る
書
き
入
れ 

 

表
三
は
表
二
の
つ
づ
き
で
、
漢
語
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
表
二
と
見
比
べ
て
み
る

と
、
漢
語
注
釈
は
漢
字
注
釈
よ
り
は
る
か
に
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
同
志
社
大
学

神
学
部
本
と
慶
応
義
塾
大
学
富
士
川
文
庫
本
に
お
い
て
、
音
注
・
訓
注
な
ど
日
本
語

文
で
解
釈
し
て
い
る
箇
所

は
漢
文
注
釈
よ
り
多
い
の

が
特
徴
で
あ
る
。
次
は
、

慶
応
義
塾
大
学
富
士
川
文

庫
本
を
対
象
に
漢
語
注
釈

を
分
析
す
る
。 

 

こ
の
現
存
本
に
は
漢
語

解
釈
は
九
七
箇
所
あ
り
、

書
き
入
れ
の
約
一
六
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
る
。
漢
語

解
釈
に
つ
い
て
は
、
次
の

例
①
の
よ
う
な
日
本
語
文

で
解
釈
す
る
も
の
と
例
②

の
和
訓
で
解
釈
す
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。 

 

① 

確
鑿
：
シ
ツ
カ
リ
ト
穿
鑿
シ
テ
ヨ
リ
ト
コ
ロ
ア
ル
也 

 
 

② 

按
摸
：
ナ
デ
サ
ス
ル
ナ
リ 

 

③ 
蜿
蜒
：
漢
語
字
類
蜿
蟺
又
蜿
蜒
訓

二 ス

ノ
タ
ク
ル

一 ト 
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表四 医学関係の書き入れ 

 書き入れ 

医学用語 

医学解釈

（出典有） 

医学解釈

（出典無）  

合計 

慶応 42＠22＠1-3 0 0 0 0 

慶応 76＠20＠1-2 1 0 0 1 

慶応富士川文庫本 86  0 76 162 

早稲田大学本 2 7 8 17 

同志社大学神学部本 136  0 92 228 

 

例
③
を
通
し
て
、
こ
の
現
存
本
の
使
用
者
は
漢
語
を
調
べ
る
際
、
漢
語
辞
書
の
『
漢

語
字
類
』
を
使
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

三 

医
学
用
語
に
関
す
る
書
き
入
れ 

 

『
全
体
新
論
』
は
医
学
書
で
あ
る
た
め
、
使
用
者
が
読
む
際
に
、
医
学
関
係
の
注

釈
を
書
き
入
れ
る
こ
と
が
少
な
く

な
い
。
使
用
者
が
医
学
知
識
、
特

に
医
学
用
語
を
ど
の
よ
う
に
理
解

し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
こ
の

よ
う
な
書
き
入
れ
を
通
し
て
検
討

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

表
四
に
示
す
よ
う
に
、
慶
応
義

塾
大
学
富
士
川
文
庫
本
と
同
志
社

大
学
神
学
部
本
は
医
学
関
係
の
書

き
入
れ
が
多
い
。
特
に
、
医
学
用

語
に
関
す
る
書
き
入
れ
が
多
い
。

こ
の
書
き
入
れ
の
量
か
ら
判
断
す

れ
ば
、
使
用
者
は
医
療
関
係
の
仕

事
に
就
い
て
い
た
人
で
あ
る
と
推

測
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
、
次
は
医
学
関
係
の
書
き
入
れ
を
分
析
し
、
使
用
者
が
ど
の

よ
う
な
人
物
で
あ
る
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。 

（
１
）
同
志
社
大
学
荒
木
文
庫
本 

二
書
堂
発
兌
『
全
体
新
論
』（
二
〇
一
三
年
六
月

調
査
） 

 

挟
ん
で
い
る
一
枚
の
紙
に
書
き
入
れ
が
あ
る
。
紙
の
裏
の
左
下
に
「
宇
田
弘
」
の

書
き
込
み
が
あ
る
。「
宇
田
弘
」は
乙
訓
医
師
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
明
治
三
九
年（
一

九
〇
六
）の
創
立
時
の
京
都
府
医
師
会
乙
訓
支
部
の
幹
部
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
紙
は
縦
書
き
で
、
二
段
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
上
段
の
始
め
は
「
合
信
氏
諸
骨

表
」
で
あ
り
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
『
全
体
新
論
』
に
記
述
す
る
骨
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

下
段
の
始
め
は
「
鈍
屈
里
孫
氏
比
較
」
で
あ
り
、
骨
名
が
上
段
の
「
合
信
氏
諸
骨
表
」

の
骨
名
と
対
応
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
両
書
で
は
一
致
し
な
い
骨
名
が
多
い
。
ま

た
、
合
信
氏
の
「
尾
骶
骨
」
に
「
布
列
私
解
剖
圖
以
之
爲
薦
骨
」
と
あ
り
、「
尾
閭
骨
」

に
「
布
列
私
解
剖
圖
以
之
爲
尾
骶
骨
」
と
い
う
注
を
書
き
入
れ
て
い
る
。
宇
田
弘
氏

は
「
布
列
私
解
剖
圖
」
を
も
参
照
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

「
鈍
屈
里
孫
氏
」
は
ロ
ブ
リ
ー
・
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
で
あ
る
。
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン

（R
ob

le
y
 D

u
n

g
lison

、
一
七
九
八
～
一
八
六
九
）
は
ア
メ
リ
カ
の
多
作
な
著
述
家

で
あ
る
。
氏
の
『
医
学
事
典
』（
一
八
三
三
年
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ボ
ウ
エ
ン
社
出
版
）

は
最
高
傑
作
で
あ
る
と
深
瀬
（
一
九
九
七
）
は
言
及
し
て
い
る
（
注
一
〇
）
。
ま
た
、
阿

知
波
（
一
九
七
九
）
の
調
査
に
よ
り
、
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
氏
の
著
作
は
明
治
初
期
に
当
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時
の
医
学
生
に
多
く
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

「
布
列
私
解
剖
圖
」
は
『
布
列
私
解
剖
圖
譜
』
で
あ
り
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

に
中
欽
哉
（
定
勝
）
に
よ
っ
て
訳
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
注
一
一
）
。 

（
２
）
同
志
社
大
学
神
学
部
本 

二
書
堂
発
兌
『
全
体
新
論
』（
二
〇
一
三
年
六
月

調
査
） 

 

 

こ
の
現
存
本
は
図
書
館
の
記
録
に
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
史
学
者
で
あ
る
魚
木
忠
一

（
一
八
九
二
～
一
九
五
四
）
が
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
に
寄
贈
し
た
本
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
て
い
る
（
注
一
二
）
。 

現
存
本
に
は
赤
字
で
行
間
や
欄
外
に
書
き
込
ま
れ
た
例
が
多
い
。
書
き
入
れ
の
六

割
強
を
占
め
る
の
は
医
学
関
係
の
解
釈
で
あ
る
。
そ
の
中
で
医
学
用
語
に
対
す
る
解

釈
は
約
六
割
を
占
め
る
。 

こ
の
本
の
医
学
用
語
は
漢
文
あ
る
い
は
日
本
語
文
で
注
釈
さ
れ
て
い
る
。
漢
文
は

『
全
体
新
論
』
の
第
一
節
か
ら
第
六
節
ま
で
の
六
節
に
集
中
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

骨
関
係
の
解
釈
は
漢
文
が
圧
倒
的
に
多
い
。「
下
牙
床
骨
」
の
解
釈
は
六
〇
〇
字
以
上

に
達
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
漢
文
は
何
ら
か
の
参
考
書
に
よ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
一

方
、
日
本
語
文
で
解
釈
す
る
医
学
用
語
の
数
は
漢
文
よ
り
多
い
が
、
文
の
長
さ
は
短

く
、
わ
か
り
や
す
い
解
釈
で
あ
る
。
ま
た
、
原
文
「
墊
膈
」
の
左
に
「
軟
骨
」、「
動

肉
」
の
右
に
「
筋
腱
属
」
の
よ
う
に
、
別
の
医
学
用
語
で
解
釈
さ
れ
た
例
が
多
い
。

そ
の
一
方
で
、「
脳
漿
」
の
右
に
「
兼
脊
言
」、
左
に
「
脊
髄
」
の
よ
う
な
左
右
両
側

の
書
き
入
れ
も
あ
る
。
ま
た
、「
第
七
対
脳
筋
」
を
「
旧
説
聴
神
―
新
説
顔
面
―
―
」

と
解
釈
し
て
い
る
箇
所
で
省
略
さ
れ
て
い
る
字
は
前
後
の
書
き
入
れ
に
よ
っ
て「
圣
」

と
「
神
圣
」
と
推
測
す
る
。「
圣
」
は
「
経
」
を
簡
略
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
解
釈
か
ら
当
時
す
で
に
「
神
経
」
と
い
う
語
を
使
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、

「
旧
説
」
と
「
新
説
」
か
ら
医
学
用
語
の
変
化
と
ホ
ブ
ソ
ン
医
学
用
語
の
受
容
が
見

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
以
上
の
解
釈
は
当
時
の
医
学
用
語
の
受
容
研
究
に
役
立
つ
情
報

を
提
示
し
て
い
る
。 

医
学
用
語
以
外
の
医
学
知
識
を
解
釈
す
る
際
に
漢
文
は
日
本
語
文
よ
り
多
用
さ
れ
、

医
学
関
係
解
釈
の
八
割
以
上
を
占
め
る
。 

医
学
の
解
釈
に
つ
い
て
、
こ
の
本
に
は
人
体
部
位
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
箇
所
が

あ
る
。
例
え
ば
、
大
脳
の
形
が
描
か
れ
た
絵
が
あ
り
、
大
脳
の
一
部
「
ハ
ロ
リ
ス
橋
」

を
「
ハ
ロ
リ
ス
ノ
真
形
如
此
故
名
橋
」
と
い
う
解
釈
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
右
の
例
の
よ
う
に
、
漢
文
解
釈
に
医
学
関
係
の
音
訳
語
が
約
四
〇
語
あ
る

こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
手
腕
」
に
つ
い
て
は 

 

㊀
ヲ
ス
ス
カ
ホ
イ
デ
イ
ユ
ム
㊁
セ
ミ
ヂ
ニ
ナ
チ
ユ
ム
㊂
ト
ラ
イ
キ
ユ
ト
リ
ユ

ム
㊃
ヒ
シ
ホ
ル
ミ
㊄
ト
レ
ベ
シ
ユ
ウ
ム
㊅
ト
レ
ベ
ソ
イ
ソ
イ
デ
ス
㊆
マ
グ
ニ

ム
㊇
ヲ
ン
シ
ホ
ル
ム 
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の
よ
う
に
音
訳
語
が
挙
げ
て
あ
る
。「
馬
乳
」
に
つ
い
て
「
錐
頴
之
□
故
称
曰
離
骨
連

繋
洋
名
シ
ン
レ
ス
モ
ウ
セ
ス
」（
注
一
三
）
と
あ
る
例
の
よ
う
に
「
洋
名
」「
英
称
」「
葡
称
」

を
音
訳
語
の
先
に
書
き
入
れ
、
医
学
用
語
を
解
説
す
る
例
も
あ
る
。 

（
３
）
早
稲
田
大
学 

越
智
蔵
版
『
全
体
新
論
』（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
調
査
） 

医
学
解
釈
に
つ
い
て
次
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。 

 

① 

案
此
篇
、
當
與
靈
骨
度
篇
参
看
、
―
―
『
黄
帝
内
経
・
灵
枢
経
』
第
十
四

篇
「
骨
度
」 

② 

霊
五
癃
津
液
別
論
義
同
、
茲
不
引
何
、
―
―
『
黄
帝
内
経
・
灵
枢
経
』
第

三
六
篇
『
五
癃
津
液
別
』 

③ 

液
水
藏
（
右
）
素
問
云
、
津
液
藏
焉
、
―
―
『
黄
帝
内
経
・
素
問
霊
蘭
秘

典
論
』 

④ 

倉
廩
之
官
―
―
『
黄
帝
内
経
・
素
問
霊
蘭
秘
典
論
』 

⑤ 

難
経
、
腎
有
両
枚
、
重
一
斤
一
両
、
此
曰
一
斤
二
両
、
且
引
素
問
、
誤
、

―
―
『
黄
帝
八
十
一
難
経
』 

 
 

⑥ 

難
経
、
人
一
日
一
夜
、
凡
一
萬
三
千
五
百
息
―
―
『
黄
帝
八
十
一
難
経
』 

⑦ 

胃
之
為
言
、
云
云
、
見
釈
名
、
此
云
爾
雅
、
誤
、
劉
熙
釈
名
―
―
『
釈
名
』 

⑧ 

東
方
朔
神
異
経
云
、
人
腹
中
蚘
蟲
、
其
状
如
蚓
、
多
則
傷
、
少
則
穀
不
消
、 

⑨ 

前
喉
後
咽
、
説
見
沈
括
夢
溪
筆
談
、 

⑩ 

中
土
醫
書
左
歪
則
針
灸
於
右
右
歪
則
針
灸
於
左
是
面
上
事
作
四
支
之
謂 

 
 

也 

 以
上
の
例
を
見
る
と
、
例
①
、
②
は
『
黄
帝
内
経
・
灵
枢
経
』
に
よ
る
書
き
入
れ

で
あ
る
。
ま
た
、
例
③
、
④
は
『
黄
帝
内
経
・
素
問
霊
蘭
秘
典
論
』
を
参
照
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
例
④
の
「
倉
廩
之
官
」
に
つ
い
て
、
使
用
者
は
『
全
体
新
論
』
の

該
当
内
容
の
割
注
「
見
三
才
図
会
」
を
朱
点
で
抹
消
し
、
右
に
「
素
問
霊
蘭
秘
典
論
」

を
書
き
入
れ
て
い
る
。
例
⑤
、
⑥
は
『
黄
帝
八
十
一
難
経
』
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

特
に
例
⑤
は
『
全
体
新
論
』
の
正
文
に
書
か
れ
た
『
素
問
』
か
ら
の
由
来
を
疑
い
、

『
難
経
』
に
よ
る
も
の
を
示
し
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
な
中
国
の
漢
方
医
学
書
だ
け
で
な
く
、
例
⑦
～
⑩
の
よ
う
に
ほ
か
の

分
野
の
著
述
も
参
照
し
て
い
る
。
例
⑦
は
『
全
体
新
論
』
割
注
の
「
見
爾
雅
」
の
叙

述
を
否
定
し
、
劉
熙
の
『
釈
名
』
に
よ
る
と
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
例
⑩

の
よ
う
に
参
照
書
籍
を
明
確
に
書
い
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。 

（
４
）
慶
応
義
塾
大
学
富
士
川
文
庫
本 

越
智
蔵
版
『
全
体
新
論
』（
二
〇
一
三
年

一
〇
月
調
査
） 

漢
文
で
書
か
れ
た
医
学
関
係
の
注
釈
は
一
〇
箇
所
あ
る
が
、
次
の
例
①
、
②
の
よ

う
な
も
の
で
あ
り
、
医
学
関
係
の
内
容
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
に
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よ
っ
て
、
①
の
よ
う
な
漢
方
関
係
の
書
籍
だ
け
で
は
な
く
、
②
の
よ
う
な
西
洋
医
学

者
に
よ
る
書
籍
を
参
照
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

 

① 

大
成
論
云
大
抵
眼
目
為
五
蔵
之
精
華
一
身
之
至
要
、
故
五
蔵
分
五
輪
、
八

卦
分
八
廓
、
五
輪
者
肝
属
木
曰
風
輪
、
在
眼
為
烏
睛
、
心
属
火
曰
血
輪
、
有

眼
為
二
眥
、
脾
属
土
、
在
眼
為
上
下
胞
、
肺
属
金
在
眼
曰
肉
輪
、
在
眼
為
上

下
胞
、
肺
属
金
曰
気
ノ
輪
、
在
眼
為
白
睛
、
腎
属
水
曰
水
輪
、
在
眼
為
瞳
子

○
又
云
胆
之
府
為
天
郭
。
膀
胱
之
府
為
地
郭
命
門
之
府
為
水
郭
、
小
腸
之
府

為
火
郭
、
腎
之
府
為
風
廓
、
脾
胃
之
府 

② 

東
京
医
学
校
日
講
記
聞
曰
動
脈
者
以
膜
質
三
層
成
焉
曰
外
層
曰
中
層
曰

内
層
。
其
外
層
曰
蜂
窠
質
膜
。
中
層
曰
柔
軟
筋
質
膜
。
内
層
曰
漿
液
膜 

 医
学
用
語
に
関
す
る
解
釈
は
七
六
箇
所
あ
る
。
同
義
語
の
医
学
用
語
で
次
の
例
③

と
例
④
を
解
釈
す
る
。 

 

③ 

罩
睛
皮 

所
謂
白
膜 

④ 

明
眼
罩 

所
謂
角
膜 

 

こ
れ
ら
の
例
は
、『
全
体
新
論
』
の
医
学
用
語
が
日
本
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
証
拠

と
な
る
可
能
性
を
示
す
。
こ
の
類
の
医
学
用
語
を
考
察
す
れ
ば
、
当
時
の
日
本
に
お

け
る
『
全
体
新
論
』
の
医
学
用
語
の
受
容
状
況
を
確
認
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
漢
文
の
解
釈
は
「
貞
齋
云
」「
貞
齋
按
」
で
始
ま
り
、
一
一
箇
所
の
書
き
入

れ
が
あ
る
。
次
の
例
⑤
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

 

⑤ 

彎
膊
：
貞
齋
按
脇
骨
弯
端
附
脊
骨
之
処
殆
如
膞
骨
附
鎖
骨
故
此
曰
弯
膞
脇
膞 

 

「
貞
齋
云
」「
貞
齋
按
」
の
「
貞
齋
」
に
つ
い
て
は
こ
の
本
の
乾
坤
二
冊
の
一
ペ
ー

ジ
目
に
「
貞
齋
之
印
」
の
蔵
書
印
が
あ
り
、
大
野
貞
齋
（
一
八
四
〇
～
一
八
八
九
）

の
こ
と
で
あ
る
。
緒
方
洪
庵
の
「
適
々
斎
塾
姓
名
録
」
の
第
六
三
七
番
に
名
が
あ
る

人
物
で
あ
る
。『
勝
浦
市
史 

通
史
編
』
に
よ
る
と
、
貞
齋
は
成
東
町
姫
島
村
の
南
凱

と
称
し
た
人
で
あ
る
。
上
総
勝
浦
（
現
在
千
葉
県
勝
浦
市
）
に
住
み
、
鈴
木
養
齋
の

曾
孫
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
入
門
し
、
そ
の
後
、
仲
本

町
で
医
業
を
施
す
か
た
わ
ら
私
塾
を
開
き
、
道
学
と
蘭
学
を
教
え
た
と
い
う
。 

四 

使
用
形
跡
か
ら
見
る
『
全
体
新
論
』
と
高
木
『
全
体
新
論
訳
解
』
の
関
係 

（
１
）
多
和
文
庫
本 

越
智
蔵
版
『
全
体
新
論
』（
二
〇
一
三
年
三
月
調
査
） 

 

こ
の
現
存
本
に
は
書
き
入
れ
が
多
く
、
欄
外
に
字
や
語
に
つ
い
て
の
注
が
多
数
あ
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表五  多和文庫本と高木『訳解』の注釈   

 被注字・語 高木『訳解』  多和文庫本  

  注文 位置 引用文 位置 

1 粤 按スルニ粤ハ西土ノ粤東粤西ノ地ナリ 割注 ×  

2 繙 敹按スルニ繙ハ翻譯ノ翻ノ字ノ訛ナランカ 割注 按スルニ繙ノ字ハ恐ラクハ翻譯ノ

翻ノ字ノ訛ナランカ 

欄外 

3 柝 按スルニ柝ノ字ハ、手扁ヲヨシトス、音ハ、

セキ 

割注 手扁ヲヨシトス 

音ハセキナリ 

被注字

ノ左 

4 惴 敹按スルニ惴ノ字ハ冝シク手ヘンヲ作ルベシ

字ノ誤ナリ 

欄外 揣 被注字

ノ左 

5 口(高木) 

日(多和) 

 本文 日一二口ヲ作ルハ脈管ノ瘡口ヲ云

フカ又日ノ字恐ラクハ目ノ誤字カ 

欄外 

6 救世の主

基督 

按スルニ救世ノ主基督トハ、蓋シ、人名カ或

ハ書ノ名ナラン 

割注 ×  

 

る
。
ま
た
、
訓
点
が
付
さ
れ
る
原
文
に
さ
ら
に
片
仮
名
や
漢
字
を
書
き
加
え
る
箇
所

が
見
ら
れ
る
。 

注
に
つ
い
て
は
、「
按
ス
ル
」
と
「
訳
解
云
按
ス
ル
ニ
」
で
始
ま
る
書
き
込
み
が
あ

る
。
高
木
『
訳
解
』
に
注
が
あ
る
場
合
、「
按
ス
ル
ニ
」
で
始
ま
る
こ
と
が
多
い
。
多

和
文
庫
本
と
高
木
『
訳
解
』
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
高
木
『
訳
解
』

に
あ
る
注
釈
と
多
和
文
庫
本
の
該
当
す
る
内
容
を
比
べ
て
み
た
。
そ
の
一
部
を
次
の

表
五
に
示
す
。 

高
木
『
訳
解
』
に
は
九
一
条
の
注
釈
が
あ
る
。
多
和
文
庫
本
の
書
き
入
れ
は
高
木

『
訳
解
』
の
字
注
や
語
彙
注
釈
を
参
照
し
、
そ
の
中
の
六
五
条
を
引
用
し
て
い
る
。

例
５
の
一
箇
所
の
み
は
多
和
文
庫
本
の
使
用
者
が
自
分
で
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。 

例
１
で
は
高
木
『
訳
解
』
で
「
西
土
（
カ
ラ
）
ノ
粤
東
粤
西
」
と
注
釈
し
た
が
、
実

際
に
「
粤
東
」
は
中
国
の
広
東
、「
粤
西
」
は
中
国
の
広
西
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、「
西
土
（
カ
ラ
）
ノ
粤
東
粤
西
」
で
は
な
く
て
、「
中
土
ノ
粤
東
粤
西
」

の
間
違
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
多
和
文
庫
本
は
例
１
の
よ
う
に
高
木

『
訳
解
』
で
間
違
っ
て
い
る
も
の
や
例
６
の
よ
う
に
引
用
す
る
必
要
の
な
い
も
の
を

判
断
し
、
除
外
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
高
木
『
訳
解
』
で
は
注
は
ほ

と
ん
ど
長
文
で
、
欄
外
に
書
く
か
割
注
を
す
る
形
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
和

文
庫
本
は
例
２
の
よ
う
に
欄
外
に
記
載
す
る
か
、
あ
る
い
は
例
３
、
例
４
の
よ
う
に 

被
注
字
と
被
注
語
の
左
に
書
く
と
い
う
形
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
多
和
文
庫
本
で
は
例
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４
の
よ
う
に
原
文
の
誤
字
の
左
に
正
し
い
漢
字
を
書
き
入
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

 

（
２
）
早
稲
田
大
学
本 

越
智
蔵
版
『
全
体
新
論
』（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
調
査
） 

こ
の
現
存
本
に
次
の
よ
う
な
書
き
入
れ
が
あ
る
。 

 

① 

按
ス
ル
ニ
脳
ハ
西
洋
ニ
テ
ヘ
ル
セ
ン
ト
云 

② 

鎗
ハ
槍
ノ
誤
金
ニ
从
フ
モ
ノ
ハ
鍋
ノ
類
也 

 以
上
の
二
例
は
高
木
『
訳
解
』
の
注
釈
と
一
致
す
る
。
こ
の
ほ
か
、「
 
恐
鞋
」、

「
脈
恐
泒
」、「
日
当
作
口
」、「
大
恐
入
」
の
よ
う
な
書
き
入
れ
は
高
木
『
訳
解
』
の

注
釈
を
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
。 

一
方
、
高
木
『
訳
解
』
は
『
全
体
新
論
』
に
現
れ
た
「
 
喘
」
に
つ
い
て
、 

 

 ラ
ウ

喘ゼ
ン

（408

ウ02

）（
注
一
四
）
【
按
ス
ル
ニ
 
恐ヲ

ソ

ラ
ク
ハ
咾ラ

ウ

ノ
誤

ア
ヤ
マ

リ
ナ
ラ
ン
字
典

ニ
此
ノ
字
ナ
シ
。
咾
ハ
コ
エ
ナ
リ
。】 

の
よ
う
に
注
釈
し
た
が
、
早
稲
田
本
の
使
用
者
は
こ
の
注
釈
を
引
用
せ
ず
、「
 
當

作
哮
」
と
直
し
、
書
き
入
れ
た
。 

（
３
）
慶
応
義
塾
大
学
富
士
川
文
庫
本 

越
智
蔵
版
『
全
体
新
論
』（
二
〇
一
三
年

一
〇
月
調
査
） 

こ
の
現
存
本
に
「
臘 

訳
解
ニ
蠟
ノ
誤
ト
ナ
セ
リ
」
と
い
う
一
箇
所
が
あ
り
、
こ

の
書
き
入
れ
は
「
訳
解
」
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
高
木
『
訳
解
』
で
は
次
の

よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。 

 

臘ラ
フ

（322

オ

02

）【
按ア

ン

ス
ル
ニ
蠟ラ

ウ

ノ
字シ

ヲ
原
文
ニ
月ツ

キ

辺ヘ
ン

ニ
作
ル
今
マ
之
ヲ
改

ム
モ
ノ
此
ノ
如ゴ

ト

シ
。
下
ノ
臘
味

ラ
ウ
ミ
モ

亦マ
タ

誤
ア
ヤ
マ

シ
リ
】 

 

 

よ
っ
て
、
こ
の
書
き
入
れ
は
高
木
『
訳
解
』
の
注
釈
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。 

 

以
上
三
種
の
現
存
本
の
使
用
者
は
『
全
体
新
論
』
を
読
む
際
に
、
高
木
『
訳
解
』

を
参
照
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
本
文
を
理
解
す
る
た
め
に
、
字
書
、
字
典
類

だ
け
で
は
な
く
、
和
訳
書
で
あ
る
高
木
『
訳
解
』
を
も
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、

高
木
『
訳
解
』
が
参
考
の
書
籍
と
し
て
読
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

第
五
節 

『
全
体
新
論
』
の
読
解
と
『
全
体
新
論
訳
解
』
二
種 

一 
現
存
本
の
漢
字
注
釈
と
『
全
体
新
論
訳
解
』
二
種 
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第
四
節
で
は
現
存
本
に
見
ら
れ
る
書
き
入
れ
を
漢
字
、
漢
語
、
医
学
用
語
に
分
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
と
使
用
字
典
を
分
析
し
た
。
さ
ら
に
、
調
査
に
よ
り
、
高
木

『
訳
解
』
は
『
全
体
新
論
』
を
読
む
際
に
利
用
さ
れ
た
と
い
う
両
者
の
関
係
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。 

本
節
で
は
『
全
体
新
論
』
に
見
ら
れ
る
書
き
入
れ
が
二
種
の
『
訳
解
』
に
ど
の
よ

う
な
形
で
現
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
方
法
と
し
て
は
書
き
入
れ
の
数

が
多
い
漢
字
を
中
心
に
考
察
す
る
。
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
本
、
同
志
社
大
学
中
瀬

文
庫
本
、
同
志
社
大
学
神
学
部
本
、
早
稲
田
大
学
本
、
慶
応
義
塾
大
学
本
二
点
と
慶

応
義
塾
大
学
富
士
川
文
庫
文
の
現
存
本
を
考
察
対
象
に
す
る
。
以
上
七
点
の
現
存
本

に
あ
る
漢
字
の
書
き
入
れ
を
ま
と
め
る
と
、
計
五
二
四
字
に
注
釈
を
書
き
入
れ
た
。 

『
常
用
漢
字
表
』（
二
〇
一
〇
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
約
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
『
常

用
漢
字
表
』
に
入
っ
て
い
な
い
漢
字
で
あ
る
。
七
点
の
現
存
本
に
す
べ
て
解
釈
さ
れ

て
い
る
漢
字
は
「
磡
」「
抖
」「
庥
」
の
わ
ず
か
三
字
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
約

三
〇
〇
字
は
一
点
の
み
の
現
存
本
に
見
ら
れ
る
。
ど
の
よ
う
な
漢
字
を
解
釈
す
る
か

基
準
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
各
現
存
本
の
漢
字
と
『
常
用
漢
字
表
』
を
比

較
し
、
一
致
し
な
い
漢
字
数
が
各
現
存
本
の
漢
字
合
計
に
占
め
る
割
合
を
計
算
す
る

と
、
慶
応
義
塾
大
学
本7

6

＠2
0

＠1

‐2

と
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
本
は
一
致
し
な

い
割
合
が
高
く
、
九
割
以
上
を
占
め
る
。
慶
応
義
塾
大
学
本4

2

＠2
2

＠1
-3

は
一
致

し
な
い
割
合
が
一
番
低
く
、
約
六
割
で
あ
る
。 

四
点
以
上
の
現
存
本
に
現
れ
る
漢
字
は
七
三
字
あ
る
。
こ
の
漢
字
が
二
種
の
『
訳

解
』
に
ど
の
よ
う
に
訳
さ
れ
る
か
を
考
察
す
る
。 

現
存
本
に
解
釈
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
漢
字
を
二
種
の
『
訳
解
』
と
比
べ
て
み
る
と
、

現
存
本
で
は
漢
字
の
み
で
解
釈
さ
れ
る
が
、
二
種
の
『
訳
解
』
に
は
ほ
と
ん
ど
そ
の

字
と
前
後
の
漢
字
と
を
組
み
合
わ
せ
て
語
と
し
て
翻
訳
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
七
三
字
で
構
成
す
る
語
は
高
木
『
訳
解
』
に
は
す
べ
て
振
り
仮
名
が
付

さ
れ
る
が
、
石
黒
『
訳
解
』
に
は
付
さ
れ
て
い
な
い
字
は
二
つ
あ
る
。
そ
し
て
左
右

両
側
振
り
仮
名
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。
高
木
『
訳
解
』
に
は
七
字
に
、
石
黒
『
訳

解
』
に
は
二
五
字
に
左
右
両
側
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
石
黒
『
訳
解
』

に
は
「
稜
」
を
例
と
し
て
、
「
稜
（
リ
ヤ
ウ
・
カ
ト
）
」
「
稜
芒
（
リ
ヤ
ウ
ホ
ウ
・

カ
ト
）
」
、
「
三
稜
（
・
ミ
ツ
カ
ド
）
」
の
よ
う
に
、
左
右
両
側
振
り
仮
名
と
左
側

振
り
仮
名
の
形
で
現
れ
る
。
石
黒
『
訳
解
』
は
左
右
両
側
振
り
仮
名
が
多
く
、
漢
字

の
意
味
理
解
に
役
立
つ
手
段
で
あ
る
と
言
え
る
。
右
側
振
り
仮
名
に
つ
い
て
、
石
黒

『
訳
解
』
に
は
音
読
み
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
高
木
『
訳
解
』
に
は
訓
読
み
が

多
い
の
で
、
意
味
理
解
が
し
易
い
。
最
後
に
、
高
木
『
訳
解
』
で
は
七
字
に
割
注
の

よ
う
な
注
釈
が
付
い
て
い
る
の
は
特
色
で
あ
る
。 

二 

高
木
『
全
体
新
論
訳
解
』
の
注
釈 
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前
述
の
現
存
本
に
見
ら
れ
る
計
五
二
四
字
の
注
釈
に
対
し
て
、
高
木
『
訳
解
』
は

そ
の
う
ち
の
三
八
字
に
注
釈
が
付
い
て
い
る
。
序
、
例
言
、
正
文
に
注
釈
が
あ
る
の

は
高
木
『
訳
解
』
の
特
徴
で
あ
る
と
言
え
る
。
注
釈
は
誤
字
、
難
字
、
難
語
を
解
釈

し
て
お
り
、
割
注
と
欄
外
の
二
種
類
計
九
一
箇
所
で
あ
る
。
欄
外
は
わ
ず
か
に
九
箇

所
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
割
注
で
あ
る
。
次
の
例
を
見
よ
う
。 

 

① 

繙ホ
ン

（
例
言0

3

オ0
2
 

割
注
）
【
敹
按
ス
ル
ニ
繙
ノ
字
ハ
恐
ラ
ク
ハ
翻
訳
ノ

翻
ノ
字
ノ
訛
ナ
ラ
ン
カ
】 

② 

分
柝

ブ
ン
セ
キ

（1
0
3

ウ0
1
 

割
注
）
【
按
ス
ル
ニ
柝
ノ
字
ハ
、
手
扁ヘ

ン

ヲ
ヨ
シ
ト
ス
、

音
ハ
、
セ
キ
。
】 

③ 

執
シ
ユ
ウ

金キ
ン

（1
3
0

オ0
8
 

欄
外
）
【
敹
按
ス
ル
ニ
執
金
ノ
二
字
ハ
未
タ
詳
カ
ラ

ス
姑
ク
後
攷
□
マ
ツ
】 

④ 
 

瘰
癧

ラ
イ
レ
キ

（4
0
7

ウ0
2
 

割
注
）
【
敹

リ
ヨ
ウ

按ア
ン

ズ
ル
ニ
瘰ラ

イ

ハ
魯ロ

果ク
ワ

ノ
切カ

ヘ

シ
音ヲ

ン

ハ
裸ラ

ナ 

リ
。
又マ

タ

魯ロ

猥ワ
イ

ノ
切カ

ヘ

シ
音ヲ

ン

ハ
磊ラ

イ

ナ
リ
。
康カ

ウ

煕キ

字ジ

典テ
ン

ニ
瘰
癧

ラ
イ
レ
キ

ハ
筋ス

ジ

ノ
結ム

ス

ボ
ル
病ヤ

マ

ヒ 

ナ
リ
。
正
字
通
ニ
曰
ク
痬ヨ

ウ

頸ク

ビ
項ス

ジ
ヲ
繞メ

グ

リ
テ
絫ル

イ

絫ル
イ

ナ
リ
。
方ホ

ウ

書ガ
キ

ニ
瘰
癧

ラ
イ
レ
キ

ハ 

或
ア
ル
ヒ

ハ
耳ミ

ミ

ノ
後ウ

シ

ロ
頤

ヲ
ト
ガ

ヒ
項ク

ビ

ス
ジ
ノ
缺ケ

ツ

盆ボ
ン

ノ
辺ヘ

ン

ニ
在ア

ル
ハ
手テ

ノ
少
陽
三
焦
経

セ
ウ
ヨ
ウ
サ
ン
シ
ヨ
ウ
ケ
イ

之コ
レ 

ヲ

主
ツ
カ
サ
ド

ル
。
或ア

ル

ヒ
ハ
胸ム

ネ

及ヲ
ヨ

ビ
胸ム

ネ

ノ
側

カ
タ
ハ

ラ
ニ
在ア

ル
ヲ
皆ミ

ナ
馬バ

刀ト
ウ

瘡ソ
ウ

ト
爲ナ

ス
足ア

シ

ノ 

少
陽
膽キ

モ

ノ
経ケ

イ

之コ
レ

ヲ

主
ツ
カ
サ
ド

ル
。
】 

⑤ 

基
督

キ

ト

（4
4
3

ウ0
2
 

欄
外
）
【
敹
按
ス
ル
ニ
博
物
新
編
ニ
云
ク
基キ

リ
督ス

ト
教 

ノ
偶
像

ニ
ン
ギ
ヨ
ウ

功
名
ハ
花
ノ
上
ノ
露
冨
貴
ハ
草
頭
ノ
霜
ナ
リ
、
甚
麼

ナ

ン

ノ

豪
強
智
力
ヲ

争
ヒ
甚
麼

ナ

ン

ノ

驕
傲
兇
頑
ヲ
逞
シ
ク
ス
ル
総
テ
冝
シ
ク
早
ニ
及
ン
テ
頭
ヲ
回
ラ 

 

シ
心
ヲ
洗
ヒ
慮
ヲ
滌
キ
造
化
ノ
真
宰
ヲ
崇
ミ
福
ヲ
穫
ル
窮
ナ
ク
偶
像
ノ
邪

神
ヲ
掃
ヒ
ソ
ノ
誘
惑
ニ
迷
フ
ト
カ
ル
ベ
シ
則
チ
生
テ
真
ノ
道
ヲ
行
ナ
ヒ
死

シ
テ
永
キ
休
ヲ
享
ク
豈
美
シ
カ
ラ
ス
ヤ
大
森
解
谷
曰
ク
此
レ
英
人
ノ
文
ニ

係
ル
故
ニ
其
ノ
説
斯
ノ
如
シ
我
国
ニ
ア
リ
テ
ハ
自
ラ
皇
国
ノ
教
ア
リ
何
ノ

基
リ
督
教
カ
コ
レ
有
ラ
ン
】 

 

注
釈
は
「
按
ス
ル
ニ
」
、
「
敹
按
ス
ル
ニ
」
と
い
う
明
確
な
表
示
で
始
ま
る
の
が

多
数
で
あ
り
、七
八
箇
所
あ
る
。高
木
自
ら
の
解
釈
が
典
拠
に
よ
る
解
釈
よ
り
多
い
。

③
と
④
の
よ
う
な
漢
語
に
対
す
る
解
釈
が
一
番
多
く
、
四
〇
箇
所
あ
る
。
こ
れ
の
半

分
以
上
に
は
典
拠
が
あ
る
。
次
に
①
の
よ
う
な
誤
字
に
関
す
る
解
釈
が
三
六
箇
所
あ

る
が
、
こ
れ
は
完
全
に
高
木
自
ら
の
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
②
の
よ
う
な
難
字

に
対
す
る
解
釈
は
一
〇
箇
所
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
典
拠
あ
る
解
釈
で
あ
る
。
難
字
、

難
語
以
外
に
、
⑤
の
よ
う
な
翻
訳
の
際
の
難
解
箇
所
に
対
す
る
自
ら
の
見
解
も
い
く

つ
か
見
ら
れ
る
。 

こ
れ
ら
の
注
釈
を
通
し
て
、
訳
者
の
難
字
、
難
語
に
対
す
る
理
解
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
難
字
を
解
釈
す
る
た
め
に
用
い
た
字
典
類
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
当
時
の
新
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事
物
に
対
す
る
見
解
も
見
ら
れ
る
。
以
上
の
例
を
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
注
釈
は
高
木

『
訳
解
』
の
有
力
な
翻
訳
手
段
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

現
存
本
に
見
ら
れ
る
漢
字
解
釈
を
二
種
の
『
訳
解
』
と
比
べ
る
と
、
二
種
の
『
訳

解
』
は
漢
字
に
対
す
る
解
釈
方
法
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
石
黒
『
訳
解
』
は

左
右
両
側
振
り
仮
名
と
左
側
振
り
仮
名
の
形
で
、
す
な
わ
ち
そ
の
左
側
の
振
り
仮
名

を
通
し
て
意
味
を
解
釈
し
て
い
る
。七
点
の
現
存
本
に
あ
る
計
五
二
四
字
に
対
し
て
、

石
黒
『
訳
解
』
は
一
五
五
字
で
構
成
さ
れ
る
語
に
左
右
両
側
振
り
仮
名
あ
る
い
は
左

側
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。し
か
も
、同
一
漢
字
に
二
つ
以
上
の
も
の
も
あ
る
。

一
方
、
高
木
『
訳
解
』
は
右
側
振
り
仮
名
に
訓
読
み
が
数
多
く
付
さ
れ
る
以
外
に
、

左
右
両
側
振
り
仮
名
と
難
字
や
誤
字
に
対
す
る
注
釈
も
多
数
あ
る
。
七
点
の
現
存
本

に
あ
る
計
五
二
四
字
に
対
し
て
、
三
八
字
に
注
釈
が
あ
り
、
四
五
字
に
左
右
両
側
振

り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。 

第
六
節 

石
黒
『
全
体
新
論
訳
解
』
の
版
元 

第
四
節
と
第
五
節
で
は
現
存
本
に
見
ら
れ
る
使
用
形
跡
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本

節
で
は
調
査
の
際
に
気
付
い
た
石
黒
『
訳
解
』
の
版
元
問
題
に
つ
い
て
調
査
成
果
の

一
つ
と
し
て
報
告
す
る
。 

第
一
節
で
は
調
査
目
的
と
し
て
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
北
大
本
石
黒
『
訳
解
』 

と
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
に
所
蔵
す
る
石
黒
『
訳
解
』
に
お
け
る
左
右
両
側
振
り

仮
名
の
数
が
異
な
る
こ
と
に
気
付
い
た
。 

北
大
本
石
黒
『
訳
解
』
と
国
会
本
石
黒
『
訳
解
』
と
比
べ
て
み
る
と
、
北
大
本
は

左
右
両
側
振
り
仮
名
三
一
三
語
あ
る
が
、
国
会
本
よ
り
二
四
語
多
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
次
頁
の
表
六
に
示
す
よ
う
に
、
国
会
本
に
は
右
側
振
り
仮
名
か
左
側
振
り
仮
名

か
の
ど
ち
ら
か
の
一
方
で
あ
る
が
、
北
大
本
石
黒
『
訳
解
』
に
は
反
対
側
に
も
振
り

仮
名
を
付
し
て
両
側
振
り
仮
名
に
し
て
い
る
。 

ま
た
、
両
本
の
ほ
か
の
振
り
仮
名
を
比
べ
て
み
る
と
、
左
右
両
側
振
り
仮
名
以
外

に
、
振
り
仮
名
を
付
し
た
語
の
数
も
違
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
次
頁
の
表
七
に
示
す

よ
う
に
二
四
語
の
違
い
が
現
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
次
の
①
と
②
の
振
り
仮
名
の
違
い

と
②
の
送
り
仮
名
の
違
い
も
存
在
し
て
い
る
。 

  
 
 
 
 

北
大
本
石
黒
『
訳
解
』 

 
 
 

国
会
本
石
黒
『
訳
解
』 

① 

遞 
 

遞
ハ
ル
カ

カ
ニ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

遞タ
ガ

ヒ
ニ 

② 

逗 
 

逗ト
ヽ

マ
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

逗セ

マ
ル 

  

表
六
と
表
七
に
示
す
よ
う
に
、
北
大
本
と
国
会
本
は
四
八
箇
所
の
振
り
仮
名
の
違

い
が
見
ら
れ
る
。
右
の
二
箇
所
は
い
ず
れ
も
修
正
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以 

外
の
四
六
箇
所
は
北
大
本
で
新
た
に
付
さ
れ
た
振
り
仮
名
で
あ
る
。
現
存
本
調
査
に 
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表六  北大本と国会本の不一致の左右両側振り仮名    ※・カタカナは左側振り仮名を表す。 

表記 所在 北大本 国会本 表記 所在 北大本 国会本 

包裏 102オ03 ホウクワ・ツツム ・ツツム   227オ02 サン・コ□モノハ     サン 

咀嚼 105オ01 ソシヤク・カム ソシヤク 齳然 227オ07 コンゼン・ハノナキ皃 コンゼン 

顧盼 105オ04 コビン・カヘリミル ・カヘリミル 涎沫 228ウ01 ゼンマウ・タタヨダレ ゼンマウ 

咽喉 106ウ10 インコウ・ノド ・ノド 齝齛 228オ06 チセツ・ニレカム チセツ 

逼近 107オ06 ヒヨクキン・セマリ ・セマリ 躍動 302オ06 ヤクダウ・ヲドリ ヤクダウ 

優伶 110オ01 イウレイ・カンニン イウレイ 噞鱍 315オ05 ケンハツ・イキコヨナ皃 ケンハツ 

抽搐 122ウ04 チウチク・ヒキツケ チウチク 圉圉 315オ05 ギヨ・クルシム皃 ギヨ 

抖擻 122ウ05 トソウ・ハラウ トソウ    315オ06 ボツラン・シセントスル皃 ボツラン 

疲弊 123オ04 ヒヘイ・ツカレ ヒヘイ 喁 315オ06 ギヨウ・ハナウ□コト ギヨウ 

跌磕 125オ04 テツカウ・ツマヅク テツカウ 延嗣 324オ07 エンシ・ヨ□キ エンシ 

痴蠢 127オ01 チシユン・ヲロカ チシユン 夭  326オ04 ヨウラフ・ワカジニ ヨウラフ 

癲狗 131オ01 テンコウ・キチガヒ

ノイヌ 

テンコウ 手淫 326ウ04 シユイン・センスリ シユイン 

 

表七  北大本と国会本の不一致の振り仮名  ※・カタカナは左側振り仮名、（ ）は送り仮名を表す。 

表記 所在 北大本 国会本 表記 所在 北大本 国会本 

脂膜 101オ06 シボマリ シボ 撃ス 118オ02 ゲキ  

另ニ 102オ02 ベツ   繋ク 118ウ03 ツナ  

包裏 103オ04 ・ツヽム  趾 118ウ06 ・アシノユヒ  

稜芒 103オ10 リヤウホウ  癰 118ウ10 ヨウ  

截 104オ03 セイ  売 121オ07 コウ  

承ク 104オ08 ウ  表現 122オ01 ・アラワス  

厚シ 104オ10 アツ  揚ケ 122オ03 ア  

両 104オ10 ツヽ  高 122オ03 （ク）  

壊ス 105ウ01 ヤブ  百足 125ウ10 ・ムカゼ  

心 106オ05 シンゾウ  遞 127オ08 ハルカ（カニ） タガ（ヒニ） 

承テ 109オ06 ウケ  逗マル 308ウ04 トヽ  

懸ク 109オ07 カケ  蛋 309ウ05 タン  
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よ
り
、
こ
の
四
六
箇
所
は
た
だ
の
使
用
者
に
よ
る
書
き
入
れ
で
は
な
く
印
刷
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
か
の
現
存
本
に
も
上
記
の
振
り
仮
名
の
違
い
が
存
在
す
る

こ
と
か
ら
推
測
で
き
る
。 

北
大
本
と
同
様
に
関
西
大
学
本
、
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
本
、
京
都
大
学
人
文
科

学
研
究
所
本
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
本
で
は
四
八
箇
所
の
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
る
。

一
方
、
東
京
大
学
洪
庵
文
庫
本
、
国
文
学
研
究
資
料
館
本
、
同
志
社
大
学
荒
木
文
庫

本
は
国
会
本
と
一
致
し
、
北
大
本
と
異
な
る
別
の
系
統
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

北
大
本
と
一
致
す
る
系
統
は
新
た
に
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
、
改
め
て
刊
行
さ
れ
、
国

会
本
の
系
統
よ
り
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

吉
田
（
一
九
九
六
）
は
石
黒
『
訳
解
』
に
明
治
七
年
と
明
治
九
年
の
版
が
あ
る
と

指
摘
し
て
い
る
。
国
会
本
は
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
版
で
あ
る
が
、
北
大
本
は

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
の
版
で
あ
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
明
確
に
言
え
な
い
。
こ
れ

ま
で
、
調
査
し
た
現
存
本
に
は
再
版
に
関
す
る
有
力
な
情
報
が
見
つ
か
ら
ず
、
今
後

の
調
査
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。 

 

第
七
節 

ま
と
め 

以
上
、『
全
体
新
論
』
の
現
存
本
の
使
用
形
跡
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
漢
字
、
漢
語
、

医
学
用
語
な
ど
の
書
き
入
れ
が
多
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
難
字
に
つ

い
て
は
、
漢
文
の
み
の
注
釈
や
和
訓
付
き
の
注
釈
が
付
さ
れ
、『
字
彙
』
や
『
康
煕
字

典
』
を
参
照
し
、
漢
字
を
解
釈
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、『
増
続
玉
篇
』
に
よ
り
、
和

訓
を
引
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
初
期
に
は
単
字
字
書
を
用
い
、
漢
文
を
読

解
す
る
こ
と
が
主
流
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
医
学
用
語
に
つ
い
て
は
当
時
の
使
用
者
が
中
国
の
漢
方
書
籍
だ
け
で
は
な

く
、
西
洋
人
の
著
述
も
参
照
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
明
治
初
期
は
積
極
的
に
西
洋

医
学
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
時
期
で
あ
り
、
英
語
翻
訳
に
よ
る
医
学
用
語
は
、
一

歩
先
に
伝
来
し
た
漢
訳
洋
書
で
あ
る
『
全
体
新
論
』
の
医
学
用
語
と
併
用
さ
れ
て
い

る
。
現
存
本
に
現
れ
た
医
学
用
語
の
書
き
入
れ
を
『
全
体
新
論
』
本
文
の
医
学
用
語

と
比
べ
、
そ
の
受
容
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。 

漢
字
、
漢
語
、
医
学
用
語
を
考
察
す
る
以
外
に
、
書
き
入
れ
に
よ
り
、
三
種
の
現

存
本
の
使
用
者
が
高
木
『
訳
解
』
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

【
注
】 

（
注
一
） 

八
耳
「
目
録
」
に
は
詳
細
不
明
の
和
刻
本
に
つ
い
て
「
研
医
会
本
は2

5
.5

 

×
1
7
.3

cm
 

で
越
智
蔵
板
，
二
書
堂
と
す
る
。
２
点
所
蔵
か
。」
の
よ
う

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

（
注
二
） 

（
注
一
）
に
述
べ
た
よ
う
に
、
研
医
会
に
何
点
あ
る
か
不
明
で
あ
る
た

め
、
概
数
で
示
す
。 

（
注
三
） 
分
類
不
明
『
全
体
新
論
』
は
原
本
未
調
査
の
た
め
、
何
点
あ
る
か
不
明 
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で
あ
る
。
本
論
文
で
は
各
所
蔵
機
関
を
一
点
ず
つ
と
概
数
で
示
す
。 

（
注
四
） 

二
〇
一
三
年
三
月
調
査
に
つ
い
て
は
、
原
本
だ
け
で
は
な
く
、
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
の
資
料
も
含
め
て
調
べ
た
。 

（
注
五
） 
坤
の
み
残
存
さ
れ
、
版
元
が
判
断
で
き
な
い
現
存
本
と
、
原
本
を
調
査

せ
ず
に
所
蔵
さ
れ
る
図
書
館
や
研
究
機
関
の
蔵
書
検
索
や
蔵
本
目
録
に
版

元
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
現
存
本
の
二
種
類
を
分
類
不
明
と
す
る
。
た
だ

し
、
未
調
査
の
現
存
本
は
版
元
の
確
認
調
査
に
従
い
、
越
智
蔵
版
か
二
書

堂
発
兌
か
に
新
た
に
分
類
す
る
場
合
が
あ
る
。 

（
注
六
） 

次
の
静
岡
県
立
図
書
館
葵
文
庫
、
刈
谷
中
央
図
書
館
、
岐
阜
市
立
図
書

館
に
あ
る
現
存
本
は
蔵
書
検
索
や
目
録
類
の
記
録
に
あ
る
記
録
に
よ
り

何
点
あ
る
か
判
断
で
き
な
い
た
め
そ
れ
ぞ
れ
一
点
と
最
低
限
の
概
数
で

数
え
る
。 

（
注
七
） 

多
和
文
庫
本
の
『
全
体
新
論
』
に
つ
い
て
国
文
学
研
究
資
料
館
図
書
館

に
所
藏
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
調
べ
た
。 

（
注
八
） 

新
城
ふ
る
さ
と
情
報
館
牧
野
文
庫
本
に
つ
い
て
国
文
学
研
究
資
料
館
図

書
館
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
調
べ
た
。 

（
注
九
） 

関
場
（
一
九
七
七
）
を
参
照
。 

（
注
一
〇
） 

深
瀬（
一
九
九
七
）で
は『
医
学
事
典
』の
初
版
はA

 N
e
w

 D
ictio

n
a
ry

 

o
f M

ed
ica

l S
cien

ce
 a

n
d

 L
ite

ra
tu

re

の
書
名
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

（
注
一
一
） 

「
布
列
私
解
剖
図
譜
」
の
詳
細
は
中
泉
行
史
ほ
か
（
二
〇
〇
二
）
を 

 
 
 
 
 

参
照
。 

（
注
一
二
） 

魚
木
忠
一
氏
の
生
没
年
に
つ
い
て
有
賀
鐵
太
郎
（
一
九
五
五
）
を
参

照
。 

（
注
一
三
） 

現
存
本
に
あ
る
書
き
入
れ
が
判
別
で
き
な
い
箇
所
を
□
で
表
す
。 

（
注
一
四
） 

高
木
『
訳
解
』
の
所
在
は
巻
・
頁
・
オ
（
表
）・
ウ
（
裏
）・
行
の
順

と
す
る
。
次
の
石
黒
『
訳
解
』
の
所
在
も
こ
の
順
序
に
従
う
。 
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第
四
章 

『
全
体
新
論
訳
解
』
二
種
の
振
り
仮
名 

第
一
節 
振
り
仮
名
に
関
す
る
先
行
研
究 

近
代
の
文
章
の
振
り
仮
名
表
記
の
使
用
状
況
、形
態
、用
法
は
種
々
様
々
で
あ
る
。

そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
非
常
に
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
検
討
が

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
、
振
り
仮
名
の
表
記
の
問
題
、
お
よ
び
漢
字
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
度
々
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
指
摘
の
例
と
し
て
、
進
藤
（
一
九
八
二
）
や
京

極
（
一
九
九
三
）
に
お
け
る
振
り
仮
名
型
の
分
類
、
岩
淵
（
一
九
八
九
）
に
お
け
る

振
り
仮
名
の
四
役
割
、
大
島
（
一
九
八
九
）
に
お
け
る
漢
字
と
仮
名
の
対
応
関
係
、

そ
し
て
、
石
井
（
二
〇
一
二
）
に
お
け
る
振
り
仮
名
と
漢
字
の
二
重
表
記
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。 

こ
の
他
に
、
振
り
仮
名
に
テ
キ
ス
ト
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
一
定
の
違
い
が
見
ら
れ
る

と
論
じ
る
研
究
が
あ
り
、
本
章
の
観
点
に
も
深
く
関
係
す
る
。
京
極
（
一
九
八
一
）

で
は
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
使
用
実
態
の
調
査
が
行
わ
れ
、
文
章
の
ジ
ャ
ン
ル
や
表

現
形
式
に
よ
り
、
そ
の
表
記
法
が
異
な
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
細
川
（
一
九
八

九
）
は
近
代
の
振
り
仮
名
の
実
態
調
査
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

従
来
、
な
ぜ
振
り
仮
名
が
施
さ
れ
る
の
か
と
い
う
観
点
で
の
個
別
的
・
選
択

的
な
研
究
は
い
く
つ
か
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
よ

う
な
形
で
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
る
の
か
付
さ
れ
な
い
の
か
と
い
う
観
点
か
ら

具
体
的
な
基
礎
調
査
は
意
外
に
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
今
後
、
こ
う
し
た

観
点
か
ら
の
資
料
調
査
お
よ
び
言
語
実
態
分
析
を
急
が
ね
ば
な
る
ま
い
。 

 

さ
ら
に
、
振
り
仮
名
の
研
究
は
「
語
義
や
表
現
あ
る
い
は
文
体
と
の
か
か
わ
り
の

方
が
強
い
」
こ
と
と
、「
振
り
仮
名
の
問
題
は
、
す
な
わ
ち
漢
字
・
仮
名
表
記
の
問
題

で
あ
り
、
同
時
に
和
語
・
漢
語
の
問
題
と
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
」
こ
と
も
指
摘

す
る
。 

細
川
（
一
九
八
九
）
以
降
の
研
究
で
は
、
主
と
し
て
文
芸
作
品
を
対
象
に
振
り
仮

名
の
実
態
調
査
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
文
芸
作
品
以
外
の
文
章
に
お
い
て
、

振
り
仮
名
の
表
記
法
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
注
目
度
は
ま
だ
低
い
。
中

で
も
、
専
門
分
野
の
翻
訳
文
に
見
ら
れ
る
振
り
仮
名
の
特
徴
と
の
差
異
、
お
よ
び
振

り
仮
名
に
文
体
の
差
異
や
和
語
・
漢
語
の
問
題
が
反
映
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
の
研
究
は
十
分
で
は
な
い
。 

第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
飛
田
（
一
九
七
三
）
は
高
木
『
訳
解
』
が
「
難
解
か

と
思
わ
れ
る
漢
語
に
ふ
り
が
な
が
あ
り
、
右
側
は
読
み
方
、
左
側
は
意
味
（
訳
語
）

を
示
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
左
右
両
側
振
り
仮
名
の
特
色
に
触

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
高
木
の
『
訳
解
』
に
加
え
、
石
黒
『
訳
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解
』
と
対
照
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
振
り
仮
名
の
特
徴
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し

た
い
。 

よ
っ
て
、
本
章
で
は
同
一
の
漢
文
を
和
訳
し
た
二
種
の
『
訳
解
』
を
取
り
上
げ
て
、

そ
れ
ら
に
付
さ
れ
た
振
り
仮
名
の
量
的
基
礎
調
査
を
通
し
て
、
両
者
の
共
通
点
と
相

違
点
を
検
討
し
、
近
代
の
文
章
の
振
り
仮
名
表
記
の
研
究
に
お
い
て
、
二
種
の
『
訳

解
』
の
資
料
的
価
値
を
明
確
に
し
た
い
。 

 

第
二
節 

振
り
仮
名
の
取
得
方
法 

振
り
仮
名
の
取
得
は
、E

m
E

d
ito

r

、p
erl

プ
ロ
グ
ラ
ム
と

M
icroso

ft O
ffice 

E
x
ce

l

（
以
下
は
エ
ク
セ
ル
と
略
す
）
を
使
っ
て
、
二
種
の
『
訳
解
』
を
テ
キ
ス
ト

化
し
て
行
う
。E

m
E

d
itor

はW
in

d
ow

s

用
テ
キ
ス
ト
エ
デ
ィ
タ
ー
で
あ
り
、
高

速
・
軽
量
・
高
機
能
で
、
マ
ク
ロ
、
ユ
ニ
コ
ー
ド
や
巨
大
フ
ァ
イ
ル
対
応
が
特
徴
で

あ
る
。
エ
ク
セ
ル
は
大
量
の
デ
ー
タ
を
高
速
に
処
理
で
き
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
る

た
め
、
テ
キ
ス
ト
化
と
デ
ー
タ
処
理
を
効
率
よ
く
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
。 石

黒
『
訳
解
』
と
高
木
『
訳
解
』
の
序
、
例
言
と
正
文
の
第
八
節
ま
で
の
内
容
を

テ
キ
ス
ト
化
の
対
象
と
す
る
。
次
は
二
種
の
『
訳
解
』
序
の
一
文
目
を
テ
キ
ス
ト
化

し
た
例
で
あ
る
。 

I0
0
-0

0
1
 

凡(

お
よ)

ソ,

天
下(

テ
ン
カ)

ノ,

物(

モ
ノ),

理(

リ),

ア
ラ
ザ
ル,

ナ
シ
。 

T
0
0
-0

0
1
 

凡(

オ
ヨ)

ソ,

天
下(

テ
ン
カ)

ノ,

物(

モ
ノ)

ハ,

理(

リ),

ア
ラ
ザ
ル,

モ
ノ,

ナ
シ
。 

一 

テ
キ
ス
ト
入
力
の
方
針 

二
種
の
『
訳
解
』
を
テ
キ
ス
ト
化
す
る
前
提
と
し
て
、
原
文
を
前
掲
の
例
の
よ
う

に
入
力
す
る
。
入
力
の
方
針
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

（
一
） 

文
字
を
す
べ
て
全
角
文
字
と
す
る
。
本
文
に
あ
る
割
注
を
【 

】
の
中
に

入
力
す
る
。
表
記
は
本
論
文
の
凡
例
で
述
べ
た
よ
う
に
改
め
る
。 

ま
た
、
割
注
を
次
の
よ
う
に
入
力
す
る
。 

１ 

本
文
中
の
割
注
だ
け
を
入
力
す
る
。
本
文
欄
外
の
注
釈
を
除
外
す
る
。 

２ 

割
注
の
所
在
位
置
に
よ
り
、
入
力
す
る
場
所
が
異
な
る
。
次
の
例
（
１
）

の
よ
う
に
、
一
文
の
終
り
に
あ
る
割
注
は
、
独
立
の
一
文
と
し
て
入
力
す

る
。
例
（
２
）
の
よ
う
に
、
一
文
の
間
に
あ
る
割
注
は
、
こ
の
文
の
中
、

す
な
わ
ち
、
被
注
字
・
語
の
後
に
入
力
す
る
。
ま
た
、
区
切
り
の
単
位
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
割
注
の
改
行
を
分
割
符
号
「
／
」
を
入
力
し

な
い
。 

例
（
１
） 

原
文 

當
中
鼻
脊
ニ
近
ク
ノ
處
。【
即
俗
ノ
／
印
堂
】 

入
力 

① 

當
中
鼻
脊
ニ
近
ク
ノ
處
。 
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② 

【
即
俗
ノ
印
堂
】 

例
（
２
） 

原
文 

上
水
泡
骨
【
下
亦
水
泡
骨
ア
リ
。
／
故
ニ
上
ト
云
フ
】

ハ
額
内
ノ
正
中
ニ
ア
リ
。 

入
力 

上
水
泡
骨
ハ
【
下
亦
水
泡
骨
ア
リ
。
故
ニ
上
ト
云
フ
】

額
内
ノ
正
中
ニ
ア
リ
。 

３ 

以
上
の
例
（
２
）
原
文
の
よ
う
に
、「
上
水
泡
骨
」
に
つ
く
助
詞
「
ハ
」

は
原
文
の
割
注
の
後
に
来
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
入
力
す
る
際
に
そ
の

助
詞
は
割
注
の
前
に
移
動
し
、
す
な
わ
ち
被
注
字
・
語
の
後
に
入
力
す
る
。

こ
れ
は
助
詞
が
一
つ
の
文
節
に
な
る
の
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。 

４ 

【 

】
の
中
に
【
下
亦
水
泡
骨
ア
リ
。
故
ニ
上
ト
云
フ
】
の
よ
う
に
最
後

の
「
。」
を
入
力
し
な
い
。 

５ 

一
箇
所
の
割
注
に
は
い
く
か
の
文
が
あ
っ
て
も
、
入
力
す
る
際
に
一
つ
の

【 

】
に
入
れ
て
、
一
文
と
す
る
。 

（
二
） 

原
文
に
あ
る
片
仮
名
の
振
り
仮
名
を
半
角
の(  

)

に
片
仮
名
で
入
力
す
る
。

そ
の
う
ち
、
右
側
振
り
仮
名
は
標
記
な
く
そ
の
ま
ま
で
、
左
側
振
り
仮
名

は(

・
カ
タ
カ
ナ)

で
入
力
す
る
。
左
右
両
側
振
り
仮
名
は(

カ
タ
カ
ナ
・
カ

タ
カ
ナ)

の
形
で
、
右
側
振
り
仮
名
は
最
初
に
入
力
す
る
。
原
文
の
漢
字
に

振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
補
読
を
し
て
半
角
の(  

)

の
内

に
平
仮
名
を
入
力
す
る
。
片
仮
名
は
原
文
の
通
り
に
入
力
す
る
が
、
補
読

の
平
仮
名
は
現
代
仮
名
遣
い
に
変
換
す
る
。
補
読
の
方
針
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。 

１ 

原
文
の
前
後
に
一
致
す
る
振
り
仮
名
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
振
り
仮
名
に

よ
っ
て
入
力
す
る
。
例
え
ば
、
石
黒
『
訳
解
』
に
は
「
脳
氣
筋(

ノ
ウ
キ
キ

ン)

」
の
振
り
仮
名
に
よ
っ
て
、
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
な
い
「
脳
氣
筋
」

を(

の
う
き
き
ん)

と
補
読
す
る
。 

２ 

完
全
に
一
致
す
る
振
り
仮
名
が
存
在
し
な
い
場
合
、
漢
字
語
の
一
字
ず
つ

は
原
文
に
振
り
仮
名
が
あ
る
か
ど
う
か
確
認
し
、
す
で
に
存
在
す
る
場
合
、

そ
の
振
り
仮
名
を
使
う
。
存
在
し
な
い
場
合
は
、
そ
の
読
み
を
推
測
す
る
。 

（
三
） 

区
切
り
単
位
と
し
て
、
半
角
カ
ン
マ
（
，）
と
句
点
（
。）
を
文
節
の
区
切

り
と
し
て
使
う
。
特
に
、
注
意
す
る
の
は
割
注
が
文
中
に
現
れ
る
場
合
、

【
】
の
前
後
に
カ
ン
マ
（
，）
を
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
例
（
２
）

を
区
切
り
単
位
を
入
れ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

上
水
泡
骨(

ジ
ヤ
ウ
ス
イ
ハ
ウ
コ
ツ)

ハ,

【
下(

し
た),

亦(

ま
た),

水
泡
骨

(

す
い
ほ
う
こ
つ),

ア
リ
。故(

ゆ
え)

ニ,

上(

う
え)

ト,

云(

い)

フ
】,

額
内(

ガ

ク
ナ
イ)

ノ,

正
中(

・
マ
ン
ナ
カ)

ニ,

ア
リ
。 

カ
ン
マ
（
，）
を
入
れ
な
い
と
、「【
」
は
前
の
文
節
の
一
部
に
な
り
、「
】」

は
全
角
文
字
と
し
て
、
一
文
節
に
な
る
た
め
で
あ
る
。 
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（
四
） 

原
文
一
文
を
一
行
と
し
、
そ
の
先
頭
に
元
の
テ
キ
ス
ト
情
報
（
訳
者
・
目

次
）
と
連
番
を
付
け
る
。
Ｉ
は
石
黒
『
訳
解
』、
Ｔ
は
高
木
『
訳
解
』
を
表

す
。I0

0

は
石
黒
『
訳
解
』
の
序
、
続
い
て
、I0

0

‐2

は
例
言
、I0

1

は

第
一
節
を
示
す
。
こ
の
作
業
はE

m
E

d
ito

r

を
使
っ
て
番
号
を
つ
け
る
。 

（
五
） 

連
番
の
後
に
半
角
の
空
白
を
入
れ
る
。
こ
れ
も

E
m

E
d
ito

r

を
使
う
と
、

効
率
が
よ
い
。 

（
六
） 

フ
ァ
イ
ル
名
は
石
黒
『
訳
解
』
にis

、
高
木
『
訳
解
』
にtk

を
付
け
る
。

す
な
わ
ち
、
石
黒
『
訳
解
』
の
序
の
フ
ァ
イ
ル
名
は
「is0

0
-test1

」、
例

言
は
「is0

0
-2

-te
st1

」
第
一
節
は
「is0

1
-test1

」
で
あ
る
。
同
様
の
操

作
を
繰
り
返
し
て
、
他
の
フ
ァ
イ
ル
を
作
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
高
木
『
訳

解
』
は
「tk

0
0
-te

st1

」
、「tk
0
0
-2

-test1

」
「tk

0
1
-test1

」
と
な
る
。

フ
ァ
イ
ル
の
拡
張
子
はtx
t

と
す
る
。（
以
下
は
全
部is0

0

を
例
と
し
て

説
明
す
る
。） 

 

以
上
の
入
力
方
針
に
基
づ
き
、
入
力
が
終
わ
る
と
、
次
の
図
一
の
よ
う
に
な
る
。 

 

  

         

 

   

      
図一 
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二 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
手
順 

（
一
）
文
節
リ
ス
ト
の
作
成 

p
e
rl

プ
ロ
グ
ラ
ム
とm

ojik
iri

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
注
一
）

と
を
使
っ
て
、
図
二
の
よ
う  

                            

 

に
「p

e
rl m

ojik
iri.p

l is0
0
-test1

.tx
t is0

0
-test0

2
.tx

t

」
を
実
行
し
て
、
図
三
の

よ
う
に
「is0

0
-te

st1

を
区
切
り
で
文
節
リ
ス
ト
を
載
せ
た
フ
ァ
イ
ル
が
作
ら
れ
る
。

フ
ァ
イ
ル
名
はis0

0
-test2

と
す
る
。 

                              

図二 

 

図三 
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図四 

 

 

以
上
の
作
業
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
確
認
す
る
。
ミ
ス
を
避
け
る
た
め
に
、
割
注

の
【 

】
は
一
文
節
に
な
っ
た
か
ど
う
か
、
漢
字
表
記
語
に
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て

い
る
か
否
か
、
徹
底
の
確
認
は
必
要
で
あ
る
（
注
二
）
。 

（
二
） 

デ
ー
タ
処
理 

（
１
） 

 is00-test2
の
デ
ー
タ
を
番
号
と
文
字
デ
ー
タ
に
分
離
す
る
作
業 

以
下
は
文
字
デ
ー
タ

だ
け
を
処
理
す
る
た
め
、

番
号
と
文
字
デ
ー
タ
と

を
分
離
す
る
作
業
が
必

要
で
あ
る
。is0

0
-test2

の
デ
ー
タ
を
エ
ク
セ
ル

の
A

欄
に
コ
ピ
ー
す

る
。「
デ
ー
タ
」
の
「
区

切
り
位
置
」
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
「
区
切
り
位

置
指
定
ウ
ィ
ザ
ー
ド
」

が
出
て
き
て
、
次
へ
進

ん
で
、
区
切
り
文
字
の

ス
ペ
ー
ス
を
選
ぶ
と
、

図
四
の
よ
う
に
文
字
デ
ー
タ
は
Ｂ
欄
に
な
る
。
こ
の
フ
ァ
イ
ル
はis0

0
-test3

の
フ

ァ
イ
ル
名
で
保
存
す
る
。 

（
２
） 

書
字
形
リ
ス
ト
の
作
成 

Ｂ
欄
の
デ
ー
タ
を
コ
ピ
ー
し
て
、E

m
E

d
itor

に
ペ
ー
ス
ト
す
る
。「
検
索
」
の
「
検

索
文
字
列
」
に¥

(.*¥
)

を
入
力
し
て
、
正
規
表
現
を
使
っ
て
、
検
索
す
る
と
次
の
図

五
の
よ
う
に
緑
色
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
、「
置
換
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、「
置
換
後
の 

          

   
図五 
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文
字
列
」
を
空
白
に
し
て
、
さ
ら
に
、「
す
べ
て
置
換
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、
図
六
の

よ
う
に(  

)

と(  
)

内
の
仮
名
が
消
さ
れ
て
原
文
ど
お
り
に
な
る
。
図
六
の
デ
ー
タ
を

コ
ピ
ー
し
て
、「
書
字
形
」
の
リ
ス
ト
と
し
て
、is0

0
-test3

の
エ
ク
セ
ル
C
欄
に

ペ
ー
ス
ト
す
る
。 

             

 
 

(3) 
 

読
み
リ
ス
ト
の
作
成 

（
３
） 
 

読
み
リ
ス
ト
の
作
成 

（
２
）
の
作
業
の
よ
う
に
「
検
索
文
字
列
」
に[

＾
ぁ-

ゞ
ァ-

ヾ]

を
入
力
し
て
、
正

規
表
現
を
使
っ
て
、
検
索
す
る
と
次
の
図
七
の
よ
う
に
緑
色
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
、

「
置
換
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、「
置
換
後
の
文
字
列
」
を
空
白
に
し
て
「
す
べ
て
置
換
」 

  

             

図六 

 

図七 

 

図八 
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を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、
図
八
の
よ
う
に
読
み
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
。
こ
の
「
読
み
リ

ス
ト
」
を
コ
ピ
ー
し
て
、is0

0
-test3

の
エ
ク
セ
ル
D
欄
に
ペ
ー
ス
ト
す
る
。
こ
の

際
のis0

0
-te

st3

は
次
の
図
九
の
よ
う
に
な
る
。 

  

   

    
 

       

（
４
）
原
文
の
振
り
仮
名
と
補
読
読
み
を
数
え
る
た
め
の
前
提
作
業 

図
九
に
、「
お
よ
ソ
」
の
よ
う
な
補
読
の
平
仮
名
と
送
り
仮
名
の
片
仮
名
と
の
組
み

合
わ
せ
る
デ
ー
タ
は
単
純
に

E
m

E
d

itor

を
使
っ
て
処
理
で
き
な
い
た
め
、
ま
た
、

「
ア
ラ
ザ
ル
」
の
よ
う
な
漢
字
の
な
い
デ
ー
タ
は
除
外
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
図

九
の
D
欄
の
デ
ー
タ
を
改
め
て
処
理
す
る
。
D
欄
の
デ
ー
タ
の
漢
字
読
み
を
抽
出

す
る
作
業
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
D
欄
に
も
C
欄
に
も
現
れ
る
同
じ
片
仮
名
を
D 

             

図九 

 

 

図一〇 D欄データの漢字読みを抽出する作業の命令 
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欄
か
ら
除
外
す
る
作
業
で
あ
る
。 

こ
の
結
果
を
得
る
た
め
に
、
マ
ク
ロ
の
記
録
の
作
業
を
行
う
。
エ
ク
セ
ル
の
「
表

示
」
か
ら
「
マ
ク
ロ
の
記
録
」
を
開
く
と
、
マ
ク
ロ
名
を
入
れ
る
。「ok

」
を
押
し

て
か
ら
、
も
う
一
度
「
マ
ク
ロ
」
に
入
っ
て
、「
マ
ク
ロ
の
表
示
」
の
「
編
集
」
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
。
前
頁
と
本
頁
の
左
側
か
ら
の
図
一
〇
の
命
令
を
入
力
す
る
。 

             
 

 

 

以
上
の
命
令
を
「su

b

／
ユ
ー
ザ
ー
フ
ァ
ー
ム
の
実
行
」
で
運
行
す
る
。
出
て
く

る
ダ
イ
ア
ロ
グ
ボ
ッ
ク
ス
を
閉
じ
る
。is0

0
-test3

を
開
い
て
、「
関
数
の
挿
入
」
の

と
こ
ろ
に 

=
N

o
S

tr1
C

h
a
rIn

S
tr2

(C
1
,D

1
)

を
入
力
し
て
、
E
欄
の
E1
を
ク
リ
ッ

ク
し
て
、
ま
た
フ
ィ
ル
ハ
ン
ド
ル
を
下
へ
ド
ラ
ッ
グ
す
る
と
、
漢
字
読
み
リ
ス
ト
が

作
成
さ
れ
る
。
E1
と
同
じ
デ
ー
タ
が
出
て
く
る
場
合
は
「
数
式
」
の
「
計
算
方
法
の

設
定
」
に
あ
る
「
手
動
」
に
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
。 

保
存
す
る
場
合
は
「E

x
ce

l 

マ
ク
ロ
有
効
テ
ン
プ
レ
ー
ト
」
で
保
存
す
る
。 

以
上
の
作
業
を
繰
り
返
し
す
る
必
要
は
な
い
が
、
保
存
し
た
フ
ァ
イ
ル
を
底
本
と

し
て
、
そ
れ
以
外
の
フ
ァ
イ
ル
の
C
欄
と
D
欄
の
デ
ー
タ
を
こ
の
フ
ァ
イ
ル
に
コ

ピ
ー
し
て
、
自
動
的
に
E
欄
の
デ
ー
タ
に
な
る
。
こ
の
デ
ー
タ
を
元
の
フ
ァ
イ
ル
に

ペ
ー
ス
ト
し
て
作
業
が
終
わ
る
。
注
意
す
る
の
は
、
得
ら
れ
た
E
欄
の
デ
ー
タ
を
元

の
フ
ァ
イ
ル
に
コ
ピ
ー
す
る
場
合
、「
貼
り
付
け
」
の
「
値
の
貼
り
付
け
」
で
変
換
す

る
。
さ
ら
に
、E

m
E

d
itor

に
コ
ピ
ー
し
た
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
、
次
の
（
５
）（
６
）

の
作
業
を
行
う
。 

（
５
） 

 EmEditor

に
コ
ピ
ー
さ
れ
た
E
欄
デ
ー
タ
の
処
理
に
よ
る
振
り
仮
名

リ
ス
ト
の
作
成 

 

次
の
図
一
一
の
よ
う
に
E
欄
デ
ー
タ
に
対
し
て
、
「
検
索
す
る
文
字
列
」
に[

＾

ァ-
ヾ]
を
入
れ
て
、
さ
ら
に
、「
置
換
」
の
文
字
列
に
空
白
を
入
れ
る
と
、
図
一
二
の

よ
う
に
片
仮
名
読
み
、
す
な
わ
ち
原
本
の
振
り
仮
名
リ
ス
ト
に
な
る
。
こ
の
デ
ー
タ

 

 



56 

 

をis0
0
-test3

の
エ
ク
セ
ル
F
欄
に
ペ
ー
ス
ト
す
る
。 

  

 

               

                  

 

図一一 

 

図一二 
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（
６
） 

 EmEditor

に
コ
ピ
ー
さ
れ
た
E
欄
デ
ー
タ
の
処
理
に
よ
る
平
仮
名
リ

ス
ト
の
作
成 

(

５)
の
図
一
一
の
よ
う
に
E
欄
デ
ー
タ
に
対
し
て
、
「
検
索
す
る
文
字
列
」
に[

＾

ぁ-

ゞ]

を
入
れ
て
、
さ
ら
に
、「
置
換
」
の
文
字
列
に
空
白
を
入
れ
る
と
、
図
一
三
の

よ
う
に
補
読
し
た
平
仮
名
リ
ス
ト
に
な
る
。
こ
の
デ
ー
タ
をis0

0
-test3

の
エ
ク
セ

ル
G
欄
に
ペ
ー
ス
ト
す
る
。 

  

          

 

（
７
）  is00-test3

エ
ク
セ
ル
デ
ー
タ
の
統
計 

以
上
の
作
業
で
得
ら
れ
たis0

0
-test3

エ
ク
セ
ル
の
デ
ー
タ
を
フ
ァ
イ
ル
の
最
後

の
行
にC

O
U

N
T

A

関
数
を
使
っ
て
、
デ
ー
タ
の
数
を
数
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
振

り
仮
名
の
数
お
よ
び
補
読
読
み
す
な
わ
ち
振
り
仮
名
の
付
さ
れ
て
い
な
い
漢
字
表
記

語
の
数
が
わ
か
る
。 

第
三
節 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
よ
る
振
り
仮
名
の
分
析 

一 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
項
目 

以
上
の
作
業
を
ま
と
め
、
各
項
目
を
説
明
す
る
。
デ
ー
タ
処
理
に
際
し
て
、
自
立

語
の
数
を
計
算
す
る
た
め
、
文
を
文
節
で
区
切
り
、
半
角
の
コ
ン
マ
を
入
れ
る
。
漢

字
表
記
語
に
振
り
仮
名
の
有
無
を
把
握
す
る
た
め
、
振
り
仮
名
が
あ
る
も
の
は
原
文

の
ま
ま
片
仮
名
で
表
し
、
振
り
仮
名
が
な
い
も
の
に
は
推
定
し
た
読
み
を
平
仮
名
で

付
す
。
こ
の
平
仮
名
を
「
補
助
読
み
」
と
呼
ぶ
。 

さ
ら
に
、『
訳
解
』
二
種
の
序
の
一
文
目
を
次
の
表
一
と
表
二
の
よ
う
に
分
類
し
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
。
表
一
のI0

0
-0

0
1
-0

1

は
石
黒
『
訳
解
』
序
の
一
文
目

の
一
語
目
の
所
在
を
表
す
。「
元
デ
ー
タ
」は
文
を
文
節
で
区
切
っ
た
デ
ー
タ
で
あ
る
。

「
書
字
形
」
は
振
り
仮
名
を
除
い
た
原
文
文
章
の
み
を
表
す
。「
読
み
」
は
文
節
の
読

み
方
を
示
す
も
の
で
あ
る
。「
漢
字
読
み
」
は
振
り
仮
名
読
み
と
補
助
読
み
の
ど
ち
ら

図一三 
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表一 石黒『訳解』I00-001の例  

ID 元データ 書字形 読み 漢字読み 振り仮名読み 補助読み 

I00-001-01 凡(およ)ソ 凡ソ およソ およ   およ 

I00-001-02 天下(テンカ)ノ 天下ノ テンカノ テンカ テンカ   

I00-001-03 物(モノ) 物 モノ モノ モノ   

I00-001-04 理(リ) 理 リ リ リ   

I00-001-05 アラザル アラザル アラザル       

I00-001-06 ナシ ナシ ナシ       

 

表二 高木『訳解』T00-001の例 

ID 元データ 書字形 読み 漢字読み 振り仮名読み 補助読み 

T00-001-01 凡(オヨ)ソ 凡ソ オヨソ オヨ オヨ  

T00-001-02 天下(テンカ)ノ 天下ノ テンカノ テンカ テンカ  

T00-001-03 物(モノ)ハ 物ハ モノハ モノ モノ  

T00-001-04 理(リ) 理 リ リ リ  

T00-001-05 アラザル アラザル アラザル      

T00-001-06 モノ モノ モノ      

T00-001-07 ナシ ナシ ナシ      

 

か
が
付
さ
れ
る
漢
字
表
記
語
の
読
み
方
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

 

 
 
 
 
 

二 

振
り
仮
名
の
統
計 

次
の
表
三
と
表
四
は
、
二
種
の
『
訳
解
』
の
序
、
例
言
お
よ
び
先
頭

か
ら
八
節
分
の
デ
ー
タ
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
内
の
「
文
節
数
」

は
文
節
の
数
、
す
な
わ
ち
、
自
立
語
の
数
を
表
す
。「
漢
字
表
記
語
」
は
表

一
、
表
二
の
「
漢
字
読
み
」
に
当
た
る
。「
交
じ
り
読
み
」
は
語
の
一
部
に

振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
な
い
漢
字
に
「
補
助
読
み
」
を
つ
け
る
漢
字
表

記
語
の
読
み
を
指
す
。 

表
三
に
示
す
よ
う
に
、
石
黒
『
訳
解
』
で
は
漢
字
表
記
語
は
自
立
語
（
文

節
）
の
約
九
割
を
占
め
る
。
ま
た
、
漢
字
表
記
語
の
約
二
割
強
に
振
り
仮

名
が
あ
る
。振
り
仮
名
は
序
に
一
番
多
く
、次
第
に
そ
の
比
率
が
さ
が
る
。

漢
字
表
記
語
の
初
出
に
振
り
仮
名
を
付
し
て
、
そ
の
後
に
現
れ
る
同
一
語

に
は
付
さ
ず
、
重
複
を
避
け
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
振
り
仮
名
が
付
さ
れ

な
か
っ
た
漢
字
表
記
語
（
補
助
読
み
）
は
七
割
強
を
占
め
る
。 

一
方
、
表
四
の
示
す
よ
う
に
、
高
木
『
訳
解
』
に
は
自
立
語
が
石
黒
『
訳

解
』
よ
り
多
い
。
漢
字
表
記
語
は
自
立
語
の
九
割
を
占
め
、
石
黒
『
訳
解
』

と
近
い
比
率
で
あ
る
。
振
り
仮
名
は
八
割
の
漢
字
表
記
語
に
付
さ
れ
、
特

に
、
序
か
ら
正
文
に
か
け
て
の
漢
字
表
記
語
で
、
比
率
が
高
い
。
残
り
の

一
割
強
を
占
め
る
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
な
い
漢
字
表
記
語
に
も
、
そ

の
読
み
を
示
す
振
り
仮
名
が
語
の
前
後
に
現
れ
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。 
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表三 石黒『訳解』の文節と振り仮名※比率Ⅰは文節数、比率Ⅱは漢字表記語に占める割合を(％)で表す 

所在 
文 節

数 

漢字表記語 

 

(比率Ⅰ) 

振り仮名読み 

(比率Ⅱ) 

補助読み 

 

(比率Ⅱ) 

交じり読

み 

(比率Ⅱ) 

右側

振り

仮名 

左右両 

側振り 

仮名 

左側

振り

仮名 

序 237 217(91.6) 153(70.5) 63(29.0) 1(0.5) 136 18 0 

例言 347 331(95.4) 210(63.4) 117(35.3) 4(1.2) 190 24 0 

第 1節 292 252(86.3) 92(36.5) 155(61.5) 5(2.0) 77 11 9 

第 2節 902 831(92.1) 193(23.2) 600(72.2) 38(4.6) 187 22 22 

第 3節 307 280(91.2) 60(21.4) 212(75.7) 8(2.9) 60 4 4 

第 4節 734 666(90.7) 153(23.0) 494(74.2) 19(2.9) 157 7 8 

第 5節 245 227(92.7) 52(22.9) 168(74.0) 7(3.1) 40 12 7 

第 6節 921 857(93.1) 189(22.1) 636(74.2) 32(3.7) 171 27 23 

第 7節 682 614(90.0) 91(14.8) 516(84.0) 7(1.1) 88 8 2 

第 8節 1,740 1,581(90.9) 232(14.7) 1,330(84.1) 19(1.2) 232 12 7 

合計 6,407 5,856(91.4) 1,425(24.3) 4,291(73.3) 140(2.4) 1,338 145 82 

 

 

 
                  

す
な
わ
ち
、漢
字
表
記
語
の
読
み
方
が
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
非
常
に
少
な
い
。

表四 高木『訳解』の文節と振り仮名※比率Ⅰは文節数、比率Ⅱは漢字表記語に占める割合を(％)で表す 

所在 
文 節

数 

漢字表記語 

 

(比率Ⅰ) 

振り仮名読み 

(比率Ⅱ) 

補助読み 

 

(比率Ⅱ) 

交じり読

み 

(比率Ⅱ) 

右 側

振 り

仮名 

左右両

側振り 

仮名 

左側振

り仮名 

序 285 250(87.7) 223(89.2) 25(10.0) 2(0.8) 225 0 0 

例言 443 425(95.9) 264(62.1) 152(35.8) 9(2.1) 271 2 0 

第 1節 342 317(92.7) 246(77.6) 68(21.5) 3(0.9) 183 66 0 

第 2節 883 812(92.0) 649(79.9) 129(15.9) 34(4.2) 638 44 1 

第 3節 322 302(93.8) 251(83.1) 34(11.3) 17(5.6) 267 1 0 

第 4節 765 702(91.8) 578(82.3) 109(15.5) 15(2.1) 589 4 0 

第 5節 252 232(92.1) 173(74.6) 47(20.3) 12(5.2) 182 2 1 

第 6節 1,008 929(92.2) 823(88.6) 90(9.7) 16(1.7) 832 7 0 

第 7節 710 649(91.4) 556(85.7) 85(13.1)  8(1.2) 562 2 0 

第 8節 1,847 1,695(91.8) 1,538(90.7) 135(8.0) 22(1.3) 1,559 1 0 

合計 6,857 6,313(92.1) 5,301(84.0) 874(13.8) 138(2.2) 5,308 129 2 
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右
側
振
り
仮
名
は
難
字
、
難
語
だ
け
で
は
な
く
、
代
名
詞
や
連
体
詞
の
よ
う
な
語
に

も
振
り
仮
名
を
付
し
、
重
複
の
語
に
も
大
量
に
付
し
て
い
る
。 

二
種
の
『
訳
解
』
の
基
本
的
な
振
り
仮
名
は
と
も
に
右
側
振
り
仮
名
で
あ
る
。
左

右
両
側
振
り
仮
名
は
少
数
あ
り
、
左
側
振
り
仮
名
は
非
常
に
少
な
い
。 

三 

右
側
振
り
仮
名
の
音
・
訓
読
み
の
統
計 

二
種
の
『
訳
解
』
に
現
れ
た
振
り
仮
名
の
う
ち
、
そ
の
多
く
を
占
め
る
右
側
振
り

仮
名
の
音
・
訓
読
み
の
数
を
次
の
表
五
と
表
六
に
示
す
。
音
・
訓
読
み
は
各
節
の
右

側
振
り
仮
名
の
占
め
る
割
合
を
括
弧
内
に
パ
ー
セ
ン
ト
で
示
す
。 

二
種
の
『
訳
解
』
と
も
、
音
・
訓
読
み
と
少
数
の
例
外
が
あ
る
。
音
読
み
に
つ
い

て
は
、
序
に
お
い
て
両
者
の
差
が
一
番
小
さ
い
が
、
第
5
節
の
よ
う
な
差
が
大
き
い

節
も
あ
る
。 

訓
読
み
は
、
高
木
『
訳
解
』
に
は
石
黒
『
訳
解
』
に
比
べ
、
非
常
に
多
く
見
ら
れ

る
。
石
黒
『
訳
解
』
で
は
序
、
例
言
に
は
漢
字
表
記
語
の
半
分
以
上
に
訓
読
み
の
振

り
仮
名
が
付
さ
れ
る
。
一
方
で
正
文
に
入
る
と
、
音
読
み
が
約
六
割
に
及
ぶ
。
音
・

訓
読
み
以
外
の
音
訳
語
と
音
訓
読
み
の
混
じ
り
語
は
わ
ず
か
五
語
で
あ
る
。
高
木

『
訳
解
』
で
は
訓
読
み
が
平
均
で
七
割
以
上
を
占
め
る
。
訓
読
み
を
中
心
に
振
り
仮

名
を
付
す
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
音
訳
語
の
二
語
以
外
に
、
音
訓
読
み
の
混
じ

り
語
が
石
黒
『
訳
解
』
よ
り
多
く
見
ら
れ
る
。 

つ
ま
り
、
序
で
は
二
種
と
も
訓
読
み
に
片
寄
る
が
、
正
文
で
は
石
黒
『
訳
解
』
は

音
読
み
、
高
木
『
訳
解
』
は
訓
読
み
に
片
寄
る
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
。 

                 

表六 高木『訳解』の音・訓読み 

音 訓 その他 合計 

55(24.4) 167(74.2) 3(1.3) 225 

79(29.2) 186(68.6) 6(2.2) 271 

58(31.7) 120(65.6) 5(2.7) 183 

226(35.4) 399(62.5) 13(2.0) 638 

31(11.6) 217(81.3) 19(7.1) 267 

74(12.6) 494(83.9) 21(3.6) 589 

21(11.5) 158(86.8) 3(1.6) 182 

156(18.8) 652(78.4) 24(2.9) 832 

129(23.0) 405(72.1) 28(5.0) 562 

301(19.3)  1,204(77.2)  54(3.5) 1,559 

1,130(21.3) 4,002(75.4) 176(3.3) 5,308 

 

 

 

表五 石黒『訳解』の音・訓読み 

 音 訓 その他 合計 

序 52(38.2) 83(61.0) 1(0.7) 136 

例言 89(46.8) 101(53.2) 0(0.0) 190 

第 1節 51(66.2) 26(33.8) 0(0.0) 77 

第 2節 107(57.2) 78(41.7) 2(1.1) 187 

第 3節 39(65.0)  20(33.3) 1(1.7) 60 

第 4節 102(65.0) 55(35.0) 0(0.0) 157 

第 5節 30(75.0) 10(25.0) 0(0.0) 40 

第 6節 100(58.5) 71(41.5) 0(0.0) 171 

第 7節 57(64.8) 31(35.2) 0(0.0) 88 

第 8節 138(59.5) 93(40.1) 1(0.4) 232 

合計 765(57.2) 568(42.5) 5(0.4) 1,338 
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四 

右
側
振
り
仮
名
の
品
詞
統
計 

右
側
振
り
仮
名
の
品
詞
を
集
計
し
、
そ
の
結
果
を
次
の
表
七
と
表
八
に
示
す
。
さ

ら
に
、
音
読
み
と
訓
読
み
の
漢
字
表
記
語
双
方
（
音
訓
読
み
の
混
じ
り
語
と
音
訳
語

を
除
き
）
の
品
詞
を
調
べ
、
次
の
表
九
と
表
十
に
ま
と
め
る
。
各
品
詞
の
比
率
は
、

表
七
と
表
八
で
は
合
計
表
九
と
表
十
で
は
音
訓
合
計
に
占
め
る
割
合
を
括
弧
内
に
パ 

             

 

ー
セ
ン
ト
で
示
す
。 

二
種
の
『
訳
解
』
と
も
、
各
品
詞
で
は
、
名
詞
が
一
番
多
く
、
つ
い
で
動
詞
が
多

い
。
音
読
み
の
品
詞
も
両
者
と
も
に
名
詞
が
一
番
多
く
、
次
に
動
詞
が
多
い
。
一
方
、

訓
読
み
で
は
、
両
者
と
も
、
名
詞
、
動
詞
、
副
詞
が
多
い
が
、
量
の
多
寡
に
お
い
て

名
詞
と
動
詞
の
順
序
が
異
な
る
。
石
黒
『
訳
解
』
は
動
詞
、
名
詞
の
順
に
多
い
が
、

高
木
『
訳
解
』
は
名
詞
、
動
詞
の
順
に
多
い
。 

              

表七 石黒『訳解』の品詞の内訳  ※形容詞：形容動詞を含む 

 名詞 動詞 形容詞 副詞 その他 合計 

序 55(40.7) 41(30.4) 11(8.1) 14(10.4) 14(10.4) 135 

例言 84(44.2) 64(33.7) 11(5.8) 26(13.7) 5(2.6) 190 

第 1節 45(58.4) 23(29.9) 5(6.5) 4(5.2) 0(0.0) 77 

第 2節 89(48.1) 59(31.9) 23(12.4) 13(7.0) 1(0.5) 185 

第 3節 37(62.7) 18(30.5) 2(3.4) 2(3.4) 0(0.0) 59 

第 4節 75(47.8) 62(39.5) 9(5.7) 8(5.1) 3(1.9) 157 

第 5節 25(62.5) 10(25.0) 5(12.5) 0(0.0) 0(0.0) 40 

第 6節 96(56.1) 49(28.7) 15(8.8) 9(5.3) 2(1.2) 171 

第 7節 36(40.9) 45(51.1) 4(4.5) 3(3.4) 0(0.0) 88 

第 8節 103(44.6) 82(35.5) 17(7.4) 20(8.7) 9(3.9) 231 

合計 645(48.4) 453(34.0) 102(7.7) 99(7.4) 34(2.6) 1,333 

 

表八 高木『訳解』の品詞の内訳   ※形容詞：形容動詞を含む 

 名詞 動詞 形容詞 副詞 その他 合計 

序 90(40.5) 57(25.7) 16(7.2) 20(9.0) 39(17.6) 222 

例言 101(38.1) 88(33.2) 18(6.8) 38(14.3) 20(7.5) 265 

第 1節 79(44.4) 46(25.8) 12(6.7) 19(10.7) 22(12.4) 178 

第 2節 337(53.9) 156(25.0) 30(4.8) 44(7.0) 58(9.3) 625 

第 3節 142(57.3) 59(23.8) 14(5.6) 8(3.2) 25(10.1) 248 

第 4節 265(46.7) 155(27.3) 38(6.7) 44(7.7) 66(11.6) 568 

第 5節 102(57.0) 40(22.3) 16(8.9) 10(5.6) 11(6.1) 179 

第 6節 413(51.1) 197(24.4) 62(7.7) 51(6.3) 85(10.5) 808 

第 7節 233(43.6) 165(30.9) 29(5.4) 44(8.2) 63(11.8) 534 

第 8節 673(44.7) 423(28.1) 77(5.1) 140(9.3) 192(12.8) 1,505 

合計 2,435(47.4) 1,386(27.0) 312(6.1) 418(8.1) 581(11.3) 5,132 

 



62 

 

                    

                    

表九 石黒『訳解』の音・訓読みの品詞の内訳       ※形容詞：形容動詞を含む 

 音読み 訓読み 音訓 

 名詞 動詞 形容詞 副詞 その他 合計 名詞 動詞 形容詞 副詞 その他 合計 合計 

序 43(31.9) 7(5.2) 0(0.0) 0(0.0) 2(1.5) 52(38.5) 12(8.9) 34(25.2) 11(8.1) 14(10.4) 12(8.9) 83(61.5) 135 

例言 66(34.7) 17(8.9) 4(2.1) 2(1.1) 0(0.0) 89(46.8) 18(9.5) 47(24.7) 7(3.7) 24(12.6) 5(2.6) 101(53.2) 190 

第 1節 37(48.1) 13(16.9) 1(1.3) 0(0.0) 0(0.0) 51(66.2) 8(10.4) 10(13.0) 4(5.2) 4(5.2) 0(0.0) 26(33.8) 77 

第 2節 73(39.5) 24(13.0) 10(5.4) 0(0.0) 0(0.0) 107(57.8) 16(8.6) 35(18.9) 13(7.0) 13(7.0) 1(0.5) 78(42.2) 185 

第 3節 31(52.5) 8(13.6) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 39(66.1) 6(10.2) 10(16.9) 2(3.4) 2(3.4) 0(0.0) 20(33.9) 59 

第 4節 62(39.5) 37(23.6) 3(1.9) 0(0.0) 0(0.0) 102(65.0) 13(8.3) 25(15.9) 6(3.8) 8(5.1) 3(1.9) 55(35.0) 157 

第 5節 23(57.5) 5(12.5) 2(5.0) 0(0.0) 0(0.0) 30(75.0) 2(5.0) 5(12.5) 3(7.5) 0(0.0) 0(0.0) 10(25.0) 40 

第 6節 75(43.9) 23(13.5) 2(1.2) 0(0.0) 0(0.0) 100(58.5) 21(12.3) 26(15.2) 13(7.6) 9(5.3) 2(1.2) 71(41.5) 171 

第 7節 34(38.6) 21(23.9) 2(2.3) 0(0.0) 0(0.0) 57(64.8) 2(2.3) 24(27.3) 2(2.3) 3(3.4) 0(0.0) 31(35.2) 88 

第 8節 86(37.2) 41(17.7) 11(4.8) 0(0.0) 0(0.0) 138(59.7) 17(7.4) 41(17.7) 6(2.6) 20(8.7) 9(3.9) 93(40.3) 231 

合計 530(39.8) 196(14.7) 35(2.6) 2(0.2) 2 (0.2) 765(57.4) 115(8.6) 257(19.3) 67(5.0) 97(7.3) 32(2.4) 568(42.6) 1,333 

 

 

 

表十 高木『訳解』の音・訓読みの品詞の内訳       ※形容詞：形容動詞を含む 

 音読み 訓読み 音訓 

 名詞 動詞 形容詞 副詞 その他 合計 名詞 動詞 形容詞 副詞 その他 合計 合計 

序 49(22.1) 6(2.7) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 55(24.8) 41(18.5) 51(23.0) 16(7.2) 20(9.0) 39(17.6) 167(75.2) 222 

例言 61(23.0) 15(5.7) 2(0.8) 1(0.4) 0(0.0) 79(29.8) 40(15.1) 73(27.5) 16(6.0) 37(14.0) 20(7.5) 186(70.2) 265 

第 1節 49(27.5) 8(4.5) 0(0.0) 1(0.6) 0(0.0) 58(32.6) 30(16.9) 38(21.3) 12(6.7) 18(10.1) 22(12.4) 120(67.4) 178 

第 2節 181(29.0) 37(5.9) 5(0.8) 3(0.5) 0(0.0) 226(36.2) 156(25.0) 119(19.0) 25(4.0) 41(6.6) 58(9.3) 399(63.8) 625 

第 3節 25(10.1) 6(2.4) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 31(12.5) 117(47.2) 53(21.4) 14(5.6) 8(3.2) 25(10.1) 217(87.5) 248 

第 4節 55(9.7) 14(2.5) 4(0.7) 1(0.2) 0(0.0) 74(13.0) 210(37.0) 141(24.8) 34(6.0) 43(7.6) 66(11.6) 494(87.0) 568 

第 5節 14(7.8) 7(3.9) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 21(11.7) 88(49.2) 33(18.4) 16(8.9) 10(5.6) 11(6.1) 158(88.3) 179 

第 6節 118(14.6) 25(3.1) 6(0.7) 7(0.9) 0(0.0) 156(19.3) 295(36.5) 172(21.3) 56(6.9) 44(5.4) 85(10.5) 652(80.7) 808 

第 7節 105(19.7) 20(3.7) 3(0.6) 1(0.2) 0(0.0) 129(24.2) 128(24.0) 145(27.2) 26(4.9) 43(8.1) 63(11.8) 405(75.8) 534 

第 8節 228(15.1) 65(4.3) 4(0.3) 3(0.2) 1(0.1) 301(20.0) 445(29.6) 358(23.8) 73(4.9) 137(9.1) 191 (12.7) 1,204(80.0) 1,505 

合計 885 

(17.2) 

203 

(4.0) 

24 

(0.5) 

17 

(0.3) 

1 

(0.0) 

1,130 

(22.0) 

1,550 

(30.2) 

1,183 

(23.1) 

288 

(5.6) 

401 

(7.8) 

580 

(11.3) 

4,002 

(78.0) 

5,132 
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表一一 二種の『訳解』の左右両側振り仮名と左側振り仮名※両：左右両側振り仮名、左：左側振り仮名 

 石黒 高木  石黒 高木  石黒 高木 

所在 両 左 両 左 所在 両 左 両 左 所在 両 左 両 左 

序 18 0 0 0 第 13節 16 1 2 0 第 27節 5 0 0 0 

例言 24 0 2 0 第 14節 13 3 0 0 第 28節 4 0 0 0 

第 1節 11 9 66 0 第 15節 5  0 0 0 第 29節 1 0 0 0 

第 2節 22 22 44 1 第 16節 0  0 0 0 第 30節 2 0 0 0 

第 3節 4 4 1 0 第 17節 4 0 1 0 第 31節 5 0 0 0 

第 4節 7 8 4 0 第 18節 3 0 0 0 第 32節 1 0 0 0 

第 5節 12 7 2 1 第 19節 2 0 0 0 第 33節 4 0 0 0 

第 6節 27 23 7 0 第 20節 5 0 0 0 第 34節 5 0 0 0 

第 7節 8 2 2 0 第 21節 4 4 2 0 第 35節 6 0 0 0 

第 8節 12 7 1 0 第 22節 4 0 0 0 第 36節 3 1 0 0 

第 9節 11 15 0 0 第 23節 10 1 1 0 第 37節 2 0 0 0 

第 10節 8 0 0 0 第 24節 9 0 0 0 第 38節 6 1 0 0 

第 11節 15  4 0 0 第 25節 1 0 0 0 第 39節 1 0 0 0 

第 12節 33 3 4 0 第 26節 26 1 3 0 合計 359 116 142 2 

 

表
九
と
表
十
と
を
比
べ
る
と
、
二
種
の
『
訳
解
』
で
訓
読
み
は
副
詞
、

形
容
詞
・
形
容
動
詞
を
除
き
、
名
詞
、
動
詞
、
そ
の
他
（
接
続
詞
）
に
つ

い
て
、
品
詞
構
成
比
率
の
差
が
明
ら
か
で
あ
る
。
音
読
み
も
訓
読
み
ほ
ど

顕
著
で
は
な
い
が
、
品
詞
構
成
比
率
に
差
が
あ
る
。
音
読
み
の
場
合
、
特

に
名
詞
と
動
詞
に
つ
い
て
品
詞
構
成
比
率
の
差
が
大
き
い
。 

五 

左
右
両
側
振
り
仮
名
と
左
側
振
り
仮
名 

前
述
の
通
り
、両
書
に
お
い
て
右
側
振
り
仮
名
が
基
本
で
あ
る
。ま
た
、

と
も
に
左
右
両
側
振
り
仮
名
が
あ
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

次
に
二
種
の
『
訳
解
』
の
序
、
例
言
と
全
三
九
節
の
正
文
に
あ
る
左
右
両

側
振
り
仮
名
と
左
側
振
り
仮
名
の
数
を
調
べ
た（
表
一
一
）。石
黒『
訳
解
』

に
は
高
木
『
訳
解
』
に
比
べ
、
左
右
両
側
振
り
仮
名
と
左
側
振
り
仮
名
が

非
常
に
多
い
。
左
右
両
側
振
り
仮
名
の
分
布
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
、
石

黒
『
訳
解
』
で
は
第
16
節
の
み
に
一
つ
も
な
い
も
の
の
、
高
木
『
訳
解
』

で
は
半
分
以
上
の
節
に
一
つ
も
な
い
。
ま
た
、
高
木
『
訳
解
』
で
は
左
右

両
側
振
り
仮
名
は
第
1
節
と
第
2
節
に
集
中
し
、
計
一
一
〇
語
あ
る
。

一
方
、
石
黒
『
訳
解
』
で
は
第
1
節
と
第
2
節
に
お
い
て
、
左
右
両
側

振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
三
三
語
し
か
な
い
。 

高
木
『
訳
解
』
は
、
表
六
に
示
す
よ
う
に
、
訓
読
み
の
比
率
が
第
3
節 
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以
降
が
第
1
節
と
第
2
節
よ
り
上
が
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
音
読
み
は
第
3
節

以
降
で
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
表
三
の
左
右
両
側
振
り
仮
名
が
第
1
節
と
第
2
節

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
る
と
、
高
木
『
訳
解
』
の
振
り
仮
名
を
付
す
方
針
が

変
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
方
針
に
よ
り
、
も
と
も
と
左
側
に
あ
る
は
ず
の
訓

読
み
が
右
側
に
付
さ
れ
、訓
読
み
を
大
量
に
生
み
出
し
て
い
る
。さ
ら
に
、例
三「
反
展

ソ
リ
ノ

ヒ

テ
」
の
よ
う
に
振
り
仮
名
は
地
の
文
に
滑
ら
か
に
続
く
が
、
漢
字
に
は
一
種
の
「
振

り
漢
字
」
と
呼
ぶ
べ
き
用
法
も
あ
る
（
注
三
）
。
こ
れ
は
、
高
木
『
訳
解
』
の
訳
述
方
法

の
変
更
に
伴
い
、
振
り
仮
名
の
付
け
方
も
変
化
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
こ
で
、
両
書
に
あ
る
左
右
両
側
振
り
仮
名
の
特
徴
に
つ
い
て
具
体
例
を
示
し
な

が
ら
述
べ
る
。
例
二
「
現
露
シ
」
の
左
右
両
側
振
り
仮
名
で
は
、
石
黒
『
訳
解
』
は

右
に
「
ケ
ン
ロ
」、
左
に
「
ア
ラ
ハ
レ
」
を
付
し
、
高
木
『
訳
解
』
は
右
に
「
ゲ
ン
ロ
」、

左
に
「
ア
ラ
ハ
レ
」
を
付
す
。
両
書
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
同
じ
漢
字
表
記
語
に

左
右
両
側
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
る
例
は
わ
ず
か
一
六
語
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
石
黒
『
訳

解
』
と
高
木
『
訳
解
』
で
は
難
字
・
難
語
を
判
断
す
る
基
準
に
非
常
に
大
き
な
相
違

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
漢
字
表
記
語
で
あ
っ
て
も
、
右
側
の
音

読
み
が
同
じ
で
、
左
側
の
振
り
仮
名
が
異
な
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
聐
顡
」
の
よ
う
に
、
石
黒
『
訳
解
』
に
は
「
カ
ツ
キ
・
ヲ
ロ
カ
」、
高
木
『
訳
解
』

に
は
「
カ
ツ
ク
ワ
イ
・
ミ
ミ
シ
ヒ
ウ
ナ
タ
ル
」
を
付
す
と
い
う
例
外
が
あ
る
。「
顡
」

に
つ
い
て
、『
標
註
訂
正
康
煕
字
典
』
に
よ
れ
ば
、『
広
韻
』『
集
韻
』
に
「
魚
既
切
音

毅
」
の
音
は
『
玉
篇
』
に
「
痴
顡
不
聰
明
也
」
と
い
う
意
味
で
載
せ
て
あ
る
。
ま
た
、

『
広
韻
』『
集
韻
』
に
「
五
怪
切
音
聵
義
同
」
と
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、『
康
煕
字
典
』
で
は
音
「
キ
」
と
音
「
ク
ワ
イ
」
の
両
方
は
同
じ
く
「
痴
顡
不
聰

明
也
」
の
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
高
木
『
訳
解
』
と
石
黒
『
訳
解
』
の
解
釈

が
異
な
る
の
か
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
、「
聐
」
の
意
味
を
見
よ
う
。「
聐
」
に
つ
い
て

『
康
煕
字
典
』
で
は
「『
集
韻
』
牛
轄
切
 
音
齾
『
廣
韻
』
聐
顡
無
所
聞
也
」
の
よ
う

に
解
釈
し
て
い
る
。
石
黒
『
訳
解
』
は
こ
の
う
ち
「
顡
」
の
意
味
を
と
り
、
高
木
『
訳

解
』
は
「
聐
」
の
「
み
み
し
い
」
の
意
味
を
と
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。
ま
た
、「
聐
顡
」
の
前
後
の
文
脈
を
見
る
と
、
高
木
『
訳
解
』
の
「
み
み
し
い
」

の
意
味
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
高
木
『
訳
解
』
は
文
脈
を
考
え
、
相

応
し
い
意
味
の
振
り
仮
名
を
付
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
よ
り
、
両
書
の
左
右
両
側
振
り
仮
名
は
右
側
が
音
読
み
、
左
側
が
訓
読
み
を

原
則
と
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
例
外
も
あ
る
。
石
黒
『
訳
解
』
に
は
次

の
例
が
あ
る
。
（ 

「
・
カ
ナ
」
は
左
側
振
り
仮
名
を
示
す
） 

  

① 

優
伶 

イ
ウ
レ
イ
・
ガ
ク
ニ
ン 

 

（
北
大
本
石
黒
『
訳
解
』
巻
一 

十
一
オ
） 

 

② 

声
価 

セ
イ
カ
・
ヒ
ヤ
ウ
バ
ン 

 

（
北
大
本
石
黒
『
訳
解
』
巻
二 

二
十
ウ
） 

 

③ 
宇
宙 

ウ
チ
ウ
・
セ
カ
イ 

（
北
大
本
石
黒
『
訳
解
』
巻
三 

九
オ
） 
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④ 

寒
暑
鍼 

カ
ン
シ
ヨ
シ
ン
・
カ
ン
ダ
ン
ケ
イ 

 

（
北
大
本
石
黒
『
訳
解
』
巻
三 

十
八
オ
） 

 

⑤ 
穏
婆 

オ
ン
ハ
・
サ
ン
バ
（
北
大
本
石
黒
『
訳
解
』
巻
三 

三
一
ウ
） 

 

①
か
ら
⑤
ま
で
の
漢
字
表
記
語
は
、
右
側
に
音
読
み
、
左
側
に
同
義
の
別
の
音
読

み
が
示
さ
れ
て
い
る
。
左
側
の
振
り
仮
名
で
表
す
漢
語
は
す
で
に
社
会
に
定
着
し
通

じ
や
す
か
っ
た
一
般
語
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
①
と
⑤
は
漢
字
表
記
語
が
日
本
語
に

存
在
し
な
い
た
め
、
当
時
の
人
々
に
わ
か
り
や
す
い
同
義
語
で
解
釈
し
て
い
る
。
②

③
④
は
漢
字
表
記
語
と
左
側
の
漢
語
は
両
方
存
在
し
て
い
る
が
、
左
側
の
振
り
仮
名

で
示
し
た
漢
語
の
役
割
が
異
な
る
。 

②
に
つ
い
て
、
明
治
期
に
両
方
の
音
が
存
在
す
る
こ
と
は
『
日
国
』
で
確
認
で
き

る
。「
評
判
」
で
「
声
価
」
を
解
釈
す
る
こ
と
は
当
時
漢
語
「
評
判
」
が
「
声
価
」
よ

り
通
じ
や
す
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

③
に
つ
い
て
、『
日
国
』
の
「
宇
宙
」
に
関
す
る
語
誌
に
は
「
中
世
に
な
る
と
、
通

俗
辞
書
の
類
で
『
宇
宙
』
に
ウ
チ
ウ
の
読
み
と
共
に
、
オ
ホ
ゾ
ラ
・
ア
メ
ノ
シ
タ
・

ア
メ
ガ
シ
タ
な
ど
の
訓
が
付
け
ら
れ
る
が
、『
日
葡
辞
書
』
に
「
文
書
語
」
と
あ
る
よ

う
に
、
ま
だ
日
常
的
な
語
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。「
セ

カ
イ
」
で
「
宇
宙
」
を
説
明
す
る
理
由
と
し
て
は
明
治
初
期
に
も
「
宇
宙
」
が
一
般

語
で
は
な
か
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。 

④
に
つ
い
て
、「
寒
暖
計
」
は
江
戸
末
期
に
オ
ラ
ン
ダ
語

H
y
g
rom

eter

の
訳
語

と
し
て
現
れ
、
の
ち
に
幕
末
期
に
英
語
のT

h
erm

o
m

e
ter

の
訳
語
と
な
る
。
筆
者

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
明
治
初
期
の
物
理
教
科
書
を
見
る
と
、「
寒
暑
針
（
鍼
）」
と
「
寒

暖
計
」
は
ど
ち
ら
も
世
間
一
般
に
使
わ
れ
て
い
た
語
で
あ
る
が
、「
寒
暖
計
」
の
方
が

圧
倒
的
に
多
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た(

注
四)

。
石
黒
『
訳
解
』
に
お
い
て
、

左
側
振
り
仮
名
「
カ
ン
ダ
ン
ケ
イ
」
を
付
し
て
、「
寒
暑
鍼
」
を
解
釈
す
る
の
は
「
カ

ン
シ
ヨ
シ
ン
」
よ
り
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

一
方
、
高
木
『
訳
解
』
に
は
、
左
右
両
側
振
り
仮
名
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。 

 

① 

縷
述 

ル
ジ
ユ
ツ
・
一
一
イ
ト
ノ
如
ク
ノ
ブ   

（
国
会
本
高
木
『
訳
解
』
例
言 

二
ウ
）  

② 

字
典 

シ
テ
ン
・
コ
ウ
キ
ジ
テ
ン   

 

（
国
会
本
高
木
『
訳
解
』
巻
一 

二
オ
）  

③ 

血
管 

ケ
ツ
ク
ハ
ン
・
チ
ノ
ク
ダ  

（
国
会
本
高
木
『
訳
解
』
巻
一 

二
ウ
） 

④ 

始
生 

シ
セ
イ
・
シ
ユ
ツ
セ
ウ （

国
会
本
高
木
『
訳
解
』
巻
一 

三
ウ
） 

 
①
は
左
側
の
振
り
仮
名
が
句
の
形
で
、「
縷
述
」
の
意
味
を
説
明
す
る
。
特
に
「
縷
」
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字
に
つ
い
て
細
か
に
説
明
す
る
。
②
は
ど
ん
な
「
字
典
」
で
あ
る
の
か
を
説
明
す
る
。

③
は
左
側
振
り
仮
名
で
各
漢
字
の
訓
読
み
が
示
さ
れ
て
い
る
。
④
は
同
義
語
の
音
読

み
を
付
す
。
以
上
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
左
側
の
振
り
仮
名
は
多
様
で
、
難
字
や
難

語
を
説
明
し
、
両
『
訳
解
』
の
文
章
で
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
両
書
に
あ
る
左
右
両
側
振
り
仮
名
を
通
し
て
、
明
治
期
の
漢

字
表
記
語
の
使
用
状
況
と
そ
の
定
着
を
推
測
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
振
り
仮
名
と

和
語
・
漢
語
と
の
関
係
の
一
端
を
窺
う
資
料
と
し
て
、
今
後
も
調
査
し
た
い
。 

第
四
節 

訳
述
方
法
の
差
異
に
よ
る
振
り
仮
名
の
特
徴
差 

第
二
章
で
は
、
和
刻
本
『
全
体
新
論
』
と
二
種
の
『
訳
解
』
の
序
と
本
文
の
一
部

と
を
対
照
し
た
。
そ
の
結
果
、
両
書
の
訳
述
方
法
に
差
異
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。 

石
黒
『
訳
解
』
は
、
和
刻
本
『
全
体
新
論
』
の
訓
点
に
基
づ
い
た
訓
読
文
で
あ
る
。

市
來
（
二
〇
〇
八
）
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
書
き
下
し
文
は
「
原
文
漢
字
を
保
存
す

る
」
と
い
う
点
で
、「
中
間
段
階
の
翻
訳
文
」
で
あ
る
。 

一
方
、
高
木
『
訳
解
』
は
原
文
の
書
き
下
し
に
と
ど
ま
ら
ず
、『
全
体
新
論
』
の
原

文
の
内
容
を
展
開
し
た
漢
文
訓
読
調
の
文
体
に
な
っ
て
い
る
。
第
二
章
の
例
二
の
よ

う
に
『
全
体
新
論
』
の
原
本
に
な
い
語
を
書
き
加
え
て
お
り
、
例
三
の
よ
う
に
原
本

に
あ
る
語
を
別
の
語
に
変
更
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
変
更
を
通
し
て
訓
読
文
を

わ
か
り
や
す
く
し
て
い
る
。
こ
れ
は
現
代
日
本
語
翻
訳
の
先
駆
と
な
り
、
外
国
語
を

「
自
言
語
」
で
解
釈
す
る
広
義
の
翻
訳
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

つ
ま
り
、
両
『
訳
解
』
は
翻
訳
方
法
が
異
な
る
だ
け
で
な
く
、
採
用
し
た
文
体
に

も
違
い
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
石
黒
『
訳
解
』
が
漢
文
訓
読
文
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
高
木
『
訳
解
』
は
新
た
な
翻
訳
文
を
模
索
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
二
種
の
『
訳
解
』
は
そ
の
訳
述
方
法

に
違
い
が
あ
る
。
石
黒
『
訳
解
』
は
漢
文
訓
読
文
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
高
木
『
訳

解
』
は
漢
文
訓
読
に
と
ど
ま
ら
ず
、
語
レ
ベ
ル
の
翻
訳
も
し
て
お
り
、
単
な
る
漢
文

訓
読
文
と
は
異
な
る
。
こ
の
違
い
に
よ
り
、
両
書
の
振
り
仮
名
の
付
け
方
に
も
相
違

が
見
ら
れ
る
。
両
書
の
共
通
点
と
相
違
点
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 （
1
） 

石
黒
『
訳
解
』
は
音
読
み
に
片
寄
っ
て
振
り
仮
名
を
付
す
が
、
高
木
『
訳

解
』
は
訓
読
み
に
片
寄
っ
て
振
り
仮
名
を
付
す
。 

（
2
） 

石
黒
『
訳
解
』
の
音
読
み
の
品
詞
の
量
は
名
詞
、
動
詞
の
順
、
訓
読
み
は

動
詞
、
名
詞
、
副
詞
の
順
に
多
い
。
高
木
『
訳
解
』
の
音
読
み
は
名
詞
、
動
詞

の
順
に
多
く
、
訓
読
み
は
名
詞
、
動
詞
、
副
詞
の
順
に
多
い
。
訓
読
み
の
方
に

品
詞
構
成
比
率
に
差
が
顕
著
で
あ
る
が
、
音
読
み
で
も
品
詞
構
成
比
率
に
差
は

あ
る
。 
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（
3
） 

二
種
の
『
訳
解
』
で
は
共
通
し
て
難
字
、
難
語
の
左
右
両
側
に
振
り
仮
名

を
付
し
、
右
に
音
読
み
、
左
に
訓
読
み
の
語
や
句
で
付
す
。
し
か
し
、
高
木
『
訳

解
』
の
第
1
節
と
第
2
節
で
は
左
右
両
側
振
り
仮
名
が
大
量
に
付
さ
れ
る
が
、

第
3
節
以
降
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
右
側
振
り
仮
名
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
本
来

左
側
振
り
仮
名
は
訓
読
み
を
示
す
が
、
こ
の
変
更
に
よ
り
、
訓
読
み
の
振
り
仮

名
も
す
べ
て
右
側
に
付
さ
れ
て
い
る
。 

第
五
節 

ま
と
め 

以
上
、両
書
の
訳
述
方
法
の
差
か
ら
振
り
仮
名
の
特
徴
と
差
異
を
分
析
し
て
き
た
。

石
黒
『
訳
解
』
で
は
振
り
仮
名
は
す
べ
て
付
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
必
要
な
部

分
に
の
み
付
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
高
木
『
訳
解
』
に
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
な

い
も
の
は
非
常
に
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
漢
字
表
記
語
の
読
み
方
が
振
り
仮
名
を
通

し
て
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
高
木
『
訳
解
』
は
振
り
仮
名
が

多
種
多
様
で
あ
る
た
め
、
飛
田
（
一
九
七
三
）
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
近
代
語
を
考

察
す
る
際
に
有
効
な
資
料
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
よ
う
。 

本
章
で
は
全
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
通
し
て
、
振
り
仮
名
の
量
的
調
査
を
行

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
使
い
、
二
種
の
『
訳
解
』
の
振
り
仮
名
の
特

徴
差
に
つ
い
て
の
分
析
を
試
み
た
。 

一
方
、
振
り
仮
名
は
漢
字
音
す
な
わ
ち
漢
音
と
呉
音
の
実
態
を
反
映
す
る
資
料
と

し
て
も
有
益
で
あ
る
た
め
、
次
章
で
は
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
た
漢
字
音
の
分
類
を
通

し
て
、
明
治
初
期
に
お
け
る
漢
音
と
呉
音
の
揺
れ
状
態
を
考
察
す
る
。 

【
注
】 

（
注
一
） 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
基
本
方
法
は
指
導
教
員
池
田
証
壽
先
生
の
言
語

情
報
学
特
殊
講
義
資
料
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
希
望
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に 

合
わ
せ
て
修
正
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、m

o
jik

iri

プ
ロ
グ
ラ
ム
は

指
導
教
員
池
田
証
壽
先
生
に
い
た
だ
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
コ
マ
ン

ド
プ
ロ
ン
プ
ト
上
で
操
作
す
る
と
、
文
節
切
り
の
作
業
が
で
き
る
。 

（
注
二
） 

本
論
文
で
は
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
語
を
「
漢
字
表
記
語
」
と
定
義 

す
る
。
語
種
と
漢
字
の
字
数
に
限
ら
ず
、
漢
字
が
含
ま
れ
る
語
を
す
べ
て 

「
漢
字
表
記
語
」
と
す
る
。 

（
注
三
） 

「
振
り
漢
字
」
に
つ
い
て
、
石
井
（
二
〇
一
二
）
は
「
振
り
漢
字
と
い 

う
の
は
、
本
行
部
分
の
ひ
ら
が
な
に
対
し
、
右
な
い
し
左
に
つ
け
ら
れ
た 

漢
字
の
こ
と
を
い
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、「
振
り
漢
字
も
振
り
仮
名 

の
一
つ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
」
と
も
指
摘
し
て 

い
る
。「
反
展

ソ
リ
ノ

ヒ

テ
」
の
例
に
つ
い
て
、
振
り
仮
名
「
ソ
リ
ノ
ヒ
」
と
送
り
仮 

名
「
テ
」
は
地
の
文
（
本
行
部
分
）
に
な
っ
て
、「
反
展
」
は
付
け
ら
れ
た 

漢
字
の
よ
う
に
な
る
。 
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（
注
四
） 

筆
者
の
二
〇
一
一
年
度
の
修
士
論
文
（「
明
治
期
に
お
け
る
近
代
漢
語
― 

物
理
教
科
書
に
現
れ
た
学
術
漢
語
を
中
心
に
―
」〈
北
海
道
教
育
大
学
〉） 

に
お
い
て
、「
カ
ン
ダ
ン
ケ
イ
」
に
つ
い
て
物
理
教
科
書
の
使
用
状
況
を
調 

べ
た
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
の
「
寒
暖
計
」
に
関
す
る
語
誌 

を
見
る
と
、
英
語
のT

h
erm

om
e
ter

の
訳
語
と
し
て
、
近
世
末
期
か
ら 

明
治
前
期
に
か
け
て
「
験
温
器
（
管
・
儀
）」「
寒
暑
規
（
鍼
・
針
・
表
・ 

計
）」「
寒
暖
計
（
器
）」「
熱
計
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
語
が
造
ら
れ
た
と
記 

述
さ
れ
て
い
る
。『
物
理
階
梯
』
で
は
、「
験
温
器
ハ
大
氣
及
ヒ
他
物
ノ
温 

度
ヲ
験
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
（
中
略
）
以
テ
寒
暖
ノ
度
ヲ
定
ム
、
故
ニ
世
俗 

之
ヲ
寒
暑
鍼
ト
名
ケ
、
又
寒
暖
計
ト
呼
ヒ
」
と
述
べ
る
。
調
べ
た
①
～
⑨ 

の
九
種
の
物
理
教
科
書
の
中
で
、『
博
物
新
編
訳
解
』
で
は
「
寒
暖
針
」
に 

「
カ
ン
ダ
ン
ケ
イ
」
と
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
八
種
の
物 

理
教
科
書
に
「
寒
暖
計
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

①
『
訓
蒙
窮
理
図
解
』 

福
沢
諭
吉
著 

一
八
六
八
年 

 

②
『
博
物
新
編
訳
解
』 

ホ
ブ
ソ
ン
著 

大
森
秀
三
訳 

一
八
六
八
年
～

一
八
七
〇
年 

 

③
『
物
理
階
梯
』 

片
山
淳
吉
訳
編 

一
八
七
二
年 

 

④
『
物
理
小
誌
』 

宇
田
川
準
一
訳
編 

 

一
八
八
一
年 

 

⑤
『
小
学
校
生
徒
用
物
理
書
』 

後
藤
牧
太
他
著 

一
八
八
五
年 

 

⑥
『
小
学
理
科
書
』 

小
野
太
郎
著 

一
八
八
七
年 

 

⑦
『
小
学
理
科
新
書 

甲
種
』 

学
海
指
針
社
編 

一
八
九
二
年 

 

⑧
『
小
学
理
科
教
科
書
』 

棚
橋
源
太
郎
・
樋
口
勘
次
郎
著 

一
九
〇
〇
年 

 

⑨
『
尋
常
小
学
理
科
書
』 

一
九
一
〇
年 
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第
五
章 

『
全
体
新
論
訳
解
』
二
種
の
漢
字
音 

第
一
節 
明
治
初
期
の
漢
字
音
に
関
す
る
先
行
研
究 

二
種
の
『
訳
解
』
に
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
る
の
は
共
通
し
て
お
り
、
第
四
章
で
は

振
り
仮
名
の
特
徴
差
を
分
析
し
た
。
両
書
の
振
り
仮
名
は
漢
字
の
発
音
を
表
し
て
お

り
、
振
り
仮
名
を
通
し
て
漢
字
音
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
で
に
、
第
二
章

で
は
二
種
の
『
訳
解
』
の
言
語
学
的
資
料
価
値
を
紹
介
す
る
際
に
、
両
書
に
同
じ
漢

語
に
異
な
る
漢
字
音
の
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
る
例
を
挙
げ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
結

成
」
を
石
黒
『
訳
解
』
で
は
ケ
ツ
セ
イ
、
高
木
『
訳
解
』
で
は
ケ
ツ
ジ
ヤ
ウ
と
付
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
同
じ
漢
字
に
異
な
る
漢
字
音
を
付
す
例
は
多
数
存
在
し
て
い

る
。 現

在
の
漢
語
は
一
つ
の
音
で
読
ま
れ
固
定
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し

か
し
、
明
治
時
代
の
漢
語
は
現
在
通
用
の
語
と
比
べ
、
同
一
漢
字
で
構
成
さ
れ
る
漢

語
が
同
じ
意
味
を
表
す
か
否
か
と
関
係
な
く
、
い
く
つ
か
の
異
な
る
音
が
併
存
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
漢
字
音
の
併
存
は
規
範
の
な
い
揺
れ
状
態
を
示
し
て
い
る
。
そ

の
後
、
漢
字
音
は
漢
音
か
ら
呉
音
へ
、
呉
音
か
ら
漢
音
へ
の
交
替
が
生
じ
た
。
こ
の

揺
れ
と
交
替
は
明
治
期
の
前
半
に
珍
し
く
な
い
現
象
で
あ
る
こ
と
が
先
行
研
究
の
指

摘
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

近
世
以
降
、
明
治
期
の
漢
字
音
の
交
替
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
（
一
九
六
二
）
、
飛

田
（
一
九
六
八
）
と
、
松
井
栄
一
（
一
九
九
三
）
の
研
究
成
果
が
挙
げ
ら
れ
る
。
佐

藤
（
一
九
六
二
）
は
明
治
以
降
に
も
か
な
り
多
く
の
漢
語
に
語
形
変
化
が
見
ら
れ
、

漢
音
呉
音
の
移
動
に
よ
る
も
の
、
連
濁
の
変
化
に
よ
る
も
の
、
音
便
の
退
化
に
よ
る

も
の
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
研
究
成
果
を
受
け
継
ぎ
、
飛
田
（
一
九
六
八
）

は
明
治
期
一
四
種
類
と
大
正
期
四
種
類
の
辞
書
類
を
対
象
に
、
そ
の
中
の
漢
字
音
に

お
け
る
漢
音
呉
音
の
交
替
を
考
察
し
て
い
る
。
交
替
と
し
て
は
、
呉
音
か
ら
漢
音
へ

の
交
替
は
漢
音
か
ら
呉
音
へ
の
交
替
よ
り
圧
倒
的
に
多
く
、
し
か
も
こ
の
現
象
は
明

治
二
○
年
代
前
後
に
多
く
生
じ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
漢
字
音
の
交
替

現
象
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
松
井
（
一
九
九
三
）
の
研
究
も
挙
げ
ら
れ
る
。
飛
田
（
一

九
六
八
）
は
辞
書
類
の
見
出
し
語
を
対
象
に
し
た
が
、
松
井
（
一
九
九
三
）
は
明
治

六
年
（
一
八
七
三
）
か
ら
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
文
学
作

品
三
八
作
品
に
現
れ
た
漢
字
音
と
明
治
二
〇
年
前
後
の
辞
書
の
見
出
し
語
と
対
照
し
、

漢
字
音
の
交
替
が
辞
書
の
見
出
し
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
論
じ
て

い
る
。 

ま
た
、
明
治
初
期
の
漢
語
辞
書
に
は
一
つ
の
漢
語
に
漢
音
と
呉
音
が
併
存
す
る
と

い
う
現
象
を
考
察
す
る
の
は
松
井
利
彦
（
一
九
六
九
）
で
あ
る
。
資
料
と
し
て
は
漢

語
辞
書
以
外
に
『
太
政
官
日
誌
』
も
扱
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
『
太
政
官
日
誌
』
に
は

二
六
語
の
漢
語
に
漢
音
と
呉
音
と
の
両
方
の
漢
字
音
が
併
記
さ
れ
、
明
治
初
期
に
お

け
る
漢
字
音
は
統
一
的
・
固
定
的
で
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。ま
た
、 
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慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に
出
版
さ
れ
た
『
新
令
字
解
』
と
明
治
に
出
版
さ
れ
た
同

一
系
統
の
三
種
類
の
漢
語
辞
書
を
比
較
し
、
学
問
的
な
改
ま
っ
た
音
で
あ
る
漢
音
、

通
俗
的
な
音
で
あ
る
呉
音
と
い
う
よ
う
に
位
相
的
に
区
別
し
て
い
た
こ
と
と
、
漢
音

と
呉
音
が
文
体
の
違
い
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
松
井
（
二
〇
〇
二
）
も
文
体
要
素
か
ら
漢
音
と
呉
音
の
位
相
的
な
区
別
を

論
じ
て
い
る
。 

漢
字
音
の
揺
れ
か
ら
定
着
へ
の
漢
字
音
の
動
き
に
つ
い
て
は
田
島
（
一
九
九
八
）

の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
政
治
小
説
雪
中
梅
』
の
一
作
品
を
対
象
に
、
そ
の
初
版

と
訂
正
増
補
版
を
資
料
と
し
て
い
る
。
初
版
に
お
け
る
漢
字
音
の
揺
れ
、
初
版
と
訂

正
増
補
版
に
お
け
る
漢
字
音
の
異
同
か
ら
漢
字
音
の
揺
れ
か
ら
定
着
へ
の
実
態
を
考

察
し
、
一
作
品
を
対
象
に
明
治
二
○
年
代
前
後
に
漢
字
音
の
交
替
が
急
激
に
生
じ
た

時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
特
に
、
揺
れ
が
生
じ
た
過
程
を
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。 

 

① 

位
相
を
異
に
し
て
以
前
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
二
音
が
、
位
相
の
区
別
な

く
併
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

② 

以
前
は
一
方
の
音
で
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
新
し
く
別

の
音
で
も
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

③ 

新
し
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
漢
語
で
あ
る
た
め
に
、
漢
字
音
が
決

っ
て
お
ら
ず
複
数
の
音
で
読
ま
れ
て
い
た
。 

 
 ま

た
、
②
は
さ
ら
に
次
の
二
つ
の
場
合
に
分
け
て
い
た
。 

 

ａ 

以
前
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
音
が
そ
の
ま
ま
定
着
し
た
。
新
し
い
音
は
漢

語
の
流
行
・
氾
濫
に
よ
っ
て
一
時
的
に
出
現
し
た
に
過
ぎ
な
い
。 

ｂ 

新
し
く
出
現
し
た
音
が
定
着
し
た
。
併
用
期
は
、
漢
字
音
交
替
の
重
要
な

時
期
に
あ
た
る
。 

 

こ
の
田
島
（
一
九
九
八
）
に
お
い
て
古
語
と
新
語
の
観
点
か
ら
、
そ
の
漢
字
音
の

定
着
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
点
は
本
研
究
と
関
係
深
い
。 

以
上
の
研
究
は
明
治
時
代
に
は
漢
字
音
の
揺
れ
や
漢
音
と
呉
音
の
交
替
が
生
じ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
漢
音
と
呉
音
の
位
相
差
と
文
体
の
差
異
に
よ
る
揺
れ
の
現

象
を
文
芸
作
品
や
字
典
類
、
特
に
漢
語
辞
典
類
に
お
い
て
確
認
で
き
た
。
さ
ら
に
漢

字
音
の
揺
れ
か
ら
定
着
ま
で
の
過
程
は
併
用
や
競
合
も
あ
っ
て
均
一
で
は
な
か
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
明
治
初
期
に
お
け
る
漢
字
音
の
研
究
成

果
が
先
学
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。 

前
述
し
た
よ
う
に
、
明
治
期
は
日
本
が
近
代
化
へ
の
道
を
歩
み
始
め
、
積
極
的
に

西
洋
化
を
推
進
し
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
近
代
化
に
と
も
な
い
日
本
語
に
も
変
化
が
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も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
明
治
期
に
は
各
分
野
特
に
技
術
や
文
化
な
ど
に
関
す

る
資
料
が
多
く
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
専
門
分
野
の
資
料
に
対
す
る
漢
字
音

の
研
究
は
ま
だ
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
期
に
は
新
漢
語
が

数
多
く
生
じ
た
の
で
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
ん
な
漢
字
音
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

よ
っ
て
、
本
章
は
二
種
の
『
訳
解
』
を
対
象
に
漢
字
音
の
特
徴
を
分
析
す
る
。
そ

の
理
由
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
資
料
の
性
格
が
特
殊
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
二
種
の

『
訳
解
』
は
漢
訳
洋
書
『
全
体
新
論
』
の
和
訳
書
で
あ
る
が
、
石
黒
『
訳
解
』
は
漢

文
訓
読
文
で
あ
り
、
高
木
『
訳
解
』
は
漢
文
訓
読
調
の
文
体
で
あ
る
と
言
え
る
。
も

う
一
つ
は
両
書
に
は
振
り
仮
名
が
数
多
く
付
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
振
り
仮
名

は
漢
字
音
研
究
に
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
。
明
治
期
に
専
門
術
語
集
が
数
多
く
出

版
さ
れ
た
が
、
読
み
方
が
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
『
全
体
新

論
訳
解
』
の
よ
う
な
和
訳
書
に
は
漢
字
の
音
が
示
さ
れ
る
の
で
、
新
語
に
ど
ん
な
漢

字
音
が
与
え
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
価
値
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

第
二
節 

『
全
体
新
論
訳
解
』
二
種
の
異
な
る
漢
字
音
の
収
集 

前
章
（
第
三
章
）
に
お
け
る
振
り
仮
名
の
抽
出
作
業
と
両
書
全
文
の
索
引
の
作
成

に
従
い
、
漢
字
音
を
検
索
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
両
書
に

見
ら
れ
る
両
書
に
お
い
て
不
一
致
な
も
の
を
抽
出
し
考
察
す
る
。 

一 

収
集
の
方
法 

ま
ず
、
石
黒
『
訳
解
』
と
高
木
『
訳
解
』
の
両
書
に
お
け
る
同
一
漢
語
の
内
に
現

れ
る
二
つ
以
上
の
漢
字
音
を
持
つ
漢
字
を
収
集
す
る
。
ま
た
、
全
体
の
漢
字
音
を
考

察
す
る
た
め
、
そ
の
漢
字
で
構
成
さ
れ
る
す
べ
て
の
漢
語
を
集
め
る
。
た
だ
し
、
清

濁
に
よ
る
漢
音
・
呉
音
の
違
い
は
確
定
し
に
く
い
こ
と
が
多
い
た
め
除
外
す
る
。
ま

た
、
両
書
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
確
定
で
き
な
い
も
の
が
多
数
あ
る
。
た
と
え
ば
、

「
労
」
の
漢
音
は
「
ラ
ウ
」
、
呉
音
は
「
ロ
ウ
」
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

例
を
除
外
す
る
。 

漢
字
音
の
判
断
基
準
は
佐
藤
進
ほ
か
編
『
漢
辞
海
』
に
よ
る
。
佐
々
木
（
二
〇
一

一
）
で
は
『
漢
辞
海
』
は
「
日
本
の
古
文
献
に
記
入
さ
れ
て
い
る
漢
字
音
に
よ
る
実

証
的
な
方
法
を
採
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
残
存
資
料
か
ら
、
掲
出
字
の

漢
音
を
見
出
せ
な
い
も
の
も
存
す
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
を
考
え
、
諸
橋
轍

次
著
『
大
漢
和
辞
典
』
を
参
考
と
し
て
使
う
こ
と
に
す
る
。
呉
音
に
つ
い
て
は
、
小

倉
肇
著
『
日
本
呉
音
の
研
究 

資
料
編
』
を
参
照
す
る
（
注
一
）

。 

収
集
し
た
漢
字
音
は
漢
音
と
呉
音
に
揺
れ
が
あ
る
も
の
と
そ
れ
以
外
の
も
の
を
二

部
分
に
分
け
て
次
の
表
に
ま
と
め
る
。 

二 

収
集
の
結
果 
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次
の
表
に
現
れ
る
漢
字
の
配
列
は
部
首
順
に
従
い
、
用
例
の
配
列
は
出
現
順
に
従

う
こ
と
に
す
る
。
漢
語
に
付
け
る
標
記
に
つ
い
て
、
同
書
に
異
な
る
漢
字
音
を
持
つ

も
の
に
「
内
側
」
の
よ
う
に
「
文
字
の
網
か
け
」
を
つ
け
る
。
両
書
に
一
方
が
漢
音

で
、
他
方
が
呉
音
の
も
の
に
「
人
類
」
の
よ
う
に
「
囲
み
線
」
を
つ
け
る
。
以
上
二

種
の
状
況
が
現
れ
る
場
合
は
「
内
側
」
の
よ
う
に
つ
け
る
。
ま
た
、
一
字
語
に
つ
い

て
は
、
で
き
る
だ
け
前
接
部
・
後
接
部
を
付
し
て
括
弧
に
示
す
。 

         

 

 

 

  

    
 

   

             

会 

 

人 漢
字 

表
一 

漢
語
と
呉
音
の
揺
れ 

 

呉
音
ヱ 

 

漢
音
ク
ワ
イ 

   

呉
音
ニ
ン 

 

漢
音
ジ
ン 

漢
字
音 

会
得
、
会
厭 

 

廻
血
会
管
、
省
会 

 

人
形
、
人
中 

 

庸
人
、
瞳
人
、
人
目
、
肥
人
、

痩
人
、
聾
人
、
残
人
、
全
人
、

人
類
、
人
性
、
人
霊
、
貪
人
、

華
人
、
壮
人
、
常
人
、
国
人 

 

石
黒
『
訳
解 

』 

会
得 

会
合
、
機
会
、
会
厭 

 

人
形
、
人
頭
、
人
畜
、
人
類
、

女
人
、
本
人
、
全
人
、
人
望
、

千
万
人
、
病
人
、
数
人
、
他
人 

  

人
身
、
婦
人
、
人
骨
、
古
人
、

洋
人
、
老
人
、
仁
人
、
貪
人
、

人
命
、
今
人 

高
木
『
訳
解
』 

 

妄 

 

和 右 

 

化 力 内 漢
字 

呉
音
マ
ウ 

漢
音
バ
ウ 

  

呉
音
ワ 

 

漢
音
ク
ワ 

 

呉
音
ウ 

 

漢
音
イ
ウ 

呉
音
ケ 

漢
音
ク
ワ 

 

呉
音
リ
キ 

 

漢
音
リ
ヨ
ク 

呉
音
ナ
イ 

漢
音
ダ
イ 

漢
字
音 

  

妄
行
、
妄
動 

  

和
匀
、
調
和
、
中
和
、
滾
和 

 

右
房
、
右
上
房 

右
胯
骨
、
左
右
、
右
肝 

  

造
化
、
化
工
、
消
化
、
化
ス
、

搾
化
、
過
化
、
化
醇
、
化
育 

   

目
力
、
餘
力 

 

内
層
、
額
内
、
内
側
、
内
眥
、

器
内
、
内
旁
、
胞
内
、
内
傷
、

内
腎
、
内
底
、
内
水
、
内
皮
、

蒂
内
、
内
膜 

 

窩
内
、
盤
内
、
内
側 

 

石
黒
『
訳
解
』 

妄
行
、
妄
意 

  

滾
和
、
和
ス 

  

中
和
、
和
ス 

  

右
房 

 

消
化
、
銷
化 

 

消
化
、
化
ス
、
化
育
、

化
生
、
変
化 

 

目
力
、
餘
力
、
精
力 

 

気
力
、
心
力 

 

耳
内
竅
、脳
内
、内
外
、

図
内
、
内
傷
、
内
腎
、

珠
内
、
胎
内 

碗
内
、
内
鼻
孔 

高
木
『
訳
解
』 
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役 形 

 

工 対 

 

定 

 

漢
字 

呉
音
ヤ
ク 

  

漢
音
エ
キ 

  

呉
音
ギ
ヤ
ウ 

 

漢
音
ケ
イ 

 

呉
音
ク 

漢
音
コ
ウ 

 

呉
音
ツ
イ 

 

漢
音
タ
イ 

  

呉
音
ヂ
ヤ
ウ 

  

漢
音
テ
イ 

   

 

役 人
形 

 

図
形
、
、
形
図
、
弓
月
形
、

仰
甲
月
形
、
両
角
形
、
箭
形
、

蛋
形
、
無
形
、
肧
形
、
受
形 

  

工
夫
、
僱
工
、
工
芸
、
化
工
、

造
化
工
、
工
妙 

  

校
対
、
数
対
、
対
合
、
対
挿
、 

対
座
、
対
面 

  

定
論
、
定
位
、
究
定
、
扶
定
、

認
定
、
穏
定
、
定
至 

 

石
黒
『
訳
解
』 

役 

 

人
形
、
図
形
、
形
状
、
無
形 

 

形
容
、
形
式 

 

工
夫 

 

工
藝
、
工
妙 

数
対
、
対
合 

対
坐
、
対
面
、
対
ス 

  

定
位 

 

一
定
、
定
論
、
穏
定 

 

高
木
『
訳
解
』 

 

望 月 文 

 

成 

 

性 

 

漢
字 

呉
音
マ
ウ 

 

漢
音
バ
ウ 

 

呉
音
ガ
ツ 

漢
音
ゲ
ツ 

呉
音
モ
ン 

 

漢
音
ブ
ン 

 

呉
音
ジ
ヤ
ウ 

  

漢
音
セ
イ 

  

呉
音
シ
ヤ
ウ 

 

漢
音
セ
イ 

  

 

観
望
、
望
聞
問
切
、
望

聞 

  

弓
月
形
、
月
信
、
月
水 

 

華
文
、
文
理
、
唐
文
、

文
意
、
文
辞 

  

結
成
、
砌
成
、
造
成
、

成
丁
、
成
孕 

 

性
情 

 

人
性
、
（
水
銀
ノ
）
性
、

心
性 

 

石
黒
『
訳
解
』 

観
望 

 

人
望 

 

月
水 

数
月
、
正
月
、
半
月
、

月
水 

 

文
辞 

 

下
文
、
原
文
、
文
意
、 

文
理 

  

結
成
、
生
成 

 

成
長 

 

性
、
肉
性
、
本
性
、 

心
性
、
性
情
、
性
根 

（
人
ノ
）
性 

 

高
木
『
訳
解
』 
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牙 然 

 

流 油 漢
字 

呉
音
ゲ 

 

漢
音
ガ 

 

呉
音
ネ
ン 

 

漢
音
ゼ
ン 

   

呉
音
ル 

漢
音
リ
ウ 

 

呉
音
ユ 

 

漢
音
イ
ウ 

  

 

牙
歯
、
上
牙
床
、
牙
窩
、
牙

閉
、
門
牙
、
齻
牙
、
大
牙
、

乳
牙
、
牙
較
、
下
牙
床
、
牙 

 

了
然
、
自
然
、
昏
然
、
乍
然
、

齳
然
、
偶
然
、
混
然
、
蠢
然
、

茫
然
、
顕
然
、
脱
然 

  

流
行
、
流
佈
、
輸
流
、
滙
流
、 

分
流
、
通
流 

 

黒
油
衣
、
黒
油
、
膏
油
、 

油
膩 

 

油
膩 

 

石
黒
『
訳
解
』 

歯
牙 

歯
牙
、
門
牙
、
齻
牙
、

大
牙 

 

自
然
、
天
然 

 

自
然
、
蠢
然
、
了
然
、

齳
然
、
 
然
、
悠
然
、

攸
然
、
脱
然
、
混
然
、

判
然 

 

流
佈
、
流
散 

 

流
傳
、
流
行
、
上
流 

 

油
衣
、
黒
油
衣 

 

高
木
『
訳
解
』 

 

 納 

 

省 盲 百 

 

貓 物 

 

漢
字 

呉
音
ナ
フ 

 

漢
音
ダ
フ 

 
呉
音
シ
ヤ
ウ 

 

漢
音
セ
イ 

  

呉
音
マ
ウ 

 

漢
音
バ
ウ 

 

呉
音
ヒ
ヤ
ク 

 

漢
音
ハ
ク 

   

呉
音
メ
ウ 

 

漢
音
ベ
ウ 

   

呉
音
モ
ツ 

 

漢
音
ブ
ツ 

  

出
納 

、 

 
出
納 

 

粤
省 

 

省
セ
ス
、
省
覚
、
省
会 

 

青
盲
、
夜
盲
、
盲 

     

貓
虎 

    

格
物
、
万
物
、
物
像
、
物
影
、

微
物
、
物
具
、
造
物
主
、
軟

物
、
堅
物
、
嫩
物
、
肥
物
、

鹵
物
、
博
物
、
死
物
、
無
物
、

物
象
、
造
物 

石
黒
『
訳
解
』 

出
納 

   

省
覚
、
中
書
省
、
粤
省 

   

青
盲 

百
体
、
百
管
、
百
度 

  

百
体 

 

貓
虎
、
貓
、
虦
貓 

 

他
物
、
万
物
、
穀
物
、
食
物 

 

万
物
、
外
物
、
物
象
、 

各
物
、
死
物
、
一
物
、
数
物
、

博
物
、
活
物
、
無
物 

高
木
『
訳
解
』 
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膠 膜 

 

聞 経 

 

漢
字 

呉
音
キ
ヨ
ウ 

 

漢
音
コ
ウ 

呉
音
マ
ク
・
モ 

 

漢
音
バ
ク
・
ボ 

 

呉
音
モ
ン 

 

漢
音
ブ
ン 

 

呉
音
キ
ヤ
ウ 

漢
音
ケ
イ 

    

膠
涎
、
膠
液
、
膠
粒 

 

明
膠
、
稀
膠 

胞
膜
、
膜
、
薄
膜
、
眼
膜
、

耳
膜
、
柔
膜
、
底
膜
、
網

膜
、
夾
膜
、
脥
膜
、
足
膜
、

膈
膜
、
膜
沫
、
靱
膜
、
筋

膜
、
単
膜
、
連
膜
、
内
膜 

脂
膜ボ 

 

望
聞
問
切 

 

声
聞
、
見
聞
、
嗅
聞
、 

創
聞
、
聞
聴
、
耳
聞 

難
経 

（
主
使
ノ
）
経
、
経
緯
、

精
経 

 

石
黒
『
訳
解
』 

 

膠
液 

皮
膜マ

ク 

 

脂
膜ボ

、
胞
膜ボ

、
胞
膜バ

ク

、 
脥
膜バ

ク

、
夾
膜バ

ク

、
膈
膜バ

ク 
創
聞 

 

詩
経
、
心
経
、
難
経 

経
絡
、
（
主
使
ノ
）
経
、
聖

経
、
一
経
、
書
経
、
心
経
、

三
焦
経
、
精
経
、
腎
経 

高
木
『
訳
解
』 

 

象 語 

 

言 

  

解 

 

衣 

 

若 

 

漢
字 

呉
音
ザ
ウ 

漢
音
シ
ヤ
ウ 

呉
音
ゴ 

 

漢
音
ギ
ヨ 

 

呉
音
ゴ
ン 

 

漢
音
ゲ
ン 

 

呉
音
ゲ 

 

漢
音
カ
イ 

   

呉
音
エ 

漢
音
イ 

呉
音
ニ
ヤ 

漢
音
ジ
ヤ
ク 

  

物
象 

（
二
十
六
字
母
ノ
）
象 

 

数
語
、
細
語
、
語
言
、
詞
語
、

言
語
、
笑
語
、
奇
語 

  

列
言
、
詳
言
、
言
詞
、
語
言
、

言
語
、
一
言
、
喩
言
、
略
言 

 

分
解
、
解
開
、
註
解
、
解
ヲ 

  

包
衣
、
黒
油
衣
、
薄
衣
、
脳

筋
衣
、
胎
衣
、
湿
衣
、
胞
衣 

  

蘭
若 

 

石
黒
『
訳
解
』 

 

物
象
、
万
象 

  

数
語
、
（
断
ヘ
続
キ
）
語
、

言
語
、
語
言
、
論
語 

言
語 

 

言
語 

 

言
語
、
語
言
、
喩
言 

 

解
ス 

 

註
解
、
解
ス 

 

骨
衣
、
油
衣 

 

脳
筋
衣
、
黒
油
衣
、（
此
ノ
）

衣
、
胎
衣
、
明
衣 

  

蘭
若 

 

至
若 

 

高
木
『
訳
解
』 
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食 

 

頭 

  

頸 

 

音 

 

貪 

  

漢
字 

 

呉
音
ジ
キ 

 

漢
音
シ
ヨ
ク 

   

呉
音
ヅ 

 

漢
音
ト
ウ 

 

呉
音
キ
ヤ
ウ 

   

漢
音
ケ
イ 

呉
音
オ
ン 

漢
音
イ
ン 

 

呉
音
ト
ン 

 

漢
音
タ
ン 

 
漢
字
音 

 

 

攫
食
、
採
食
、
蠶
食
、
食
、 

食
後
、
食
喉
、
食
管 

  

頭
骨
、
頭
顱
、
頭
、
頭
脳 

 

犂
頭
骨
、
杵
頭
、
気
管
頭
、 

眉
頭
、
両
頭
、
乳
頭 

 

 

頸
骨
、
頸
膞
、
頸
窩
、
馬
頸
、

頸 

 

反
切
音
、
音
容 

 

佳
音 

 
貪
人
、
貪
欲
、
貪
得
、
貪
ト 

 

貪
饕 

 

石
黒
『
訳
解
』 

飲
食 

 

飲
食
、
食
喉
、
食
、
食
後
、 

蠶
食
、
食
物
、
肉
食 

 

頭
骨
、
頭
脳
、
頭
目
、 

頭
上
、
頭
痛
、
頭
底
、 

頭
頂
、
人
頭
、 

頭
身
、
頭
骨
、
犂
頭
、 

杵
頭
、
頭
顱
、
両
頭
、 

亀
頭 

 

頸
骨 

頸
窩
、
杵
頸
、
頸 

 

  

声
音
、
福
音
、
音 

 

声
音 

 

貪
欲
、
貪
ト 

貪
饕
、
貪
人 

  

高
木
『
訳
解
』 

 

抖 

 

差 

 

夫 

 

参 保 促 作 

 

漢
字 

表
二 

漢
音
と
呉
音
以
外
の
揺
れ 

慣
用
音
ト 

 

漢
ト
ウ 

   

漢
・
呉
シ 

漢
・
呉
サ 

 

慣
用
音
フ
ウ 

 

漢
・
呉
フ 

 

漢
シ
ン 

 

漢
・
呉
サ
ン 

 

呉
音
ホ 

 

漢
・
呉
音
ハ
ウ 

呉
音
サ
ク 

 

呉
ソ
ク 

   

漢
・
呉
サ 

漢
・
呉
サ
ク 

   

漢
字
音 

 

抖
擻 

  

参
差 

  

工コ
ウ

夫 

 

参
差シ 

 

参
互
、
参
考 

   

保
護
、
保
固
、
保
顧 

  

短
促 

 

動
作 

 

石
黒
『
訳
解
』 

 

抖
擻 

 

参
差 

参
差
、
差
別 

 

工 ク

夫
、
夫
婦 

 

農
夫 

 

参
差シ 

 

参
差サ 

 

保
護 

 

短
促 

    

動
作 

 

高
木
『
訳
解
』 
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以
上
の
ま
と
め
を
数
字
で
示
す
と
、
両
書
に
現
れ
る
同
一
漢
語
が
異
な
る
漢
字
音

を
持
つ
漢
字
は
五
六
字
あ
り
、
う
ち
、
漢
音
と
呉
音
の
揺
れ
は
四
三
字
で
あ
り
、
約

八
割
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
石
黒
『
訳
解
』
に
は
、
一
字
に
呉
音
と
漢
音
の

両
方
が
見
ら
れ
る
例
は
一
七
字
あ
る
。
漢
字
音
が
付
さ
れ
て
い
な
い
漢
字
は
一
字
あ

る
。
ほ
か
に
、
二
二
字
は
漢
音
の
み
、
三
字
は
呉
音
の
み
を
示
し
て
い
る
。
高
木
『
訳

解
』
に
は
、
一
字
に
呉
音
と
漢
音
の
両
方
が
見
ら
れ
る
の
は
三
二
字
あ
る
。
ほ
か
に
、

漢
音
の
み
は
七
字
あ
り
、
呉
音
の
み
は
四
字
あ
る
。
つ
ま
り
、
以
上
の
数
字
か
ら
二

つ
の
こ
と
が
わ
か
る
。
一
つ
は
高
木
『
訳
解
』
に
は
漢
音
と
呉
音
の
両
方
が
見
ら
れ

る
例
は
石
黒
『
訳
解
』
よ
り
多
く
、
漢
音
と
呉
音
の
揺
れ
は
高
木
『
訳
解
』
の
方
が

激
し
い
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
石
黒
『
訳
解
』
は
漢
音
の
み
が
高
木
『
訳
解
』

よ
り
多
い
こ
と
で
あ
る
。 

漢
音
と
呉
音
の
揺
れ
以
外
に
、
正
音
と
慣
用
音
の
よ
う
な
揺
れ
を
生
じ
た
漢
字
は

一
三
字
で
あ
る
。
た
だ
し
、
漢
音
と
呉
音
以
外
の
揺
れ
は
多
様
で
あ
る
と
い
う
特
色

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
字
に
二
音
の
漢
音
が
併
存
す
る
際
に
、
意
味
に
「
胞
膜
」

の
ハ
ウ
ボ
と
ホ
ウ
バ
ク
の
よ
う
な
同
義
の
も
の
も
あ
り
、
一
方
「
聐
顡
」
の
カ
ツ
ク

ワ
イ
と
カ
ツ
キ
の
よ
う
に
異
な
る
意
味
の
左
側
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
以
外
に
一
字
に
漢
音
呉
音
の
同
一
な
も
の
も
併
存
す
る
例
が
見
ら
れ
る
。
た
と

え
ば
、
「
遮
掩
」
の
シ
ヤ
ア
ン
の
「
ア
ン
」
と
シ
ヤ
ヱ
ン
の
「
ヱ
ン
」
は
と
も
に
漢

音
で
あ
り
呉
音
で
あ
る
。 

麗 顡 聚 立 穢 

 

掩 

 

漢
字 

漢
・
呉
リ 

 

漢
レ
イ 

 

漢
音
ギ 

 

漢
音
ク
ワ
イ 

漢
・
呉
シ
ユ
ウ 

 

呉
シ
ユ 

 

呉
リ
ツ 

 

漢
・
呉
リ
フ 

 

カ
イ
（
不
明
） 

 

呉
音
エ 

漢
・
呉
ヱ
ン 

 

漢
・
呉
ア
ン 

    

附
麗 

     

聐
顡 

収
聚
、
束
聚
、
聚
集
、
凝

聚
、
濃
聚
、
蔵
聚 

  

直
立
、
坐
立
行
走 

穢
骨 

 

遮
掩
、
掩
密 

  

踏
掩
、
遮
掩 

 

石
黒
『
訳
解
』 

附
麗 

  

附
麗 

 

聐
顡 

  

蔵
聚 

 
直
立 

 

直
立 

  

穢
骨 

    

高
木
『
訳
解
』 
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第
三
節 

『
全
体
新
論
訳
解
』
各
書
の
同
一
漢
語
の
異
な
る
漢
字
音 

 
 

 

本
節
は
石
黒
『
訳
解
』
と
高
木
『
訳
解
』
の
同
一
漢
語
に
対
す
る
漢
字
音
を
分
類

し
そ
の
相
違
を
考
察
す
る
。 

ま
ず
、
両
書
に
異
な
る
漢
字
音
を
持
つ
同
一
漢
語
を
ま
と
め
る
。
漢
字
音
の
頻
度

を
考
察
す
る
た
め
、
該
当
の
漢
語
の
振
り
仮
名
が
現
れ
る
回
数
を
漢
字
音
の
下
の
括

弧
に
示
す
。
「
消
化
」
の
よ
う
に
「
シ
ヨ
ウ
ゲ
」
、
「
セ
ウ
ゲ
」
の
よ
う
な
異
な
る

仮
名
遣
い
が
現
れ
る
場
合
は
一
つ
の
漢
字
音
の
み
で
示
す
が
、
回
数
は
合
わ
せ
て
数

え
る
。
ま
た
、
両
書
の
漢
語
を
挙
げ
る
際
に
、
も
う
一
方
の
『
訳
解
』
に
も
あ
る
場

合
、
そ
の
漢
字
音
を
括
弧
「
」
に
カ
タ
カ
ナ
で
示
す
。
用
例
に
該
当
の
漢
語
の
左
右

両
側
振
り
仮
名
を
括
弧
に
（
右
側
振
り
仮
名
・
左
側
振
り
仮
名
）
の
よ
う
に
示
す
。

漢
字
音
の
配
列
は
右
側
に
漢
音
、
左
側
に
呉
音
と
す
る
。
漢
音
と
呉
音
以
外
の
揺
れ

は
表
二
の
順
番
ど
お
り
で
あ
る
。 

 （
一
） 

石
黒
『
訳
解
』
の
同
一
漢
語
の
異
な
る
漢
字
音 

①
内
側 

タ
イ
ソ
ク
（
１
）
形
チ
水
泡
ニ
似
タ
リ
鼻
孔
内
側
ノ
下
ニ
ア
リ
テ
（
注
二
） 

ナ
イ
ソ
ク
（
１
）
両
核
ハ
下
牙
床
ノ
内
側
ニ
在
リ 

②
油
膩 

イ
ウ
ジ
（
１
）
若
シ
油
膩
膠
涎
膿
血
甜
味
ア
ル
俱
ニ
病
溺
ト
ス 

 
 
 

ユ
シ
（
１
）
内
ル
ル
ニ
腌
実
油
膩(

ユ
シ
・
ア
ブ
ラ
ケ)

ノ
物
ヲ
以
テ
ス 

③
出
納 

ス
イ
ド
ウ
（
１
）
心
房
ノ
出
納
ハ
常
ニ
血
ア
リ 

 
 
 

ス
イ
ナ
フ
（
２
）
口
ハ
出
納
ノ
官
ト
爲
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
高
木
『
訳
解
』
に
は
ス
イ
ナ
フ
」 

④
遮
掩 

シ
ヤ
ア
ン
（
１
）
其
用
ハ
鼻
底
ノ
両
孔
ヲ
遮
掩
（
シ
ヤ
ア
ン
・
サ
ヘ
ギ
リ 

オ
ホ
ヒ
）
シ
テ 

シ
ヤ
ヱ
ン
（
１
）
銭
ヲ
シ
テ
碗
辺
ニ
遮
掩
（
シ
ヤ
ヱ
ン
・
サ
へ
キ
リ
オ
ホ 

フ
）
セ
シ
ム 

 
 
 
 
 

石
黒
『
訳
解
』
で
同
一
漢
語
が
異
な
る
漢
字
音
を
持
つ
も
の
は
以
上
の
わ
ず
か
四

例
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
漢
語
と
呉
音
の
揺
れ
を
示
す
の
は
①
か
ら
③
ま
で
の
三
例

で
あ
る
。
以
上
の
四
例
の
読
み
は
「
ス
イ
ナ
フ
」
の
例
を
除
け
ば
一
度
の
み
現
れ
る
。 

「
内
側
」
に
つ
い
て
、
「
内
」
の
漢
音
タ
イ
と
呉
音
ナ
イ
の
両
方
が
石
黒
『
訳
解
』

と
高
木
『
訳
解
』
に
現
れ
る
。
石
黒
『
訳
解
』
に
は
「
内
」
を
漢
音
で
読
む
漢
語
は

三
語
あ
る
が
、
呉
音
で
読
む
漢
語
は
一
四
語
あ
る
。
一
方
、
高
木
『
訳
解
』
に
は
呉

音
で
読
む
の
は
八
語
あ
る
が
、漢
語
で
読
む
の
は
二
例
し
か
な
い
。辞
書
類
で
の「
内
」

の
読
み
方
を
見
よ
う
。
『
言
海
』
で
は
呉
音
ナ
イ
で
読
ま
れ
る
漢
語
は
五
四
語
あ
る

が
、
漢
音
ダ
イ
は
「
内
裏
」
し
か
な
い
。
『
和
英
語
林
集
成
』
の
初
版
に
は
「
内
裏
」

を
漢
音
で
読
む
漢
語
は
こ
れ
一
つ
し
か
な
い
が
、再
版
と
三
版
は
こ
れ
も
な
く
な
る
。

一
方
、
呉
音
ナ
イ
で
読
む
漢
語
は
初
版
で
二
五
語
、
再
版
で
三
二
語
、
三
版
で
は
五

〇
語
に
達
し
て
い
る
。
『
和
英
語
林
集
成
』
と
『
言
海
』
に
は
呉
音
ナ
イ
の
方
に
傾
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斜
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
石
黒
『
訳
解
』
と
高
木
『
訳
解
』
に
「
内
」
の
字
は

漢
音
と
呉
音
の
揺
れ
が
見
ら
れ
る
が
、
『
和
英
語
林
集
成
』
と
『
言
海
』
の
よ
う
に

呉
音
で
読
む
場
合
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

 
 （

二
） 

高
木
『
訳
解
』
に
お
け
る
同
一
漢
字
の
不
一
致
の
漢
字
音 

①
消
化 

シ
ヨ
ウ
ク
ワ
（
１
）
其
ノ
他
腸
胃
ノ
消
化
ノ
如
キ
モ 

 

シ
ヨ
ウ
ゲ
（
10
）
人
ヲ
養
フ
ニ
次
第
ニ
消
化
ス
ル
ノ
妙
ア
リ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
石
黒
『
訳
解
』
に
は
シ
ヨ
ウ
ク
ワ
」 

②
和 

 

ク
ワ
（
１
）
物
ノ
生
育
ス
ル
ニ
因
リ
テ
其
ノ
気
ノ
和
ヲ
驗
ム 

 
 
 

ワ
（
３
）
水
ニ
潮
ナ
ケ
レ
ハ
則
チ
死
ル
気
モ
風
ナ
ケ
レ
ハ
則
チ
和
セ
ス 

③
性 

 

セ
イ
（
３
）
生
命
ヲ
養
フ
然
レ
ト
モ
漸
ク
行
レ
テ
漸
ク
其
ノ
性
ヲ
改
ム 

 
 
 
 

シ
ヤ
ウ
（
６
）
故
ニ
世
間
ニ
他
物
ノ
性
肉
ト
同
シ
カ
ル
可
キ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
石
黒
『
訳
解
』
に
は
セ
イ
」 

④
月
水 

ゲ
ツ
ス
イ
（
１
）
月
水
ヲ
通
ヒ
流
ス 

 
 
 
 

グ
ワ
ツ
ス
イ
（
１
）
月
水
ハ
乃
チ
子
宮
ニ
生
ス
ル 

「
石
黒
『
訳
解
』
に
は
ゲ
ツ
ス
イ
」 

⑤
自
然 

シ
セ
ン
（
１
）
未
タ
合
サ
ル
ニ
久
シ
ケ
レ
ハ
自
然
ニ
生
合
シ 

ジ
ネ
ン
（
１
）
此
レ
自
然
ノ
理
ナ
リ
惟
眼
モ
亦
タ
然
リ 

⑥
歯
牙 

シ
ガ
（
１
）
将
ニ
歯
牙
ヲ
出
サ
ン
ト
シ
テ 

 
 
 
 

シ
ゲ
（
１
）
另
ニ
歯
牙(

シ
ゲ
・
ハ
キ
バ)

三
十
二
枚
ア
リ
ト
ス 

⑦
万
物 

ハ
ン
ブ
ツ
（
４
）
世
界
ノ
萬
物
ニ
テ
ハ
人
身
ヲ
以
テ
最
モ
神
奇
ト
ス 

 
 
 
 

ハ
ン
モ
ツ
（
３
）
其
ノ
光
ヲ
透
シ
テ
万
物
ヲ
見
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ハ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
石
黒
『
訳
解
』
に
は
ハ
ン
ブ
ツ
」 

⑧
百
体 

ハ
ク
タ
イ
（
１
）
人
身
ノ
百
体
モ
血
ニ
頼
リ
以
テ
生
キ
生
々
ト
シ
テ 

ヒ
ヤ
ク
タ
イ
（
１１
）
人
身
ノ
百
体
ハ
日
ニ
消
ル
モ
ノ
有
リ 

⑨
心
経 

シ
ン
ケ
イ
（
３
）
乃
チ
心
経
ヨ
リ
血
ノ
勢
ヒ
ヲ
逼
シ 

シ
ン
キ
ヨ
ウ
（
１
）
其
ノ
明
ナ
ル
驗
シ
ナ
リ
心
経
ハ
君
火
ノ
主
タ
リ 

⑩
（
黒
）
油
衣 

コ
ク
ユ
ウ
イ
（
２
）
四
圍
ニ
黒
油
衣
ア
リ
テ 

油
衣 

ユ
ウ
エ
（
１
）
血
絡
ノ
黒
キ
油
衣
ソ
ノ
位
ハ
眼
白
穀
ノ
内
ニ
ア
リ 

⑪
解
ス 

カ
イ
（
１
）
ソ
ノ
理
云
何
ン
ト
問
ハ
バ
則
チ
予
ノ
能
ク
解
ス
ル
所
ニ
非
ズ 

 
 
 
 

ゲ 

（
１
）
之
ヲ
唐
文
ニ
繙
ス
レ
ハ
甚
解
ス
ル
コ
ト
ヲ
求
メ
難
シ 

⑫
言
語 

ゲ
ン
ギ
ヨ(

１) 

舌
ニ
肉
ア
リ
四
對
相
合
フ
テ
以
テ
言
語
飲
食
ヲ
助
ク 

 
 
 
 

ゴ
ン
ゴ
（
２
）
言
語
ヲ
助
ケ
発
ラ
ク
コ
レ
三
ツ
ナ
リ 

「
石
黒
『
訳
解
』
に
は
ゲ
ン
ゴ
」 

⑬
声
音 

セ
イ
イ
ン
（
１
）
聲
音
ハ
乃
チ
実
處
ニ
ヨ
ル
ハ
更
ニ
傳
シ 

 
 
 

セ
イ
ヲ
ン
（
１
）
一
支
ハ
耳
内
ニ
入
リ
聲
音
ヲ
聴
ク
コ
ト
ヲ
司
ル 

⑭
頭
骨 

ト
ウ
コ
ツ
（
２
）
頭
部
ハ
則
チ
頭
骨(

ト
ウ
コ
ツ
・
ア
タ
マ
○)

面
骨
ノ
二 

者
ヲ
分
ツ 
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ヅ
コ
ツ
（
２
）
血
脈
管
ニ
透
リ
テ
頭
骨
ノ
内
層
及
ヒ
脳
ノ
包
衣
ヲ
護
養
ス 

ル
ナ
リ 

 
 

「
石
黒
『
訳
解
』
に
は
ヅ
コ
ツ
」 

⑮
飲
食 

イ
ン
シ
ヨ
ク
（
９
）
必
ズ
飲
食
ニ
頼
リ
テ
以
テ
之
ヲ
生
長
サ
ス
ヘ
シ 

 
 
 

イ
ン
ジ
キ
（
２
）
年
老
ヒ
衰
弱
ナ
ル
ハ
必
ス
飲
食
ニ
頼
リ
テ
之
ヲ
培
フ 

⑯
参
差 

サ
ン
サ
（
１
） 
其
ノ
形
式
参
差(

サ
ン
サ)

ト
シ
テ 

シ
ン
シ
（
１
） 
聨
串
シ
テ
文
ヲ
成
ス
参
差
ト
シ
テ
連
貫
シ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
石
黒
『
訳
解
』
に
は
シ
ン
シ
」 

⑰
直
立 

チ
ヨ
ク
リ
ウ
（
１
）
勢
ヒ
直
立
ニ
非
ザ
レ
バ
能
ハ
ズ 

 
 
 

チ
ヨ
ク
リ
ツ
（
１
）
故
ニ
人
ノ
只
両
足
ニ
テ
直
立
シ
テ
行
カ
如
ク
能
ハ
ス 

「
石
黒
『
訳
解
』
に
は
チ
ヨ
ク
リ
ウ
」 

⑱
附
麗 

フ
レ
イ
（
１
）
動
肉
ヲ
輔
佐
シ
相
ヒ
附
麗(

フ
レ
イ
・
ツ
キ
ツ
キ)

ス
ル
所

ロ
有
ラ
シ
ム
ル
ナ
リ 

フ
リ
（
３
）
餘
ノ
三
脇
ハ
則
チ
其
ノ
前
端
ハ
并
ニ
附
麗(
フ
リ
・
ヒ
ツ
ツ

キ) 

ス
ル
所
無
シ 

 
 
 
 
 
 
 

「
石
黒
『
訳
解
』
に
は
フ
リ
」 

 

高
木
『
訳
解
』
に
は
同
一
漢
語
に
異
な
る
漢
字
音
を
示
す
例
は
一
八
例
あ
る
。
そ

の
う
ち
、
①
か
ら
⑮
は
漢
語
と
呉
音
の
違
い
で
あ
る
。
⑯
の
「
参
差
」
の
二
文
字
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
漢
字
音
を
持
っ
て
い
る
。
⑰
の
「
リ
ウ
」
は
漢
音
呉
音
の
同
一
な

も
の
で
あ
る
が
、
「
リ
ツ
」
は
慣
用
音
で
あ
る
。
⑱
「
麗
」
は
『
大
漢
和
辞
典
』
に

は
一
字
に
二
音
あ
る
も
の
で
あ
る
。「
レ
イ
」
は
そ
の
一
音
の
漢
音
で
あ
る
が
、「
リ
」

は
も
う
一
つ
の
漢
音
呉
音
の
同
一
な
も
の
で
あ
る
。 

高
木『
訳
解
』に
は
前
掲
の
同
一
漢
語
の
異
な
る
漢
字
音
を
持
つ
一
八
例
の
う
ち
、

漢
音
と
呉
音
の
揺
れ
が
一
五
例
で
あ
り
、
石
黒
『
訳
解
』
の
三
例
よ
り
多
く
存
在
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
使
用
頻
度
を
見
る
と
、
高
木
『
訳
解
』
に
回
数
の
差
が

大
き
い
の
は
「
消
化
」
「
百
体
」
と
「
飲
食
」
の
三
語
で
あ
る
。 

「
消
化
」
は
「
シ
ヨ
ウ
ク
ワ
」
一
回
の
み
で
、
「
シ
ヨ
ウ
ゲ
」
は
九
回
と
「
シ
ヨ

ウ
ケ
」
一
回
現
れ
た
。
ほ
か
に
、
「
銷
化
」
は
次
の
よ
う
な
四
箇
所
あ
る
。 

 

① 

食
物
至
レ
ハ
則
チ
津
液
漸
ク
生
シ
テ
以
テ
之
ヲ
銷
化
ス 

② 

蓋
シ
胃
津
ノ
力
能
ク
死
物
ヲ
消
化
シ
而
シ
テ
生
物
ヲ
銷
化
ス
ル
能
ハ
ザ 

ル
ナ
リ 

③ 

肉
食
ハ
其
ノ
ヤ
キ
ケ
ル
モ
ノ
ハ
烚
ス
ル
モ
ノ
ヨ
リ
ケ
カ
シ
易
シ 

④ 

ソ
ノ
煎
ル
者
ハ
炒
ル
者
ヨ
リ
銷
化
シ
易
キ
ナ
リ 

 

「
銷
化
」
は
「
シ
ヨ
ウ
ゲ
」
と
読
み
、
「
消
化
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
『
和
英

語
林
集
成
』
の
初
版
、
再
版
、
三
版
と
『
言
海
』
に
は
「
し
ょ
う
か
」
が
あ
る
が
、
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「
し
ょ
う
け
」
「
し
ょ
う
げ
」
の
音
は
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
高
木
『
訳
解
』

に
は
「
化
」
を
「
ゲ
」
と
読
む
漢
語
は
「
消
化
」
と
「
銷
化
」
し
か
な
い
。
そ
れ
以

外
の
「
化
」
で
構
成
す
る
漢
語
は
「
カ
」
と
読
む
。
「
消
化
」
を
「
シ
ヨ
ウ
ケ
」
と

読
む
の
は
次
に
挙
げ
る
『
日
国
』
に
お
い
て
『
日
葡
辞
書
』
の
出
典
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。 

し
ょ
う
‐
け
［
セ
ウ
：
］ 

【
消
化
】
〖
名
〗
（
「
け
」
は
「
化
」
の
呉
音
）

「
し
ょ
う
か
（
消
化
）
」
に
同
じ
。
＊
日
葡
辞
書
〔
１
６
０
３
〜
０
４
〕
「Xôqe�

（
シ
ョ
ウ
ケ
）
。
キ
エ
ヘ
ン
ズ
ル
。
例
、
シ
ョ
ク
ブ
ツ
ヲxôqe�

（
シ
ョ
ウ
ケ
）

ス
ル
〈
訳
〉
食
物
を
消
化
す
る
」 

 「
化
」
を
呉
音
の
「
ケ
」
と
読
む
も
の
が
辞
書
類
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
が
、
「
化
」

を
「
ゲ
」
と
読
む
も
の
が
管
見
の
限
り
ま
だ
見
つ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
「
ケ
」
を

「
ゲ
」
と
濁
っ
て
読
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

前
述
の
よ
う
に
、
高
木
『
訳
解
』
に
お
け
る
「
消
化
」
と
「
銷
化
」
を
「
シ
ヨ
ウ

ゲ
」
と
読
む
例
を
除
き
、
「
化
」
で
構
成
さ
れ
る
漢
語
は
「
カ
」
と
読
ん
で
い
た
例

が
多
い
。
一
方
で
、
石
黒
『
訳
解
』
で
は
「
化
」
で
構
成
さ
れ
る
漢
語
は
す
べ
て
「
か
」

と
読
み
「
げ
」
の
発
音
は
一
つ
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
石
黒
『
訳
解
』
と
高
木
『
訳

解
』
は
「
化
」
を
漢
音
で
読
む
漢
語
が
多
い
が
、
「
消
化
」
の
一
語
に
大
き
な
違
い

が
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
消
化
」
は
石
黒
『
訳
解
』
は
単
純
に
漢
音
で
あ
る
が
、

高
木
『
訳
解
』
は
漢
音
と
呉
音
の
両
方
が
あ
り
、
呉
音
「
ケ
」
の
濁
音
「
ゲ
」
の
方

が
圧
倒
的
に
多
く
一
般
的
に
使
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
初
期
の
辞
書
類
に
は

漢
音
の
方
が
多
く
掲
出
さ
れ
て
い
る
が
、
高
木
『
訳
解
』
が
呉
音
に
傾
斜
し
て
い
る
。 

ま
た
、
高
木
『
訳
解
』
に
見
ら
れ
る
「
百
体
」
に
つ
い
て
、
「
ヒ
ヤ
ク
タ
イ
」
一

一
回
と
「
ハ
ク
タ
イ
」
一
回
が
現
れ
る
。
「
ヒ
ヤ
ク
タ
イ
」
は
『
和
英
語
林
集
成
』

の
三
版
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
言
海
』
、
『
漢
語
字
類
』
、
『
新
編
漢

語
辞
林
』
の
漢
語
辞
典
に
は
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
「
百
」
を
「
ハ
ク
」
で

読
む
の
は
「
百
体
」
以
外
に
「
百
管
」
と
「
百
度
」
も
あ
る
。
た
だ
し
、
「
百
」
で

始
ま
る
漢
語
を
「
ハ
ク
」
で
読
む
漢
語
は
以
上
の
辞
典
に
一
つ
も
掲
出
さ
れ
て
い
な

い
。 「

飲
食
」
に
つ
い
て
、
高
木
『
訳
解
』
に
は
「
イ
ン
シ
ヨ
ク
」
が
九
回
、
「
イ
ン

ジ
キ
」
が
二
回
現
れ
る
。
石
黒
『
訳
解
』
に
は
こ
の
漢
語
に
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て

い
な
い
。
現
在
「
飲
食
」
は
主
に
「
飲
食
街
」
「
飲
食
業
」
「
飲
食
税
」
「
飲
食
店
」

な
ど
「
い
ん
し
ょ
く
」
で
構
成
さ
れ
る
複
合
語
と
し
て
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
『
日
国
』
に
は
「
い
ん
し
」
「
い
ん
し
い
」
「
い
ん
し
ょ
く
」
「
い
ん
じ
き
」

「
お
ん
じ
き
」
の
五
つ
の
漢
字
音
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
「
い
ん
し
い
」
の
語
誌
に

こ
れ
ら
の
漢
字
音
の
関
係
を
述
べ
て
い
る
。 
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(

１)

イ
ン
シ
イ
は
イ
ン
シ
の
転
訛
形
。
「
飲
食
」
は
、
古
く
か
ら
呉
音
で
オ

ン
ジ
キ
と
読
ま
れ
た
が
、
中
世
頃
か
ら
、
ほ
か
に
漢
音
の
イ
ン
シ
ョ
ク
・
イ

ン
シ
・
イ
ン
シ
イ
の
語
形
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

(

２)
室
町
末
頃
の
キ
リ
シ
タ
ン
文
献
で
は
、
主
と
し
て
オ
ン
ジ
キ
を
掲
げ
る

も
の
が
多
く
、
こ
の
語
形
が
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る

が
、
「
落
葉
集
」
に
ヲ
ン
ジ
キ
の
ほ
か
に
イ
ン
シ
イ
が
見
え
、
他
の
キ
リ
シ

タ
ン
文
献
に
も
こ
の
語
形
が
散
見
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
に
は
イ

ン
シ
イ
と
オ
ン
ジ
キ
が
併
用
さ
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
。 

(

３)

一
三
〇
六
年
頃
成
立
し
た
「
聚
分
韻
略
」
で
は
、
イ
ン
シ
が
飲
食
す
る

物
、
イ
ン
シ
ョ
ク
が
飲
食
す
る
こ
と
だ
と
説
い
て
い
る
。
し
か
し
、
室
町
か

ら
近
世
に
か
け
て
必
ず
し
も
こ
の
区
別
が
な
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。 

  

こ
の
記
述
か
ら
見
る
と
、
「
飲
食
」
の
漢
字
音
は
使
用
時
期
、
出
典
資
料
、
使

用
頻
度
、
使
用
意
味
な
ど
に
よ
っ
て
併
用
あ
る
い
は
区
別
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
語
誌
で
は
「
イ
ン
ジ
キ
」
を
説
明
し
て

い
な
い
た
め
、
「
イ
ン
ジ
キ
」
に
つ
い
て
ま
だ
不
明
で
あ
る
。 

『
和
英
語
林
集
成
』
の
初
版
か
ら
「
イ
ン
シ
ヨ
ク
」
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
が
、

「
イ
ン
ジ
キ
」
な
ど
の
語
形
は
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
。
『
言
海
』
に
は 

 

お
ん
じ
き 

（
名
） 

飲
食 

ノ
ミ
モ
ノ
ト
、
ク
ヒ
モ
ノ
ト
。
「
百
味
ノ
ー
」 

い
ん
し
よ
く 

（
名
） 

飲
食 

飲
ム
ト
食
フ
ト
。
飲

物

ノ
ミ
モ
ノ

ト
食

物

ク
ヒ
モ
ノ

ト
。 

 

「
オ
ン
ジ
キ
」
と
「
イ
ン
シ
ヨ
ク
」
の
両
語
形
が
あ
り
、
漢
音
＋
漢
音
と
呉
音
＋
呉

音
の
単
純
な
構
成
と
な
る
。 

『
新
編
漢
語
辞
林
』
に
は
「
イ
ン
シ
ヨ
ク
」
と
「
イ
ン
シ
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る

が
、
「
イ
ン
ジ
キ
」
が
見
ら
れ
な
い
。
『
日
国
』
に
は 

 

い
ん
‐
じ
き 

【
飲
食
】
〖
名
〗
「
い
ん
し
ょ
く
（
飲
食
）」
に
同
じ
。
＊
孔

雀
船
〔
１
９
０
６
〕〈
伊
良
子
清
白
〉
淡
路
に
て
「
白
晶
の
皿
を
う
け
鮮
（
あ

ざ
ら
）
け
き
乳
を
灑
（
そ
そ
）
ぐ 

六
月
の
飲
食
（
イ
ン
ジ
キ
）
に
け
た
た
ま

し
虹
走
る
」 

 と
い
っ
た
よ
う
に
「
イ
ン
ジ
キ
」
し
か
見
ら
れ
な
い
。
明
治
期
に
は
「
飲
食
」
を
「
イ

ン
ジ
キ
」
で
読
む
こ
と
も
あ
る
が
、
ま
だ
数
少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

 

以
上
の
「
消
化
」
「
百
体
」
「
飲
食
」
の
三
語
に
つ
い
て
、
現
在
漢
音
「
し
ょ
う

か
」
と
呉
音
の
「
ひ
ゃ
く
た
い
」
が
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。
高
木
『
訳
解
』
で

は
「
消
化
」
と
「
百
体
」
の
二
例
は
漢
音
と
呉
音
の
両
方
の
発
音
が
あ
る
が
、
使
用
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頻
度
か
ら
言
え
ば
、
「
消
化
」
と
「
百
体
」
は
現
在
の
漢
字
音
と
比
べ
、
異
な
る
タ

イ
プ
と
な
る
。
さ
ら
に
、
複
雑
な
語
形
が
あ
る
「
飲
食
」
に
つ
い
て
は
、
明
治
期
に

「
イ
ン
シ
ヨ
ク
」
と
「
イ
ン
ジ
キ
」
の
使
用
例
が
確
か
に
存
在
し
て
い
る
。
辞
典
の

収
録
状
況
か
ら
見
る
と
、
「
イ
ン
シ
ヨ
ク
」
の
語
形
が
一
般
的
で
あ
り
、
「
イ
ン
ジ

キ
」
は
明
治
期
に
お
け
る
漢
音
と
呉
音
の
揺
れ
の
中
に
生
じ
た
新
し
い
語
形
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。 

第
四
節 

『
全
体
新
論
訳
解
』
二
種
の
同
一
漢
語
の
異
な
る
漢
字
音 

両
『
訳
解
』
の
同
一
の
漢
語
に
異
な
る
漢
語
と
呉
音
の
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
る
も

の
を
抽
出
す
る
。
石
黒
『
訳
解
』
を
A
、
高
木
『
訳
解
』
を
B
と
す
る
。 

 

（
一
）
石
黒
『
訳
解
』
に
漢
音
、
高
木
『
訳
解
』
に
呉
音
と
な
る
も
の 

全
人 

A
ゼ
ン
ジ
ン
（
１
）
残
人
ハ
全
人(

ゼ
ン
ジ
ン
・
マ
ツ
タ
キ
ヒ
ト)

ヲ
遜
ス 

 

B
ゼ
ン
ニ
ン
（
１
）
残
ネ
タ
ル
人
ニ
シ
テ
全
人
ニ
遜
ラ
ズ 

人
類 

A
ジ
ン
ル
ヰ
（
１
）
獨
リ
人
類
然
ル
コ
ト
ヲ
爲
ザ
サ
ル
ナ
リ 

 
 
 

B
ニ
ン
ル
イ
（
３
）
獨
リ
人
類
ノ
然
リ
ト
爲
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ザ
ル
ナ
リ 

目
力 

A
モ
ク
リ
ヨ
ク
（
１
）
名
テ
微
絲
血
ト
云
フ
目
力
ノ
見
ル
ニ
及
バ
ズ 

 
 

B
モ
ク
リ
キ
（
１
）
万
類
ノ
目
力
ヲ
シ
テ
各
ソ
ノ
宜
キ
ヲ
得
セ
シ
ム 

餘
力 

A
ヨ
リ
ヨ
ク
（
１
）
脈
管
ハ
其
餘
力
ニ
行
リ
漸
ク
擁
ス
レ
バ
漸
ク
盡
ク 

 
 

B
ヨ
リ
キ
（
１
）
脈
管
其
ノ
餘
力
ヲ
行
フ
漸
ク
擁
カ
リ
漸
ク
盡
ル
ヲ
悟
ト

ラ
ザ
ル
ナ
リ 

滾
和 

A
コ
ン
ク
ワ
（
１
）
混
然
ト
シ
テ
滾
和
シ
乃
チ
右
房
ヨ
リ
肺
ヲ
過
キ
化
シ

テ
赤
血
ト
爲
リ 

B
コ
ン
ワ
（
１
）
混
然
ト
シ
テ
滾
和
ス
乃
チ
右
房
ヨ
リ
肺
ヲ
過
シ
テ
赤 

血
ト
爲
ル 

妄
行 

A
ハ
ウ
カ
ウ
（
１
）
人
ノ
抽
搐
ノ
病
ハ
乃
脳
氣
ノ
氣
緊
急
妄
行
シ 

 
 
 

B
モ
ウ
コ
ウ
（
１
）
脳
ノ
筋
ヂ
潰
亂
ノ
氣
肉
中
ニ
妄
行
ス
ル
モ
ノ
ニ
テ 

定
位 

A
テ
イ
ヰ
（
１
）
葢
シ
中
華
ノ
目
科
五
輪
八
廓
臓
腑
定
位
ノ
説
概
憑
ト
コ

ロ
ナ
キ
ニ
属
ス 

 
 
 
 

B
ヂ
ヨ
ウ
イ
（
１
）
蓋
シ
中
華
ノ
目
科
ハ
五
輪
八
廓
臓
腑
定
位
ノ
説
概
ネ

憑
ル
所
モ
無
キ
ニ
属
ス 

数
対 

A
ス
ウ
タ
イ
（
１
）
另
ニ
動
皮
活
肉
ノ
數
對
ア
リ
テ 

 

B
ス
ツ
イ
（
１
）
另
ニ
動
皮
活
肉
ノ
數
對
ア
リ
テ 

 

対
合 

A
タ
イ
ガ
フ
（
１
）
両
骨
對
合
ノ
處
ニ
遇
ヘ
ハ
倶
ニ
墊
隔
ア
リ 

 
 
 

B
ツ
イ
ガ
フ
（
１
）
両
骨
對
合
ノ
處
ニ
遇
バ
倶
ニ
墊
隔
ア
リ 

工
夫 

A
コ
ウ
フ
（
１
）
夫
レ
醫
学
一
道
工
夫
甚
タ
鉅
シ
關
繋
輕
キ
ニ
非
ズ 

 
 
 
 
 

B
ク
フ
ウ
（
２
）
夫
レ
醫
学
ノ
一
道
ハ
工
夫
甚
タ
鉅
大
ニ
ソ
ノ
關
繋
ス 
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ル
コ
ト
輕
キ
ニ
非
ス 

図
形 

A
ツ
ケ
イ
（
３
）
是
書
圖
形
初
メ
石
版
ニ
就
テ
繪
刷
ス 

 

B
ヅ
ギ
ヤ
ウ 

是
ノ
書
ノ
圖
形
ハ
初
メ
ハ
石
ノ
版
ニ
就
キ
テ
繪
刷
タ
リ 

無
形 

A
ム
ゲ
イ
（
１
）
珠
内
ニ
清
水
ア
リ
初
メ
無
物
無
形
ヲ
見
ル 

 
 
 
 

B
ム
ギ
ヨ
ウ
（
１
）
珠
ノ
内
ニ
清
水
ア
リ
初
ハ
無
物
無
形
ナ
ル
ヲ
見
ル 

役 
 

A
エ
キ
（
１
）
誠
ニ
須
曳
モ
離
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
然
シ
テ
既
ニ 

身
ヲ
以
テ
形
チ
ノ
役
ト
ス 

 
 
 
 
 

B
ヤ
ク
（
１
）
誠
ニ
須
曳
モ
離
ル
可
カ
ラ
ザ
ル
者
ア
リ
然
レ
ト
モ
既
ニ 

身
ヲ
以
テ
形
チ
ノ
役
ト
爲
ス 

 

心
性 

A
シ
ン
セ
イ
（
１
）
一
ツ
ハ
覺
悟
ニ
属
シ
一
ツ
心
性
ニ
属
ス 

 
 

B
シ
ン
シ
ヨ
ウ
（
２
）
一
ハ
覺
悟
ニ
属
シ
一
ハ
心
性
ニ
属
ス 

 

結
成 

A
ケ
ツ
セ
イ
（
１
）
下
ハ
則
厚
ク
シ
テ
三
角
石
ノ
形
ヲ
結
成
ス 

 

B
ケ
ツ
ジ
ヤ
ウ
（
１
）
下
ハ
則
チ
厚
ク
三
角
石
ノ
形
状
ヲ
結
成
ス 

 
 

文
辞 

A
ブ
ン
ジ
（
１
）
故
ニ
文
辞
断
続
語
多
ク
醇
ナ
ラ
ズ 

 
 
 

B
モ
ン
ジ
（
１
）
故
ニ
文
辞
ノ
断
ヘ
続
キ
語
多
ク
醇
ナ
ラ
ス 

 

観
望 

A
ク
ワ
ン
ボ
ウ
（
１
）
然
レ
ト
モ
亦
其
観
望
食
ヲ
覓
ム
ル
ニ
足
ル
ノ
ミ 

 
 

B
ク
ワ
ン
モ
ウ
（
１
）
然
レ
ド
モ
亦
タ
其
ノ
観
望
シ
テ
食
物
ヲ
覓
ム
ル 

ニ
足
ル
ノ
ミ 

 

流
佈 

A
リ
ウ
フ
（
１
）
血
脈
ノ
總
管
ニ
出
テ
週
身
ノ
内
ニ
流
佈
シ 

B
ル
フ
（
１
）
血
脈
ノ
總
管
ヨ
リ
出
テ
週
身
ノ
内
ニ
流
佈
シ 

創
聞 

A
サ
ウ
ブ
ン
（
１
）
以
上
ノ
両
症
事
實
創
聞
脳
及
ヒ
脊
髄
ノ
機
少
モ
損

フ
容
ル
ル
ナ
キ
ノ
明
證
ナ
リ 

 
 
 

B
ソ
ウ
モ
ン
（
１
）
以
上
ノ
両
症
ハ
事
實
創
聞
ニ
シ
テ
脳
及
ビ
脊
髄
ノ

機
會
少
シ
ノ
損
ジ
ヲ
容
ル
ル
無
キ
コ
ト
洵
ニ
明
證
ナ
リ 

蘭
若 

A
ラ
ン
ジ
ヤ
ク
（
１
）
乃
チ
嶺
頂
ニ
一
ツ
ノ
蘭
若
ヲ
建
テ 

 
 

B
ラ
ン
ニ
ヤ
（
１
）
乃
チ
嶺
頂
ニ
于
テ
一
ノ
蘭
若
ヲ
建
テ 

頸
骨 

A
ケ
イ
コ
ツ
（
１
）
脊
骨
ニ
附
テ
而
シ
テ
上
リ
頸
骨
ノ
第
七
節
ニ
至
リ 

 
 
 

B
キ
ヨ
ウ
コ
ツ
（
１
）
孔
ノ
外
ノ
両
旁
ニ
凸
節
ア
リ
テ
第
一
節
ノ
頸
骨

ヲ
安
放
ス 

 

以
上
の
二
一
語
の
漢
字
音
は
石
黒
『
訳
解
』
に
漢
音
、
高
木
『
訳
解
』
に
呉
音
と

な
る
も
の
で
あ
る
。
漢
字
音
に
傍
線
を
つ
け
る
の
は
『
日
国
』
に
掲
出
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
一
方
、
「
目
力
」
「
滾
和
」
「
数
対
」
「
流
佈
」
の
四
語
は
『
日
国
』

に
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
「
人
類
」
「
定
位
」
「
工
夫
」
「
役
」
「
心
性
」

「
無
形
」
の
六
語
が
漢
音
・
呉
音
の
二
つ
の
読
み
方
と
も
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
「
人
類
」
の
ニ
ン
ル
イ
と
「
定
位
」
の
ヂ
ヨ
ウ
イ
は
古
い
語
形
と
し
て
掲
出

さ
れ
て
い
る
の
で
、
現
在
と
異
な
る
漢
字
音
に
す
る
。
石
黒
『
訳
解
』
に
お
け
る
「
工

夫
」
の
漢
字
音
「
コ
ウ
フ
」
は
『
日
国
』
の
「
コ
ウ
フ
」
と
意
味
が
違
う
た
め
、
現
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在
と
異
な
る
漢
字
音
に
す
る
。
結
果
と
し
て
、
石
黒
『
訳
解
』
に
お
い
て
傍
線
部
の

「
コ
ウ
フ
」
を
除
き
、
一
四
語
の
漢
音
が
現
在
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
高
木

『
訳
解
』
に
お
い
て
傍
線
部
の
「
ニ
ン
ル
イ
」
と
「
ヂ
ヨ
ウ
イ
」
を
除
き
、
三
語
が

呉
音
の
語
形
で
現
在
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。 

 

（
二
）
石
黒
『
訳
解
』
に
呉
音
、
高
木
『
訳
解
』
に
漢
音 

 
 

 

会
厭 

A
エ
ヱ
ン
（
１
）
且
ツ
気
喉
ノ
口
ニ
蓋
ア
ル
ヲ
会
厭
ト
曰
フ 

 
 
 

 

B
ク
ワ
イ
エ
ン
（
１
）
且
ツ
気
喉
ノ
口
蓋
ア
リ
會
厭
ト
曰
フ 

右
房 

A
ウ
バ
ウ
（
１
）
之
ヲ
隔
ツ
故
ニ
称
シ
テ
左
房
右
房
ト
ス 

 
 
 

 

B
ユ
ウ
ホ
ウ
（
１
）
之
ヲ
隔
ツ
故
ニ
称
シ
テ
左
房
右
房
ト
爲
ス 

 

黒
油
衣
A
コ
ク
ユ
イ
（
１
）
血
絡
黒
油
衣
位
ハ
眼
白
売
ノ
内
ニ
ア
リ 

 
 
 

B
コ
ク
ユ
ウ
イ
（
２
）
目
根
蒂
ハ
散
ジ
テ
黒
油
衣
ノ
上
ニ
貼
ツ
ク
隔
簾
ニ

至
リ
テ
而
シ
テ
止
ム 

貓
虎 

A
メ
ウ
コ
（
２
）
各
其
用
ヲ
合
セ
シ
ム
貓
虎
ノ
類
ノ
如
ク 

 

B
ベ
ウ
コ
（
１
）
各
其
ノ
用
ヲ
合
サ
シ
ム
貓
虎
ノ
類
ヒ
ノ
如
キ
ハ 

 

青
盲 

A
セ
イ
マ
ウ
（
１
）
身
ヲ
傷
ル
コ
ト
更
ニ
甚
ダ
シ
毎
ニ
青
盲
聾
懵
ノ
症
ア 

リ 
 

 

B
セ
イ
ボ
ウ
（
１
）
此
ノ
衣
モ
一
タ
ビ
壊
レ
ハ
即
チ
青
盲
ノ
病
症
ア
リ
ト

カ
ヤ 

粤
省 

A
エ
ツ
シ
ヤ
ウ
（
１
）
粤
省
ノ
地
南
離
ニ
處
ス 

 
 

B
エ
ツ
セ
イ
（
１
）
粤
省
ハ
地
南
離
ニ
處
レ
リ 

夾
膜 

A
ケ
ウ
マ
ク
（
１
）
腸
後
ノ
夾
膜
ノ
間
ニ
散
佈
シ 

B
ケ
フ
バ
ク
（
１
）
周
リ
圍
メ
ル
夾
膜
ア
リ
テ
之
ヲ
裹
ム 

脥
膜 

A
ケ
ウ
マ
ク
（
１
）
即
チ
血
水
脥
膜
ノ
裡
ニ
溢
浸
ス
ル
ア
リ 

B
ケ
フ
バ
ク
（
１
）
即
チ
血
水
ノ
脥
膜
ノ
裏
ニ
溢
レ
浸
ミ 

膈
膜 

A
カ
ク
マ
ク
（
１
）
底
ハ
窩
ニ
シ
テ
而
シ
テ
濶
ク
膈
膜
ノ
皮
ニ
貼
乗
ス 

B
カ
ク
バ
ク
（
１
）
廻
ミ
テ
下
ル
弯
リ
テ
一
栱
ト
作
ル
下
モ
膈
膜
ニ
至
リ 

膠
液 

A
キ
ヤ
ウ
エ
キ
（
１
）
花
蕊
膠
液
ヲ
出
シ
之
ヲ
以
テ
テ
粘
接
ス 

 
 
 

B
カ
ウ
エ
キ
（
１
）
骨
節
ニ
膠
液
ヲ
生
シ
テ
以
テ
屈
ミ
伸
ブ
ヲ
利
シ 

言
語 

A
ゲ
ン
ゴ
（
１
）
耳
聴
ク
所
ア
レ
ハ
則
意
之
カ
為
メ
ニ
聞
ク
言
語
モ
亦
之

ノ
如
ク 

B
ゲ
ン
ギ
ヨ
（
１
）
舌
ニ
肉
ア
リ
四
對
相
合
フ
テ
以
テ
言
語
飲
食
ヲ
助
ク 

物
象 

A
ブ
ツ
ゾ
ウ
（
１
）
此
水
ハ
目
珠
束
聚
ノ
物
象
ヲ
導
引
シ
脳
筋
衣
ニ
至
リ 

 
 
 

B
ブ
ツ
シ
ヨ
ウ
（
１
）
皆
ナ
物
象
ノ
目
ニ
映
射
リ
テ
目
系
ノ
脳
ニ
達
ス
ル

ニ
由
リ
テ
ナ
リ 

貪
人 

A
ト
ン
ジ
ン
（
１
）
乃
チ
貪
人
ノ
眼
窠
ナ
リ
骨
ノ
形
チ
小
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド

モ
貪
欲
厭
ク
コ
ト
ナ
シ 
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B
タ
ン
ジ
ン
（
１
）
乃
チ
貪
人
ノ
眼
窠
骨
ナ
リ
骨
ノ
形
チ
小
サ
シ
ト
雖
ト

モ
貪
欲
厭
キ
足
ル
ナ
キ 

頭
顱 
A
ヅ
ロ
（
１
）
或
人
問
フ
脳
ハ
頭
顱
ノ
内
ニ
在
リ
何
ソ
能
ク
遍
身
ニ
運
用 

ス
ル
ヤ 

 
 
 
 

B
ト
ウ
ロ
（
１
）
或
ヒ
ト
問
フ
脳
ハ
頭
顱
ノ
内
ニ
在
リ
何
ゾ
能
ク
遍
身
ヲ

運
用
ス
ル
ヤ 

 

 

石
黒
『
訳
解
』
に
呉
音
、
高
木
『
訳
解
』
に
漢
音
は
以
上
の
一
四
語
が
挙
げ
ら
れ

る
。
『
日
国
』
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
の
は
わ
ず
か
六
語
で
あ
る
。
石
黒
『
訳
解
』
に

お
い
て
三
語
の
呉
音
が
現
在
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
高
木
『
訳
解
』
に
お
い

て
二
語
の
漢
音
が
現
在
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。 

石
黒
『
訳
解
』
と
高
木
『
訳
解
』
に
お
い
て
一
方
が
漢
音
で
あ
り
、
一
方
が
呉
音

で
あ
る
漢
字
音
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
石
黒
『
訳
解
』
は
現
在
と
一
致
す
る
読
み
方

が
多
く
、
高
木
『
訳
解
』
は
現
在
と
異
な
る
読
み
方
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。 

第
五
節 

漢
音
と
呉
音
の
揺
れ
の
分
類 

第
一
節
で
紹
介
し
た
田
島
（
一
九
九
八
）
に
お
け
る
揺
れ
の
生
じ
た
過
程
に
基
づ

き
、
明
治
初
期
に
お
け
る
漢
音
と
呉
音
の
揺
れ
を
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
。 

 
 

（
一
） 

古
い
音
の
位
相
の
区
別
が
な
く
な
っ
て
併
用
す
る
も
の 

（
二
） 

古
い
音
に
新
し
い
別
の
音
を
与
え
て
併
用
す
る
も
の 

（
三
） 

新
語
に
複
数
の
音
を
併
用
す
る
も
の 

（
二
）
の
分
類
は
田
島
（
一
九
九
八
）
の
論
述
と
若
干
異
な
る
。
田
島
氏
は
「
②

以
前
は
一
方
の
音
で
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
新
し
く
別
の
音
で
も

読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
論
じ
て
い
る
が
、
実
は
古
い
音
に
も
い
く
つ
か
の
語

形
が
併
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前
述
し
た
「
飲
食
」
に
つ
い
て
、
最

初
は
呉
音
「
ヲ
ン
ジ
キ
」
、
中
世
頃
か
ら
漢
音
の
「
イ
ン
シ
ョ
ク
・
イ
ン
シ
・
イ
ン

シ
イ
」
の
語
形
、
そ
れ
か
ら
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
で
は
「
イ
ン
シ
イ
」
と
「
オ
ン
ジ

キ
」
の
併
用
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
明
治
時
代
に
は
「
イ
ン
ジ
キ
」
が
使
わ
れ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
明
治
時
代
前
に
す
で
に
複
雑
な
語
形
が
現
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
、（
二
）
で
は
そ
れ
ら
を
一
括
し
て
「
古
い
音
」
で
表
す
。 

ま
た
、
（
一
）
の
よ
う
に
位
相
の
区
別
が
な
く
な
っ
て
併
用
す
る
例
が
少
な
く
な

い
。
江
戸
時
代
ま
で
、
漢
音
と
呉
音
の
使
用
分
野
が
違
っ
て
い
た
こ
と
が
す
で
に
先

行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
明
治
時
代
に
入
る
と
漢
音
と
呉
音
の
使
用
分
野
の
区

別
が
な
く
な
っ
て
併
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
変
化
は
単
純
で
は
な

い
。
と
き
に
（
二
）
の
よ
う
に
新
し
い
音
が
現
れ
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
言

語
」
の
例
で
は
、
高
木
『
訳
解
』
に
お
い
て
「
ゲ
ン
ゴ
」
と
「
ゴ
ン
ゴ
」
の
両
方
の
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読
み
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
言
語
」
に
つ
い
て
、
『
日
国
』
の
語
誌
に 

 
 

 
江
戸
時
代
ま
で
は
漢
音
よ
み
の
「
ゲ
ン
ギ
ョ
」
と
呉
音
よ
み
の
「
ゴ
ン
ゴ
」
と

が
並
行
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
明
治
初
年
に
、
両
語
形
が
混
交
し
て
「
ゲ
ン

ゴ
」
が
誕
生
し
た
。「
ゲ
ン
ゴ
」
の
一
般
化
に
伴
っ
て
「
ゲ
ン
ギ
ョ
」
は
姿
を
消
し
、

「
ゴ
ン
ゴ
」
は
、「
言
語
道
断
」
な
ど
の
特
定
の
慣
用
表
現
に
残
っ
た
。 

 と
い
っ
た
よ
う
に
こ
の
「
言
語
」
の
三
語
形
の
変
化
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
江
戸
時
代
ま
で
、
「
ゲ
ン
ギ
ヨ
」
と
「
ゴ
ン
ゴ
」
は
「
古
い
音
」
で
あ
り
、

「
ゲ
ン
ゴ
」
が
新
し
い
読
み
方
で
あ
る
。 

『
和
英
語
林
集
成
』
の
記
述
か
ら
「
言
語
」
の
変
化
も
窺
え
る
。 

 

初
版 

G
o
n
g
o
 

ゴ
ン
ゴ 

言
語 
n

. W
o
rd

s; 
sp

eech
; 

lan
g
u
ag

e. 

再
版 

ゴ
ン
ゴ 

初
版
と
同
じ 

 
 
 
 

G
E

N
-G

IY
O
,

ケ
ン
ギ
ヨ,

言
語,

n.
S

am
e as G

o
n
-go. 

三
版 

ゴ
ン
ゴ 

初
版
と
再
版
と
同
じ 

 
 
 
 
 
 

G
E

N
-G

Y
O

,o
r G

E
N

G
O
 

ゲ
ン
ギ
ヨ 

言
語 

n
.S

am
e as g

o
n
g
o
. 

 

 

『
和
英
語
林
集
成
』
の
初
版
か
ら
三
版
ま
で
、
「
ゴ
ン
ゴ
」
の
呉
音
が
優
先
し
て
掲

出
さ
れ
て
い
る
。
再
版
に
「
ゲ
ン
ギ
ヨ
」
が
初
め
て
掲
出
さ
れ
た
。
三
版
に
は
「
ゲ

ン
ゴ
」
が
「G

E
N

-G
Y

O
,o

r G
E

N
G

O

」
の
よ
う
に
、
「
ゲ
ン
ギ
ヨ
」
の
同
義
語
と

し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
。 

 

『
言
海
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

 

げ
ん
‐
ぎ
よ
（
名
）
言
語 

コ
ト
バ
。
モ
ノ
イ
ヒ 

げ
ん
‐
ご 

（
名
）
言
語 

げ
ん
ぎ
よ
ニ
同
ジ 

ご
ん
‐
ご 

（
名
）
言
語 

コ
ト
バ
。
ハ
ナ
シ
。
言

語

ゲ
ン
ギ
ヨ

。
「-

ニ
絶
ス
」 

 

『
言
海
』
に
は
「
ゲ
ン
ギ
ヨ
」
と
「
ゴ
ン
ゴ
」
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
意
味
を
示
し
て

い
る
。
し
か
し
、
「
ゲ
ン
ゴ
」
は
「
げ
ん
ぎ
よ
ニ
同
ジ
」
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
、
ま

だ
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

（
三
）
に
つ
い
て
、
両
『
訳
解
』
は
漢
訳
洋
書
の
和
訳
書
で
あ
り
、
当
時
日
本
語

に
な
い
漢
語
、
つ
ま
り
「
新
語
」
が
多
数
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
漢
語
に

ど
ん
な
音
を
与
え
る
か
に
関
し
て
、漢
字
音
の
揺
れ
が
見
ら
れ
る
。た
と
え
ば
、「
膜
」

に
つ
い
て
、
現
在
は
医
学
用
語
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
が
、
両
『
訳
解
』
に
は
多
数

の
読
み
方
が
現
れ
る
。
「
膜
」
は
『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
「
□一
漢
語
バ
ク
・
呉
音
マ

ク
□二
漢
音
ボ
・
呉
音
モ
」
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
石
黒
『
訳
解
』
に
は
「
脂
膜
」
の

膜
を
「
ボ
」
に
、
「
脂
膜
」
以
外
に
「
胞
膜
」
な
ど
を
す
べ
て
「
マ
ク
」
と
読
ん
で
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い
る
。
高
木
『
訳
解
』
に
は
「
脂
膜
」
を
「
ボ
」
に
、
「
胞
膜
」
を
「
ボ
」
と
「
バ

ク
」
の
二
種
類
、
「
皮
膜
」
を
「
マ
ク
」
に
、
そ
れ
以
外
の
「
膜
」
を
「
バ
ク
」
に

す
る
。
こ
の
よ
う
に
新
語
に
対
し
て
複
数
の
音
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 
 第

六
節 

ま
と
め 

 本
章
で
は
漢
字
音
に
関
す
る
調
査
を
通
し
て
、
両
『
訳
解
』
に
お
け
る
漢
字
音
の

揺
れ
の
状
態
が
確
認
で
き
た
。
方
法
と
し
て
は
、
現
在
と
異
な
る
漢
字
音
を
最
初
に

抽
出
し
、
そ
の
字
で
構
成
さ
れ
る
漢
語
を
す
べ
て
集
め
た
。
ま
た
、
両
書
に
あ
る
同

一
漢
語
に
異
な
る
漢
字
音
を
あ
て
て
い
る
も
の
も
集
め
、
一
方
が
漢
音
で
他
方
が
呉

音
の
よ
う
に
分
類
を
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
両
書
に
お
い
て
漢
音
と
呉
音
の
揺
れ
が
一
番
多
く
、
そ
の
よ
う
な
揺

れ
は
高
木
『
訳
解
』
の
方
が
石
黒
『
訳
解
』
よ
り
激
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、

呉
音
と
漢
音
の
以
外
に
漢
音
と
漢
音
、
漢
音
と
慣
用
音
な
ど
多
用
な
揺
れ
も
両
『
訳

解
』
に
見
ら
れ
る
。 

 

最
後
に
、
両
『
訳
解
』
に
見
ら
れ
る
漢
字
音
の
揺
れ
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に

分
類
し
た
。 

 

（
一
） 

古
い
音
の
位
相
の
区
別
が
な
く
な
っ
て
併
用
す
る
も
の 

（
二
） 

古
い
音
に
新
し
い
別
の
音
を
与
え
て
併
用
す
る
も
の 

（
三
） 

新
語
に
複
数
の
音
が
併
用
す
る
も
の 

こ
の
三
分
類
は
単
純
で
は
な
く
、
（
一
）
と
（
二
）
が
絡
ん
で
い
た
も
の
が
あ
る

こ
と
も
わ
か
っ
た
。 

 

そ
れ
に
加
え
て
、
石
黒
『
訳
解
』
に
は
「
頭
」
で
構
成
す
る
漢
語
の
意
味
に
よ
っ

て
漢
音
と
呉
音
を
区
別
し
て
漢
字
音
を
与
え
る
例
が
見
ら
れ
る
。人
体
部
位
の「
頭
」

と
関
係
す
る
も
の
を
「
ヅ
」
で
読
む
が
、
物
の
端
を
表
す
漢
語
「
気
管
頭
」
や
「
眉

頭
」
な
ど
を
「
ト
ウ
」
で
読
む
例
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
漢
音
と
呉
音
の
揺
れ

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。 

 

【
注
】 

 

（
注
一
） 

小
倉
肇
著
『
日
本
呉
音
の
研
究
』
は
法
華
経
音
義
三
三
本
、
法
華
経

字
音
点
九
本
を
資
料
と
し
て
、
呉
音
を
蒐
集
・
整
理
し
、
総
合
的
な
分

析
を
行
っ
て
い
る
。 

（
注
二
） 

掲
出
語
と
引
用
内
容
は
旧
字
体
に
す
る
。
ま
た
、
句
読
点
を
省
略
す

る
。
以
下
は
同
じ
で
あ
る
。 
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第
六
章 

幕
末
明
治
期
に
お
け
る
漢
訳
洋
書
の
受
容 

第
一
節 
は
じ
め
に 

第
二
章
で
は
『
全
体
新
論
訳
解
』
は
『
全
体
新
論
』
の
和
訳
書
と
し
て
書
誌
の
情

報
を
紹
介
し
て
お
り
、
す
な
わ
ち
『
全
体
新
論
』
の
日
本
受
容
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
第
三
章
で
は
主
に
現
存
本
調
査
を
通
し
て
、『
全

体
新
論
』
と
『
全
体
新
論
訳
解
』
の
使
用
実
態
を
分
析
し
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

『
全
体
新
論
』
の
受
容
の
理
解
が
さ
ら
に
深
ま
っ
た
。
第
四
章
と
第
五
章
で
は
『
全

体
新
論
訳
解
』
の
振
り
仮
名
お
よ
び
振
り
仮
名
で
反
映
す
る
漢
音
と
呉
音
の
揺
れ
と

い
う
明
治
初
期
の
日
本
語
の
実
態
を
考
察
し
た
。
こ
れ
は
、『
全
体
新
論
』
の
原
本
を

ど
の
よ
う
に
翻
訳
し
受
容
し
た
の
か
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
っ
た
。
以
上
の
章
を
受

け
て
本
章
で
は
、
さ
ら
に
漢
訳
洋
書
の
受
容
と
い
う
視
点
か
ら
『
訳
解
』
を
捉
え
、

『
全
体
新
論
』
の
受
容
を
考
察
す
る
。 

明
治
時
代
は
、
日
本
が
積
極
的
に
国
家
の
組
織
か
ら
日
常
の
生
活
様
式
ま
で
、
西

洋
化
を
推
進
し
た
時
代
で
あ
る
。
西
洋
の
科
学
技
術
や
文
化
を
吸
収
す
る
一
つ
の
手

段
と
し
て
洋
書
の
翻
訳
を
行
っ
た
。
こ
の
翻
訳
は
新
事
物
や
新
概
念
を
表
す
西
洋
語

と
対
応
で
き
る
日
本
語
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
煩
雑
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
日
本

人
は
新
語
を
誕
生
さ
せ
る
工
夫
を
し
た
。
そ
の
新
語
の
造
語
法
に
は
三
通
り
の
方
法

が
あ
る
と
飛
田
（
二
〇
〇
二
）
は
指
摘
す
る
。 

新
造
語
―
日
本
人
が
新
し
く
造
語
し
た
も
の
。 

借
用
語
―
中
国
で
活
躍
し
た
欧
米
人
宣
教
師
が
行
っ
た
洋
書
の
中
国
語
訳
を
、

漢
訳
洋
書
や
英
華
辞
典
か
ら
借
用
し
た
も
の
。 

転
用
語
―
日
本
語
に
存
在
す
る
類
義
語
に
新
し
い
意
味
を
付
加
し
て
転
用
し

た
も
の
。 

 

そ
の
う
ち
、
借
用
語
に
な
る
重
要
な
ル
ー
ト
の
一
つ
は
漢
訳
洋
書
で
あ
る
。
一
九

世
紀
初
頭
以
来
、
日
本
周
辺
に
は
出
没
す
る
外
国
船
の
数
が
多
く
な
り
、
開
国
を
要

求
す
る
西
洋
諸
国
の
圧
力
が
日
々
に
増
す
と
い
う
危
機
の
中
で
、
日
本
の
知
識
人
の

間
で
は
、
西
洋
に
関
す
る
西
洋
地
誌
、
西
洋
事
情
の
知
識
が
渇
望
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
よ
う
な
時
期
に
、
長
崎
に
来
港
す
る
中
国
の
貿
易
船
（
唐
船
）
が
舶
来
し
た
漢
訳

洋
書
は
当
然
な
が
ら
日
本
の
知
識
人
に
大
い
に
注
目
さ
れ
、
歓
迎
さ
れ
た
。 

第
二
節 

漢
訳
洋
書
に
つ
い
て 

漢
訳
洋
書
は
当
時
一
歩
先
に
西
洋
文
明
を
吸
収
す
る
門
戸
を
開
い
て
い
た
中
国
に

お
い
て
、
宣
教
師
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
西
洋
文
明
を
紹
介
す
る
書
物
で
あ
る
。
内
容

は
漢
訳
聖
書
、
漢
文
伝
道
書
や
科
学
書
な
ど
で
あ
る
。
飛
田
（
一
九
八
六
）
に
よ
れ
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ば
、
一
六
世
紀
末
以
降
に
来
華
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
に
よ
る
著
述
を
初
期
漢
訳

洋
書
、
一
九
世
紀
以
降
に
来
華
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
に
よ
る
著
述
を
後
期

漢
訳
洋
書
と
呼
び
分
け
て
い
る
。 

陳
（
一
九
九
五
）
で
は
、
日
本
語
へ
の
影
響
関
係
や
時
代
性
な
ど
か
ら
三
期
に
分

け
て
い
る
。 

① 

十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
の
初
頭
ま
で
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
系
の
伝

道
者
に
よ
る
も
の
（
約
四
二
〇
点
） 

② 

一
八
〇
七
年
か
ら
そ
の
末
期
ま
で
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
教
師
に
よ

る
も
の
（
約
千
百
点
） 

③ 

一
八
六
二
年
以
降
に
清
朝
廷
の
主
導
で
設
立
さ
れ
た
外
国
書
翻
訳
機
構

か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
（
約
三
百
点
） 

一 

初
期
漢
訳
洋
書 

本
章
で
は
幕
末
明
治
初
期
に
お
け
る
後
期
漢
訳
洋
書
を
中
心
に
考
察
す
る
目
的
で

あ
る
が
、
漢
訳
洋
書
の
全
体
像
、
特
に
後
期
漢
訳
洋
書
と
の
相
違
点
を
比
較
す
る
た

め
、
こ
こ
で
は
、
初
期
漢
訳
洋
書
に
つ
い
て
も
簡
単
に
紹
介
す
る
。 

陳
（
一
九
九
五
）
の
①
に
該
当
す
る
書
物
は
飛
田
（
一
九
八
六
）
の
述
べ
た
初
期

漢
訳
洋
書
で
あ
る
。
初
期
漢
訳
洋
書
は
宣
教
師
た
ち
個
人
に
よ
る
恣
意
的
な
翻
訳
が

多
く
、
宗
教
関
係
の
著
書
を
は
じ
め
、
天
文
、
地
理
、
数
学
な
ど
の
著
書
に
偏
っ
て

い
る
。 

日
本
で
は
幕
府
の
鎖
国
政
策
の
制
限
で
最
初
に
入
っ
て
き
た
西
洋
の
学
術
知
識
は

断
片
的
で
あ
っ
た
。
八
代
将
軍
吉
宗
の
時
代
に
な
る
と
、
殖
産
興
業
政
策
の
推
進
に

従
い
、
漢
訳
さ
れ
た
西
洋
書
に
対
す
る
輸
入
制
限
が
緩
和
さ
れ
、
一
部
の
キ
リ
ス
ト

教
関
連
書
を
除
い
て
殖
産
興
業
に
役
立
つ
科
学
書
な
ど
の
書
物
が
多
く
輸
入
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
漢
訳
西
洋
書
の
輸
入
に
従
い
、
各
地
で
西
洋
書
の
内
容
研
究
と
と

も
に
西
洋
書
自
体
の
翻
訳
作
業
が
進
め
ら
れ
、新
し
い
学
問
と
し
て
の
発
展
を
遂
げ
、

蘭
学
の
発
展
を
推
進
し
た
。 

言
い
換
え
れ
ば
、
初
期
漢
訳
洋
書
は
蘭
学
者
た
ち
の
基
本
参
考
書
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
飛
田
（
一
九
八
六
）
で
は
『
職
方
外
紀
』（
艾
儒
略
）、

『
西
学
凡
』（
同
上
）、『
坤
輿
図
説
』（
南
懐
仁
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
語
彙

継
承
の
面
か
ら
言
え
ば
、
天
文
、
地
理
、
数
学
の
関
係
語
彙
が
中
国
で
は
発
達
す
る

一
方
で
、
日
本
で
は
「
赤
道
」、「
天
体
」
の
よ
う
な
地
理
用
語
、「
幾
何
」
の
よ
う
な

数
学
用
語
な
ど
が
早
く
入
っ
て
い
る
（
注
一
）
。 

二 

後
期
漢
訳
洋
書 

一
九
世
紀
に
輸
入
さ
れ
た
著
述
を
指
し
、
陳
（
一
九
九
五
）
の
②
と
③
に
あ
た
る
。

最
初
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
で
あ
る
ロ
バ
ー
ト
・
モ
リ
ソ
ン
（R

o
b
e
rt 

E
.M

orriso
n

, 

一
七
八
二~

一
八
三
四
）
が
広
州
で
活
動
を
開
始
し
た
一
八
〇
七
年
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か
ら
十
九
世
紀
末
期
ま
で
に
、
宣
教
師
に
よ
る
出
版
活
動
と
清
政
府
主
導
に
よ
る
宣

教
師
の
翻
訳
活
動
で
出
版
し
た
書
物
を
指
す
。
一
九
世
紀
初
頭
、
百
年
以
上
の
禁
教

が
緩
和
さ
れ
、
布
教
活
動
が
再
開
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師

は
文
書
伝
道
と
と
も
に
宗
教
以
外
の
著
述
の
出
版
に
力
を
入
れ
た
。
そ
の
後
、
宣
教

師
が
清
政
府
に
雇
わ
れ
、「
洋
務
」
の
ニ
ー
ズ
に
従
い
翻
訳
を
行
っ
た
。
後
期
漢
訳
洋

書
は
初
期
漢
訳
洋
書
よ
り
さ
ら
に
内
容
範
囲
は
広
く
、
内
容
記
述
は
よ
り
専
門
的
な

書
物
と
な
っ
て
い
る
。 

 (

１) 

宣
教
師
た
ち
の
自
ら
の
出
版
活
動
に
よ
る
も
の 

宣
教
師
た
ち
は
個
人
的
に
、
あ
る
い
は
教
会
団
体
に
よ
り
、
布
教
意
向
を
中
心
に

著
述
を
し
た
。
ま
た
、
ア
ヘ
ン
戦
争
を
境
に
、
宣
教
師
た
ち
の
活
動
の
範
囲
と
規
模

が
相
当
異
な
る
。 

ア
ヘ
ン
戦
争
ま
で
に
、
宣
教
師
の
布
教
活
動
が
清
政
府
に
禁
止
さ
れ
た
た
め
、
南

洋
の
「
馬
六
甲
、
巴
達
維
亜
、
新
加
坡
」
に
基
地
を
設
立
し
、
印
刷
所
を
設
置
し
た
。

熊
月
之
（
一
九
九
四
）『
西
学
東
漸
与
晩
清
社
会
』
に
よ
る
と
、
一
八
一
一
年
か
ら
一

八
四
二
年
に
か
け
、
出
版
さ
れ
た
新
聞
・
雑
誌
、
洋
学
書
は
一
三
八
種
（
字
書
類
を

含
ま
な
い
）
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
そ
の
内
、
宗
教
関
係
一
〇
六
種
、
世
界
史
、
地
理
、

科
学
知
識
関
係
の
も
の
は
三
二
種
で
あ
る
（
注
二
）
。 

ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
香
港
が
割
譲
さ
れ
、
広
州
、
福
州
、
廈
門
、
寧
波
、
上
海
の
五

つ
の
港
が
開
港
し
た
。
こ
の
開
国
に
従
い
、
外
国
人
の
来
訪
、
宣
教
師
布
教
な
ど
の

制
限
が
緩
和
さ
れ
、
宣
教
師
た
ち
は
布
教
の
基
地
を
こ
れ
ら
の
都
市
に
移
転
し
た
。

そ
の
後
、
上
海
墨
海
書
館
の
成
立
に
よ
っ
て
は
宣
教
師
に
よ
る
出
版
事
業
が
一
層
活

発
に
な
っ
た
。
宣
教
師
と
中
国
文
化
人
の
協
力
に
よ
っ
て
漢
訳
洋
書
の
出
版
や
再
版

が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
熊
月
之
（
一
九
九
四
）
に
よ
る
と
、
ア
ヘ
ン
戦
争
後
か
ら
一

八
六
〇
年
ま
で
、漢
訳
洋
書
は
約
四
三
四
種
出
版
さ
れ
、宗
教
関
係
が
約
三
二
九
種
、

科
学
関
係
が
一
〇
五
種
に
達
し
て
い
る
。
宣
教
師
に
よ
る
出
版
は
宗
教
関
係
が
圧
倒

的
に
多
い
が
、
科
学
関
係
の
書
物
も
四
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
西
洋
国
家
の
政
治

や
社
会
を
紹
介
す
る
内
容
も
わ
ず
か
な
が
ら
見
ら
れ
る
。 

 (

２)  

「
洋
務
派
」
主
導
の
翻
訳
事
業 

一
八
六
二
年
七
月
に
北
京
で
最
初
の
官
立
洋
学
校
で
あ
る
京
師
同
文
館
が
創
立
さ

れ
た
。
そ
こ
で
一
八
六
四
年
に
『
万
国
公
法
』
が
刊
行
さ
れ
、
洋
書
の
翻
訳
が
幕
を

開
け
た
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
教
師
と
学
生
ら
向
け
に
漢
訳
あ
る
い
は
編
集
し
た
も
の

と
教
師
個
人
の
著
述
か
ら
な
る
書
物
は
、
合
わ
せ
て
三
〇
種
類
に
達
し
て
い
る
。
内

容
と
し
て
は
法
律
、
天
文
、
数
学
な
ど
が
含
ま
れ
、
国
際
法
が
多
い
点
が
特
徴
で
あ

る
（
注
三
）
。 

一
八
六
三
年
に
な
る
と
、
上
海
広
方
言
館
に
翻
訳
館
が
設
置
さ
れ
、
一
八
六
九
年

に
広
方
言
館
の
名
称
で
江
南
製
造
館
翻
訳
館
の
一
部
に
な
っ
た
（
注
四
）
。
江
南
製
造
館
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翻
訳
館
は
一
八
六
八
年
に
成
立
さ
れ
た
。
こ
の
時
か
ら
、
清
政
府
は
本
格
的
に
西
洋

技
術
な
ど
を
翻
訳
し
始
め
る
。
江
南
製
造
局
翻
訳
館
は
一
九
世
紀
の
中
国
に
お
い
て

最
大
の
洋
書
を
翻
訳
す
る
官
営
翻
訳
機
構
で
あ
っ
た
と
い
う
（
注
五
）

。
宣
教
師
の
口
述

と
中
国
文
化
人
の
筆
録
と
い
う
共
同
翻
訳
に
よ
り
、
大
量
の
西
洋
書
物
の
翻
訳
を
完

成
し
た
。
王
（
一
九
九
五
）
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
二
年
ま
で
に
二
四
一
種
（
四

〇
種
の
未
刊
）の
洋
書
が
訳
出
さ
れ
た
。翻
訳
内
容
は
洋
務
派
官
僚
の
意
向
に
従
い
、

応
用
技
術
、
製
造
関
係
、
自
然
科
学
の
図
書
が
中
心
と
な
り
、
西
洋
の
政
治
、
歴
史

と
外
交
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
江
南
製
造
局
翻
訳
館
に
お
け
る
翻
訳
書
物
の
質
と
量

は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
『
万
国
公
法
』、『
化
学
鑑
原
』
な
ど
の
著
書
は
日
本
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
代
表
的
な
書
物
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

（
３
） 

漢
訳
洋
書
の
日
本
流
入 

一
九
世
紀
の
前
半
ま
で
、
日
本
人
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
書
籍
を
通
し
て
西
洋
文
化
科

学
を
学
ん
で
い
た
。
そ
の
後
、
日
本
の
蘭
学
者
が
オ
ラ
ン
ダ
語
の
科
学
技
術
と
医
学

な
ど
の
書
籍
を
翻
訳
し
た
が
、
蘭
学
か
ら
得
ら
れ
る
知
識
は
限
ら
れ
て
い
る
。
日
本

は
開
国
を
迫
ら
れ
、
幕
末
の
日
本
人
が
世
界
を
知
り
西
洋
文
化
を
学
ぶ
こ
と
を
熱
望

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
語
は
難
解
で
、
蘭
学
者
が
翻
訳
す
る
の
も
か

な
り
困
難
で
あ
り
、
訳
文
も
難
解
で
わ
か
り
に
く
か
っ
た
。
一
方
、
中
国
で
は
洋
書

が
す
で
に
宣
教
師
に
よ
っ
て
数
多
く
翻
訳
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
、
漢
文
書
籍
は
日

本
の
知
識
人
が
閲
覧
し
理
解
で
き
る
。
そ
こ
で
、
漢
訳
洋
書
の
伝
来
は
、
西
洋
の
新

知
識
を
学
び
た
い
日
本
人
に
と
っ
て
近
道
と
な
っ
た
。
も
う
一
つ
の
要
因
は
、
中
国

と
日
本
と
の
長
い
歴
史
は
あ
る
文
化
交
流
を
通
し
て
、
生
活
習
慣
や
社
会
組
織
な
ど

に
対
す
る
共
感
を
持
っ
て
き
た
た
め
、
中
国
の
事
情
に
合
わ
せ
た
漢
訳
洋
書
は
日
本

人
に
と
っ
て
も
理
解
し
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本

は
西
洋
文
化
を
取
り
入
れ
始
め
た
時
、
漢
訳
洋
書
に
対
す
る
依
存
度
が
高
か
っ
た
の

で
あ
る
。 

そ
れ
ら
の
漢
訳
洋
書
の
購
入
ル
ー
ト
は
種
々
で
あ
る
。
開
国
後
、
外
国
人
が
入
国

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
直
接
中
国
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
も
あ
る
。
中
国
と
貿
易

を
通
し
て
、
購
入
し
た
ル
ー
ト
も
あ
る
。
も
う
一
つ
は
政
府
の
官
人
が
視
察
す
る
時

に
買
い
集
め
た
ル
ー
ト
で
あ
る
。
陳
（
二
○
○
○
）
は
日
本
外
務
省
の
高
官
で
あ
る

柳
原
前
光
が
上
海
製
造
局
翻
訳
館
の
漢
訳
洋
書
を
購
入
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
購
入

後
、
そ
れ
ら
を
翻
訳
し
た
り
、
訓
点
を
つ
け
て
刊
行
し
た
り
、
和
訳
し
た
り
し
て
広

く
流
布
さ
せ
た
。
原
本
刊
行
と
和
刻
本
刊
行
と
の
時
期
が
、
極
め
て
近
い
こ
と
か
ら

も
、
多
く
の
人
々
が
如
何
に
西
洋
事
情
を
渇
望
し
て
い
た
の
か
が
わ
か
る
。 

八
耳
「
目
録
」
に
記
載
さ
れ
る
漢
訳
洋
書
の
出
版
情
報
を
見
る
と
、
明
治
維
新
後

に
、
中
国
の
漢
訳
洋
書
に
対
す
る
依
存
は
減
ら
ず
、
和
刻
本
と
和
訳
書
の
刊
行
も
続

け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
日
本
近
代
の
初
期

に
お
い
て
、
西
洋
事
情
の
摂
取
に
は
、
漢
訳
洋
書
が
大
い
に
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。 
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第
三
節 

漢
訳
洋
書
の
受
容
に
関
す
る
先
行
研
究 

後
期
漢
訳
洋
書
は
前
期
よ
り
専
門
分
野
が
広
く
、訓
点
を
付
け
て
翻
刻
出
版
さ
れ
、

日
本
の
近
代
化
へ
の
啓
蒙
書
と
し
て
使
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
書
物
に
よ
っ
て
英
語

な
ど
の
西
洋
語
を
直
接
読
め
な
く
て
も
、
漢
文
の
素
養
の
高
い
日
本
人
は
漢
文
を
通

し
て
西
洋
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
文
明
開
化
の
た
め

の
啓
蒙
に
与
え
た
影
響
は
少
な
く
な
い
。 

ま
た
、
後
期
漢
訳
洋
書
は
中
国
語
の
近
代
新
語
の
産
出
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
。
そ
れ
ら
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
新
事
物
や
新
概
念
を
表
す
近
代
漢
語

語
彙
が
そ
の
ま
ま
日
本
語
に
受
け
入
れ
ら
れ
、「
新
漢
語
」
と
な
る
。
日
本
近
代
語
の

成
立
も
こ
う
し
た
中
国
経
由
の
洋
学
受
容
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。
幕
末
・
明

治
初
期
に
お
い
て
欧
米
の
文
献
を
漢
訳
し
た
書
物
の
流
入
が
日
本
語
の
近
代
化
に
影

響
を
与
え
た
。 

後
期
漢
訳
洋
書
の
日
本
と
中
国
と
両
方
の
近
代
語
へ
の
影
響
を
考
え
、
本
節
で
は

後
期
漢
訳
洋
書
を
中
心
に
取
り
扱
う
こ
と
に
す
る
。
以
下
の
漢
訳
洋
書
は
特
に
後
期

漢
訳
洋
書
を
指
す
。 

本
研
究
と
深
い
関
係
を
持
つ
先
行
研
究
は
ま
ず
八
耳
俊
文
氏
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

て
き
た
漢
訳
洋
書
の
基
本
的
な
資
料
調
査
で
あ
る
。
氏
の
『
19
世
紀
漢
訳
洋
書
及
び

和
刻
本
所
在
目
録
」
に
は
、
一
五
六
点
の
漢
訳
洋
書
の
所
在
と
書
誌
情
報
、
漢
訳
洋

書
の
和
刻
本
や
和
訳
本
な
ど
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
理
学
が
一
番
多
く
、
次

い
で
化
学
、
定
期
刊
行
物
、
医
学
、
地
質
地
理
な
ど
の
科
学
関
係
書
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
が
、『
万
国
公
法
』
な
ど
少
数
の
科
学
関
係
以
外
の
書
物
も
含
ま
れ
る
。 

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
日
本
に
お
け
る
漢
訳
洋
書
の
受
容
研
究
は
多
い
。
分

野
別
に
は
、
荒
川
清
秀
氏
の
地
理
学
に
関
す
る
研
究
、
沈
国
威
氏
の
医
学
用
語
の
研

究
が
あ
る
。
そ
れ
に
、
陳
力
衛
氏
に
よ
る
一
連
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

前
述
し
た
よ
う
に
、
陳
（
一
九
九
五
）
は
漢
訳
洋
書
の
流
入
を
三
期
に
分
け
る
。

さ
ら
に
、
日
本
語
研
究
の
た
め
、 (

１)

中
国
で
刊
行
さ
れ
た
漢
訳
洋
書
の
リ
フ
ト
ア

ッ
プ
、(

２)

日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
か
、
和
刻
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
の
調
査
、(

３)

漢
訳
洋
書
に
近
代
日
本
語
の
出
自
調
査
、
の
よ
う
な
不
可
欠
の
作
業
が
三
つ
あ
る
と

述
べ
る
。 

さ
ら
に
、
陳
（
二
〇
〇
五
）
は
『
博
物
新
編
』
に
お
け
る
「
加
点
本
」、「
和
訳
本
」、

「
別
本
」、「
字
引
」
の
基
本
四
系
統
、
各
系
統
の
版
本
の
相
互
関
係
を
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
新
概
念
に
関
す
る
日
中
間
の
受
容
相
違
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。 

一
方
、
陳
（
二
〇
一
三
）
は
近
代
日
本
語
の
形
成
と
中
国
語
へ
の
逆
輸
入
の
視
点

で
、
漢
訳
『
万
国
公
法
』
か
ら
和
訳
『
国
際
法
』
へ
の
受
容
過
程
を
論
じ
て
い
る
。

こ
の
研
究
で
注
目
す
べ
き
は
、
漢
訳
版
『
万
国
公
法
』
と
そ
れ
以
降
の
数
多
く
の
版

本
を
四
つ
の
テ
キ
ス
ト
系
統
（
漢
訳
版
系
統
、
原
著
の
直
接
翻
訳
系
統
、
非
ホ
イ
ー

ト
ン
（『
万
国
公
法
』
の
著
者
）
系
統
、
ほ
か
の
関
係
書
）
に
ま
と
め
、
各
系
統
の
訳
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語
特
徴
お
よ
び
相
互
の
影
響
関
係
を
論
じ
る
内
容
で
あ
る
。 

陳
力
衛
氏
の
研
究
は
漢
訳
洋
書
の
日
本
受
容
過
程
、
特
に
代
表
の
漢
訳
洋
書
に
お

け
る
系
統
の
ま
と
め
、
漢
訳
洋
書
に
現
れ
る
語
彙
に
つ
い
て
の
受
容
状
態
を
述
べ
る

点
が
顕
著
な
成
果
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
、
漢
訳
洋
書
の
研
究
は
主
に
書
誌
的
研
究
と
漢
語
の
受

容
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
伝
来
に
従
い
、
漢

訳
洋
書
は
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
、ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
の
か
、日
本
語
の
語
彙
、

文
法
、
文
章
の
文
体
な
ど
が
ど
う
い
う
影
響
を
受
け
た
の
か
と
い
っ
た
受
容
過
程
に

つ
い
て
の
系
統
的
な
研
究
は
ま
だ
整
っ
て
い
な
い
。 

そ
こ
で
、
次
の
第
四
節
と
第
五
節
は
漢
訳
洋
書
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
、
次
の
二
点

か
ら
漢
訳
洋
書
の
受
容
実
態
を
考
察
す
る
。
一
つ
は
『
全
体
新
論
』
に
お
け
る
医
学

用
語
の
受
容
実
態
を
考
察
す
る
。
も
う
一
つ
は
『
全
体
新
論
』
の
受
容
に
関
す
る
調

査
結
果
を
ま
と
め
、
そ
の
受
容
過
程
を
検
討
す
る
。 

第
四
節 

『
全
体
新
論
』
に
お
け
る
医
学
用
語
の
受
容 

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
全
体
新
論
』
は
西
洋
の
解
剖
生
理
学
を
紹
介
し
た
も

の
で
あ
り
、
医
学
用
語
が
多
数
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ホ
ブ
ソ
ン
は
当
時
中
国
医
学
に

お
い
て
解
剖
知
識
の
不
足
や
間
違
い
な
ど
に
気
付
き
、
西
洋
の
新
た
な
医
学
知
識
を

中
国
に
も
た
ら
し
た
。
さ
ら
に
相
応
し
い
医
学
用
語
を
追
求
し
、『
全
体
新
論
』
の
医

学
用
語
の
選
用
や
創
出
を
工
夫
し
た
。
用
語
に
つ
い
て
、『
全
体
新
論
』
の
例
言
に
次

の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。（
括
弧
に
示
す
解
釈
は
石
黒
『
訳
解
』
の
例
言
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。） 

 

・
是
書
全
体
名
目
甚
多
、
其
爲
中
土
所
無
者
間
作
以
新
名
、
務
取
名
実
相
符
、
閲

者
望
毋
以
生
造
見
葉 

（
是
書
全
体
ノ
名
目
甚
ダ
多
シ
。
其
中
土
ニ
無
キ
所
ノ
モ
ノ
ハ
。
間
作
ル
ニ

新
名
ヲ
以
ス
。
務
メ
テ
名
実
相
符
フ
ヲ
取
ル
。
閲
覧
望
ム
ラ
ク
ハ
生
造
ヲ
以

テ
棄
テ
ラ
ル
ル
コ
ト
毋
レ
） 

 

・
是
書
文
意
、
其
与
中
国
医
書
暗
合
者
、
間
或
引
用
数
語
、
其
不
合
者
不
敢
混
入 

 
 
 

（
是
書
文
意
。
其
中
国
ノ
医
書
ト
暗
合
ス
ル
者
ハ
。
間
或
ハ
数
語
ヲ
引
用
ス
。

其
合
ハ
ザ
ル
者
ハ
敢
テ
混
入
セ
ズ
） 

 

こ
の
よ
う
に
ホ
ブ
ソ
ン
は
『
全
体
新
論
』
に
人
体
に
関
す
る
名
称
が
多
く
存
在
し
、

そ
の
う
ち
、
当
時
中
国
に
存
在
し
な
か
っ
た
名
称
を
で
き
る
限
り
相
応
し
い
新
た
な

名
称
で
命
名
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
の
従
来
の
医
学
書
に
あ
る
既

存
の
名
称
に
該
当
す
る
内
容
と
一
致
し
た
も
の
の
み
を
選
び
、「
数
語
」
を
引
用
し

た
と
も
述
べ
て
い
る
。 



95 

 

一 

医
学
用
語
の
抽
出 

本
節
で
は
ホ
ブ
ソ
ン
が
用
い
た
用
語
を
分
析
し
、
そ
の
用
語
の
由
来
や
特
徴
を
分

析
す
る
。
そ
の
た
め
、「
～
骨
」
に
関
す
る
名
称
を
抽
出
し
た
と
こ
ろ
次
の
九
〇
語
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。（
配
列
は
出
現
順
に
従
う
。） 

 

二
字
語
（
三
八
語
）： 

脆
骨
、
交
骨
、
頭
骨
、
面
骨
、
額
骨
、
枕
骨
、
顴
骨
、
胸
骨
、
頸
骨
、
脊
骨
、

背
骨
、
腰
骨
、
脇
骨
、
横
骨
、
臂
骨
、
臑
骨
、
手
骨
、
肱
骨
、
掌
骨
、
腕
骨
、

指
骨
、
胯
骨
、
坐
骨
、
髀
骨
、
臏
骨
、
胻
骨
、
踭
骨
、
肘
骨
、
足
骨
、
趾
骨
、

股
骨
、
脚
骨
、
肋
骨
、
頷
骨
、
尾
骨
、
椎
骨
、
砧
骨
、
珠
骨 

三
字
語
（
四
三
語
）： 

跨
盆
骨
、
顱
頂
骨
、
耳
門
骨
、
蚨
蝶
骨
（
蝴
蝶
骨
）、
鎖
子
骨
、
馬
乳
骨
、
錐

頴
骨
、
水
泡
骨
、
鼻
梁
骨
、
涙
管
骨
、
犁
頭
骨
、
上
腭
骨
、
弔
鐘
骨
、
上
柱
骨
、

飯
匙
骨
、
肩
胛
骨
、
上
臂
骨
、
下
頷
骨
、
正
肘
骨
、
転
肘
骨
、
下
臂
骨
、
手
腕

骨
、
手
掌
骨
、
尾
骶
骨
、
尾
閭
骨
、
大
腿
骨
、
太
楗
骨
、
大
髀
骨
、
膝
蓋
骨
、

小
腿
骨
、
輔
腿
骨
、
労
堂
骨
、
足
拗
骨
、
脚
跟
骨
、
前
掌
骨
、
大
趾
骨
、
目
窠

骨
、
小
珠
骨
、
馬
鐙
骨
、
螺
紋
骨
、
眼
窠
骨
、
牙
床
骨
、
右
胯
骨 

四
字
語
（
九
語
）： 

上
水
泡
骨
、
下
牙
床
骨
、
鼻
孔
間
骨
、
鼻
孔
底
骨
、
上
牙
床
骨
、
水
泡
上
骨
、

下
水
泡
骨
、
眼
稜
上
骨
、
眼
稜
下
骨 

 

抽
出
し
た
こ
れ
ら
の
語
彙
が
ホ
ブ
ソ
ン
に
よ
る
造
語
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

『
大
漢
和
辞
典
』、『
漢
語
大
詞
典
』
や
中
国
の
医
学
書
『
医
宗
金
鑑
』（
注
六
）

を
調
べ
、

結
果
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
用
語
が
既
存
の
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

 

二
字
語
（
二
八
語
）：
脆
骨
、
交
骨
、
頭
骨
、
面
骨
、
額
骨
、
枕
骨
、
顴
骨
、

胸
骨
、
頸
骨
、
脊
骨
、
背
骨
、
腰
骨
、
横
骨
、
臂
骨
、
臑

骨
、
掌
骨
、
腕
骨
、
指
骨
、
胯
骨
、
髀
骨
、
臏
骨
、
胻
骨
、

足
骨
、
股
骨
、
肋
骨
、
尾
骨
、
肘
骨
、
趾
骨 

三
字
語
（
一
二
語
）：
耳
門
骨
、
鎖
子
骨
、
鼻
梁
骨
、
膝
蓋
骨
、
肩
胛
骨
、
大

腿
骨
、
太
楗
骨
、
尾
骶
骨
、
尾
閭
骨
、
小
腿
骨
、
労
堂
骨
、

牙
床
骨 

四
字
語
（
一
語
）：
下
牙
床
骨 

 

ホ
ブ
ソ
ン
は
、
二
字
語
に
つ
い
て
既
存
の
用
語
を
大
量
に
採
用
し
、
漢
方
（
中
国

医
学
）
の
伝
統
を
尊
重
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
方
、
二
字
語
に
は
ホ
ブ
ソ

ン
自
ら
に
よ
る
造
語
が
わ
ず
か
に
あ
る
が
、
三
字
語
以
上
を
見
る
と
、
既
存
の
二
字

語
を
基
礎
に
し
、
三
字
語
と
四
字
語
を
大
量
に
創
出
し
た
こ
と
は
ホ
ブ
ソ
ン
造
語
の
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特
色
の
一
つ
で
あ
る
。 

典
拠
不
明
の
用
語
は
「
坐
骨
、
蚨
蝶
骨
、
犁
頭
骨
、
上
臂
骨
」
の
四
語
で
あ
り
、

こ
れ
ら
は
ホ
ブ
ソ
ン
の
造
語
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
中
国
医
学
に

は
寛
骨
の
後
下
部
を
占
め
、
閉
鎖
孔
を
囲
む
部
位
の
骨
に
つ
い
て
は
独
立
し
た
名
称

が
な
か
っ
た
の
で
、
ホ
ブ
ソ
ン
は
「
此
骨
乗
於
椅
上
故
名
坐
骨
」
と
い
う
よ
う
に
、

こ
の
骨
に
関
し
て
ホ
ブ
ソ
ン
の
『
医
学
英
華
字
釈
』
に
あ
るsittin

g
 b

on
e

を
「
坐

骨
」
と
直
訳
し
命
名
し
て
い
る
。「
蚨
蝶
骨
」
と
い
う
名
称
の
下
に
割
注
「
中
土
無
名

故
云
」
と
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
中
国
に
こ
の
骨
の
名
前
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
ホ
ブ
ソ
ン
は
こ
の
骨
の
名
称
を
創
出
す
る
前
に
、
中
国
語
に
既

に
名
前
が
あ
る
か
ど
う
か
ま
ず
確
認
し
て
お
り
、
中
国
の
伝
統
的
な
用
語
を
重
ん
じ

た
と
思
わ
れ
る
。「
犁
頭
骨
」
と
い
う
訳
名
は
本
文
に
「
西
国
名
之
曰
～
、
像
其
形
也
」

の
よ
う
に
こ
の
骨
の
名
前
の
由
来
を
述
べ
る
。「
犁
頭
骨
」
は
『
医
学
英
華
字
釈
』
に

よ
り
、
英
語th

e
 v

om
er

の
訳
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
現
在
「
鋤
骨
」
と
い
う
。

「
上
臂
骨
」
を
ホ
ブ
ソ
ン
の
造
語
と
判
断
す
る
の
は
「
～
古
名
臑
骨
又
名
肱
骨
」
の

よ
う
に
ひ
じ
の
旧
名
で
あ
る
「
臑
骨
」
と
「
肱
骨
」
を
載
せ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

こ
こ
か
ら
見
る
と
、
ホ
ブ
ソ
ン
は
中
国
語
の
医
学
伝
統
を
重
ん
じ
る
一
方
、
理
解
し

や
す
い
通
俗
的
な
用
語
を
作
り
出
し
て
伝
統
医
学
の
用
語
に
局
限
さ
れ
な
い
よ
う
に

工
夫
し
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

 

上
記
の
よ
う
に
、
ホ
ブ
ソ
ン
は
『
全
体
新
論
』
を
執
筆
す
る
際
に
、
骨
に
関
す
る

名
称
を
既
存
の
語
か
ら
用
い
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
が
、
中
国
の
伝
統
医
学
に
な
い

も
の
に
つ
い
て
は
自
ら
語
を
作
っ
た
。
二
字
語
に
つ
い
て
は
既
存
の
語
か
ら
多
く
採

用
し
た
が
、
三
字
語
以
上
の
語
は
既
存
の
二
字
語
を
土
台
に
し
て
創
出
し
た
も
の
も

あ
る
。
ま
た
、
西
洋
医
学
用
語
か
ら
直
訳
す
る
訳
法
を
用
い
た
。
た
だ
し
、「
上
臂
骨
」

の
よ
う
な
典
拠
不
明
の
用
語
は
既
存
の
語
で
あ
る
の
か
、
ホ
ブ
ソ
ン
に
よ
る
造
語
な

の
か
、
更
な
る
資
料
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。 

二 

『
全
体
新
論
訳
解
』
二
種
に
お
け
る
医
学
用
語
の
受
容
様
相 

前
述
は
主
に
『
全
体
新
論
』
の
医
学
用
語
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
次
は
二
種
の

『
訳
解
』
に
お
け
る
『
全
体
新
論
』
の
医
学
用
語
の
受
容
状
況
を
考
察
す
る
。 

石
黒
『
訳
解
』
は
漢
文
訓
読
体
で
あ
り
、
高
木
『
訳
解
』
は
漢
文
訓
読
調
の
翻
訳

で
あ
る
た
め
、
文
体
の
違
い
に
よ
り
語
彙
の
翻
訳
も
異
な
る
。
前
掲
の
抽
出
し
た
語

彙
を
両
書
の
翻
訳
と
比
較
す
る
と
、
各
書
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。 

石
黒
『
訳
解
』
に
お
い
て
、
医
学
用
語
の
漢
字
表
記
は
ほ
と
ん
ど
『
全
体
新
論
』

と
一
致
し
、
そ
の
ま
ま
訳
さ
れ
て
い
る
。
例
外
と
し
て
、「
鼻
孔
間
骨
」
に
つ
い
て
、

初
め
は
「
鼻
孔
ノ
間
骨
」
の
よ
う
に
句
の
形
で
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
「
鼻

孔
間
骨
」
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
和
刻
本
『
全
体
新
論
』
に
お
け
る
「
鼻
孔
間

骨
」
を
確
認
し
た
結
果
、「
鼻-

孔
間-

骨
」
と
「
鼻-

孔-

間-

骨
」
と
い
っ
た
よ
う
に
相

違
す
る
合
符
が
現
れ
て
い
る
。
こ
の
合
符
の
違
い
は
二
種
の
訳
語
を
示
し
て
い
る
と
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考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
前
掲
の
九
〇
語
の
う
ち
、
六
〇
語
に
振
り
仮
名
が
一
つ
の
み

付
さ
れ
、
四
語
に
左
右
両
側
の
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
に
対
し
、
高
木
『
訳
解
』
に
お
い
て
は
、
そ
の
九
〇
語
に
対
す
る
翻
訳
が
複

雑
な
形
を
呈
し
て
い
る
。
ま
ず
訳
さ
れ
た
医
学
用
語
の
表
記
か
ら
見
よ
う
。
二
字
語

の
「
脆
骨
」
は
「
脆
骨
」
と
「
脆
キ
骨
」
と
の
二
種
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外

の
二
字
医
学
用
語
は
そ
の
ま
ま
訳
さ
れ
て
い
る
。
三
字
語
に
つ
い
て
は
、「
上
柱
骨
」

を
「
上
ノ
柱
骨
」
に
、「
尾
骶
骨
」
を
「
尾
骶
ノ
骨
」
と
訳
し
て
い
る
。
四
字
語
に
お

い
て
、「
鼻
孔
間
骨
」
は
は
じ
め
に
「
鼻
孔
ノ
間
ノ
骨
」
と
あ
り
、
そ
の
後
に
現
れ
る

も
の
は
そ
の
ま
ま
「
鼻
孔
間
骨
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。「
鼻
孔
底
骨
」
が
「
鼻
孔
ノ
底

骨
」
の
よ
う
に
訳
さ
れ
た
の
は
四
語
あ
る
。
要
す
る
に
、
高
木
『
訳
解
』
に
お
け
る

三
字
語
以
上
の
訳
語
は
「
ノ
」
で
二
つ
以
上
の
語
を
繋
ぐ
形
に
す
る
も
の
が
多
い
。

一
方
、
高
木
『
訳
解
』
の
医
学
用
語
は
振
り
仮
名
が
多
様
で
あ
る
と
い
う
特
色
が
あ

る
。
次
の
よ
う
な
例
を
見
よ
う
（
注
七
）
。 

 （
１
）
振
り
仮
名
が
一
対
一
（
五
〇
例
） 

①
音
読
み
（
二
五
例
）：
交
骨
（
コ
ウ
コ
ツ
）、
踭
骨
（
ソ
ウ
コ
ツ
）、
坐
骨
（
ザ

コ
ツ
） 

②
訓
読
み
（
二
二
例
）：
脊
骨
（
セ
ボ
ネ
）、
股
骨
（
モ
モ
ノ
○
）、
肘
骨
（
ヒ

ヂ
ホ
ネ
）  

③
音
訓
組
み
合
わ
せ
（
三
例
）：
犁
頭
骨
（
リ
ト
ウ
ノ
○
）（
注
八
）
、
上
牙
床
骨
（
ウ

ヘ
ノ
ハ
ノ
ダ
イ
ノ
ホ
ネ
） 

（
２
）
振
り
仮
名
が
二
つ
以
上
現
れ
る
も
の
（
二
一
例
）：
頸
骨
（
ク
ビ
ノ
○
）（
ケ

フ
コ
ツ)

、
上
臂
骨
（
ウ
ハ
ヒ
ヂ
ノ
○
）（
ウ
ヘ
ノ
ヒ
ヂ
ノ
○
）、
脇
骨
（
ス
ヂ
ホ

ネ
）（
ワ
キ
ボ
ネ
）  

（
３
）
左
右
振
り
仮
名
お
よ
び
そ
の
ど
ち
ら
か
現
れ
る
も
の
（
八
例
）：
額
骨
（
ガ

ク
○
・
ヒ
タ
ヘ
）
→
（
ガ
ク
コ
ツ
）
／
（
ヒ
タ
エ
）、
枕
骨
（
チ
ン
○
・
マ
ク

ラ
○
）
→
（
マ
ク
ラ
ボ
ネ
）
／
（
チ
ン
コ
ツ
）  

 

以
上
の
振
り
仮
名
か
ら
見
る
と
、
高
木
『
訳
解
』
に
も
一
部
の
振
り
仮
名
に
つ
い

て
「
ノ
」
で
繋
ぐ
医
学
用
語
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
医
学
用
語
を
除
き
、
全
般
的
に
見

る
と
、
高
木
『
訳
解
』
の
医
学
用
語
は
術
語
と
し
て
の
要
素
を
備
え
る
。
こ
れ
ら
の

用
語
の
振
り
仮
名
を
見
る
と
、（
１
）
振
り
仮
名
が
一
対
一
の
「
音
読
み
」
と 

、「
訓

読
み
」
の
一
部
は
形
だ
け
で
は
な
く
、
音
と
義
と
も
に
術
語
の
要
素
を
備
え
る
。
一

方
、「
ノ
」
で
繋
ぐ
用
語
は
一
つ
の
漢
字
表
記
語
と
い
う
形
が
あ
っ
て
も
、
振
り
仮
名

で
反
映
す
る
音
と
義
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
厳
密
に
一
つ
の
術
語
と
し
て
は
認
め
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
。 

石
黒
『
訳
解
』
と
高
木
『
訳
解
』
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
石
黒
『
訳
解
』
は
漢

文
訓
読
体
で
あ
る
た
め
、訳
語
は
で
き
る
限
り
漢
文
の
原
本
と
一
致
す
る
形
を
と
る
。
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句
で
は
な
く
、
一
つ
の
語
と
し
て
訳
す
の
は
医
学
用
語
の
翻
訳
に
相
応
し
い
と
考
え

ら
れ
る
が
、
漢
文
に
詳
し
く
な
い
読
者
に
と
っ
て
は
理
解
し
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
高
木
『
訳
解
』
は
漢
文
訓
読
調
の
翻
訳
と
言
っ
て
も
、
漢
文

訓
読
の
訓
法
か
ら
完
全
に
離
れ
た
と
は
言
え
な
い
。学
術
用
語
の
翻
訳
か
ら
見
る
と
、

形
は
原
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
多
様
な
振
り
仮
名
に
よ
っ
て
、
医
学
専
門
書
と
し
て

の
難
解
さ
を
緩
和
し
、
解
剖
学
の
初
心
者
向
け
の
翻
訳
書
を
想
定
し
て
こ
れ
ら
の
作

業
を
行
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

三 

『
全
体
新
論
』
の
医
学
用
語
の
日
本
で
の
受
容 

（
一
）『
医
語
類
聚
』
の
受
容
様
相 

『
全
体
新
論
』
は
日
本
に
伝
来
し
、
医
学
書
と
し
て
広
く
学
習
さ
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
造
語
が
日
本
で
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て

分
析
す
る
。 

明
治
初
期
の
日
本
で
は
オ
ラ
ン
ダ
医
学
が
退
潮
期
を
迎
え
、
主
流
は
英
米
医
学
に

な
っ
た
。
英
米
医
学
の
発
展
に
従
い
、
医
学
生
を
養
成
す
る
た
め
の
教
科
書
や
医
学

用
語
集
が
必
要
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
背
景
に
、
専
門
的
に
医
学
語
彙
を
集
め
た

英
和
医
語
辞
典
で
あ
る
『
医
語
類
聚
』
が
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
名
山
閣
か
ら

出
版
さ
れ
た
。『
医
語
類
聚
』
は
海
軍
軍
医
で
あ
る
奥
山
虎
章
が
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
（
一

七
九
八
―
一
八
六
九
）
の
『
医
学
事
典
』
を
典
拠
に
編
纂
し
、
解
剖
学
、
生
理
学
、

薬
物
学
な
ど
の
術
語
を
内
容
と
し
た
も
の
で
あ
る
（
注
九
）
。
同
書
は
初
版
か
ら
五
年
後

に
増
訂
第
二
版
が
出
版
さ
れ
た
。『
医
語
類
聚
』
は
蘭
学
や
漢
訳
洋
書
な
ど
の
医
学
用

語
を
吸
収
す
る
際
新
し
い
医
学
用
語
を
作
り
だ
し
、
そ
の
訳
語
は
現
在
の
医
学
用
語

に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
例
え
ば
、『
日
国
』
に
は
『
医
語
類
聚
』
か
ら
約
七
八
〇

例
が
引
用
さ
れ
、
そ
の
う
ち
、
約
五
五
〇
例
が
『
医
語
類
聚
』
が
初
出
例
と
し
て
掲

出
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
よ
う
な
『
医
語
類
聚
』
の
訳
語
は
ホ
ブ
ソ
ン
の
造
語
か
ら
影
響
を
与
え
ら
れ

て
い
る
。
例
と
し
て
は
『
医
語
類
聚
』
が
ホ
ブ
ソ
ン
の
「
～
炎
」
に
関
す
る
造
語
に

基
づ
き
、
数
多
く
訳
語
を
創
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ホ
ブ
ソ
ン
が
英
語
のin

fla
m

m
a

‐tion

を
「
炎
症
」
と
訳
し
、
初
め
て
『
西
医
略
論
』
に
「
西
国
方
言
曰
炎
法
美
順
、

訳
爲
炎
熱
之
意
、
故
名
曰
炎
症
」
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
「
炎
法
美
順
」
は

in
fla

m
m

a
tio

n

の
音
訳
で
あ
る
。
ホ
ブ
ソ
ン
の
『
医
学
英
華
字
釈
』
に
「
～
炎
」
と

い
う
用
語
は
約
二
〇
語
あ
る
が
、
『
医
語
類
聚
』
に
は
「
～
炎
」
に
関
す
る
訳
語
は

約
一
六
〇
語
に
の
ぼ
る
。 

さ
ら
に
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
代
表
的
な
医
学
書
で
あ
る
『
全
体
新
論
』
も
『
医
語
類
聚
』

の
訳
語
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
『
全
体
新
論
』
に
あ
る
骨
に
関
す
る
名
称
が
『
医
語

類
聚
』
の
も
の
と
一
致
し
て
い
る
の
は
「
坐
骨
、
肩
胛
骨
、
膝
蓋
骨
、
趾
骨
、
指
骨
、

砧
骨
、
馬
鐙
骨
、
顱
頂
骨
、
転
肘
骨
、
蚨
蝶
骨
、
尾
骶
骨
、
頭
骨
、
正
肘
骨
、
額
骨
、

枕
骨
」
で
あ
る
。
「
坐
骨
、
蚨
蝶
骨
」
の
二
語
は
『
全
体
新
論
』
か
ら
直
接
受
け
入
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れ
ら
れ
た
訳
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
砧
骨
、
馬
鐙
骨
、
顱
頂
骨
、
転
肘
骨
、

正
肘
骨
」
の
五
語
は
ホ
ブ
ソ
ン
の
造
語
で
あ
る
か
ど
う
か
ま
だ
不
明
で
あ
る
が
、『
医

語
類
聚
』
は
『
全
体
新
論
』
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
『
全
体

新
論
』
よ
り
先
に
日
本
に
流
入
し
た
中
国
医
学
書
、
特
に
、
漢
訳
洋
書
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
骨
に
関
す
る
訳
語
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
『
医
語

類
聚
』
の
訳
語
と
比
較
す
る
た
め
、
『
全
体
新
論
』
の
医
学
用
語
を
全
般
的
に
調
査

す
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
二
）「
坐
骨
」「
胡
蝶
骨
」
に
つ
い
て 

ホ
ブ
ソ
ン
の
造
語
「
坐
骨
」
は
現
在
の
医
学
用
語
で
は
そ
の
ま
ま
「
坐
骨
」
で
あ

る
。
一
方
、「
蚨
蝶
骨
」
は
『
全
体
新
論
』
に
「
蚨
蝶
骨
」
と
「
蝴
蝶
骨
」
の
両
方
の

表
記
が
あ
る
。
一
方
「
胡
蝶
骨
」
に
当
た
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
医
学
用
語
で
言

え
ば
「
蝶
形
骨
」
に
相
当
す
る
。『
日
国
』
に
は
「
坐
骨
」「
胡
蝶
骨
」
の
両
方
が
掲

出
さ
れ
て
い
る
。 

ま
ず
、「
坐
骨
」
の
記
述
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

坐
骨 
(

名) 

（
椅
子
に
腰
を
お
ろ
し
た
と
き
、
椅
子
の
面
に
接
す
る
骨
の
意

か
ら
）
腰
部
に
あ
る
寛
骨
の
下
半
部
を
占
め
る
骨
。
坐
骨
体
と
坐
骨
枝
に
分

か
れ
、
腸
骨
・
恥
骨
と
癒
合
（
ゆ
ご
う
）
し
て
寛
骨
を
つ
く
る
。 

＊
医
語
類
聚
〔
１
８
７
２
〕〈
奥
山
虎
章
〉「S

ch
ia

ticu
s   

坐
骨
ノ
」 

＊
生
物
学
語
彙
〔
１
８
８
４
〕〈
岩
川
友
太
郎
〉「Isch

iu
m
  

坐
骨
〔
解
〕」 

  

「
坐
骨
」
は
医
語
用
語
集
の
『
医
語
類
聚
』
に
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
、『
改
訂
医
科

全
書
第
四
号 

解
剖
篇
下
肢
骨
論
之
部
』（
東
京
大
学
医
学
部
編
、一
八
七
八
年
出
版
）

と
い
っ
た
医
学
解
剖
書
に
使
わ
れ
、『
生
物
学
語
彙
』
の
よ
う
な
用
語
集
に
も
収
録
さ

れ
て
い
る
。「
坐
骨
」
は
医
学
関
係
の
用
語
と
し
て
広
く
使
わ
れ
、『
和
英
語
林
集
成
』

（
第
三
版
）（
一
八
八
六
年
）
に
も
収
録
さ
れ
、
一
八
八
九
年
に
出
版
さ
れ
た
『
言
海
』

に
も
収
録
さ
れ
る
。
そ
の
後
、『
日
本
大
辞
書
』、『
帝
国
大
辞
典
』、『
日
本
新
辞
林
』

な
ど
の
国
語
辞
書
に
も
収
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
続
い
て
大
正
期
の
『
大
日
本

国
語
辞
典
』
に
掲
出
さ
れ
、
そ
の
後
、
中
型
の
国
語
辞
書
『
広
辞
苑
』
の
初
版
（
一

九
五
五
年
）
か
ら
の
版
本
を
始
め
、
小
型
の
『
岩
波
国
語
辞
典
』（
一
九
六
三
年
）
ま

で
収
録
さ
れ
た
。「
坐
骨
」
は
ほ
と
ん
ど
の
国
語
辞
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の

日
常
生
活
で
は
「
坐
骨
」
が
使
わ
れ
、
身
体
部
位
の
一
つ
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
言

葉
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
坐
骨
」
は
初
め
医
学
用
語
と
し
て
使
わ
れ
た
が
、
次
第

に
一
般
語
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
、
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

次
に
「
蚨
蝶
骨
」
の
受
容
状
況
を
見
よ
う
。「
蚨
蝶
骨
」「
蝴
蝶
骨
」
の
表
記
は
『
日

国
』
に
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
胡
蝶
骨
」
は
『
日
国
』
に
「
蝶
形
骨
に
同
じ
」
と

記
述
さ
れ
て
お
り
、
用
例
は
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
。『
医
語
類
聚
』
に
は
「
蚨
蝶
骨
」
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は
訳
語
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、「S

ch
in

d
y
lesis  

不
動
関
節
ノ
一
種
（
鍤

骨
ト
蚨
蝶
骨
ノ
類
）」
と
い
う
用
語
の
注
に
「
蚨
蝶
骨
」
が
あ
る
。『
改
訂
医
科
全
書

第
五
ノ
上 

解
剖
篇
頭
骨
論
之
部
』（
東
京
大
学
医
学
部
編
、
一
八
七
九
年
出
版
）
に

は
「
蝴
蝶
骨
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
ほ
か
の
資
料
に
は
「
蚨
蝶
骨
」「
蝴
蝶
骨
」

の
表
記
が
少
な
い
。
さ
ら
に
「
胡
蝶
骨
」
は
「
坐
骨
」
と
違
い
、『
和
英
語
林
集
成
』、

『
言
海
』
お
よ
び
明
治
期
や
大
正
期
の
国
語
辞
書
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ

し
、『
広
辞
苑
』
の
初
版
（
一
九
五
五
年
）
か
ら
第
六
版
ま
で
「
胡
蝶
」
の
項
目
に
「
胡

蝶
骨
」
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。『
大
辞
林
』
の
初
版
（
一
九
八
八
年
）
に
は
な
い
が
、

第
二
版
の
「
胡
蝶
」
の
項
目
に
は
「
胡
蝶
骨
」
が
掲
出
さ
れ
る
。『
広
辞
苑
』
と
『
大

辞
林
』
に
は
「
胡
蝶
骨
」
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
「
蝶
形
骨
に
同
じ
」
の
よ
う
な
記
述
で

あ
り
、『
日
国
』
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
胡
蝶
骨
」
は
現
在
ほ
と
ん
ど

使
わ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。「
胡
蝶
骨
」
は
頭
蓋
骨
の
一
部
で
あ
り
、
医
療
従
事

者
が
も
っ
ぱ
ら
用
い
る
も
の
と
し
て
、
一
般
の
人
々
は
日
常
生
活
で
触
れ
な
い
用
語

な
の
で
、
一
般
用
語
と
し
て
広
が
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
明
治

期
に
専
門
用
語
と
し
て
使
わ
れ
た
が
、
国
語
辞
書
に
「
胡
蝶
骨
」
は
収
録
さ
れ
て
い

な
い
。 

 

以
上
、『
全
体
新
論
』
の
造
語
で
あ
る
「
坐
骨
」
と
「
蚨
蝶
骨
」
に
関
す
る
日
本
で

の
受
容
状
況
に
つ
い
て
辞
書
類
の
掲
出
状
況
か
ら
考
察
し
た
。「
坐
骨
」「
胡
蝶
骨
」

の
よ
う
な
医
学
用
語
は
直
接
明
治
初
期
の
日
本
医
学
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
わ

か
り
、『
全
体
新
論
』
は
医
学
の
訳
語
の
創
出
に
影
響
を
与
え
た
と
言
え
る
。
一
方
、

「
犁
頭
骨
」
の
よ
う
な
用
語
は
『
医
語
類
聚
』
に
訳
語
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

な
い
。「
犁
頭
骨
」
が
対
応
す
る
英
語v

o
m

e
r

は
『
医
語
類
聚
』
で
「
鋤
骨
」
と
訳

さ
れ
て
い
る
。「
鋤
骨
」
に
つ
い
て
、「
犁
頭
」
に
近
い
意
味
の
言
葉
の
「
鋤
」
に
直

さ
れ
た
の
か
、『
医
語
類
聚
』
の
自
ら
の
造
語
で
あ
る
の
か
、
現
時
点
で
手
元
に
あ
る

資
料
は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
問
題
に
答
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
れ
か
ら
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
さ
ら
に
資
料
を
収
集
し
た
上
で
、
解
明
を
し
た
い
。 

第
五
節 

『
全
体
新
論
』
か
ら
見
る
漢
訳
洋
書
の
受
容
過
程 

 

こ
れ
ま
で
の
現
存
本
調
査
や
医
学
用
語
の
考
察
な
ど
を
通
し
て
漢
訳
洋
書
の
受
容

実
態
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
節
は
『
全
体
新
論
』
を
中
心
に
、
日

本
で
の
受
容
過
程
を
分
析
す
る
。
そ
の
受
容
過
程
を
仮
に
分
解
し
、
次
の
よ
う
な
七

段
階
に
わ
け
る
。 

 

(

１)  

原
著
の
「
直
読
」 

 

現
存
本
に
残
し
た
痕
跡
か
ら
見
る
と
、『
全
体
新
論
』
の
原
著
が
直
接
読
ま
れ
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
段
階
で
は
漢
文
の
教
養
が
ど
こ
ま
で
あ
る
か
に
関
わ
る
。
中

国
人
並
み
の
読
解
力
を
身
に
つ
け
た
読
者
は
語
順
な
ど
を
変
え
ず
中
国
人
同
様
に
早
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く
読
む
。
一
方
、
漢
文
訓
読
の
教
養
を
も
つ
知
識
人
は
日
本
語
の
構
文
を
考
え
な
が

ら
読
ん
で
い
た
。
日
本
に
入
る
原
著
の
量
は
か
な
ら
ず
し
も
多
く
な
か
っ
た
と
言
え

る
か
ら
、
読
む
人
は
限
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

(

２)  

和
刻
本
の
刊
行 

 

 

漢
訳
洋
書
の
役
割
が
一
旦
認
め
ら
れ
、
多
く
の
人
に
読
ま
れ
る
た
め
に
、
和
刻
本

の
刊
行
が
要
求
さ
れ
る
。
八
耳
（
一
九
九
九
）
の
調
査
に
よ
る
と
、
す
べ
て
の
漢
訳

洋
書
に
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
和
刻
本
と
示
さ
れ
た
の
は
わ
ず
か

四
分
の
一
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
漢
訳
洋
書
が
和
刻
さ
れ
な
い
要
因
の
一
つ
は

漢
文
の
教
養
が
あ
る
知
識
人
が
漢
文
を
支
障
な
く
読
め
る
か
ら
で
あ
る
。
漢
訳
洋
書

を
す
べ
て
和
刻
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
一
方
、
基
礎
知
識
を
紹
介
し
、
広
く

普
及
で
き
る
漢
訳
洋
書
は
啓
蒙
書
と
し
て
和
刻
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。 

『
全
体
新
論
』
は
中
国
で
の
出
版
後
、
ま
も
な
く
日
本
に
伝
わ
っ
た
。
ま
た
、
二

年
後
の
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
京
都
で
医
業
を
営
ん
で
い
た
越
智
崧
に
よ
り
、

訓
点
を
付
し
た
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ホ
ブ
ソ
ン
五
書
の
う
ち
、
次
の

三
種
の
西
洋
医
学
書
が
幕
末
の
日
本
の
西
洋
医
学
界
に
歓
迎
さ
れ
た
。 

 
 

『
全
体
新
論
』
一
八
五
一
（
→
日
本
に
一
八
五
四
年
ご
ろ
）
→
越
智
蔵
版
一
八

五
七
年 

 
 

『
西
医
略
論
』
一
八
五
七
→
桃
樹
園
三
宅
艮
斎
氏
蔵
版
一
八
五
八
年 

 
 

『
婦
嬰
新
説
』
一
八
五
八
→
天
香
堂
蔵
版
一
八
五
九
年 

 
 

『
内
科
新
説
』
一
八
五
八
→
桃
樹
園
三
宅
艮
斎
氏
蔵
版
一
八
五
八
年 

こ
れ
ら
の
ホ
ブ
ソ
ン
の
医
学
書
は
一
八
五
一
年
か
ら
一
八
五
八
年
に
か
け
、
順
次

中
国
で
出
版
さ
れ
て
き
た
。『
全
体
新
論
』
は
伝
来
し
て
二
年
後
、
他
の
三
種
の
医
学

書
は
原
著
の
発
行
の
一
年
後
に
す
ば
や
く
和
刻
さ
れ
、
医
学
書
に
対
す
る
期
待
に
応

え
、
普
及
を
積
極
的
に
進
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

 (

３)  

和
刻
本
の
読
解 

現
存
本
調
査
に
よ
り
、
全
国
図
書
館
や
研
究
機
関
に
『
全
体
新
論
』
の
和
刻
本
が

数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
当
時
『
全
体
新
論
』
の
和
刻

本
の
出
版
は
活
発
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
全
体
新
論
』
に
は
返
り
点
や
句
読

点
や
語
の
間
に
連
語
符
が
付
さ
れ
て
お
り
、
読
者
は
こ
れ
ら
の
訓
点
に
従
い
、
漢
文

を
訓
読
し
理
解
す
る
。 

こ
れ
ら
の
訓
点
を
研
究
す
れ
ば
、
当
時
の
人
々
が
身
に
付
け
た
訓
読
法
は
何
か
、

前
時
代
の
訓
読
法
と
ど
う
い
う
違
い
が
あ
る
か
、
あ
る
程
度
把
握
で
き
る
。 

 

 (

４)  

和
刻
本
の
受
容
様
相 

① 

和
刻
本
の
書
き
込
み 

現
存
本
調
査
を
通
し
て
、
多
数
の
現
存
本
に
書
き
込
み
が
確
認
で
き
た
。
日
本
大
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学
松
戸
歯
学
部
本
に
は
漢
字
に
字
音
と
字
訓
が
付
さ
れ
た
小
紙
片
二
八
枚
が
挟
ん
で

あ
る
。
同
志
社
大
学
荒
木
文
庫
本
『
全
体
新
論
』
に
は
「
合
信
氏
諸
骨
表
」
と
「
鈍

屈
里
孫
氏
比
較
」
と
い
う
内
容
の
一
枚
の
紙
が
挟
ん
で
い
る
。
同
志
社
大
学
中
瀬
古

文
庫
本
『
全
体
新
論
』
に
は
難
字
に
音
注
、
意
味
注
、
訓
注
が
付
さ
れ
る
書
き
込
み

が
見
ら
れ
る
。
同
志
社
大
学
神
学
部
本
『
全
体
新
論
』
に
は
医
学
用
語
の
解
釈
で
あ

る
書
き
込
み
が
大
量
に
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
書
き
込
み
に
つ
い
て
は
様
々
な
様
相

を
呈
し
て
い
る
。
当
時
の
日
本
に
お
け
る
『
全
体
新
論
』
の
使
用
目
的
、
使
用
実
態

お
よ
び
漢
文
の
読
解
力
、
字
書
類
の
利
用
実
態
な
ど
が
書
き
込
み
を
通
し
て
分
析
で

き
る
。 

② 

和
刻
本
の
用
語
を
吸
収
し
、
用
語
集
に
受
け
入
れ
る
。 

『
医
語
類
聚
』
に
見
ら
れ
る
ホ
ブ
ソ
ン
の
造
語
に
も
っ
と
も
影
響
を
与
え
ら
れ
た

例
と
し
て
「
～
炎
」
に
関
す
る
訳
語
の
創
出
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ホ
ブ
ソ
ン
の
代
表
的

な
医
学
書
と
し
て
『
全
体
新
論
』
も
『
医
語
類
聚
』
の
訳
語
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

な
い
と
は
考
え
に
く
い
。 

骨
に
関
す
る
名
称
を
例
に
す
る
と
、『
医
語
類
聚
』
に
あ
る
「
坐
骨
、
馬
鐙
骨
、
胡

蝶
骨
」
が
『
全
体
新
論
』
か
ら
直
接
受
け
入
れ
ら
れ
た
訳
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
以
外
の
訳
語
は
『
全
体
新
論
』
の
造
語
で
は
な
い
が
、『
全
体
新
論
』
を
経
て
影

響
を
受
け
た
可
能
性
も
あ
る
。
よ
っ
て
、『
医
語
類
聚
』
の
訳
語
と
対
照
す
る
た
め
、

『
全
体
新
論
』
の
医
学
用
語
を
全
般
的
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。 

③ 

他
の
著
書
に
そ
の
医
学
内
容
を
引
用
す
る
。 

『
全
体
新
論
』
は
植
物
や
動
物
や
人
間
な
ど
の
知
識
を
紹
介
す
る
『
造
化
妙
々
奇

談
』
に
も
影
響
を
与
え
た
。『
造
化
妙
々
奇
談
』
の
本
文
と
対
照
し
て
み
る
と
、『
造

化
妙
々
奇
談
』
に
お
け
る
「
人
身
出
生
の
奇
妙
」
と
「
妊
娠
の
奇
妙
」
の
二
篇
は
『
全

体
新
論
』
の
一
部
を
編
纂
し
て
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
前
者
は

『
全
体
新
論
』
の
「
外
腎
経
」
と
「
陰
経
」、
後
者
は
「
胎
論
」
と
「
胎
盤
論
」
を
改

訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
医
学
用
語
の
受
容
を
考
え
る
際
に
、
こ
の
類
の
資
料
を
参
照

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
５
） 

和
刻
本
を
書
き
下
し
、
和
訳
本
を
刊
行
す
る
。 

明
治
に
入
る
と
、
同
名
二
種
の
『
訳
解
』
が
出
版
さ
れ
た
。
明
治
六
年
（
一
八
七

三
）
か
ら
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
か
け
て
大
阪
で
出
版
さ
れ
た
高
木
熊
三
郎
に

よ
る
も
の
と
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
名
古
屋
で
出
版
さ
れ
た
石
黒
厚
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。 

（
６
） 

異
本 

和
刻
本
を
抄
訳
し
、
医
学
書
を
刊
行
す
る
。 

和
訳
本
に
関
し
て
、
二
種
の
『
訳
解
』
以
外
に
、
松
井
惟
利
抄
訳
の
『
通
俗
全
体

新
論
』
初
篇
が
明
治
一
一
年
に
東
京
で
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
『
全
体
新
論
』
の
本

文
の
前
半
を
抄
訳
し
、
養
生
の
進
め
を
書
き
加
え
て
い
る
た
め
、『
訳
解
』
と
性
格
が

違
い
、
完
全
に
和
訳
本
で
は
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
和
刻
文
『
全
体
新
論
』
と
こ



103 

 

の
和
訳
本
と
対
照
し
、
医
学
用
語
の
相
違
点
を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
７
）
和
訳
本
を
参
考
に
し
て
和
刻
本
を
読
む
。 

現
存
本
調
査
を
通
し
て
、
多
和
本
『
全
体
新
論
』
は
高
木
『
訳
解
』
に
あ
る
七
八

条
の
字
註
や
語
彙
注
釈
を
参
照
し
、
そ
の
中
の
五
九
条
を
引
用
し
て
補
注
し
て
い
る

の
が
わ
か
っ
た
。 

以
上
の
受
容
過
程
を
次
の
図
一
に
ま
と
め
る
。 

 

漢
訳
洋
書
の
受
容
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
現
存
本
調
査
や
対
照
調
査
を
通
し

て
実
現
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
を
通
し
て
、『
全
体
新
論
』
と
和
刻

本
と
和
訳
本
の
現
存
本
を
調
べ
た
。 (

２)

、(

４)
の
①
、(

５)

、(

７)

の
受
容
過
程
に

触
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、(

４)

の
②
、
③
、（
６
）
は
『
全
体
新
論
』
と
対
照
し
な
が

ら
、
医
学
内
容
や
医
学
用
語
な
ど
の
受
け
入
れ
を
確
認
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

       

 

   

               
和訳本 

 

(書き下し) 

著書引用 

(和訳本を参照し

和刻本を読む) 

用語集引用 

(訓読・書き込み) 

 和刻本 

抄訳 

(施訓) 
(直読) 

漢訳洋書 

図一 
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【
注
】 

 
（
注
一
） 

佐
藤
（
一
九
八
三
）
を
参
照
。 

（
注
二
）
熊
月
之
氏
の
著
作
『
西
学
東
漸
与
晩
清
社
会
』
に
お
け
る
「
早
期
基
督

教
伝
教
士
出
版
中
文
書
刊
目
録
」（
一
八
一
一
～
一
八
四
二
）
を
参
照
し
、

出
版
さ
れ
た
書
物
を
数
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
出
版
さ
れ
た
書
物
の

う
ち
、
広
州
で
六
種
（
う
ち
の
一
種
が
の
ち
に
新
加
坡
に
移
動
さ
れ
た
）

と
マ
カ
オ
で
の
六
種
を
除
き
、
一
二
六
種
は
中
国
以
外
の
印
刷
所
で
印
刷

さ
れ
た
と
わ
か
っ
た
。 

 

（
注
三
）「
京
師
同
文
館
」
に
つ
い
て
は
、
伊
原
澤
周
氏
の
著
書
『
日
本
と
中
国
に

お
け
る
西
洋
文
化
摂
取
論
』
を
参
照
。 

 

（
注
四
）
江
南
製
造
局
翻
訳
館
の
成
立
に
つ
い
て
、
李
（
二
〇
〇
五
）
を
参
照
。 

 

（
注
五
）
橋
本
（
一
九
九
一
）
を
参
照
し
た
。 

 

（
注
六
）『
医
宗
金
鑑
』
清
の
乾
隆
帝
の
命
令
に
よ
っ
て
、
呉
謙
ら
に
纂
修
さ
れ
、

乾
隆
七
年(

一
七
四
二)

に
刊
行
さ
れ
た
中
国
の
伝
統
医
学
全
書
で
あ
る
。

全
九
〇
巻
。
歴
代
諸
家
の
説
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
刊
当
時
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
中
国
の
臨
床
医
学
に
最
も
重
要
な
医
学
書
の
一
つ
と
し

て
利
用
さ
れ
続
け
て
い
る
。 

（
注
七
） 

「
ガ
ク
○
・
ヒ
タ
ヘ
」
の
よ
う
に
、「
○
」
は
該
当
の
漢
字
の
振
り
仮

名
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
を
表
す
。「
・
ヒ
タ
ヘ
」
は
左
側
振
り
仮
名

を
表
す
。
特
に
表
記
し
て
い
な
い
も
の
は
右
側
振
り
仮
名
で
あ
る
。 

 

（
注
八
）
犁
頭
骨
（
リ
ト
ウ
ノ
○
）
に
つ
い
て
、
振
り
仮
名
が
附
さ
れ
て
い
な
い

「
骨
」
を
「
ホ
ネ
」
と
推
測
す
る
。
理
由
と
し
て
、
高
木
『
訳
解
』
に
現

れ 
 

る
「
～
ノ
骨
」
は
「
～
ノ
ホ
ネ
」
と
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
る
例
が

あ
る
が
、「
～
ノ
コ
ツ
」
と
付
さ
れ
る
例
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

（
注
九
）『
医
語
類
聚
』
に
つ
い
て
深
瀬
（
一
九
九
六
）
を
参
照
。 

 

         

  

http://kotobank.jp/word/%E5%88%8A%E8%A1%8C
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第
七
章 

結
論 

本
論
文
は
『
全
体
新
論
』
と
そ
の
和
訳
書
で
あ
る
二
種
の
『
訳
解
』
を
対
象
と
し

て
、明
治
初
期
に
お
け
る
漢
訳
洋
書
の
受
容
と
い
っ
た
観
点
か
ら『
全
体
新
論
訳
解
』

の
書
誌
的
・
文
献
的
な
研
究
と
分
析
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
両
『
訳
解
』
に
お
け
る

振
り
仮
名
と
漢
字
音
に
着
目
し
分
析
を
行
い
、
二
種
の
『
訳
解
』
は
近
代
日
本
語
を

考
察
す
る
際
に
有
益
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

本
論
文
は
「
序
論
」
と
「
結
論
」
を
入
れ
て
七
章
か
ら
な
る
。
第
二
章
と
第
三
章

は
『
全
体
新
論
』
と
『
訳
解
』
二
種
と
の
関
係
を
書
誌
学
的
・
文
献
学
的
な
視
点
か

ら
検
討
し
た
。
第
四
章
と
第
五
章
は
二
種
の
『
訳
解
』
に
お
け
る
近
代
日
本
語
の
表

記
と
漢
字
音
を
中
心
に
国
語
学
的
研
究
を
展
開
し
た
。
第
六
章
は
漢
訳
洋
書
の
日
本

受
容
を
考
察
し
た
。
次
は
各
章
の
内
容
構
成
と
結
論
を
総
括
す
る
。 

第
一
章
で
は
導
入
と
し
て
『
全
体
新
論
』
と
二
種
の
『
訳
解
』
を
研
究
す
る
背
景

と
意
義
を
検
討
し
た
。 

第
二
章
で
は
『
全
体
新
論
』
と
『
全
体
新
論
訳
解
』
に
関
す
る
書
誌
的
情
報
と
二

種
の『
訳
解
』に
関
す
る
言
語
学
的
資
料
と
し
て
の
価
値
を
中
心
に
考
察
を
行
っ
た
。

先
行
研
究
と
書
誌
調
査
を
通
し
て
、
『
全
体
新
論
』
と
二
種
の
『
訳
解
』
の
著
者
、

内
容
構
成
と
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
『
全
体
新
論
』
は
日
本
で
啓

蒙
書
と
し
て
も
教
科
書
と
し
て
も
使
わ
れ
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
二
種
の
『
訳
解
』
に
は
豊
富
な
振
り
仮
名
が
あ
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
振
り
仮
名
を
通
し
て
明
治
初
期
の
日
本
語
表
記
、
字
音
と
語
彙
を
研
究
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
二
種
の
『
訳
解
』
に
は
言
語
学
的
資
料
価
値
が
あ
る
こ
と
を
確

か
め
た
。 

第
三
章
で
は
現
存
す
る
『
全
体
新
論
』
と
二
種
の
『
訳
解
』
に
関
す
る
実
地
調
査

を
行
い
、
使
用
形
跡
を
ま
と
め
、
当
時
の
使
用
字
書
類
と
読
解
状
況
な
ど
を
考
察
し

た
。
調
査
結
果
を
整
理
す
る
と
、
次
の
四
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
一
）
現
地
調
査
を
通
し
て
、
現
存
本
で
は
使
用
形
跡
を
多
数
確
認
で
き
た
。
当

時
の
使
用
者
は
漢
文
を
読
解
す
る
際
に
、
『
字
彙
』
や
『
康
煕
字
典
』『
増
続
大
広
益

会
玉
篇
大
全
』
な
ど
の
単
字
字
書
を
用
い
、
難
字
を
解
釈
し
た
こ
と
が
主
流
で
あ
っ

た
。
一
方
、
医
学
用
語
の
書
き
入
れ
を
通
し
て
、
一
部
の
使
用
者
は
中
国
の
漢
方
書

籍
も
西
洋
人
の
著
述
も
参
照
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
特
に
、
明
治
初
期
に
は
医
学

用
語
が
固
定
せ
ず
い
く
つ
か
併
用
さ
れ
た
こ
と
も
確
認
で
き
た
。 

（
二
）
多
和
文
庫
本
と
早
稲
田
大
学
本
と
慶
応
義
塾
大
学
富
士
川
文
庫
本
の
『
全

体
新
論
』
に
現
れ
る
書
き
入
れ
は
高
木
『
訳
解
』
を
参
照
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ

は
『
全
体
新
論
』
の
漢
文
を
読
む
際
に
、
使
用
者
が
和
訳
書
を
参
照
し
た
こ
と
を
示

し
、
高
木
『
訳
解
』
が
広
く
読
ま
れ
た
こ
と
を
証
明
し
た
。 

（
三
）
四
種
以
上
の
現
存
本
に
見
ら
れ
る
漢
字
解
釈
の
書
き
入
れ
を
七
三
字
抽
出

し
、
二
種
の
『
訳
解
』
に
ど
の
よ
う
に
和
訳
さ
れ
た
か
を
検
討
し
た
。
二
種
の
『
訳
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解
』
は
漢
字
に
対
す
る
解
釈
の
方
法
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
石
黒
『
訳
解
』
で
は
左

右
両
側
振
り
仮
名
と
左
側
振
り
仮
名
の
形
が
多
い
が
、
高
木
『
訳
解
』
で
は
右
側
振

り
仮
名
に
訓
読
み
が
多
く
付
さ
れ
る
以
外
に
、
左
右
両
側
振
り
仮
名
と
漢
字
解
釈
も

見
ら
れ
る
。 

（
四
）
調
査
し
た
石
黒
『
訳
解
』
を
す
べ
て
見
比
べ
、
石
黒
『
訳
解
』
は
再
版
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
研
究
対
象
で
あ
る
北
大
本
石
黒
『
訳
解
』
は
再
版
の
も
の

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

第
四
章
で
は
二
種
の
『
訳
解
』
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
手
順
と
振
り
仮
名
の
取

得
方
法
と
統
計
方
法
を
説
明
し
た
上
で
、
二
種
の
『
訳
解
』
に
お
け
る
訳
述
方
法
の

差
異
に
よ
る
振
り
仮
名
の
特
徴
差
を
中
心
に
分
析
し
た
。
石
黒
『
訳
解
』
は
漢
文
訓

読
文
で
あ
る
。
一
方
で
、
高
木
『
訳
解
』
は
漢
文
訓
読
に
と
ど
ま
ら
ず
、
語
レ
ベ
ル

の
翻
訳
も
し
て
お
り
、
漢
文
訓
読
調
の
文
体
と
な
る
。
こ
の
異
同
に
よ
り
、
両
書
の

振
り
仮
名
の
付
け
方
に
相
違
が
生
じ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
ず
、
音
読
み
と

訓
読
み
の
量
が
異
な
る
。
石
黒
『
訳
解
』
は
音
読
み
が
多
く
付
さ
れ
、
高
木
『
訳
解
』

は
訓
読
み
が
多
く
付
さ
れ
て
い
る
。
品
詞
構
成
比
率
も
異
な
る
。
訓
読
み
の
方
に
品

詞
構
成
比
率
の
差
が
顕
著
で
あ
る
が
、
音
読
み
で
も
品
詞
構
成
比
率
に
差
は
あ
る
。

さ
ら
に
、
左
右
両
側
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
る
の
は
両
『
訳
解
』
の
共
通
点
で
あ
る
。

石
黒
『
訳
解
』
に
は
全
文
に
わ
た
り
数
が
多
い
が
、
高
木
『
訳
解
』
は
第
一
節
と
第

二
節
に
集
中
し
、
第
三
節
以
降
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
右
側
振
り
仮
名
に
統
一
さ
れ
て

い
る
。 

第
五
章
で
は
二
種
の
『
訳
解
』
に
お
け
る
漢
字
音
の
揺
れ
を
中
心
に
考
察
し
た
。

両
書
に
漢
音
と
呉
音
の
揺
れ
が
一
番
多
く
、
同
一
漢
語
に
対
す
る
異
な
る
漢
字
音
の

用
例
か
ら
見
る
と
、
高
木
『
訳
解
』
の
方
が
石
黒
『
訳
解
』
よ
り
多
い
こ
と
が
確
認

で
き
た
。
呉
音
と
漢
音
の
揺
れ
以
外
に
漢
音
と
漢
音
、
漢
音
と
慣
用
音
な
ど
の
揺
れ

も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
漢
字
音
の
揺
れ
は
三
分
類
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
（
一
）
古

い
音
の
位
相
の
区
別
が
な
く
な
っ
て
併
用
す
る
も
の
、
（
二
）
古
い
音
に
新
し
い
別

の
音
を
与
え
て
併
用
す
る
も
の
、
（
三
）
新
語
に
複
数
の
音
を
併
用
す
る
も
の
の
三

種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
（
一
）
と
（
二
）
の
絡
ん
で
い
た
も
の
が
存
在

す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

第
六
章
で
は
『
全
体
新
論
』
と
二
種
の
『
訳
解
』
を
中
心
に
漢
訳
洋
書
の
受
容
に

つ
い
て
述
べ
た
。
具
体
的
に
医
学
用
語
の
受
容
と
受
容
過
程
に
お
い
て
漢
訳
洋
書
の

日
本
に
お
け
る
受
容
の
全
体
像
を
概
観
し
た
。
医
学
用
語
の
受
容
に
つ
い
て
、
「
坐

骨
」
の
よ
う
な
医
学
用
語
は
明
治
初
期
か
ら
日
本
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
ま
た
、
現
存
本
調
査
と
書
誌
調
査
を
通
し
て
、
『
全
体
新
論
』
の
受
容
過
程

を
検
討
し
た
。 

第
七
章
で
は
議
論
の
総
括
と
今
後
の
展
望
を
述
べ
た
。 

本
論
文
は
漢
文
医
学
書
『
全
体
新
論
』
の
二
種
の
和
訳
書
を
取
り
上
げ
て
、
振
り

仮
名
の
相
違
と
漢
字
音
の
揺
れ
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
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に
、
明
治
前
期
に
お
け
る
振
り
仮
名
の
多
様
性
と
漢
字
音
の
揺
れ
の
よ
う
な
日
本
語

の
実
態
を
漢
訳
洋
書
の
和
訳
書
か
ら
確
認
で
き
る
こ
と
は
本
論
文
の
結
論
で
あ
る
と

考
え
る
。従
来
の
研
究
で
は
和
訳
書
に
対
す
る
本
格
的
な
分
析
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
資
料
的
価
値
が
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
本
論
文
は
そ
の
資
料
的
価
値
を

見
出
し
て
、
日
本
近
代
語
の
有
益
な
資
料
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
和
訳
書
は
研
究
資
料
と
し
て
近
代
日
本
語
研
究
の
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
考
案
す
る
。 

ま
た
、
本
論
文
の
研
究
方
法
に
つ
い
て
、
一
つ
は
、
現
存
本
調
査
は
漢
訳
洋
書
と

和
訳
書
の
使
用
状
況
と
使
用
字
典
類
や
漢
文
の
受
容
を
考
察
で
き
る
点
か
ら
見
る
と
、

漢
訳
洋
書
の
受
容
研
究
と
近
代
日
本
語
研
究
の
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
。
も

う
一
つ
は
、
二
種
の
『
訳
解
』
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
は
大
量
の
言
語
デ

ー
タ
を
収
集
で
き
る
点
か
ら
見
る
と
、
近
代
日
本
語
の
量
的
分
析
に
役
立
つ
方
法
で

あ
る
と
考
え
る
。 

二
種
の
『
訳
解
』
の
資
料
的
価
値
は
本
論
文
で
振
り
仮
名
と
漢
字
音
の
二
点
か
ら

わ
ず
か
な
が
ら
証
明
し
た
が
、
ま
だ
研
究
す
べ
き
対
象
が
多
い
資
料
で
あ
る
。
二
種

の
『
訳
解
』
を
言
語
資
料
と
す
る
研
究
に
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
今
後
の
展

開
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。 

第
一
に
、
語
彙
研
究
の
た
め
に
、
第
四
章
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
た
方
法
に

従
い
、
二
種
の
『
訳
解
』
の
語
彙
を
す
べ
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
各
語
彙
に
お
け
る
語
種
、
文
語
と
俗
語
、
方
言
、
漢
文
訓
読
語
な
ど
の
語
誌

記
述
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
完
成
す
れ

ば
、
明
治
初
期
に
お
け
る
語
彙
の
使
用
意
識
を
次
の
三
点
か
ら
分
析
で
き
る
と
考
え

る
。
一
つ
目
は
両
書
の
和
語
と
漢
語
の
使
用
語
種
の
差
を
統
計
す
る
こ
と
で
あ
る
。

漢
語
を
大
量
に
創
生
す
る
直
前
の
漢
語
・
和
語
の
分
析
デ
ー
タ
と
し
て
明
治
初
期
の

語
彙
の
定
着
を
量
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
目
は
各
語
彙
の
位
相
情
報
を

収
集
す
る
と
、
明
治
初
期
の
語
彙
の
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
和
語

を
例
に
し
て
、
二
種
の
『
訳
解
』
に
見
ら
れ
る
方
言
形
に
つ
い
て
、
高
木
『
訳
解
』

に
は
「
蝿
」
を
「
ハ
イ
」
と
、
石
黒
『
訳
解
』
に
は
「
百
足
」
を
「
ム
カ
ゼ
」
と
振

り
仮
名
が
付
さ
れ
る
。
ま
た
、
高
木
『
訳
解
』
に
は
「
軽
キ
」
を
「
カ
ロ
キ
」
と
「
圓

ク
」
を
「
マ
ロ
ク
」
の
文
語
形
お
よ
び
「
唇
」
を
「
ク
チ
ビ
ロ
」
と
付
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
語
彙
を
収
集
す
れ
ば
、
明
治
初
期
の
和
語
の
使
用
状
況
を
分
析
で
き
る
と

考
え
る
。
三
つ
目
は
医
学
用
語
の
受
容
様
相
を
分
析
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
章

の
言
語
学
的
価
値
と
第
六
章
の
「
～
骨
」
の
医
学
用
語
を
考
察
す
る
際
に
、
両
書
の

医
学
用
語
に
つ
い
て
、
翻
訳
法
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
通
し
て
、

両
者
の
医
学
用
語
を
全
部
抽
出
し
、
医
学
用
語
の
受
容
と
定
着
を
網
羅
的
に
考
察
で

き
る
。 

第
二
に
、
石
黒
『
訳
解
』
が
漢
文
訓
読
文
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
高
木
『
訳
解
』

は
和
文
へ
の
翻
訳
を
模
索
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
二
種
の
『
訳
解
』
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は
訓
読
と
翻
訳
の
関
係
を
考
察
で
き
る
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
二
種
の
資
料
を
原

文
の
『
全
体
新
論
』
と
対
照
し
、
対
応
す
る
部
分
に
行
わ
れ
た
訓
読
や
翻
訳
が
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
を
検
討
す
れ
ば
、
明
治
初
期
の
訓
読
と
翻
訳
お
よ
び
両
者

の
関
係
を
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
訓
読
や
翻
訳
に
よ
る
語
彙
、
文
法
、

文
体
の
不
一
致
を
分
析
す
る
と
、
明
治
初
期
に
お
け
る
日
本
語
の
実
態
を
考
察
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。 
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和
刻
本
所
在
目
録
」『『
六
合
叢

談
』（1

8
5
7
-5

8

）
の
学
際
的
研
究
』 

白
帝
社 

八
耳
俊
文
（
二
〇
〇
九
）「
漢
訳
洋
学
書
と
19
世
紀
日
本
の
出
版
文
化
―
ホ
ブ
ソ
ン 

書
を
中
心
に
―
」
『
東
ア
ジ
ア
の
知
識
交
流
と
歴
史
記
憶
』 

韓
国
東
北
亜
歴
史 

財
団
編 

熊
月
之
（
一
九
九
四
）『
西
学
東
漸
与
晩
清
社
会
』 

上
海
人
民
出
版
社 

吉
田
寅
（
一
九
八
九
）「
中
国
語
キ
リ
ス
ト
教
書
の
流
入
と
仏
教
界
の
対
応
―
幕
末
・

明
治
初
年
を
中
心
と
し
て
―
」『
仏
教
史
学
研
究
』
三
二
（
一
） 

仏
教
史
学
会 

吉
田
寅
（
一
九
九
六
）「
中
国
キ
リ
ス
ト
教
初
期
医
療
伝
道
史
研
究
―
ホ
ブ
ソ
ン
著
中

国
語
医
学
書
の
一
考
察
―
」『
立
正
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
一
二 

立
正
大
学
文

学
部  

李
家
駒
（
二
〇
〇
五
）『
商
務
印
書
館
与
近
代
知
識
文
化
的
伝
播
』 

商
務
印
書
館 

     

http://www2.ipcku.kansai-u.ac.jp/~shkky/wakumon/no-11/wakumon11_9_matsumoto.pdf
http://www2.ipcku.kansai-u.ac.jp/~shkky/wakumon/wakumon-data/no-13/wakumon13_4_matsumoto.pdf
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調
査
資
料 

『
岩
波
国
語
辞
典
』
岩
波
書
院 

一
九
六
三 

『
勝
浦
市
史 
通
史
編
』
勝
浦
市
編
纂
委
員
会
編 

勝
浦
市 

二
〇
〇
六 

『
言
海
』
大
修
館
書
店 

一
八
七
九 

新
『
常
用
漢
字
表
』（
内
閣
告
示
）
二
〇
一
〇 

『
全
訳
漢
辞
海
』（
第
三
版
）
佐
藤
進
ほ
か
編 

三
省
堂 

二
〇
一
一 

『
標
註
訂
正
康
煕
字
典
』 

講
談
社 

一
九
七
七 

『
広
辞
苑
』
岩
波
書
院 

初
版
（
一
九
五
五
）
～
第
六
版
（
二
〇
〇
八
） 

『
増
續
大
廣
益
會
玉
篇
大
全
』
毛
利
貞
齋
著 
天
保
五
年
甲
午
再
刻
校
正
監
本 

『
大
漢
和
辞
典
』
諸
橋
轍
次
著 

大
修
館
書
店 
一
九
八
四
～
一
九
八
六 

『
大
辞
林
』
初
版
（
一
九
八
八
）
～
第
二
版
（
一
九
九
五
） 

『
日
本
教
育
史
資
料
』
八 

文
部
省
総
務
局
（
一
八
九
〇
～
一
八
九
二
） 

『
日
本
呉
音
の
研
究 

索
引
篇
・
資
料
篇
一
』
小
倉
肇
著 

新
典
社 
一
九
九
五 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
小
学
館 

二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
二 

『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系 

解
説
／
索
引
』
大
空
社 

一
九
九
五
～
一
九
九
七 

 

覆
製
本 

『
医
学
英
華
字
釈
』
ホ
ブ
ソ
ン
著 

一
八
五
八
年 

覆
製
本
刊
行
未
詳 

『
漢
語
字
類
』 

庄
原
謙
吉 

一
八
六
九 

『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系
』大
空
社 

一

九
九
五
～
一
九
九
七 

『
字
彙
』（
明
）
梅
膺
祚
撰
『
和
刻
本
辞
書
字
典
集
成
』
長
澤
規
矩
也
編 

汲
古
書
院 

『
新
編
漢
語
辞
林
』
山
田
美
妙 

一
九
〇
四 

『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系
』
大
空
社 

一
九
九
五
～
一
九
九
七 

『
新
令
字
解
』 

荻
田
嘯 

一
八
六
八 

『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系
』
大
空
社 

 

一
九
九
五
～
一
九
九
七 

『
必
携
熟
字
集
』 

村
上
快
誠 

一
八
七
九
『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系
』
大
空 

社 

一
九
九
五
～
一
九
九
七 

『
医
語
類
聚
』 

奥
山
虎
章
訳 

 

名
山
閣 

一
八
七
二 

『
明
治
期
専
門
術
語 

集Ⅰ

』
一
九
八
五 

 

デ
ジ
タ
ル
・
マ
イ
ク
ロ
資
料 

 『
医
語
類
聚
』
増
訂
版 

奥
山
虎
章
訳 

 

名
山
閣 

一
八
七
八 

国
立
国
会
図 

書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

『
改
訂
医
科
全
書
』「
第
四
号 

解
剖
篇
下
肢
骨
論
之
部
」
東
京
大
学
医
学
部
編 

 
一
八
七
八
年 

国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

『
改
訂
医
科
全
書
』「
第
五
ノ
上 

解
剖
篇
頭
骨
論
之
部
」
東
京
大
学
医
学
部
編
、 
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一
八
七
九
年 

国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

『
生
物
学
語
彙
』
岩
川
友
太
郎
編 

集
英
堂 

一
八
八
四 

国
立
国
会
図
書
館
近 

代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

『
大
日
本
国
語
辞
典
』
上
田
万
年 

松
井
簡
治
著  

金
港
堂
書
籍
一
九
一
五
～
一 

九
一
九 

国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

『
通
俗
全
体
新
論
』
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

『
造
化
妙
々
奇
談
』 

宮
崎
柳
条
編  

牧
野
書
房 

一
八
八
七 

国
立
国
会
図
書
館 

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

『
帝
国
大
辞
典
』
藤
井
乙
男 

草
野
清
民
編  

三
省
堂 

一
八
九
六 

国
立
国
会
図 

書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

『
日
本
大
辞
典
』
山
田
美
妙
編  

日
本
大
辞
書
発
行
所 
一
八
九
三 

国
立
国
会
図 

書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

『
日
本
新
辞
林
』
棚
橋
一
郎 

林
甕
臣
編  

三
省
堂 

一
八
九
七 
国
立
国
会
図
書

館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

『
和
英
語
林
集
成
』
初
版
、
再
版
、
三
版 

明
治
学
院
大
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
ス 

 

中
国
側
資
料 

『
医
宗
金
鑑
』（
清
）
呉
謙
他
撰 

デ
ジ
タ
ル
版 

『
漢
語
大
詞
典
』
上
海
辞
書
出
版
社 

一
九
九
五 
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使
用
コ
ー
パ
ス
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

「C
iN

ii B
oo

k
s

」
国
立
情
報
学
研
究
所 

 
 

h
ttp

://ci.n
ii.a

c.jp
/b

oo
k

s/ 

ja
p
a
n

k
n

o
w

led
g
e  

『
日
本
国
語
大
辞
典
』 

h
ttp

://ja
p

a
n

k
n

o
w

led
g
e
.com

/ 

『
全
国
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』 

 
 

h
ttp

://k
a
n

ji.zin
b
u

n
.k

y
o
to-u

.a
c.jp

/k
a
n

se
k

i 
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辞 

 
本
論
文
は
筆
者
が
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
在
学
中
に
行
っ
た
研

究
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 

本
研
究
へ
の
道
を
開
い
て
下
さ
っ
た
上
に
、
本
研
究
の
全
般
に
渡
る
ご
指
導
と
激

励
を
を
賜
り
ま
し
た
、
指
導
教
官
で
あ
る
池
田
証
壽
先
生
に
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
研
究
に
戸
惑
い
を
感
じ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
池
田
証
壽
先
生
の
根

気
よ
く
暖
か
い
指
導
の
お
か
げ
て
、
幅
広
い
視
点
で
研
究
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
指
導
い
た
だ
い
た
数
多
く
の
時
間
は
、
私
に
と
っ
て
の
生
涯
の
宝
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
研
究
生
活
に
お
い
て
も
、
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

執
筆
に
あ
た
り
、
小
野
芳
彦
先
生
・
加
藤
重
広
先
生
、
佐
藤
知
己
先
生
、
李
連
珠

先
生
、
松
江
崇
先
生
に
は
多
大
な
る
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な

ア
ド
バ
イ
ス
の
お
か
げ
で
、
本
論
文
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
深
甚
の
謝
意
を

表
し
ま
す
。
ま
た
、
学
会
や
研
究
会
で
出
会
っ
た
多
く
の
先
生
方
に
も
、
貴
重
な
ご

指
導
を
数
多
く
賜
っ
た
こ
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
留
学
生
で
あ

る
私
の
日
本
語
の
校
正
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
・
学
友
に
も
感
謝
の
意
を
表

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

調
査
に
際
し
て
は
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
所
蔵
機
関
と
、
そ

の
準
備
を
整
え
て
い
た
だ
い
た
北
海
道
大
学
文
学
部
図
書
係
に
、
多
大
な
る
恩
恵
を

受
け
ま
し
た
。
記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
、
今
ま
で
暖
か
い
励
ま
し
を
い
つ
も
送
り
続
け
て
く
れ
た
家
族
の
皆
に
、

こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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